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甕 沼英之助，田尻敢，立川昇，上尾登の各先

生は多磨全生園或は長島愛生園に於て永年光田健輔

先生の許にあつて息者の診療に常りつつ掘病理の研

究に専念したのてあるが， 絃に翡録した諭文は何れ

も學位論文となったものてあり， 光川健輔先生の指

尊になるものてあるから， 先に刊行した『光田健輔

掘に開する論文集』の補逍として上梓する次第てあ

る。 この論文上梓を快諾された著者に封し原く謝意

を表すると共に紙面の都合上その一部を省略した事

をお詑びするものてある。

尚榎本貞子女史の局所化學反態は掘細胞の研究に

意義あるものと認め集録した次第てある。

昭和 26年 4月 1日
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眼 の 顧

第^ 1絹虹彩，毛様憫の榔

塵沼英之助

（レブラ第 8巻第 4鰊，第 5競；第 9巻第2戦（昭和 12,rn年）〕
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古来廉は斑紋型，紳認型，結節型の 3つの病型に分たれて居り，前二者と結節型と
の間には全く相

隔るものがある。痛患者の眼症朕1こ於ても，この 2つの分類によつて眼猾懇送化も確
然たる相迎を現す

のである。

多くの眼疾患が其の全身病の •一部として綬疲する時は，常に全身症朕に注意すべきは屈々云はれる

事であるが，瀬の全身症欣及び病理は眼をも全く支訛するものである。

今日迄多くの窟眼研究を見るに，搬患者病型を知らずして箪に眼球材料のみを以て
研究焚表をする

ものがあり，それに多くの諜謬を見出す事のあるのは全く此の館珂を衷害するもので
ある。

帥繹痢，斑紋廂の眼病墜は結節痢性浸潤の為に褻するのではなく，主として共の祁
/r鯉の運勁及び知

昼麻痺に綬褻する病要であるから共の症朕は箪純である。 ~ll ち顔面誹繹麻痺に因する兎眼であるから

屈々結膜炎を焚し，或は兎眼性潰瘍を角膜下半部に褻するのみである。

報告 I•こよつては本病堕 1召嶺性パンヌス，瀬性黙朕角膜炎，虹彩痢腫等がある如く云はれるのは何れ

も前述病型の誤りであつて，他の全身症朕を梢査する時，必ずや結節廂；9:厩すべきものなることが解
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るのである。

全身病朕と限との恨本的平行を示すのは光田氏皮胸反應と駆沼の眼反應の比較であ
る。即ち光田氏

反應試藷子を眼球結膜―Fに注射してその反應を見るに，腸性は 1辿間， 2迎間後夜で強い反
應を残すの

であって，これは誹紐斑紋型I'このみ見られ，結節癒の眼には見られぬ事である。

結節痢の眼症朕は主として齋菌の饒多なる檜殖によつて投するものであるから，俊
される揚所も多

く，症朕も亦多稲多様である。狭義の襟限とは結節廂の眼病箆・こ就いて云ふもの
である事を思うて

も，如何に結節痛の病麟が多彩なるかを知る事が出来る。

余は昭租 3年東京全生病院赴任後，光田偉蔀先生の下に窪限病理に就いて研究し，今
後の研究に｛紺

ふべきを痛惑し此虚に褻表するに至ったのである。

併し齋限病學に就いては既に Borthen-Lie,光田の名著あり ，特；こ1羨者に就いては殆ど余の抽ふ無

きを感ずるのであって，再びかかる精細な疱眼全翌としての Monographを作る事は意味が無い。た

だ光田先生の指示を受けつつ特殊の箕味ある晋占に就いて柳か究明する慮あり，それ
のみの疲表に止め・

炭いのである。

先づ第 1篇 として虹彩毛様骰を畢げ， 3章I'こ互つて述べ炭い と思ふ。第 1章 1す：毛様膀後面
の疱結節，

第 2章は虹彩棗煎，第 3章は虹彩モ様骸の療・性涸脂肪笈化及び色素細胞の態度，である。
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第 1章

1) 

毛様證後面の鍛結節

研究の動機
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9. 

光田が 19]0年「廂病の限疾患に就いて」の論文を炎表し 62名に就いての臨床的所見と共に又 7例

の詳細なる病理組織學的桧索をして居る。その論文中後者の第 6例の限球に於て特殊な検査法を行っ

た。郎ち結節型の眼球を Forn1nlinf;:貯蔽2日目に赤迫部か ら切覇し肉眼的に内面の観察をした l1)

に，この例では角膜及び毛椋瀦翌1;:著礎を呈せざるに先だち毛様鍮IC固有の新生物及び沈涜物を見た。

新生物は帯黄褐色の徽細の盟胡朕を為し，針尖大より帽針頭大に至り多くは鋸掘欣緑に沿ひ，緑と突起

との中央，若しくは毛様緑に接近して箇々に眺列し，大なるものは互IC融合し，その最も多いのは外

下方に位する。荘にはこの新生物(/)外，雲禁欣の沈殖物あり，新生物を包裡する。上記の新生物は毛

様輪の内方及び―F方にも多少存在し，上方にはこれを鋏く。氏は此の眼球の病理組織の所見をも同時

に詳述し，此の肉眼的幣褐黄色の開，雑朕新生物は，色素と痢菌と多少の白血球を合有する大なる細胞の

群集で，それが毛様上皮の上に附着したのであるといふ。以上が氏の記載であるが，かかる特殊な方

法を以て新生物を毛様骰後面に肉限的に見たものは他にはない。かかる毛様骰及び網膜前方に於ける

病愛の組織學的検索に就いては既に Bulland Hansen, Lie, Philipson, Babes,光田，行悠，鮫島，

菅沼等の研究がある。而してかかる結節は吾人が内臓顔に於て肝談，牌臓，副宵等に於IC常に見る痛

結節と其の肉眼的所見を同じうするものである。一而して余は更に多くの搬眼例について調査する事を

命ぜられ，昭和 3年以来数年間に 78眼（紳鯉斑紋型 12眼，結節型 6G眼｀ノに就いて同様な検査を行つ

たのである。

2) 症 例 統計

余の材料は継て東京全生病院愚者眼球を摘出したものである。穂症冽の中 1眼の生骰摘出のほかは

穂て死骰解剖よりのも、のである。肉眼的検査方法としては毛1羨怪は主として其の隣接部との闊係並び

に病態を最も自然に猿察するを要するが故に次の如き方法を以て豫め虚既をした。先づダ銭登より眼球

を摘出し直ちに 10鈴 Formalin水に固定すること 2日乃至3日間。 固定の後眼球を取出し，グレー

フェ氏線状刀を以てこれを赤逍部より前半と後半に切断する。前半及び後半眼球郊の断面を上に向け

て小なる硝子Jl!ll・こ孵置しその面に更に 10鈴 Formalin水をピペットにて静かに滴注し，液が眼球腔を

充満するを以て止める。此の方法を用ひた所以は，眼球を切断せる為切廠前に於て保持した眼球内腟

の膝力が急に愛化を来し，自然，既面より脈絡膜並I’こ網膜の人工的糸IJ離を起し易く，又硝子跨．の透明

度を損害し易く検索I'：：：支節を招くが為である。此の準備ををへたる後前半限球部の内！容を後方より肉

眼的に検索し， 又其の隣接部位との関保をも究むる為 I•こ， 後半眼球底請をも同様方法を用ひたもので

ある。

検眼時に賞つてはハルトナック氏ルーベを用ひ，必要1、こ應じ又暗室内にて斜照法を用ひて検索に便

ならしめた。

78眼に就いて知る事は：



限 の 痢 ,' ‘̀ 

l) 扉III繹型，斑紋型には見ぬ事である。これは純論に於ても述べた事と良く一致し，かかる結節は

結節疱性変化 (J.epromatiiseVeriinderu11g)であるから紳鯉斑紋型に焚見せぬのは賞然である。同

表の内臓の廂性焚化 (Visceralleprà)のないことと企く一致して居るのも富然である。

2) 帥ちかかる毛様鬱．後而の結節は結節型＇•このみ来る現象である。而して結節捌眼 6G 眼中かかる

結節を認むるものは 32眼で，結節型の 48.4S？るに賞る。

:i) 毛様膀後面の結節も疱病症の打r症 さと大唸相平行する。授病後終過年数の梱係も亦自から明か

である。

3) 毛様謄後面願結節の分布欣態

上述の理由により，前1,1繹斑紋型を除いた 66眼の結節窟眼に就いて，其の分布朕態を要約するのに次

表の如くなる。

第 1表 毛様證後面結節分布表

竺:廿f-ロi上毛／こ口ー：良1:/4ーニー□□□／
（廿） o ! ・ s I 10 I 10 
(＋）,  1 會 13
-- - —',— i 

~ I 1~ I 1~ I : I :: 
計 I10 ¥ 20 ! 17 ! 17 I 28 I 14 I 17 I 1 OG 

- - ・ 

(＋）に阻::し：如II61: l 14 J8 1 173: I 38:: I 81: I 153: I 198 
即ち毛様突起，毛様翰帯，鋸歯朕緑（綱膜の部分に屁するものであるけれども相闘聯するが故に此

虚に記載する。）の 3ヶ所，それを各々上下の 2部分に分ち，全部で 6つの部分で検査をしたのであ

る。これの計は眼数であり，その下の（＋）に

第 2表 毛様證後面疱結節分布略圏 換邸とは C•Ilt) は C+) :l箇として計尊しての

線計であって，大骰その数の多媒が解るので

ある。それの？るを下に附記した。

帥ち毛様輪幣下半部が最も多く 38.4劣を

占め，そ の上半これに次ぎ，最も勘いのは毛

椋突起上半部である。

これの珂解を投ける1合に略闘にしたのが第

2表であつて，一目にして其の分布欣態を知

り得る。尚鼻側部，願甑側部に分つ時は類跳

側部が多いのであって，又その下方が最も多

いこ とになるのである。毛様骰後面の病墜が

頸著なる時は，網膜鋸歯朕線部附近網膜の部



9
/
1
1
1
9
 

、

.1.9'ー．

『＿＿＿―-星
9’9-IiI--
．． 

ー・・-.-＿＿

L
!
t
r
r
H廿
じ
，じ
'
T
i
'
l
,
．．＇，
9
.

，

¢
：
戸
％
；
告
，
｀
＿―舌
喜
".
i

4 甕沼英之助
- --•一 ー一------・----

＇ 

u'
 
．
 

,~ 

にも此の結節が認められるのが毎常であるが，それにしても赤逍部より後半眼底網膜の部に薇見せら

れるものは甚だ稀である。余はかかる例は結節｀靡眼 66眼中僅かに 1例に於てこれを認めたの みであ
つて，この例に於ては内眼部のみならず，外眼部もその病変高度なるものであつて，眼球自身は萎縮

を呈せるものてあった。

第 3表

結

節

額

C

C

)

4) 外眼部病症との闊係

症例の此の方面を纏めたものが第 3表である。

毛様膿後面癬結節と外部眼症状

外 部 1毛様副後面9 9 
眼 病症靡結節！ilt< 

i A ！艇無 C-）
I B 等有（＋）
! C 愈無 C-）
i D 菫有(+)

I 合計

斑紋紳鯉型
二

CN) (-） （-） 
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10.60 

1:l.64 

3 7. 8 8 

卯ち A群は外眼部病症即ち角膜，虹彩，瞳

孔，翠膜等の肉眼的病婆の無いものかスは！痙

度のもので後面結節の無いもの 25限(37.83

劣）， B群は外眼部異常無きか又は靱症で後

而に結節あり霊症のもの 7眼(10.60.9,る）， 0

群は外眼部が直症にして後面に結節なきもの

9眼 (13.64姦）， D群は内外とも肉眼的に病

焚の甚だしきものである。即ち後面に多数の

結節のあるものであつて 25眼 (37.88彩）を

邸す。

これによると病愛の後面所見の翌軍 と外眼部のそれとは平行するもの最•も多きを知る。抑ち A と D
と合計 75.76％の割合である。

郎ち眼一般症朕の培悪と共に後面結節か現れるのである。

5) 定 型 的 症 例

多くの症例に就いて述ぺるのとさけ定型的 1例を以て病理組織を記載したい。

No. 73 薗， 9，34歳。 結節廓。後病後 15ヶ年を舘過す。

全身症状

る。

左眼所見

黄色を呈する。
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額面及び四肢に再炎性の結節及び浸潤がある。頭髪は中等度に禿し眉毛馳モは脱落す

角膜全整1-C::亘り高度の寅質涸濁があり，又角膜の外下方の上翠膜は/j即享し其の色梢々

涸濁した角膜を徹して虹彩後癒箔を見る。前房は渋くなる。り艮球全證としては少しく萎縮してゐる。
眼球を 10%Formalin IC貯裁2日の後赤逍税I；にて前後に切半し眼踪内祁をうかがふ／＇こ，前半部には
光田の所謂内腋瑚塵鮎朕顎腫の如き芙巽な灰臼黄色の小結節を多数に見る。

今此の内部結節を精細に見るのに赤泣部後半には燕く，、眼底I’こ於ては説紳総乳頭の陥没と見るのみ

である。

前半部内面を見るのに毛様突起では上半にもあるが，下半の方が多い。毛様輪帯でも同様で，そこ

の雲禁状の器出物中にも多数の結節を認め得るのである。洞膜銀歯朕縁及び其の附近のものも上半よ
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り下半が多い。

かくして眼球内邪を陸察俊，克に前後雨半を各々 Sagitta.lI'こ切半 し，一部は Celloidin, —i.`品は Ge・

ln,tin包埋によって検索した。

染色方法としては Hacmatoxylin-Eosin染色， VanGie~on 染色 ， Zi ehl.Ncelsen 染色， Sudan

III染色を施した。

6) 顔微錢的所見

C結膜〕 結膜下組織に1陸度のう窟性浸潤あ り。

〔角膜〕 少しく崇縮する。上皮府の原さは不同で Bowman氏澳，質質板層， Deacemet氏膜等波

朕を呈する。又Bowman氏膜は虞々敏損する。一部上翠膜から角揆賞質層内に侵入 した肉芽椋浸潤

を見る。この没潤は幼若の拮締織細胞， plasmazeJle,淋巴球等もあ るが廂空泡細胞多く ，この箪ざ蜀な

浸潤を被ふ所の角膜上皮層下に毛粗I(ll管を見る。此の限局性浸潤と角膜箕質及び翠膜‘との闘係を見る

のに，此の浸潤は翠角膜部で周園組織と比較的明確に挑界されてゐる。 Descemet.L訊膜と虹彩前而と

は相接箭して居る。多数の齋菌は Descemet氏膜の附近の角膜板眉1こまで逹するものがある。其の

他の角膜部では箕壁の前 2/3に数條の樹枝朕浸洞があり，此の中に襟小球も認め血管の新生 も之れを

見る。

〔翠膜〕 上袈膜に前述限局した浸潤に逃綬して瘤性浸洞あり，赤逆部に至らざる前方に於てl.苔喉Ii莫

血管を園線して居る。翠膜哀宜中にも数條の浸潤あり。-方上翠膜の浸潤は毛様謄内の炭汎なる浸潤

に連る。 Schlemm 氏管は閉鎖せられ，櫛朕靱帯は既に崚痰 I•こ化し少数の空泡組徽及び痕小球あり。

〔脈絡膜J一絞に慇棋。 翠膜 とは前方に於て人工的に剥離してゐる。曲管周回に少数の 淋巴細胞，

Plasma 細胞，空池細胞あり，瀬菌も赤逍前半にあり，登半：•こば認められない。

〔水品強〕 白内障性愛性に陥り前祁には癖白内障がある。

〔硝子墜〕 水晶盟の下方，腔の前方に滲出物の槌化によつて緩疎な結締微網が出来，或は硬皮形成

も見られる。痢菌合有白曲球と褐色色素顎粒を容るると共に，又窟小球を存する痙細胞より成る。又

祈生血管も之れを認む。かくの如き愛化はliiり子競膝内毛様突起より始まるが，主として毛様諭帯，姻

歯朕線部にまたがつて居る。

C網膜〕 筑憤諏緑部四Jヽ 結節あり。褐色の色素預粒と共に空池細抱を合む。肉芽腫の表面には縦痕

組織に類似する機化結締織を被る。この中にも空泡細胞あり。又籾膜iまー一般IC萎縮笠性1こ陪る。

〔視紳繹〕 説誹舘乳頭は緑i勺院性陥1円を見，謁抑紐箕質は萎縮する。

毛様證 廣汎な高度の療性浸潤がある。箆 I•こ筋屈は萎稲する。浸潤は淋巴球， Plasma 細咆，多核

白血球の外多数の搬空泡細胞で毛捺突起1、こ殊に甚だしい。毛様突起及び毛誤唸帯の上皮細厖中 ICに邪

菌及び小球を合む。 又羹 々にかかる窟菌合有の色素細胞が小函塊朕をなし，投面上皮細胞上に附着 し

硝子橙腔に向つて突條する。或ものは滲出物の歳化せるものの中にもある。以上が肉眼的に後雨瓶緒

節として認められたものである。

虹彩 萎紹するが全層に亘つて蹄淡性に瓶性の浸潤があ り， 時にその謎閏の一部は前境界居を 越
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1) 

2) 

みヽ

3゚) 

4) 

5) 

6) 

撚 沼

えて組織外に溢れ出てゐる炒3があ る。特に虹彩根部に於てその浸潤が強い。浚潤細胞は前述のも のの

外粉砕した色素顆粒のある細胞が窯菌を採つてゐるc 浸潤細胞中には小球も認められる。後面色素．I・.

皮は一部水品蔑：：痣瘤し上皮細胞中には療菌を寄生する。

7)・孫息括及び考按

毛様骰の後方から見える咆結節は病珂組薇學的に見て毛様突起，毛様倫幣の上皮細胞が瘤菌をとり

噌成し，或は脱落し累樅したもので，それに治出物，白血球等が加はつたものである。

硝子膀腔内前方の搬性竪化を有する所の有槻化せ る滲出物の成立乃至硬皮形成に就いては毛様盟炎

による二次的のものであるが，かかる病辺は汲初毛様悛上皮中に寄生する痛菌が硝子骰内に遊離脱落

し，これに裔j萄膜より 9'.)遊走細胞が集合して前述の病菱を惹起するものであ らう。 これに就いては

Lie及び光田の記載がある。

又後面の結節が下方に多いのは珈菌を合める上皮細胞の脱落により爺種朕に落下する為であらう。

ともあれ毛様唸後面よりの特異なる貼朕の廂結節が肉限的に観察された 66眼を一括し，又其の定型的

の 1例に就いて詳述し説明を助けた次第である。

8) 

英之助

·—•• •一＿＿ ー・ 一— - -- - ＾ 

結 論

相雷病菱の進める結節瀬眼では肉眼的Iこ毛捺橙後面：・こ艇貼朕疱結節を見る事が多い。病墜高度

のものは網膜鋸f船I犬緑部及びその附近網膜に同様の結節を見る。

然しながら赤逍部後半の網膜1-::及ぶものは甚だ稀である。 66眼の結節搬眼中 1例 (1.51劣）の

此の毛様整後面の痢結節は下部に多く，又毛椴輪帯に多い。

鼻側郊よ り頻甑側部に多い。

組織學的には毛様骸の上皮細胞が痢菌をとり噌茄脱落し，滲出物も輿つて結節朕となったも の

である。

下方に多い事は上方の廂菌を含める脱落上皮の揺種される京が考へられる。

第 2章

1) 

虹

緒 ＾ 
芥ノ

言

穎 腫

疱患者に綬痰する限炭患．中裔噂膜の疾患．は相裳に多く搬菌の喩殖淡延の甚だしい結節粛こ著しいも

のである。

臨床的の統計観察；謡むこ LyclerBorthen以来多数の突綬があってその頻度は角膜の疾患に相談ら

ない。 LyderBorthenによれば裔1萄膜疾患は結節泰に於て 63.11彦，光田は 73.7彩， 内田は 60.0S劣

に之を焚見して居る。 余は東京第 1箆府縣立全生病院布任賞時，同院牧容患者の結節痢 599名を桧し

その前萄膜に災常ある者は426名(71.11クる）を見た。

かか る葡萄膜炎は通常慢性成形性虹彩毛椋鬱．炎の堕を とるものであって痴腿性虹彩炎は極めて稀な

~
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1

・

'
~
~
,
"
1
,
1

ー
，
~
~
~
~
~
、
~
~

ものである。
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虹彩廂腫の統計的業絞として Lopezは 29名の結節廂患者中ュ ・［グ！（6．S9,0る）， Borthenは IO年1月

250 名の結節患者中 4 例 (l. .6彩），光田 57 例中 1 例 (1.7劣），行徳 1•ま :~oo 名 中皆無，内田は 300 名中

4 i'iU (1.33%),大西は 100S名中13例 (1.2劣），保田は GOl名中 S例 (1.3？る）を見て居る。

なほ 1例報告とし て Kaurins,Hi rs ch berg, 1¥-Ieller, Gonzalez, Morax, Knapp, E. Kriick-

mann, Rogers,宮臀小川，宮下，鈴木，國井及び館田啄の報告がある。

虹彩瀬11履の臨床的所見として従来の文献に記載される池り，

］） 好装部位及び個数に就て：

第 1は虹彩の瞳孔祈象に生ずるもので 1個のこともあり数個のこともある。

第2は虹彩根部に焚生するもので比較的大きく個数は通常 1個である。

2) 色澤は多く帯茨灰白色乃至灰白色；こ呈する。

3) 大さは栴針頭大，粟粒大乃至麻賓大である。
ヽヽ

4) 血管新生は通例認め られない。

余は過去 7 ヶ年間に於て 1100 名を牧容する全生病院恙者を検して 13 例 (1.23る）の虹彩廂腫1•こ逮遇

し，又過去 1ヶ年間に星塚敬愛［関牧容患者472名中には 1例の同患者を焚見した。

2) 症例

14例む虹彩廂脈を要約し興味ある貼に就いて 2,3述ぺると，

I. 焚病後の鯉過年数の相嘗I•こ古いものが多い。

2. 従って結節浸潤焚生後の網過年数の多いものに見られる。

3. 痛腫褻生の部位I'-.就ては虹彩恨部よりのもの 10眼，睦孔緑にあるもの 3眼，裕縮翰附近のもの

は 1眼であって，虹彩恨部よ り焚生するものが最も多いことを鯉峨した。大西も 13例の中虹彩根部に

疲生するものは全橙の 1/2を占め，他ほ瞳孔縁これに次ぐことを報告してゐる。

4. 臨床上齋腫表面に血管の侵入を見たものは文献Iて．よれば小川の 1例があるのみであるが，他は

これに就いて記域がない。ただ内田はこれに就いて談察した 4例の線べてに血管の1妥入を認めなかつ

たといふ。

小川の前記 1例は布眼の瞳孔緑に生じた麻宜大：つ瀬謹で其の個数は 1個であるが，これに新生血管

を多数に認めたもので弟る。余の症例中血管の侵入を見たものは全症例の半数 7眼である。暗室内で

ハルトナック氏「Iレーペ」によつて何れも栴査した結果見出されるものが多く，その血管の1妥入朕慈か

ら云へば少ないものである。しかし多数1こ之を認めたものもある。焚生部位と の闘係と見るのに虹彩

恨部から§を生したものには 10眼中 5瞑卯ち半数に於て血管の1支入を見，四孔縁iこ§を生したものは 3限

巾 2眼に於て血管の伎入を見た。

5. 潮腫の中には割合早期に自然に吸牧されるものがある。

臨床的所見は前述の如く多数の研究がある。けれども 臨床的談察と共に病汀組徽學的検索を施した

もe0に至っては甚だ少ない。 1928年始めて内田は其の2例の桧索を報茜 し， 綾いて 1932年及び 1934

年監沼は其の2例を報告 した。 又菅沼は 1932年の其の著 「眼病踵根」に虹彩毛様悛の御雁と題して
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2例の病理所見を祀栽した。 又 1935年國井噌忍田は其の 1例を報告した。

余の報告は既に第 4回，第6回の日本瀬學會に其の大膀の報告を Lたものであるが，此腐にはこれ

等を穂括して報告するものであ る。

内田の組織睾的桧査を施した例症の 1は35歳の結節廂男子左眼の虹彩括約筋帯に粟粒大幣黄灰白

色の 1個の結節を認めたものである。

例症の 2は22歳の結節窟男子右眼の虹彩括約筋帯に麻箕大，帯黄褐色の 1個の結節を認めたもので

ある。以J::2例の病狸所見を内田が記載する所は次の如くである。即ち小結節の一端には虹彩色素暦

を附潜し，浸潤組織には色素細胞の破壌されたものが裔L雑1こ介在する。浸潤は上皮様細胞著明；こして

中等度の小阻i形細胞及び少数のプラスマ細胞及び結締織細胞あり。巨大細胞は之を認めず。瀬菌は各

所に充滴し癒細胞を形成する。ワンギ ーソン氏染色にて検するに，例症 1には色素屈に近く少数の毛

細血管断端を證明するのみであるが，例症 2に於ては可成多数の血管があって色素居近く多く之を見

る。管内の血球は餘り認めず。

3) 病理組織學的所見
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2名の患者に就て前者は虹彩切除により，後者は眼球摘出によつて病理組織學的桧索を施した。

（佐，春）

此の者の結節様新生物は虹彩の捲縮論の附近にあって粟粒大のもの 4個，廠賓大のものは 2個存在

する。この中下方粟粒大の屯の 1個は周固組織と共に切除し組織標本を作った。摘出した結節の直筏

は 1mmである。

切片は始め 10災フォルマリンに貯へ後これを Gelatin に包埋し， Haematox~•lin-Eosin染色， Van

Gieson染色， SudanIll染色， Ziehl-Neel5en染色を施した。

病理組織學的所見：

虹彩中の結節の楷造はそ の朕半註形を粛い て ・｝李屁朕 1•こ虹彩前面に突出し，前境界居を破り，甚底部
には虹彩色素居を附腔してゐる。此の結節内には上皮様細胞著明であり，その他小制形細胞， Plasma

細胞，及び疱菌と色素顎粒を含む抱細胞を認める。叉結節の中に 2個の新生血管の断端を認めた。色

素層の近くにも宅細血管椅而を少数毘め る。療菌は結節内の空泡細胞外にも多数存在する。次に此の

結節と周園租織 との関係であるが， 齋性の細胞浸潤は虹彩後暦より前居に瀬蔓しなほ前捺界暦を越え

て結節内にも 及んでゐるのである。後而の色素上皮細胞層は後癒箔のあり しためか健全な朕態にはな

く破損され，一部は鉄損してそ の色素頑粒の附猜 した痕跡を示す虞が多い。浸潤細胞は淋巴細胞，

Plasma細胞，色素顎粒 と珈菌を含む空泡細胞である。結節に到應する虹彩宜質中には小闘形細胞の

濃密な浸洞部がある。 齋菌は此の圏形細胞の浸涸部を除く企陪にわたつて到る虞に焚見され る。な ほ

chromatophorenは結節内に は認められない。

この椋本にSudanIll染色を施す時は其の結節 と周国組織の闘係は一居明かとなるのであ る。自Jち

臨床上此の如 き結節に箪：こ虹彩前面に突出して孤立するも のの如き額があるが，こ の桧索によりて見

る時は虹彩後半麿1こ常に強 き空泡網胞郎ち類脂肪細胞浸潤があ り，そ の病菱高度となり虹彩の前牛居



眼 グ） 福

，
 にも波及し，のみならす送には前挑界9屁よ り浮腫朕に突出し類脂肪細胞の総臨床上黄白結節 として見

える所開虹彩顔腔となつたのである。

（室，金）

左眼を摘出した。眼球の肉眼的所見。（略）

病理組織學的所見：

C結膜） 結膜下織は中等度の痢性細胞浸潤がある。

環膜） 上翠膜廂管周園に多数の細胞浚潤を認め，浸潤細胞は Plasma細胞，淋巴細胞，痢紬胞よ

り成る。瑚菌も浚潤！こ一致して多数に認められる。此の浸洞は角膜翰部に至るに従ひその度を嘉＜し

後方赤逍部に至れば漸次消失する。なほ翠膜深陪にも新生血管を含む所の縣性浸潤があって虹彩根部

に存する高度なる細胞浸潤に連絡してゐる。

［角膜〕 上方はバンヌスがあつて新生血管を有する。血管内皮細胞には廂菌を寄生する。これに次

いで Bowman氏膜下又はBowman氏膜を破つて上皮紬胞暦下に球形病臨があるc病窟部の細胞は少

数の瑚細胞と闘形細胞より成る。疱菌も亦多い。此の球形浸潤病恋は普通臨床上嬰胡犬角膜炎として見

られる大さのものの他可成大きな種類のものも認められた。な 匠Bowman氏膜下に細胞浸潤を見な

い以前こ瀬菌のみが多数 1’ご蚊列 してゐるものがある。 そして瀕菌は股1塊朕をしてゐる。又角膜の 上皮

細胞中に寄生する搬菌も認めれらた。

癒菌は大骰其の基底細胞中に存するものが多く，しかも細胞の核の周団に存在して居つて上皮細胞

の上層にゆくに従ひその数を減ずる。又上居扁平上皮中に束針朕を呈して寄生して居るのも認められ

た。 1ヶ所に於ては Bowman氏膜中に 1箇の齋菌の佼入してゐ るものも認めた。

叉角膜の深層杓名には弼膜深暦部よりと毛蒻瀦豊から来る幣朕の細胞浸泥がある。新生血管も存在して

居る。叉糊菌は浸潤Iこ一致して多数に存在してゐる。

〔毛；！菜燈〕 先づ下側毛様唸．9つ朕態を見るのに萎縮高度であって細胞浸浸潤も強い。筋繊維は殆ど跛

られ僅に其の痕跡を癸見するのみ。大虹彩賊脈輪は1}りに認められる。浸洞細胞は上皮様細胞， Plas11n1

細胞，淋巴細胞等が存在する。角膜，翠膜の靡菌は可成新鮮なものであるが此の部の痢菌は顆粒朕に

菱性 してゐる。毛様痘上皮細胞中には齋小球を含む。叉既に上皮細胞を｝］兌して．とに附箔して届る小球

も、とを認めた。毛様恰上皮網股中よりも小球が庶出して硲子膜下に出るものがある。上側の毛様骰も
兌

萎縮 し其の所見は下側のものに類似するがモ様冠部の筋繊維は少数に残追する。

虹彩及び肉芽況の所見：

虹彩中の肉芽腫：勾前方は角膜衷面に癒腔 しDescernet氏膜を以て明かに挑界されてゐる。虹彩全ti奇

は狭小となるも虹彩根部に於ては晃常に杉除 し提棒快を呈する。 而して根部に於ては殆ど虹彩質質は

見 られず此の部の中心部はネク ローゼに陪つてゐるこ．肉芽腫の存在す る部分の朕態を観察するのに虹

彩の前境界膜を鼓つて前方に突出し］もの前房・内を埋めたるが如き朕態である。浸潤細胞は虹彩にも肉

芽腔内にも上皮様細胞，淋巴細胞， Plnsma細胞及び少数の痢細胞の浚潤があ り， 極少数の多核白lil

球も認められる。肉茅揺内にはこの他少数の新生血管を認める 0 Chr0n1at0phorenは肉芽IJ団の周泌部
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にはあるが腫瘍中には認めない。虹彩根部のネクローゼを起した部分は浸潤細胞核及び／成形質の染色

は不充分である。

菌染色を試みるのに虹彩及び肉芽厭内何れにも｀廂菌は認められる。肉芽腫内の1領菌は比較的新鮮な

ものであつて没潤に一致して頗る多く漉球も形成する。かかる角膜裏面と虹彩前而との間にある肉芽

飩の廂細胞浸洞部は殆ど廂菌の一大間塊として餌赤に染色せられあたかも珈菌の純培養を施した様で

ある。虹彩根部のネクロ ーゼを起した部分にも多数の靡菌が認められる。虹彩後層色素上皮は廂小球

を合みー郊はJ：：皮細胞を11兌出するのもある。虹彩の一部は水品盟前面と癒着してゐる。

上方の虹彩にも肉芽腫の部分は前記同様の所見を呈するけれども，然らざる部分はその後半府に強

い囃性細胞浸潤を見るのみ。

J
ー

〔脈絡膜〕

〔網膜〕

赤道部ょり前方に於て淋巴細胞， Plasma細胞，瀬細胞の浸潤が存する。

網膜始部は屈髄暦及び説細胞暦を占める純然たる窟肉芽腫がある。空泡細胞を充摂する。

輝 Jヽ球も存在する。為に網膜始部の組織は各暦を分別し得ないけれども後方に進めば内外預粒層が判

然としてあらはれる。廂菌は帥絃繊維府に多く見られ次いで内網微屈及び外網織層！て．も存在する。菌

は赤逍部より前方に存在し後方には認められない。

硯肺絃及び其の周園組織には異常は認めない。

4) 綿括並に考按

以上に於て余は虹彩前面の捲縮輪附近I•こ発生した腫瘍と虹彩根部に褻生した腫瘍とを夫々 1 例に於

て臨床的観察と同時に病理組織學的検索を施し，何れも定型的の虹彩叢腫と決定したものである。余

の検索例と内田の報告 lた2例と ．較し研究するに内田の 2例共に括約筋幣に生ぜるものの報告で

あってその新生物と虹彩周園組織との闘係は明かでない。 1例に就ては「細胞浸潤は腫瘤の逍残物と

思考せらるる郊分に最も著明であつて，椋界不鮮明に漸次浸洞は色素暦の部に波及し次第IC轄度とな

る。痢菌は細胞浸潤の程度に正比例して稲著明である。」 と記載 し，他の 1例については記載がない。

前者の虹彩廟腫は虹彩前面に孤在して生じた如き記載であるが，余がSudanIII染色を施して研究し

た結果は紅彩後I醤の空泡細胞flfJち類脂肪細胞が病愛高度のために虹彩前半屑に及び，なほその前境界

膜を越えてたまたまその表面に膨降せるものなることを知った。痛に於ける虹彩は常に其の後半屈IC

i l 類脂肪細胞が多いものである。此のことに就てはなほ第 3章1-C述べる。 薗井噌［田が 「紅彩及び毛様

翌の瀬腫」として報告したものの中にある例は大虹彩輪部で，角膜哀而I'こ癒箭し小虹彩輪部のみが前

房内へ楔状に突出して居るもので，この例では毛様堕I、こも大なる際腫があつてそ の浸潤細胞群が紅彩

中に佼入すると記載してゐる。 ．

更に虹彩根部より疲生した瀬腫に就て臨未的所見と病珂所見とをあわせ行ったものの報告は未だ余

の瞑開 とする所である。虹彩根部に腿々疱性細胞浸潤の多いこ とはiも：：：： Lie,Franke 11. Delbanco, 

内田，鮫島，南等の認めた虞で Schlemm氏管，大虹彩動脈綸；て近い為であらうといはれてゐる。余

の冽に於ては毛様橙は萎縮しこの中に痢腫は認められないのであるから，この部の痢性浚潤が虹彩I’こ

波及 したとは考へられない。どうして も以上の事宜から虹彩根部から褻生したものと思惟されるので

ー

.
r
 

~
,
.
1
:
|
ー

4
‘
ー
，

4

｀
 

し



眼 の 廂 11 

ある。

菅沿の所蔵椋本の 1例では虹彩の根部に小訓形細胞の結節朕集他1があつて，少しく離れた毛様悛と

網膜鋸隊朕緑部とに各 11位1の結節ヵ項を見され，他の 1例でも虹彩中に 1個の瑚II咽があった。そして廂

菌は何れの結節中にも無数に存在するが，痢細胞は偶然か否か之を焚見し得なかったと訊’Jふ。そして

2例共に角膜濶濁の総に臨床上では之を認め得なかつたのである。

次に痢腫組織中の新生血管の事であるが，内田，菅沼は共に血管は無いといつてゐる。又國井・館田

は病窟内に血管の甚だ少ないことを記載してある。余の検索した 2例は何れも臨床上肉芽腫には血管

の侵入を認めなかつたものであるが組織検索上にはこれを認めたものである。けれども國井噌忍田の

云ふが免〇く甚だ｀少ないものであつた。

症例，佐，春は余の見た孤在性の最初のものであるが霜時内HII/)かかる例の報告があつたのみであ

つて，余等は内田の見しものが果して痢性なりや否やに甚だ疑念を持ったのである。迎々佐，春なる

患者は軍症肺結核患者なりしため虹彩結核ならんと，思ふた。摘出後椋本製作によって最初前述淋巴球

の集閑的浸潤部を以て臨床上の結節部位と思ったがなほ籾細な桧索の結果，隆起した癒浸潤I/)虹彩浸

洞と相聯絡する朕態を焚見したのであつて内由の云へる如く廂腫なる事を確め得，叉同時に孤立せる

ものに非ずして，虹彩の浸洞高度の総突降せしめられた事を知ったのである。

5)結論

余は虹彩療腿 14例を臨床的に観察し其の中 2例の病狸組織學的検索を施すことが出来た。その 1

例は裕縮捻附近I9：：：焚生したもの， 1例は虹彩根部に褻生したもので虹彩顧愛化の 2分類の各々代表的

のものである。

かかる瑚腫は孤立せる結節に非ずして虹彩内部の癒浸潤が高度となり外部に突降，痰育したものな

る事を確めた。

第 3章 虹彩毛様腔の眼性類脂肪髪化及び其の色素細胞の態度

A) 虹彩毛様謄掘類脂肪麦性

1) 類＇t生類脂肪に就て

瑚の類脂肪菱＇娃に就ては光田が 191S年に焚表した虚で，結節｀骰のあらゆる珈性菱化に見得るもので

あって紳繹斑紋型には見得ないものである。此の頸脂肪褒性は結節型初期には比較的勘＜搬細咆内で

も細ぃ顆粒lll(をなして居る。かかる時代には襟細胞内の疱菌の数は（磨多である。かくして次第1て疱松`

が破猿せられるに従って類！］旨防愛性が盛となり所開空泡細胞 (Vacuoleu-Zellen,Virchow)となる

のである。此の Lipoidが痢菌そのものの破痰によつて起るか，又はかへつて謄内の Lipoicl疲生によ

つて痕菌が破猿されるかは明かに判明して居ないが恐らく後者が主たるものと考へられる。即ち心

巖子宮の如き組織では顕微鏡的に明瞭に痕空泡細胞を見得るが全総過を迎じて空泡に比し叢菌は少

ないのであって， これは生成された頭脂肪が襟菌を破壊すると考へられるとの光田の説は正しいと息

はれる。
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此の知脂肪の検出によつて廂組織は甚だ明瞭にその全貌を現はすのであつて，瑚研究に類脂肪の病

珂組織學的検索は必要鋏くべからざるものと早くから光田によつて提唱されたのである。

然しながら廂眼方而に於てけ．未だ類脂肪染色，＇特に SudanIIIによ る検査が行は れなかつた。それ

！文眼組織の凍紡楔本調製が比較的困難）記為であつた。 19:,0年全生病院に於て同僚林文雄は痕IC於け

る脈絡設の研究に従事して居たがSudanIII染色を施すべき凍結楔本調製 I/)必要を痛感し，1日東点

市結核療菱所の岡治泣によつて Gelatin包迎法の数示を受け，此虞に脈絡設の凍結様本によ つて其 I/)

嘲性類脂肪愛性を：探究する事が出来た。これが動槻となり余は眼の Gelatin包埋によつて前人未踏 I/)

眼痢類脂肪菱性を桧索する事が出来，眼病理は一｝喬明かにせられたのである。此虞：こ岡治追先生に深

誨するものである。

，
 

2) 症 例
.. 

廂眼病理研究に賞り余は其後Celloidin包埋に より Ziehl-NeelsenHaernatoxylin-Eosinの染色

法と共に常に Gelatin包埋SudanIII染色を行ったのであるが，その多くの症例中から定型的 1例を

攀げて説述を助けたい。

症例 大〇せ〇

゜［眼球の肉眼的所見〕

36歳，褻病 23歳，結節癒，右眼球

球結膜に襲化はない。角膜はその上際より無数の漉造性の讐雑欣洞濁が瞳孔領

4'こ至る間を占め，其の色は灰白色で其の薯却朕濶濁の中には洞濁と潤濁との間の相連つてゐるものがあ

る。

眼球の醐微鏡的所見：

C結膜〕 結膜下組織内に少数の齋網胞， Plasma細胞，淋巴細胞より成る邪性浸潤あり。而して此
の浸潤は角膜輪部に相嘗する所が強い。

〔角膜〕 角膜遊縁部に廂性浸潤あり。角膜中心部に向ひ下行する。浸潤細胞は Bowman氏膜の前

後に止らず宜質前府に数條に認められる。 i可れも毛細血管を含有し，主として潮菌を含む結締織形成

細胞，空泡細胞，淋巴細胞， Plasma細胞より成る。血管の内皮細胞には脊憤菌を寄生して居る。な ほ

此の浸潤の他に表居Bowman氏膜下に結節朕の瀬細胞病密 を認める。

〔翠膜） 上荒膜面管周園に少数のPlasma細胞，淋巴細胞及び中等度叫顎空泡を混ず る細胞浸潤が

あり，蛤部最も強く後方に至るに従ひ罷度となる。而して此の浸潤は赤道部より前方に存し後半は之

を認めない。菌は浸潤1-C一致して少数に存する。 Schlemm氏管内皮及び箇欣籾幣間の細胞に瀕菌を

寄生する。 Schlemm氏管周岡に樫度の細胞浸潤を見る。

〔虹彩〕 後半府に多数の空泡性痢細胞を存し，紛悴した色素預｀粒と共1こ骰菌を合む。共の他淋巴細

胞， Plasma細胞がある。多核白血球も認められる。又後屈色素上皮層I'::げ瀬菌の捌塊状に寄生せ る

を認め る。

〔毛採骰〕 毛捺筋の 内側の血管屈/~は高度の齋性浸潤を聰め，多数の痢性空泡細胞があり，廂菌 と共

に紛悴された色素顎粒を合むものがある。其の他淋巴細胞， Plasma細抱，多核白血球 も存する。叉毛

椋勝敬渡郊及び毛様骰扁平部の上皮細胞ほ大小の瑚小球を 有する。又毛様紳絃内に療菌を寄生す る。
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鳴讚膜J 赤逍部前方に於て血管に沿ふて瓶性空氾細胞を認め るけれど
も後牛には之を認め得な

い。泰菌は穎粒朕となって空泡細胞中に詑．められる。

〔網膜〕 紳鍍繊維屈は網膜始部に於て肥厚を示し，窟
空泡細胞あ り。中に顆粒朕の疱菌を合む。な

匠菌は内網織栂及び外組織暦内にも少数存在する。

混紳絃及び其の周園組織は異常を見ない。

虹彩毛様證SudanIII染色所見：

本例の眼球前半部を凍結擦本として SudanIII及び Haemat
oxylin三宜染色を施した所見中虹彩

毛様盟の郊に就て述べる。郎ち Ziehl-Neelsen染色によっ
て廂菌を見出だし難い部分にも炭汎なる

憚空泡細胞浸潤を見るのであって，毛様怜は共の血
管屑に於て又紅彩は共の後半陪I’こ於て Lipoid染

色甚だ高度である。而して甑［半は何れも Lipoidの染色は少
ない。本例の如く窮菌は割合に1俎少とな

り齋性空泡細胞の噌殖著明なるものに於てはSudanIII染色
を用ひて始めてその應性病愛を詳かに

なし得るものである。又毛様騰及び虹彩後半層の類脂
肪細胞中には SudanJIJ染色によつて染色さ

れ而してその中に色素顆粒を含んで居るものがある。

虹彩及び毛様墜の色素上皮府には瀬菌を寄生しても空
泡を作らない。 ただしかし Ziehl-Neelsen

染色で上皮細胞中に小球を見るものでは小球がSudanIII I •こ
染色される。

3) 虹彩毛檬證の頷類脂肪

以上によつて大骰述べたように虹彩毛捺盟に於ても他
の痕組徽と同様類脂肪焚性が来るのであつて

其の朕態は大骰全身の頸脂肪帷の生成と同じ紐過を取
る。

郎ち結節齋初期で虹彩の後半部及び毛様堕背部の痛
性浸洞少なく，しかも瀬細胞は比較的紡錘形で

祈鮮な顎菌を合有する問は類脂肪は少なく又顆｀粒は
小さい。次第に浸潤が培加すると共に顎菌の破岐

が起り類脂肪は咽加し頸粒は途に空泡となり所訪Vflcuolen
zelleとなるのである。本例の如きは相

常高度のものと去ひ得る。

ただ此虚 I•こ虹彩後而上皮及び毛様翌上皮細胞の みは病変の初期よ り 猥菌を寄生し，本例の如く虹彩

毛接橙に多毀の痛Iも臼空洵細眼を生じ痢菌は顎粒欣とな lJ,
i附少 となるも最後ま で空泡を作 らない。そ

して上皮細胞中の廂菌炉固塊朕を呈して褻育する。こ
れ等の所見によつて虹彩毛様翌の猫は甚だ坪解

¥、

し易くなったのであ る。前章の例症佐，存のin：彩廂腫の如きも
箪iこ虹彩前面に突出するのみで孤立す

るものの如く思はれるのであるが， SudanIII染色によって
明かに虹彩後半類脂肪細胞没潤と連絡の

ある事がわかり槃常に強い虹彩後半の空泡細抱浸潤
は虹彩前面に及んだのみならず，送に前英界届か

ら突出して臨床的に所t「J孤在性虹彩珈謹の所見 となったのであ る。

さて痕菌は一般の空泡細胞の1ぼかに，次項に述ぶるが
如き色素細胞中にも入る。後者の楊合には色

素預粒は多く粉悴された形態を とり類脂肪を見得 る
ものである。

かくて紅杉宅・様橙の瀬性愛化が高度で空泡と作った
揚合及び捌小球の出来た楊合に類脂肪染色腸性

の預粒を色素間に見 るのである。
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4) 結 論

結節捌患者の虹彩及び毛様務に於ては瀬頸脂肪愛化が著明であって，これの桧索によつて瀕病輝を

叫朋し得る所が多い。類脂肪笈性炭は其の個人の他の猥菱性に平行する。

B) 虹彩毛様證上皮細胞及び其の賀質に於ける色素細胞の態度

1) 色素上皮細胞及ひ賓質の色素細胞

虹彩及び毛様整後面の色素上皮に廂菌の寄生する事は光田，菅井及び正木，行徳，内田，駆沼，鮫

品等の記載がある。光田は虹彩質質の部に，虹彩後半部には多数の生泡紬胞あリ，箪核又はは多核で

形朕は色々であり， このものが廂菌と共に粉砕した色素頼粒を入れこの他空泡の箸明でないi41形，偉

，
 

大な色素細胞があり，顆粒は大で其の間に屈々齋菌を見ると記載してゐる。又此の細胞間にこれ とは

奨なる有核性色素細胞があり，これには痴菌を見ぬ。毛様骰に於ても亦前記同様の空泡細胞が搬菌と

共に粉砕した色素顆粒を含有してゐるものと，潮菌を含まぬ有核性色素細胞を見る と云ふてゐる。此

等各種色素細胞の態度及び性朕を知る為に次の眼球を Celloidin及びGelatin包埋と共に研究を進め

たのである。

2) 症 例

症例 1 石〇勇0

〔眼球の肉眼的所見〕

8
 
15歳，痰病 5歳，結節廂，右眼球

角膜＿ヒ方に給部と接綾するパンヌスがある。なほパンススの下方に大さ不栢J

の灰白色の嬰甜灼囮濁がある。

眼球の顔微鏡的所見 ：

〔角膜〕 上翠膜よりの叢l生渋潤は角膜賓質表居IC波及するもの又Bowman氏膜の上或は下，又は

Bowman氏膜の一部鉄如せる部分に来り毛細血管を合有して居る。此の組織は結締緞細胞と空泡細

胞組織からなり疱菌は開I塊欣のものが多い。 そして此の浸洞は Bowman氏膜下のみならず箕質中屈

にも 2,3條の屑を形成し，後居に至るに従ひ微弱となる。 叉角膜の上線に於ける浸潤は下絲に於け

る者よりも常に病襲高度である。 Bowman氏膜下に存する球形病箆がBowman氏膜及び共の下に位

• •I する 2,3の角膜板府を破つて在するものがある。 此の病裔は（珈菌を含む）瀬細胞 と桐1形細胞よ り成

! 9 : :1, 

る。なほ細胞浸潤なき角膜板屑間にも廂菌存在し，中或るも ．角膜小盟中にも侵入して居る。

赤逍部より前方の上翠膜及び中暦翠膜板腔間には主 として血管の周回に癒性浸潤があるc
C翠J]葵〕

此の浸潤は瀬細胞及び多数の淋巳細胞， Plasma細胞よ 1J成る。此の細胞浸潤は毛様恒及び虹彩のそ

れに相述る。襟菌は叉浸潤に一致して多数に存する。 Schlemm氏管内皮には額菌を寄生する。

！ 
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C虹彩〕 前房・に面する方は殆んど異常がない。これに反し虹彩後屈には形朕稲々なる疱細胞があ

る。叉別に園形の利1)大なる色素細胞がある。其の色素顆粒は大きく此のものに珈菌を含むことが艇々

である。なほ闘形細胞の浸潤に富む。

後屑色素上皮細胞には痢小球を含むものがある。一部は上皮細胞を暁出して虹彩後面に附紺してゐ

る。瞳孔括約筋の周問iこも多数の廂菌塊を認める。
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［毛様整〕 細胞浸潤著明であつて毛様突起のみならず毛様筋間に
認められ る。 毛様突起内には熾小

球も焚見され又瑚菌及び色素顎粒の砕J1を有する 廂細胞があ る。かかる
痢細胞は Miiller氏筋及び

Briicke 氏筋繊維間にある総！•こ筋繊維は萎縮されたるが如 く 見え る 。 1脅平筋細胞和こぱ 叉疱菌の寄生

を見る。毛様骰上皮肝I<::f.1靡菌を寄生し何れも小球となる。

（水品僣．） 前巌の一部は虹彩色素頴粒を附箔する。

〔硝子強〕 これと毛様膀扁平部との間に成形性炎を生じ中に廂小
球，瀬細胞，類菌を有する自間球

を認める。

〔脈絡設〕 赤道部より前方に於て細胞浸潤存在し，少数の淋巴細
胞， Plasma細胞より成る。搬菌

も亦浸潤に一致する。

〔網膜） 網膜鋸歯朕線部に於て瘤性病襲を認める。即ち誹鯉繊維
屈，内網織屈内に刷塊欣の瀬菌を

認め，紳繹繊維暦にては主と して血管周園に色素合有性の痛細胞
， Plasma細胞，少数の淋巴細胞が

ある。

親神繹及び其の周園組織には異常を見ない。

症例 2 （省略）

3) 脱色素標＊

症例 l 祠0末0 （左眼）

前項の例症 2のものである。色素脱色法によらない時は此の虹彩
色素上皮は猫菌の寄生を知ること

は不可能であった。しかし色素／捻色椋本によれば虹彩色素上皮細
胞内には既に少許の瀬菌の寄生する

のを認める。これに反し毛様骰後面の上皮細胞中には前述の如 く
痢小球が認められた。虹彩箕質中に

は色素顎粒の稲大1‘こして空泡を有せざる闘形偉大な細胞膜をもつ
た細胞がある。この色素細胞中に瀬

菌を見ることが出来る。このものは色素は全部脱色せられず半ば
脱色された標本に於て却て明瞭であ

る。けれども突起のある有核性の Chromatophoren中には疱菌を含まない
。特に後層虹彩に於ては

少数の空泡細胞中に瘤窟を合むも のがあり，色素顆粒を合んだ跡
が見える。その他 Mast細胞， Plas・

ma細胞，淋巴細胞の浸潤を見る。

症例 2 （略省）

症例 3 （省略） ぐ．

4) 所見の穂括及び生饒染色文献

即ち以上によつて虹彩毛様整後面の色素上皮細胞1こ廂菌が寄生し
増加の傾向のあることは確であ

る。此の色素上皮細胞の外に色素顎粒をとるものとして前項の所
見から3種の細胞を拳げ得る。

1) 樹枝朕に分岐する有核色素細胞〔顎菌 (-)J

2) 訊大顆粒を有す る祠形偉大な る空泡少なき色素細胞〔疱菌 （＋）
］

3) 空泡細胞にして同時に徽細色素預粒あり［痛菌(_+)］・

色素細胞の 研究に於て此の第 1 , 第 2 のものの誕別は明瞭でなかつた 。 即 ち第 1 の 所謂 Chromato•
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phorenに痢歯が入り 空泡を作り途に『1!形とな る（部ち第 2の ものと なる）事も考へられるのであ る。

最もその良い例は入愚に封する葬猜壁化である。入墨細胞は墨汁末を以て充されて居るが扁平であり

核も不明，色素顆粒は粗大である。然るに一度結節廂 とな るや痢菌は好んで此の入愚細胞に寄生 し空

泡を作り膨大し顆粒はこまかくなり，今迄扁平に疸なり•一様に黒色の部分として頸徴袋的に見えて居

た場所が美膨に SudanIllで染色される ようになる。不明であつた核は現ばれ，細胞と細胞間の様界

は明瞭 とな るのである。

これを虹彩 と毛様梱の Chrumatophorenにあてはめるのに搬菌を採った Chromatophorenが膀大

したとも考へ られ るのであるが，生腔染色其他の腕係からも 此の二つの細胞は異なるのであ る。

即紅噂染色の方面から見 るの に，油野の Monographによ れば次の如く云はれてゐる。

部ち毛様骰，虹彩，脈絡膜， 毅膜内に多数に存在する Cl1romatophorenにつき， SchnaudigAIは

色素描取陽性 と云ひ， Raclosはそ桐萄膜中の褐色素顆粒のみ有する Chro1natophorenと組織球とは 厖

別すべ <,Chroma.tophorenには色素描取は無いと云ふた。 而して租織球は穂てカルミ ン顆粒を有 し

又同時に褐色素顆粒・を含むのは褐色素を採つた組織球であると云ふ。

中院によれば Chromatophorenの大多数は黄褐色顆粒によつて充浙し生骰染色顆粒は認めないが，

張 く色素を描瑕した揚合黄褐色の穎粒の含有の少ない細胞には色素顆粒が現はれる。此の細胞は固有

の Chromatophorenとは羮り褐色穎粒比較的1抄（カルミンを多菰に食食して居る。中院はこれを

Ch romatophorenと同一説せず褐色素を食食した組織球として居る。

又一方に於て解剖學的に探究する事により，此鹿ICは全く jいなる 2種の色素顆粒細胞のある事を知

った。帥ちその一つは前述の Chromatophorenで多岐せる細長い細胞であってモンゴ ール斑に見る'

と同様のものである。叉一つは闘形又は多角形で， 1乳大の色素穎粒を有する細胞があ る。小金井によ

つて 1885年 KiumpenielleKoganeiと名附けられたものであつて，その由来は後屈色素上皮 と同じ

もので外胚葉性のものである。

Ch romatophorenの由来は不明である。

5) 考 按

以上の事柄と蒼月病愛 とを相封照 して探究す るの に甚だ明かなものがある。 郎ち，

1) Chromatophorenはカルミン穎粒を採らぬ と同様に齋菌は採ら ぬ。虹彩，毛様騰の廂組織中に

於ても普通とかわらぬ朕慈である。

＇ ＂ 
2) 

,':1 

ったものではな く，全く初めからかかる朕態を採り顆粒は粗且大であつて其の間に齋菌を採 り，殊に

前述脱色素標本に於て多数の菌を見る。 ．割合に破域せぬこと，大きな類脂肪空泡を作らぬ事が全

く色素上皮と同様であること は今日迄の學g廷flちKlumpenzelleは色素上皮に由来する との學説を

衰書きするものである。

3) 

Klumpenzelle Koganeiは決して入墨細胞の様に Cl1r01natopl1urenに細菌が入つて1l』形に院

Vacno1enr.elleで色素頂粒の細かいものを持つものは 二迫りに考へられ るので．

a) Klnmpenzclleに¥'acuoleが出来，為に穎粒は細く碑かれかかる形となった。

,
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b) 通常の組織球ヵ凜菌により Vacuolenzelleとなり，その前後に虹彩又は毛様幣．箕質内に自

由に遊離して居た色素顆粒を採った。

この二つの事が考へられるのであるが， Klumpenzelleが色素上皮細胞と性質，由来を一にして居

る事から考へれば上皮同様 Klumpenzelleが相常大なる ¥'acuoleを作るこ とは首肯し兼ねる所があ

る。郎ち第 2説を採るものである。

6) 結論

虹彩毛様骸上皮細胞ば多 くの荊菌を採る。 これと由来を・-・・・つとする Klumpe117,eJleは同じ性質を

有すろ。 Vacuolenzelleで細い色素顆粒を描取したものは組織球から出来た Leprnzelleが同時に遊

離して居た色素顆粒をも抵取したと見るべきである。余は以上によつて虹彩及び毛様臆内の色素穎粒

細胞の由宋及び療に封する盤然たる態度の相述を探究することが出来た。

第 2編角膜の痢

緒言

既に第 1 篇に於て述べた如く，結節瀬II) 眼症欣は主として糊菌 II) 饒多な捨殖i•.ごよつて癸生するもの

であつて，結節嘲性浸潤I9：：よるものである。これに反して誹舘，斑紋瀬の症朕は主として其の扉11！鐙の

運動及び知覺晦痺 I•こ綬焚する病墜であるから其の症朕は輩純であり，主として顔面帥綬麻痺による兎

眼の為に角膜に外儒性捺碍を惹起するものである。但し結節瀬にも此の二次的菱化の合併することは

艇々ある。

余が東京全病院に於て結節瑕に於ける角膜疾患II)頻度を其の第二次性の疾愚をも含めて調査したの

に，全結節齋患者 599名に封し 85.48劣 (51'.l名）に裳る高率II)『罹患率を示してゐる。結節瀬I'：：於ける

第一次性の眼疾患樅患率は 1,2之を文献に見るに LyderBorthenは62.39彦，光田は 94.74劣 II)率

に出現するといふ。余の前述患者に就てこれを四察する時第一次性の痕性角膜炎全強としては裳に全

結節痛患者の 77.fl2%に相紫する罹患率を有してゐる。もつともこれらは纏て古い療養所の彩であ

るから率は高い。

Q. 

第 1章 顔面顕病状の種類と角膜愛化

結節疱は之を臨床的に見ると限局性に散在する所諧狭義の結節型 (Knotenform)のものと渕薮性

に来る所の浸潤型 (Infiltrationsform)とに分つ事が出来る。勿論此の問に種々の階級及び中間型が

あり，結節型も治療によつて漸次浸潤に移行するものである。此の最初より結節でくるか浸潤で来る

かにより眼症朕に大いなる相述を見出すのである。文献を見る：こ此の雨者の相違あることに言及した

辣告がない。郎ち限局性の結節型のものは限球の愛化を餘り来さぬものであるが，浸潤型のものは浸

洞の浮を生後比較的早期に既：＇こ眼球の病箋を見るものが多い。此の婆化は特℃角膜1こ於て著しく全身症

朕の早期に於て既に角膜の上方の洞湖として見られるものなのである。病珂組毀學的所見よりすれば
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限局性の結節型のものは痴笥は相常あ るが瀕空泡細胞の成1ヒは遅いのであるが， 浸洞型の ものとなる

と廂菌は割に早＜種々なる程度の退行愛性を示すに至り潮細詢は早く瀬空泡細胞となるのである。今

前者 1例，後者2例を臨床的所見と病輝粗織學的所見とあ1、ませて此虚に記戟する。眼球は死餃摘出し

Celloidin包埋及び Gelatin包埋とし，染色法は Haematoxylin-Eosin染色， SudanIII染色，

Ziehl-Neelsen染色をする。

1) 症 例

A. 限局性結節型のもの

東〇卜〇 !i' 25歳，左，布眼 ｀

眼球の組織學的所見：

9. 左 眼

（結膜，角膜〕

（虹彩〕

共に媒常なし。

箕質後屑I’こ阻1形細胞の浸潤がある。此の中に廂菌は認められない。齋空洵細胞は所々に散

在して居る。併し虹彩後陪の色素上皮細胞暦I<:は少数の猫菌を認め得る。

〔毛椋骰〕 血管層には僅1こ空泡性瀬細胞と認め，園形細胞の浸潤も亦僅少である。瀬菌は毛様跨．上

皮中に之を認めるが小球の如きは未だ見られぬ。毛様骸紳紐繊維内は敢も多く瀬菌を合む。

〔袈膜，脈絡膜，網膜〕 腺;r,1/1鯉は異常がない。

右眼

略々左眼の所見’こ等しいから記述を略す。

B
 
涌蔓性浸瀾型のもの

症例 1 矢〇國〇 8
 
29歳，左，右限

眼球の組織學的所見：

左 眼
•99,

" 

,•91 

..• 

．． ，＇ 

，
 

〔結膜〕 結膜下組織の血管周園に多少の空泡細胞及び淋巴細胞， Plasma細胞がある。角膜緑；’こ近

づくに従ひ此の愛化は一府著明で，廂菌I・訂斐潤細胞に一致して頗る多く殊に此の浸潤に直接する結膜

上皮細胞中，’こは共の甚底細胞より上屈の細胞に至るまで態l塊朕の廂菌を合み，其の菌の細胞内侵入の

欣態は上皮細胞の核の周園I'こ排列してゐる。恰も結膜下組織の菌が上皮細胞中に侵入せるが如き朕態

を示してゐる。

〔角膜〕 上緑に近く l-2の小球形病恋が Bowman氏膜下にあつて多数の癒菌と痛細胞，闘形細胞

,’’’ 
1 ̀ ： 

から成立する。新生血管は未だ認められない。共の他角膜貨質中には細胞浸潤之無きに拘らず多数I'：：：

個々の廂菌を賀質板層間に見る。

（翠膜〕 上敬膜血管刷園に痛性空泡細胞浸潤がある。 此の浸潤は赤逍部より前方にあつて後方には

I 

,, 

之を敏く。又Schlemm氏管（ら）司闘ても！歴度の細胞浸潤が存する。浸潤以外の翠膜中層にも個々の粥

菌と認める。
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〔虹彩〕 箕質には闘形細胞の浸潤があるが搬細胞は後居に多く認められ，又多敷の癒小球が後届に

存在してゐる。瞳孔括約筋内に痴菌を認める。

［毛様砂．］ 其の愛化は稲々軽度であるが血管屑には痢性空泡細胞を見る。

〔脈絡膜〕 赤池前半部に於て靱度の癒性浸潤がある。

［水晶盟，網膜〕 蔵帥魏及び其の周園組織け異常を認めない。

右限

〔結膜〕 左眼のと略々同様であって結膜上皮府に疱菌を含む。しかし結膜下組織に瀬性浸潤がある

から附は此鹿より上方に俊入せる如く解せられる

〔角膜〕 上方に左眼と同様の 2,3小球形の廂性浸潤病裔を上皮細胞1号下に見る。此のものは病巌部

のみは Bowman氏膜を破つてゐる。そしてこれに適する角膜上皮細胞中には基底細胞中に瀬菌を認

める。爾除の Bowman氏膜下にはその小板との裂際に未だ細胞浸潤を見ないのに線々たる搬菌の存

在を認め，これは角膜中心部に向つて辿横的に泣列する。叉箕質中屈：こは角膜小骰内に癒菌の寄生す

るものを認める。

〔翠膜〕 上翠膜血管の周園 1•こ主として痛細胞及び淋巴細胞， Plasma細胞を認め瀬菌又多数に存在す

る。此の菱化は赤道部より前方の袈膜，特に輪部翠膜：、•こ其の菱化が大である。 Schlemm 氏管の内皮

細胞及び描朕靱帯部の細胞又潮菌を含み，同管の周園には轄度の訓形細胞の浸潤及び搬細胞がある。

〔虹彩〕 前房に面する方は殆んど異常を認めないが，虹彩根部及び後半厨は之に反して多数の空泡

性揃細胞がある。其の他闘形細胞， Plasma細胞より成る細胞浸潤がある。廂小球は虹彩根部及び虹

彩後府IC甚だしく存在してゐる。其の他瞳孔括約筋の周園殊iこ後方毛細曲管の固園には多数9つ廂細胞

がある。小球又存す。括約筋細胞中には痴菌を寄生する。

〔毛採整〕 筋層問1、こ源蕊性の瑚性細胞浸潤があって， Brucke氏筋及び Miiller氏筋屁間並びに毛

様突起内に多数の療性空泡細胞を見る。又毛様骰祠I鯉寅質繊維l丹間に菌を見ることが多い。毛様怜豊上

皮細胞I'::は小球を見る。

［水晶騰．〕 異常なし。

〔脈絡膜〕 赤逍部前半に於て血管：こ沿ふて空泡細胞及び淋巴細胞， Plasma細胞の浸潤がある。浸

潤に一致して癒菌を認める。

〔瑕膜〕鋸泡朕緑郊に 1個の廂腔を見る。空泡細胞の堆按と闘形細胞， Plasma細胞の浸洞より成

る。叉赤逍部より前方の前rfr鯉繊維肝及び内，外網織居内には疱菌が箇々に或1ま塊朕をなして存在する。

親訓I網及び共の周園組織は異常を認めない。

症例 2 （省略）

2) 穂括

以上 2 者を比較して明かなように，限局性結節型I•こ於ては顔面既に結節腔で裂はれた重症なも のに

も拘はらず眼症朕は意外にも轄症なことである。これは臨床上何等異訣がなく病理組織學的にも虹彩

毛様墜：：：多少の闘形細胞の浸洞ある外痛菌少な<, •t咽少な る瀬細胞を生する のみである。これに反し
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9. 

後者顔面に漏迎性の浸潤を呈するものに於ては共の顔面の浸潤甚だ惚炭のもので眉毛， I辿毛未だ相賞

存する症例 1に於て組織學的には既に角膜上方に徽細なる貼朕の廂性渋潤を見，同様変化は殆んど眼

球赤逍部前牛に亘る院汎なるものである。而して此の楊合多数の痢菌と共：、こ瀬性空泡細胞の著 し〈噌

庫するのを見るのである。臨床的に浸潤型に早期ハウンヌス様角膜洞濁を来した例は多くあるが，誼複

を濫けて症例 2を奉げて説明した。

要するに寵性結節乃至疫洞は頷面に好発するものであるが，其の浸潤型と結節型とでは眼球，特に

外部より肉眼的に比較的検し易い角誤の部位に於て臨床的にも病理組織學的にも可成の相迩を認め，

浸潤型は頻面の病朕が！i速度で も其の眼症朕煎く ，従つて早期に角膜の洞濁を起すに拘はらず限局性の

結節型では顔而の病欣が誼症でも 其ノ）退症欣は窓外にも轄く，従って角膜測濁を起すこと f．す前者に比

較すれば迎い。限局性結節型と濁迎性浸潤型との間には勿論種々なる階級のものが存在するが，大悛

に於てこの法則があてはまるものである。

第 2章

1) 

顆 性 角 膜 炎

顕性角膜炎の分類

廂t生眼疾患中最も多く頻焚 し又最も衷要なも のである。何れの病型を通じても起り得るものは顔面

祠鯉麻痺I‘：：．綬焚する兎限性角膜炎である。併し此虐IC云ふのは結節瀬に起る第一次性の角膜炎であ
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結節痕性角膜炎は古来種々に分類されてゐる。

帥ちその著書に於いて Bull及び H_ansen,Lyder Borthen, Axenfeld,河本，石原等はパンヌス様

角膜洞濁と潮屈II)2型に，市）111註訥朕角膜炎及び質質炎の 2型に，小川は讐占朕角膜炎，角膜貨質炎及

び廂種の 3型1c,Groenouw,光田，行徳，菅沼等はパンヌス様洞濁，盟占朕角膜炎，角膜寅質炎及び

痢腫の 4型に分類し，又敢近鹿兒母内田はit(/)4型の他に表暦絲披性角膜炎を加えて 5型に分類し

共の臨床的所見と病斑祖織學的所見を可成精細iC記述してゐる。次いで有住，保田も此の 5型に分類

して臨床的統計を行ったが，有住は此の際，角誤呉質炎及び瀕塾性角膜炎を認め得なかった といふ。

これを要するに瀕性角膜炎は在来5型に分類される。即ち 1)パンヌス椋角膜涸濁 (Pannuslepro-

sus corneae) ， 2)表屈貼朕負膜炎 (KeratitiRpunctata snperficiali8 leprosa), 3)角膜宜質炎

(Keratitis parenchymatosa leprosa ¥ 4)角膜瑚腔 (Lepromacorneae), 5)表暦瀬疫性角膜炎

(Keratitis diffusa supcrficialis leprosa)（鹿兒畠内田）であるが，共の各症朕の臨床的所見に就

ても知見の補迫すべき鈷あり。殊1-:::病蝿組織學的所見に就ては Lie,光田，行徳，鮫島，脆兒島ー内田

等の比較的多数症例に就ての業績あ るけれども，特にその臨床的所見に併せて行った病雖組織學的検

索は未だ研究の餘地勘 しとしないので，此索に此等の腿味ある所見を 1,2補遣して行き度い。

2) 臨床的所見

最初に後の病坪所見の坪解を助ける総，顔性角膜炎に就ての臨末的所見を概謡する。
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1) パンヌス榛角膜瀾濁

本症は共の最も軽炭なるものは角膜上際に来る一見老J＼環椋の
非尚雲禁朕の新月形濶両であつて，

噌大錢に て松する時は多数の灰白色不正形tこして鈷々た る微細の
潤溺 として認め られる。

此の涸濁間1文又互に融合し降接せるものと相櫛絡する。初期には
自母症朕はない。又初期にはiffi常

｝！耀からの血管の侵入は認めず表面は平滑であ る。此の血管侵入
のな き事が臨床J:.トラコー マパン ヌ

スとl盈別し得る鮎である。久老人環 と奨り角膜輸部と濶蜀との間に1月隙を見ぬり）が
普通であ る。かか

るバンヌスに前睾1-;::述ぺし如く顔面に限局性の納節を生ずるもの
には認められる事炒く，漏疫性渋潤

の来るものに多く出現し，年少者にも既に認められるから頗る奇
餞である。余の湖査によれば没潤接

生後 2乃至4年以内に炎生するものが最も多い。浸潤炎生後僅か 4ヶ月
目に此のパンヌス1浚洞濁を認

めたものの如き最も早期のものも余は認験した。

此のパンヌス様角膜潤濁1ま漸次下降し，展々これに附面して非廂
性の貼肱表柑角膜炎に類似する固

有の貼朕角膜炎を互を生し瞳孔領,-:::下垂する。斯の如き時期と
なれば上方眼球結膜より血管の侵入あり

血管の周園を Jレーペを以て梢桧すればその周園：こ灰白色の浸潤を
焚生する。然し又黙朕角膜炎を合併

せざる場合もある。内田はバンヌス様角膜濶濁の特徴として角膜
の上際の方が浸潤高度であると記戟

して居るc 余もかかる例：＇こは鷹々遺遇するのであ るが，時に又こ
れに反して却て共の洞濁部の下方の

方が浸潤の高度なるものも認めて居るのである。

2) 表層鮎状角膜炎

このものは前述ペンヌス様角膜浸潤に封し之に伴ふて生ずる嬰店朕
の涸濁であつて，漸次猿展して瞳

孔領域に向ふ。黙朕物の大さは肉眼的に斑謀として容易に見得る
も のから， Jレー ペの力によつて見得

る表在性の洞濁であつて非窟性の貼欣表I脊角膜炎に類似する。而して其の色は灰白
色乃至灰白黄色を

呈する。瞳孔領1-;::あるものは屡々親力の1旅碍を訴へることがある
。

尚限的，て見得るものの中，大なるものはその貼朕物の旋樫:l.mm
1-c逹するものがある。かかる例は

可成稀なるものに恩 L.，多くはこれ以下の大さ のものであ る。

本型は以上の如くパンヌス様角膜瀾濁に合併して来るものである
が行磁，内田によればパンヌス涼

洞濁の合併なく，縁獨1こ非廂性の鮎朕角膜炎と臨床上何等異なる
虞のないもの，誰ち角牒のそを領域に

宜つ て来 るも のも少数にあるといふ。しかし余が多数暗奎内にて
梢査し た例に於ては阿れ もパンヌ ス

仔
涼誼1濁I’こ1半ふて采るも の＇であった。

3) 表層禰蔓＇t生角膜炎

鹿兒島，内田が始めて記裁した。しかし比較的稀なものでパンヌ
ス様角膜泊濁を先焚せずに全角膜

領域或ぱ其の中心部に極めて薄い表府滋蕊性の潤濁を生ずるも の
である。

4) 角膜賓質炎

宜質炎の装現形式に 2様式ある。一つは故初角膜恰部に沿ひ灰白
色裳買性の涸濁が現はれて徐々 に

角膜既質中に漉鼓する。斯の如き潤濁の現はれるに先だつて角膜
咽合部に接す る上翠談1て結節，又13浸

潤が見られる。

.. 
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上裂／漠の浸潤父は結節が角膜陰祁の全周1-::直つて存在する揚合は，角膜周泌部に老人環様の恰朕浸

潤を生ずる。尚パンヌス様洞濁，或は表居鮎）快角膜炎は病愛高度となれば降接せる盟柏I犬浸潤間も盆々

相連絡して猿／病なる潤i蜀となり終には虹彩を透見し雖くなる。余ほ鹿兒島，内田の如く此の虹彩を透

見するゃ否やによつてパンヌス1采角膜潤蜀乃率黙朕角膜炎と角膜‘既質炎との様界の某準とした。
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5) 角膜賑腫
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最初角膜恰部に接するJ.:袈涙J乃籟腫が漸次噌大し，角膜内に侵7ヽ した肉芽様新生物質で，血管の1交

入が著明である。時た全角膜を領するも のも砕でばない。装IK部位応就てば多く角膜の下方及び下内，

下外に好褻し，兎眼症を綾癸 した ものに多い。

叉療腫の柔軟なもの：土破潰し て潰瘍を形成す るものがある。稀ではあるが9厄限は縦焚し てゐる楊

合，角荻への刺戟によつて兎眼性角膜潰瘍及び角膜痰痕に廂腫を生ずる :とがあ る。

3) 掘性角膜炎の統計的観察

第 1表は余が全生病院在任嘗時検診せる結節型に於ける第一次性の瑚性角膜炎の統計である。この

検査は聰て暗室検査斜照下にハルトナック氏 Jレーペを用ひ或は角I漠埒大鏡を使用し，一方個々の眼球

角腔の朕況を籾細1こ模窃し，これを参考として出来」：：つたものである。

:, 1' 

； 
'ヽI,

i ; l 

'9 9 

rJ 
祈 ー 表

-----
桧査箪他 合 計

角膜；＼＼＼＼、雨眼性片眼＇性例 数

-―'---戸---------—- I 
パンヌス様濶濁 I210例 (35.06？る）I 99例 (16.53?6) 309 (51. 58%） 
表尼貼朕角膜炎 j 67例 (11.19%） 63例 (10.5謬） 1:io 01. 70か
表層劾競性角膜炎! 3例 (C)．50劣）！ 2例 (O.33劣） 5（O.83%） 

角膜賓質炎 I71例 (ll.85彩）！ 53例 (8.85？る） ！ 124(20.70%） 
角 膜顎腔 1 1例 (O.11？る）1,例 (1.50？る）l 10 (1.67劣）I 
....  ----------- ---- --- -- ------一 ・ー・ ・ •- - -------
合 計 1352例 (58.76？る）！ 226 1li (37. 73劣）1 578 (96.49%） | 

眼 数

519 (4:l. 3:{Jぶ）

197 (16.44?る）

8 (0.67劣）

195 (16. 28？ぶ）

11 (0.92彩）
----
930 (77.62彩）

~
・
▲

~li·" 

＇ 

統計の正碗を期するために兎眼性角膜炎共の他の非痢性角膜疾患は穂て之を統計から省略した。余

は叉親力 の方か らも ，雨眼官のもの は省略した。その珂由は雨眼にてそ の親力指数 •I Ill以下の官人に

艇する高度の萎化を有するも のは営て疱官人の統計的観察として報告してある為，此の統計中には加

えてない。 帥ち蔵力の方而からも可成佳良なも のを選んだi翠であることを附祀して罹く。

次にかかる第一次性の角膜疾患が祠競斑紋型1こ些かも認められぬことは，余が同院 210名の扉III総斑

紋型患者の桧診に於て兎眼による二次性の角膜炎の他は 1例もこれを見出さぬことによつても勿論の

事柄である。余は病理組織學的桧索の方面からも紳総斑紋型の眼球に何等奨常なきことを知った。

かくして結節型患者桧診純数は 599例 1198眼であるが，続計作成に嘗つては鹿兒島ー内田 の統計方

法に従った。帥ち1眼箪位とし常該角膜に於て最も著明なるー症朕を以て診茄を下した のである。父

痢性角膜炎：ま雨眼相器樟J ！こ宋・るも の極めて多数故：•こ雨眼相跨i(J I•こ 来るも の は 1 例として計上 L, 左右



限
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の 痴 ,' ，
． う
1

症妖J)匁なるものは之と 2例宛として計上 した。
故1こ桧診聰数に討する百分率は例数に掠るも の

と限

数 を競位にしたも のとの統計を出したか，眼
数を箪位としたも のによれば結節型に封する熾

性角膜炎

J坑應比率は1む：：： 77.e:;疹である。而し て最 もi罷磁率J;,多数を 占
め るも のはバンヌス様潤濁の 4:i.3:；劣，

表府黙朕角膜炎の16.-14鈴，角換四質炎の 16.28鈴
の順位である。

の少ないも のであ る。

他ほ此等に比較すれば法だ•『{Ji愚率

鹿兒島及び内田は余と略々 同様の｝頓位 i•こ之を認めて居る。卯ちパンヌス 1漿擢Ii月：文 26.U l、劣 ， 角膜究

なほ参考に氏約の表屈稔箪性角i!葵炎，角Il葵廟！派の質炎は 6.0:2鈴，表洒閉欣角膜炎は 5.51？るであるe

頻度を見るに夫々 1.29？る， 1．88％で，頗 る低率を
示してゐる。氏等の罹息率が余のそれに比較

し rrf

成（氏率を示してゐ る認1ま，氏等が病型1こ漿らず
して其の名應，検診数に封する比率を出して居る

からであ

． 
るc

臨床上興味ある事項に就て 1~2観察した事を述ぺ
る。以上の如くハンヌス椋描i濁7灰径盟iMk角膜炎

は最も臆々見られる疾患である。

これに就て額面其の他全身の葬財性浸潤初疑よ
りの年数と，其の角膜に生ずるi諮位的開係に就て梢

細

に調査されたものを未だ開かないからこれを此
裳1こ報告する。次にパンヌス様角談漏濁と角膜

輪部と

の間 9こ比較的透明部の介在するといふ説と然ら
ずとする説と二つある。余はその何れが正しき

かを臨

床的に研究した。

第 3にパンヌス様角膜涸濁は初期には新生血管の佼
7ヽ ぱ肉眼的に認められぬが，最後には漸次碓管

J)侵入を認めるものであるといはれてゐる。余
は夫々角諜1こ於ける潤濁の部位的闘係に於て如

（可なる

封合に新生血管の装生を見るものであるかを検
索した。 第2表は此節の統計を一括したもので

ある。

此の統計：9：：：はトラコーマの現在あるものは
勿諭漑往にあったものも聰てこれを省略した。こ

れはトラ

コーマ・パンヌスとパンヌス様角膜涸濁との鑑
別が頗る困難なるが総である。又共の他の非

瑚性角膜

炎を除いて観察を正確ならしめたものである。

第 2
 

表

| i 麟数 1浚濁釦J装より--I浸潤祠頁より 掴l社＇j祁と角膜恰―部と のI:t]に透明
新生 rr11.管 の

| 1麟 5年網過 6年以 上親過 部あり
佼入を認む

角膜の、I:.1/cの部
1 

に狐蜀あるもの
11梵 62眼 (53.0？る）I55眼 (47.0%)! 12 限 ( lO .•国） 7限 (5.9？る）

| 

角膜の上］I:；の部
に潤濁あるもの

231 111限(4S.l？る） 12u i艮(51.9彦） :l:l眼 (
l.J．：凜）

疇の上 l/3の部
に凋濁あるもの 179 I 70眼 (39,1彩） I 109眼 (.6U.9劣） I 2t)限(14.5？る）

角膜の所見

42眼 (1.s.2路）

52眼 (29.19G) 

これによって見るに角膜の I、勺に潤濁ウあるもの（卯
ち初期）は窟i生淡潤初褻後 1年乃至 5年飩過し

たもの 1こ於て 53.0劣 に見られ， 浸潤初疑餃 6年以
上舘過した ものに於ては 47．り劣に於て見られる。

其れが角膜上半部に潤濁を呈する頃 I•こ は猫性浸潤袋後 1 年乃至 5 年綬過したも の I‘こ於て(:'.: 39.1玖I’こ

減少し，反封に浸涸初焚袋6年以上糎過したもの
に於ては G0.9劣に培加する。 gpち全身の瀬性浸潤
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に綬焚して角膜の浸潤は認められ，又全身の痢性浸潤初痰後の総過年数に大怜平行して角膜の疱性浸

潤も徐々に下方に逍行することを知 るのであるc もとより全身に廂性浸洞焚生後 10数年を斡過する

者と雖も，角膜：•、ては何等 lグ1 眼的に終常のなきものもあること を附記する。

第 2 にパンヌス様角膜洞 •i蜀の特徴として角膜輪部との間に透明部の介在することを氾戟せるものは

茂沼，鮫島，石原等である。鮫島は其の後余の全生病院在任霞時光田院長を訪ね，，胆］院患者を検し再

び外島保養院患者を再診 l,.「角朕論部と角膜潤濁との間の比較的透朋なるも のは少数である」と光田

院長に訂正せられた。 Bnl]及び Hansenl:t洞濁部と＼喩部とは直接に迎紋l..，輪部と濶濁部との間に透
明部を介在せ l.むることなしと記載してゐる。第 2表の如く余の調査でけ角膜上半以上に襴濁のある

ものの純数527眼に針し 71眼(i:l.47劣） の割合に透明部の存在するものを認めた。その角膜に於け

る潤濁の個々の揚合との捌係は表示す るが如くである。卯ち純じて角膜輪部と測濁音1)との間は連絡し

簗朕述絡をなすものが多いのである。

第 3に新生血管の侵入に就てはハルトナック氏ルーベの力をかりて観察したものでは，潤濁が角膜

の上］／6に存在した場合は fi.9劣に見られ，角膜の上 l,1：{に涸濁が来る場合は 18.2彩 1、こ，又潤濁が角

膜．．t.とドを占むるに至れば29.19るに球結膜よりの新生血菅控入を認めた。

4) 病埋組織學的所見

a) 症 例

I) バンヌス様角膜涸濁

i, 
, 1 ,, 

i, ! 

球結膜下血管屈J固及び上翠膜廂管周囮の痛性浸潤が角膜上方に表在性に波及するのである。共の液
潤樫度のものは Bowman 氏膜下の一層 I•こ止まり，なほ病妥の進めるものは上方賓質前屈に数屠(I） 樹
枝朕浸潤を呈 LB．氏膜下に浩うて楔朕の浸洞をなすのである。なほ B.氏膜か伎されて種々の程度に
鋏損を生じ新生抑管を認めることが屡々である。定型的症例に就ては第 1章の B.i禰妓性浸潤型のも
のの症例 2に記裁してあるから此虚には誼複を避けて省略する。ただ興味ある症例に就て追加する。

症例 磯0周〇 8
 

52歳，左，右眼

〔眼現症） 雨眼球共角膜の上 1伶に中等鹿の涙度を存するパンヌ ス様濶濁があつて紅彩をを透見し

得る。又角膜綸部と連横して濶濁部との間に逐明部を介在しない。又結膜は異常なく新生血管の侵入

は認められない。

角膜の組織學的所見：

左 眼

Bowman氏膜直下に競列する多数の窟細泡の没潤があって角膜の中心部に向つてゐるっ この浚潤
は上帝膜而管周同にある廂細胞のみの浸潤1こ述絡があるCB.氏膜下の浸洞細胞は賞質前尼 に数條 の

樹枝朕の顎細胞浸洞として見られる。闘形細胞ば殆んど存在しない。

B．氏膜は非薄とな I)], 2級す員の箇所がある。興味あることは殆んど質質府内にも睾納四中にも廂

菌の認，められぬことである，
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右眼 其の所見は左眼に大鬱等しいから略する。

これによつて知る如く，第 1章の症例は顔面の浸潤も高度なる者に見らるるパンヌス様涸濁であっ

て，組織學的にもそ の角膜組織内には幾多の瀬菌を認めて居る。又本例は初め結節及び浸潤を顔面及

び四肢に有したも のであるが，後治療によつてこれは全く吸牧せられ-―見神鐙疱の如く見ゆる例であ

る。光田氏皮胸反應も此の例では賜性（＋）である。皮隣の瀬性浸潤は吸牧したけれども眼のパンヌ

ス様角膜洞濁は何時までも共の他に吸牧せられずに残つてゐる。これは一見矛盾する如く見える現象

である。大風子油の如き治瀬薬も皮哨には相常の効果があるが，瀬眼球には何等の効果をもたらさぬ

ものであるかとの疑問が此虚に起るのである。しかし本例によって判斯し得る如く大風子油注射によ

つ、て痛性角膜炎による諷力院砕は容易に恢復しないものであるが，之を以て眼瀬の大風子油効果は無

効なりとは云ひ得ないのであって，冶療槻韓に於ては皮腐も角膜も同様である。郎ち此の例でも見る

如く角膜顎浸潤中の顎菌は明かに破壊消滅してゐるが，その嘗然の拮果として皮膚等と同様に猫類脂

骸の成生を見るのである。此の類脂肪橙は皮膚断面及び内臓糊I'こ於ても肉眼的に見る如く陳蒋な程不

透明となる。云ひかへれば治癒が完全な程不透明であつて，此の事を考へる時角膜の透明度に封して

は大風子治療の効果は決して透明度の恢復を意味しない。寧ろ反封をさへ考へられるのである。これ

の除去は今日の臨不可能であるが，大風子治療により瀬菌の破域を来し，潤濁搬大を防ぐ事は確かで

ある。
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II) 表層貼朕角膜炎

組織學的には角膜上皮層―ドに孤立した球形乃至半球形の多発性の瀬性浸潤磁であつて， Bowman氏

膜下に来る事もあり，膜を破つて上皮屑下に限局性の浸潤恋を形成する事もある。併し此の浸潤篭は

表面に突姿しない。又ペンヌス様涸濁に相闘聯して生ずるもの故1-:::,其の晋胡朕浸潤部に相嘗する中将

角膜板層内には数條の樹枝欣浸潤を見るのである。

症例 1 金0幸0 o 17歳，左眼，焚病 10歳，浸潤初焚 15歳

眼球の組織學的所見 ：

〔結膜） 球結膜下組織 I•こ血管周園をかこんで少数の痢細胞．の 外， Plasma 細胞，淋巴細胞より成 る

紬胞浸洞がある。而して此の部の毛細血管壁は肥厚し外膜炎の朕を呈せるものがある。

〔角膜〕角膜上緑から:上．翠膜血管周固に述綬する叢性細胞浸潤を来し，血管を合有し漸次角膜中心

部に向つて連績的に下行する。痢菌は小球朕又は固塊朕をなしてゐる。浸潤細胞は Bowman氏膜の

上下に並列し，角！漠の中心部附近に於ては所諧臨床上盟胡朕涸濁として見らるる浸潤がある。即ち虚々

B．氏膜―Fに半球形の病磁を形成し，或は又 B．氏膜を破つて B．氏膜の分葉した非薄なる膜によつて包

まれた小なる局所的球形病恋を形成する。 同時に血筐を伴うも のがある。 球形病裔内には闘形細胞，

Plasma細胞及び結締織形成細胞，小球等が認められる。血管内皮細胞には珈菌を認める。なほ角膜

の上方に於ける箕質前層乃至中居には上翠膜の浸潤に連絡する所の数條の樹枝朕浚潤がある。

〔翠膜） 上翠膜の血管周園に於ては細胞浸潤が著明であって， 又同時に琺膜屑内に此虚より波及す

る腐の数條の樹枝朕浸潤を認める。此の浸潤は角膜株に至るに従ひ培大し，後方は眼球赤逍部附近に
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26 盤 沼 英 之 助

於て共の浸洞は泊失する。瘤菌の分布は浸洞に一致して存する。

Schlemm氏管内皮及び櫛朕靱帯祁の細胞は共に癒菌を合有する。

〔虹彩） 箕質後府に中笏度の如暉細胞及び小球がある。淋巴細胞及びPlasma，細胞ヽ．とを認める。

〔毛様骰．］ 瀕妓性の細胞浸潤がある。空泡細胞は殊1て毛様筋の内側にある色素細胞間に多くこれを

認め，小球も亦存在する。毛様怜上皮及び毛様輪上皮細胞は大小の小球を合む。又毛様帥統の1梵質繊

維の内外には閣塊朕廂薗を認め る。

細胞浸潤は赤逍部より前方に於て存在し後半部には之を認めない。〔脈絡膜〕

〔網膜〕 毛様堕輪部の病嬰の連縦波及とも見倣すべき病要が網膜鋸旅朕緑の部に存し，共ノ）網）I梃扉III

網繊維府内に色素合有性の少数の房訂叩位となほ淋巴細胞， Plasma細胞を認む。之に加えて 2,3の小

球も此の部に認める。後方の網膜には何等の界常を認めない。

競帥緒及び其の周固組織に異常なし。

症例 2 （省略）

抑ち以上によつて第 1例は貼朕角膜炎の定型的症例を臨床と共に組織學的に示したものであるが，

第 2例では固有の瀬性貼朕角膜炎の他に箕質炎があ る。 此の角膜岡質炎は虹彩癒腫による虹彩毛様盟

炎に綬焚して生じたものであることは明かである。

余は本例に於て通常見られる貼朕漫洞の他に稀であるが此の盟胡欣角膜炎の大さの臨床上直裡 2mm

のものも認め．之を組織學的にも證明した。 Bowman氏膜上下の未だ浸潤細胞を伴はざる瀬菌ば始め

B．氏膜下の裂隙I9.::1笥質板屈との間1’こ線の如く連綬するも(/)が恐らく B．氏膜を貰らぬく祠網枝を1厚ら

て上皮下へ出たものであろう。却説パンヌス様濶濁の例又は貼朕角膜炎の例1ご於て夫々額察せらるる

如く，療菌は好んで毛細胤管周園に繁症し玄I'こ梧l有の瀬浸潤を作ることは各臓器に於ても同標に見る

所見である。光田も既に記戟せる如く「角膜周邊の部の最も屈々侵されるのは此の部に角膜周婉血管

蹄係網の存在する為で，角膜毀質の罹患は賞IC此の血管蹄係網にある浸潤が勢ひその餘波を角膜1こ及

ぼしたのである。 しか も瀬菌は自動的若くは他動的に角膜1訂質に向って佼入し，数個の細菌は B.氏

膜下の裂隙に或は角膜板I酋！閉の淋巴裂隙に，或は白血球内に目撃せられる。そして之等の瑚菌は早晩

角膜細胞に入り玄に繁確し ＿—-種の刺戟をなし組織の増庫と血管の侵入とを誘起し，そ の—一定度に逹す

るに及んで始めて吾人が鮎朕角膜炎及び瀕葵性祗1濁と して認知するものである。之を要するに角膜の

病愛は周園の瀬病愛I'こ緞焚的に焚生する」と。氏は又此の角膜9I)浸潤の上方より始まる理を説明して

上．眼瞼は常に上方より下方に眼球を艇迫，擦過する。之が為に淋巴流は上方よ り下方に向つて催進せ

られ，齋菌も此の流れによつて上．方より下垂するといふ。

余の第 1章の條下の浸潤型の症例（矢〇國0)に見るが如く，臨床上角膜1こ何等の愛化なきものに

も組緞學的にはそ の板府間に多数の珈菌があ り，角膜小橙ばそれを喰菌して培殖し角膜上方に始 まる

小なる浸潤密を形成する。これは結膜血管の侵入を全然見ぬのである。

Axenfeld f討貼欣角膜炎の 1例を剖桧し共IIJ--4鬱が廂菌を令み，角膜の中央部に鈷在して輸部と

何等の連絡な しに成立す る話に闘し，自家運勁の不能な る湘菌が如何にして無血管の角膜の中央部に
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到逹したか，氏は 2個の仮説を立てた。其 1は脊月菌が紐織の間隙を他うて満袋することで，これによ

れば菌は長期に百．つて何等の症朕を昂せず角膜に源迎し，次で組織の一部が菌を失ひ其の為に限局し

た猜弯が成立する。

其 2は喰菌細胞の総に運搬されることで，疱菌は遊走細咆（角膜小盟）に捕へられて一定の揚所に蓮

搬 され，やがて共の細胞の破攘するや捌放されて再び培庫し，蕊に病礎を招来するといふ。

余の以上の症例により脊月菌は長期に理り全然何等の症欣を晶せずといふ第 1説は癒病理を知らざる

ものとしか考へられず，余は珈菌は自然に或は貪食せられて角膜内部に逹し角膜小骰に入り，それが

源となって疱細胞浸潤となるものと考へるのである。

III) 角膜宵質炎

比較的張炭の翠膜浸潤に述絡し，貨質の全[ifi-1こ街路樹様の痢性浸潤があつて新生血管を1半つてゐる。

此の揚合は上翠膜炎又は荒膜廂腔が同時に認められる。又高度なるパンヌス様濶濁或は貼欣角膜炎が

認められる際にも起る。虹彩毛様強炎を伴う場合もある。

症例 向0光 II 19歳，右眼，焚病 11歳，浸潤初褻 14歳

〔眼現症〕 角膜翰部の全周に亘つて少しく黄白色を帯びた上翠膜ll)軽度の肥厚がある。そして角膜

の周逃祁には老入環に似た航命欣 ll)濃厚なる濶濁がある。洞濁輪の幅は2mmで且つ角膜輪部との間も

洞濶してゐる。なほ角膜，I).l:.方表屁にはこれに附縮する闘胡朕角膜炎を有する。

眼球の組織學的所見：

〔結膜〕 球結膜下粗織に瀧性浸洞がある。

〔角膜〕 上記結膜下級の浸潤は上翠膜より来れる所の肉芽性の細胞浸潤と共にその厚さを培し，

Bowman 氏農F！口進行し角膜全賞質陪の周泌部に浸潤する。角膜 I•こ於ける浸潤部の周髪捺界は前内

方から後外方に向つて階段朕となる。浸潤細胞は小阻I形細胞， Plasma細胞，痢細胞及び少数の分葉

核白曲球がある。此の組織は新生毛紬血管を1半ぴ，血管内皮細抱には邪菌を寄生する。なほこれに連

綾して角膜の中心部に至る表府Bowman氏膜下に小球形浸潤箆を見る c

〔翠膜］ 赤逍部前半に於ける上翠膜中に濃密なる細胞浸洞砲が認められる。これは上翠膜血管を中

心として共の周園にある小桐1形細胞，上皮様細胞，廂細胞筈ll)細胞浸潤である。これは角膜の前屑及
(f. 

び中屈：：連綾し刀匁の尖頭の形を取って浸潤する。

〔虹彩］ 前肝に於ては病墜が極めて勘いけれども後府に於ては多数9'.)空泡細胞があり，その他淋巴

紬胞， Plasma細胞も之を見る。

〔毛様骰〕 Miiller氏筋間及び淫緑の色素細胞間に空泡細胞がある。又淋巴細胞及び Plasma細胞

も存す ろ。毛様橙上皮には痢小球を合む。

〔脈絡膜〕 赤逍郊の前方に於て血管に消ひ空泡細胞と症菌とを證明す るけれど も，後方には認め ら

れない。

〔翻漠］ 鋸隊朕橡面下の翻炭中 1•こ， 2, ：う の結節がある。療細胞，淋巴細胞及び痢菌を合む。

ヘ．
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親紳鯉，及び其の周園組織は異常を認めない。

郎ち本例は上翠膜炎に綬焚した角膜質質炎の例である。

IV) 角膜眼腫

普通上袈II葵に原焚した瘤煎が角膜の上皮屑下へ紡錘欣に侵入し漸次肥厚し腫瘍朕を呈するに至った

もので，終には全角膜を侵すに至るものである。上皮層は比較的末期まで残存するものであるが，角

化するものがある。腫瘤中の細胞は網朕の結締織繊維束， Plasma細胞，淋巴細胞，瀬細胞，廂菌を

包合し，それに新生血管を認める。被覆上皮暦下で最も多くの血管が認められる。

余の以下に述べんとする症例は，共の搬腫の後生機韓が通常の場合とは異なる所の興味あるもので

ある。

症例 鈴〇末〇

左右眼共J:.'下眼瞼は痰痕牧縮による外鰈がある。この総に雨眼は兎眼を有し眼瞼結膜

は何れも暗赤色不快なる充血を呈する。眼球は雨眼共に相封的に角膜下半に夫々 1個の腫瘍がある。

其の色黄白色で形潤く其の直裡何れも 4mm。此の腫瘍は角膜緑よりは離れて存在し，其の雨者の距

（眼現症）

（結膜〕

（角膜）

8
 

42歳，左，右眼

離は約3mmある。

爾余の角膜は箕質が涸濁して居る。

左眼球の組識學的所見：

轄度の痛性細胞浸潤がある。但し瀬菌は認められない。

肉芽腫は角膜中心部より稽々下方に於て其の質質板肝の前，中陪を占むるものである。肉

芽腫の内容は結締織繊維，幼若結締緩細胞， Plasma細胞，淋巴細胞等より成り，又血管の新生があ

る。血管網は肉芽随の深部より表暦l'C至るに従ひ密となり上皮細胞下に甚だ密である。 Plasma細胞

は血管周園に多く，又分葉核白血球の浸潤も亦認められ瘤細胞も存す。肉芽腫を蔽ふ所の上皮細胞暦

は厚さ不同であつて一方は1屯に 3,4層の細胞より成るに反し，他方は索朕をなし肉芽腫貨質中へ侵入

する。 Bowman氏膜は消失する。

肉芽腫内の瀕菌は多数であって，又瀧小球も認められ血管内皮には潮菌を寄生する。肉芽腫と周園

箕質との関係を見るのに，その捺界は比較的朋瞭である。

斯の如き細胞浸潤は末梢部では上翠膜板府間へ樹枝朕の浸潤となつて進入する。爾余の角膜箕質中

には軽度の同様細胞浸潤があつて血管を新生し，此虚には豫菌少なく空泡性瀬細胞が多い。共の他浸

洞細胞無きに拘らず肉芽腫周岡箕質板陪間1ては痢菌の遊走を見，菌は Descemet氏膜附近まで追求す

ることが出来る。なほ板屑間に小球も認め得る。 Descemet氏膜は強く雖縮波朕を呈する。腔瘤に適

する所の角膜上皮細胞は関塊朕の菌を合み，一部は外方に放出せらるる朕を呈してゐる。

（翠膜〕 上翠膜血管周固に樫度の細胞浸潤があ る。浸潤細胞は Plasma細胞，淋巴細胞であるが，

其他に空泡細胞が多数ある。 Schlemm氏管周閲及び櫛朕靱帯部細胞間に又空泡細胞がある。けれど

も何れも顎菌は之を認めない。
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（前房〕 少筵の蛋白凝固物を容れる。

〔虹彩〕 一般に寅質樫度の細胞浸潤があって，後力• ,I) 色素上皮は一郊水晶骰前面と癒箔す る。細胞

没潤は Plasma細胞，淋巴細胞，瀬細胞より成る。搬菌は質質細咆中に認め雅きにも拘らず後府色素

上皮細胞に於ては小球を認める。

〔毛様橙〕 翠膜より人工的に象り離し，その筋陪間並にモ様突起 1-:::於て多数の漉細胞と淋巴細胞，

PlaRma細胞，少数の大箪核細胞より成る浸洞がある。空泡細胞は毛様突起中に殊に多い。けれども

此の郊は廂菌I'こ乏しい。1俎少なる菌が毛様筋間に認からるるのみである。然るに毛様整上皮細胞は小

球を含むこと頗る多い。毛様神舘繊維中に 1.t廂菌を認める。叉毛様騰扁平部は硝子橙間に於て硬皮形

成がある。其の中には新生血管と細胞浸潤があり疱細胞を認める。

〔脈絡膜〕 赤道部前方に於て瀬細胞の浸潤がある。潮菌は認め難い。

〔洞膜］ 萎縮墜性に陥り紳繹繊維層は著しく肥I早し，其他内府に於ては少数の痴細胞，淋巴細胞，

Plasma細胞を見又浮腫を存す。此の菱化は鋸旅朕緑に近き所に於て斐化が強い。 ‘ 

蔵神終及び其の周園組織は異常がない。

眼球の組織學的所見： 略々左眼と大同小異であるから省略する。

即ち本例に於ては兎眼性角膜潰瘍があってそれに痢腫を生じたもので，上翠膜疱腫が角膜 I•こ及んだ

といふ普通の例とは異なる場合である。しかも痕腫内の痢菌は比較的新しいものなるにも拘らず翠

膜，虹彩毛様騰等に於ける痢菌は既に顆粒受性を起した陳蒋なものである。ただ虹彩毛様翌後面の上

皮細胞のみはよく小球を作る。

結節瀬I'こ縦焚する兎眼は余の統計によれば 599例の結節廓患者に］23例 (2.5．03形）あって，又これ

による綬獲性の角膜炎は 32例 (5.34劣）である。而して由来疱性新生物は刺戟の多い所1、こ好焚するの

であるが，本例は兎眼性の者で潰瘍がありー暦外来の刺戟を受け易く，此虚I‘こ瑕腫を生 じたものであ

る。余はこの過去 10年間に於てかかる兎眼性角膜潰瘍を有し，そこに猥腫を生じた臨床例は結節型に

於て隠々遊遇している。ただ 1例のトラコーマを有する結節型患者はパンヌスを有し，それが角膜上

半パンヌスの緑IC潰瘍を形成したがそれが間もなく灰白色の腫瘍となり，切除して検するに明かに瀬

腫組織を形成してゐた。かく の如く結節痢に於て箪獨1こかくの如き角膜廂煎を生ずる報告は従来ない

けれども稀なものではない。
岱

V) 表層禰蔓性角膜炎

鹿兒島・内田が始めて記載Lた。 極めて出現率の少ないもの故余は未だ共の病理組織を検する棟含

を得ない。鹿兒島～内田の記載によ れ`ば表在性の極めて非薄なる浸潤であって， Bowman氏膜は破壊

せられ上皮肥厚し血管の新生を認むるといふ。

b) 突隆性貼状角膜炎

前述した表府貼状角膜炎はパンヌス様角膜潤濁1こ綬疑し来り，決して表面に突隆せず叉刺戟症朕も

ないといふのが一致した記載である。
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3 (I 沼 英 之 助

然るに余は全生病院に於て過去 5•-6 ヶ年間に此の開占朕角膜洞濁の異型とも見倣すべきで，表面に

突隆せるもの 23例を舘瞼し，復生病院に於ては検診55例の結節型中 1例を鯉験した。紳網斑紋型に

は勿諭褻見されない。以下これに就ての個々の症例を畢げ，次にその数例は組織學的所見を記載し敢

後 1こ鞄括する。

症例 1 笠そ O
T
 

46歳，左眼，珈焚病後 8年

〔臨床的所見J

ンヌスと共に貼朕潤濁を有し，その貼朕潤濁の中には利り々角膜表府上方に突除するものを認め，その

角膜は上方にパンヌス様涸濁があり，下方には上翠膜炎による毀質潤濁がある。パ

1吃鼈1ま一定せず角膜面の虞々に存在する。

一部線朕刀を以て周園組織と共に剥離し組絨椋本を作った。

（組織學り勺所見〕 臨床上突隆を見た部分の角膜上皮層は他の部分よりも幾分上方へ膨隆してゐる。

叉箕質板屈間にある掴I形細胞の浸潤は其の！診腔せる部分の Bowman氏膜を破つて箕質前層より 1交入

し上皮雁内に入って 1の結節を作る。此の結節病窟内には園形細胞の外に瑚細胞，痕菌を含み小球も

認められる。但し上皮府の破崚せらるる事はない。

症例 2 脇て

゜
57歳，左眼，辟託焚病後 15年

（臨床的所見）

鮎朕潤 •i蜀を 10 数個認める。同時に虹彩毛様腔炎がある。

症例 3 谷ふ

〔臨床的所見］

角膜は上方パンヌス捩潤濁。叉宜質性の洞濁がある。角膜の上方表特には突径せる

O
T
 
35歳，左眼，瀬褻病後 14年

角膜下方に兎眼性角膜炎がある。又上方表肝に貼朕の涸濁があつて，その中敬個：文

酪

突陸してゐる。又併褻白内1旅を有する。

（以下症例略）

以上記述した様な臨床上特奨なる黙欣角膜炎は未だ文試に記戟のない所である。

余の検診せる 5例は其の部を線朕刀によつて切瑕し 10劣Formalinに固定し， Paraffin包埋法によ

つて切片となし Hamatoxylin-Eosin染色及び葬負菌染色を施し組織學的検索に安した。一郊は Gcla-

tin包埋法によつて SudanIII染色を施したものがある。これによる領織學的検査の継括をなせば次

の迎りである。

角膜上皮細胞肝は其の突I茶せる部分は幾分他よりも膨腔し， 1合も蛇が蛙を囮燕―Fせる時の朕態に似て

ゐる。そして闘形細胞の浸洞がその部分上皮細胞下の Bowman氏膜を前方に押出して盃欣となり或

は之を破つて角膜狂質層より使入し上皮細服府内に入り一の結節を作る。痕菌及び猥細胞も多く 1例

の如きは此の上皮細胞層内に疱球を作るものがある。但し上皮細胞の剥脱破嶼せらるるが如きことば

ない。これは臨床上の所見と企く一致する虚である。

余は此の未だ文献に記載のない臨床上特異なる鮎朕角膜炎に封して，特に突藍性貼朕角膜炎(Kem-

titis punctata prnminentia leprosa)の名稲を附せんとするも のであるが，組織學的には額性貼朕

角膜炎が限局性：こ没洞を増し Bowman氏膜の上に或は B.氏膜を前方に押出して1和伏とな lJ'上皮を

條起せしめたに過ぎぬも のである事を確めたのである。
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C) 角膜小騰

角膜小整内の廂菌に就ては光田，菅沼等の記載があるが，余は之を平面断又ば水平椅に
より精細に

その所見を見んとした。更に共の角膜府の珈空泡細胞と角膜小膀と の闊伶に就て研究し
た。 Paraffin

包埋及び Gelatin包埋1-;:より Ziehl-Ncelsen染色， Hamatoxy_Iin-Eosin染色， Sudan111染色を

行った。

症例 1 石兼 8 34歳，右眼，疑病 18歳，煎症結節堕

〔臨床（）勺所見〕 角膜は宜質性の潤濁があつて，なほ表屁には話朕の洞・i蜀を見る。結1j葵血1年は角膜の

上緑から侵入してゐる。

〔組織學的所見］ （水平斯）角膜の前 2/;；の肝に樹枝朕の靡l生細胞浸潤がある。新生血管を含む。

Bowman氏膜は非薄となり叉所々鉄如する。此の膜下に若くは之を破つて上皮下に小球・II多の浸潤病

砲がある。浸潤細胞は何れも瀬細胞に富み，その他淋巴細胞， Plasma細胞，結締織細胞等を見る。瀬

菌も潮細胞の内外に認められる。なぽ SudanIIIによって後府の浸洞細胞の無い所にも空胞細胞の

蓑橙色に染色されるのを認めた。

（平面断）角膜輪部には毛細血管が樹枝状に走り此の曲管に沿うて疱空胞細胞が聘しく
存在する。

又上皮細胞下に小なる結節病裔があり，なほかかる病慮は1梵質板暦間にも認められる。 SudanIllに

より此の病裔内の痛空胞細胞は殊によく黄橙色 1-;:染色せられる。瀧菌は角膜恰祁の血管
周固の綿多な

る空胞細胞1こ顆粒甕化を呈してゐる。血管内皮には菌を寄生する。叉宜竺［板府内の小結
節恣中の空泡

細胞の内外にも菌を認める。多核白血球も出現しその内にも瓶菌を認める。角膜後府の
宜質板恩間の

稽々大なる長楠闘形の核を有する角膜小膀内にはこまかき泡沫を有するものがあって SudanIIIに染

色する。

症例 2 栗秀 ~ 23歳，左眼，焚病 14歳，中啄症の結節型

〔臨床的所見〕 角膜1て奨常なし。

〔組鎌學的所見〕 （水平断）角膜の上方に既に小没潤斑を認める。 [[JちBowman氏膜下に癖細胞と

固形細胞及び疱菌よりなる 2,3の浸潤腔があつて B.氏膜が少しく非薄となる外には愛化がな
い。新

生血管は認められぬ。その他の角朕箕質局には浸詞細胞の存せざるに廂菌の1支入があり，叉結締織小

板間の裂隙には小板な亡方の壁に紡錘形となって附窟する誕の角II葵小懐があつて，痢菌は小怜内に佼

入し大橙その核に平行して認められる。又小骰内には SudanIIIによつてその核の周園が微かに変橙

色に染色され，これを梢細に見る時はこまかき泡沫である。

（平而断） Bowman 氏膜下に瀬細胞，岡形細胞及び痢菌の小病泡がある。 i窟菌は宜質板栢間 i•こ迦走

せるものの他に角膜小骰内にも使入して居る。菌ぱ長櫛闘形の核に接近して存在する。
なほ角膜小慨

内には SudanIIIによつてその核の周園に細かき泡沫を有する ものが少数ながら認められSudanIII
 

に黄橙色に染色する。これが痴細胞と異なる慮は，その泡沫の甚だ小にしてこまかいこ
とである。

なほ周園を検する I•こ角膜咄命郊の毛細廂管周困には 多数の疱細胞と闘形細胞，齋菌を認めるものであ

0。
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要す るに結節瓶の角膜病焚高度のものでは角膜小盟の態度を知るべくもないが，初期のも のでは水

平断面，平而覇而共に他の組織よりも先づ第 1に角膜IIヽ骰1こ癒菌を見るのである。印ち水平覇に於て

は紡錘形の 小骰の 中に核 I•こ平行して廂菌を見るのである。平面断では小勝は 星，茫朕となり， 核の周園

に瀬菌を見る。 又SudanIIIによつて小顆粒 Lipoidを見る。即ち角膜炎の初期に於て角膜質質の中

に疱菌のみを見，これが屈々IIヽ 腔内に見 られるのである。而して此の小骰が元となって次第に痢性浸

潤が出来てゆ くのであるが，共の疱浸潤中の廂細胞が角膜小慨より出で しものか否かは俄かに断定し

灘い。 1可となれば角膜小怜の性質は様々の関，りよりして血管の内，外皮細胞1こ，又腱の Sehenkurper-

chen と一致する もの である。かか る細胞は他組織：•こ於て は通常の痢細胞と異り Lipoid を作 ること勘

＜顆粒又細かきも のであって，廂菌は破痰L難いものである。これから痢空泡細胞は出来ぬと考へら

れてゐるc 角膜小栂が空泡細胞となると説明するのが最 も簡明であるが，其羹に直に承認し難い謎が

ある のである。

然らば郎ち脊闘菌自身の刺戟又は瘤菌を採った角膜I州橙の刺戟によつて角膜及び周岡から入った組織

球が疱菌を採り珈空泡細胞となるか，又は既に痢菌をもてる組織球が翠膜其の他の襟組織から遊走し

て空泡細胞となり廂細胞浸潤をつくると説明する外はないのである。

併し又勿論角膜IIヽ怜は全然荊空泡細胞にならぬといふ確證もないのであって，此の解決は困難であ

る。

d) 眼球の SudanIII染色による肉眼的所見

光田は内臓々器の肉眼的椋本作成に就て Sudan111脂肪染色を用ゐ良結果を得てゐる。しかし同染

色による眼球の肉眼的籾本作成に就ては未だ記載せるものを開かない。余は之を痢の眼球標本に應用

するのに美麗なる椋本を得た。次1こ其の方法を述べる。

先づ10%のFormalin液中に貯えた痢眼球を取出し水洗すること 1-2日の後，角膜，葡萄膜，祠

膜等を夫々個々に引離して 50劣 Alkoholに15分入れ，次にSudanIIIに 45分乃至 1時間，次いで

50劣 Alkoholにて慮訟し，次いで Kaiserling氏液第2液1こ貯ふる のである。かく して 20倍ハル ト

ナック氏ルー ペにより精検する。 眼球材料は急性虹彩毛様陸炎により生器：より摘出したも の，或は屍

翌：より摘出したものを用ゐた。

又材料は焚病後の網過年数短かきは 4年長きは 22年に亘るものである。

1) 角 膜

これを見るには角膜片のみを全周園組徽より引歯して見る。結節痴眼は 32眼であって，臨床的には

パンヌス様潤濁，賀質炎，表府麿胡朕角膜炎を見たものを選んだ。病状は軍症，中等，轄症種々ある。

該擦本を曇ガラスを背景としてルーベを以て誤察する時は，微細なるものも明瞭に観得る。而して

Sudan IIIに最もよく染色せられるのは次の3ヶ所である。

a) 表陪黙朕涸濁 これはパンヌス採涸濁に合併するも のであるが，病状の程度は軽度なものも高

度なも のもある。 高度の ものは宜質の濶濁を起して居る。而して寅質に於ける漉英性の浸潤は何れも

微に煉瓦色を呈して，ぽやけて見える。 これを背是として璧胡朕涸i蜀は角膜表府に濃き橙黄色として染 ．
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色されてゐる。其の眼球個々の病朕により其の時含む葬賎細胞の多姦にもよるだううが大骰I'こ於て明瞭

である。又，パンヌス様洞濁の多数灰白色不正形の開占々たる微細の涸濁も陳藉なものは好染する。

b) 表府新生血管の周園 球結膜より角1院の表府に侵入する血管は角膜の病朕の進行せるものは可． 
成りに浮を見される。

而して SudanIII染色を施す時は此の血管の周園に沿ひ貼々微細なる顆粒が橙黄色に明瞭に染色せ

られる。これは組織楳上既に明かなるが如く，かかる血管周園には特に多数の癒細胞が出来るからで

ある。

C) 角膜輪部は角膜周園血管網がある為に痢細胞の多数存在する所である。故に此の部が染色せら

れる時は，其の色が橙黄色塵貼朕1こ染色せらるるものが多い。而して以上 3項の所見は陳蒋なる標本

ほど習しく著色せられる。余は 1例に於て角膜に貼朕涸濁を有せるものを染色したのに，極徽に染色

せるものが組織栖本によっては痢細胞に合まるる砲菌の頗る多い ことを認めた。 gp~｀熾菌の多い新鮮

期には Lipoidの生成勘なく， SudanIII肉眼様本に於ても染色疫の弱い事を示してゐる。

この際角膜以外であるが闘聯して虹彩，毛様恰及び網膜の部の嬰化を附記する。

2) 虹彩及ひ毛様證

結節惣眼中 9個の毛様突起並に毛様骰輪部の胞屑雌朕結節物（大さ 0.3乃至 0.5mm)あるものを好

染する。叉毛様盟iC附着する雲禁朕の滲出物中の結節も亦好染するe 但し滲出物中の瀬性焚化を呈せ

ざるものは SudanIII IC染色せら れない。虹彩に於ては共の前面虹彩の捲縮輪附近／‘：：： 1個の Sudan

III I、こ染色せらるる結節（大さ 1.0mm)を見た。このものの角膜は表面涸濁強く内蔀を窺ふことの出

来得なかつたものである。

3) 綱膜

結節齋眼 9個の鋸旅恥象部並I'こ其の附近網膜部の塵盟諏結節物（大さ 0.3乃至 0.5 mm)は Sudan

IIIに好染する。網膜を桧するのにはこれのみは他の周園組織から剥菌することが大切である。網膜

はSndanIII染色を施す時は中等度の煉瓦色を呈する。けれども鋸恢朕緑部又は網膜中に存在する

結節は SudanIII 1-:::浪き貼朕物として染色せられ，明室に於て暴ガラスを背景にルーベを 以て精検

する時は明瞭に見得るものである。余はこの方法を以て 1例の古き結節痕＇の眼球赤道部後半に存在す
<t 

る2個の結節（大さ 0.5 mm)を染色し得た。この例に於ては限球帯を呈したものである。

．
 

ヽ

第 3章 原登性角膜痢腫

角膜窯脈は結節惹！のみに見られるものである。普通は上翠膜I’こ炎生する廟腫が漸次角膜に俊入して

此臨1こ角膜疱航を生ずるも のである。そして時に兎限性角膜炎！こ綬焚して菜塙の角膜剤腫を生ずるこ

とのあるのは余の始めて報告する奥で，前述の如くである。

然し極稀なことではあるが訓睾齋で兎眼性角膜炎のあ るものが結節型に移行する捺，先づその兎眼

性角膜炎が結節瑚となった例を見たので，以下此の症例に就て述べこれを説明する事とする。
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府部には左と同様に新生血管を多数に合む。血管周固には Plasma細胞を認むる他少数の分葉核，多

核白血球も認めた。これに連絡する末梢部の浸潤は新生血管を合み角膜宜質前肝，中屑を樹枝朕に走

り廂空泡細胞を中等変有し痕菌も亦多数に存在する。

角膜後府には浸潤は存在しない。

環膜） 上翠膜には角膜の腫瘤に連なる轄度の阻！形細胞の浸潤がある。けれども菌を見ること少

し。 Schlemm氏管周園に著焚を認めない。

（虹彩〕 闘形細胞の浸洞が鰹度に存する。瞳孔緑に後癒猾がある。痕細胞は認められず，痛菌も亦

無し。

〔毛様鬱．〕 闘形細胞の浸潤が轄度にある。湘細胞は認められない。

〔脈絡膜〕 異常なし。

〔水晶腔〕 前嚢の一部に虹彩色素上皮を附瘤する。

〔網膜〕 朦紳繹及び其の周園組織は奨常がない。

， ヽ

2) 穂括及び考察

以上を継括するに，本症例は祁眸野龍患者で結節型に移行するに嘗り兎眼性角膜炎の刺戟のために原

褻性の角膜寵腫を生じたもので，かかる例は柩稀に見る所の興味あるものである。

抑々眼球に痢腫を生ずるのは通例皮屑にも浸潤及び結節を有する結節型に見られるものであるが，

全身 IC何等の漉症朕を呈せざるに拘らず眼に斯の如き結節を褻見し，其の診浙IC苦しみ摘出後始めて

其の痢結節なりしことが判明したといふ戟告がある。 Cornilは皮府に何等の症朕な怪患者ICかかる腫

瘍を生じ，摘出後結膜及び角膜1こ散在性結節を再褻せるを見た。小川の摘出したII艮球も亦此の肉芽腫

朕のものであったが，組織検査の結果始めて寮性なることが明かになった。

これによって考へられることは，齋菌が全身に痛症朕もなきに拘らず限球より侵入し玄に初期の病

恋を作り，次に全身に迎延する事が出来るかどうかが問題であるが，それについては後述病因論で論

じたい。結核菌I'：：於ては結核菌が眼結膜を通じて侵入し，しかも該動物をして結核に悩患せしめたと

叫忙繊報告は既に多数にある。

余の貨瞼した 1例は既往症中既に久しい以前知覺脱失を以て焚病した現在柳緩祝月の患者であって，

迩々結節瀬移行に裳つt．て兎眼性角膜炎の東．lj戦の為!C原焚性に角膜糊腫を生 じたものである。本報告・.t：：

綬いて内田もかかる 2例を報告してゐたが，後 1-2年のうちに全身が結節瑚に移行したといつてゐ

る。併し組織學的桧査が行はれて居ない。而して余の症例に於ては光田氏皮胸反應賜性で，同時にや

った眼結膜下ワクチン反應では陰性であった面白い例で，又組織學的検索に於ても明かに附限共定型

的角膜痛腫である。

郎ちここで云ぱんとする事は，痢歯は外部から入ったにせよ又内因的に血行から7いつて生じた iの

にせよ，兎1こ角此の角膜が兎眼の総に泊癒となり其の結果外氣1こ隠露し澁度及び槌械的刺敦の多き総

にかかる瑚性新生物を生じたと考へられる。結節湘にも往々生ずること のあるのは既述した。

脚網痛が迦々結節痕に移行するに富つて本症例と相闘揺したことで，甚だ奥味あることが皮膚に於
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て観察されてゐる。それは光田の症例である。

光田の 1904年の戟告によれば入墨のある 1患者が知畳脆失を以て装病し ，紳繹廂の症侯を以て数

年鍔過したのであるが，後入是部の皮胸に始め結節様の浸潤の来りしものを見出し，此の入愚旦領菌

とが如河なる闘係を行するかを紐 らんとして此の組織より切jlLを製した。これによると入墨に適する

皮胸は箪核阻l形奇/fl咆の浸潤を見，上皮暦は衝き上げ られ乳頭は消失する。 又入墨細胞は細胞橙内に炭

色素袴しく疎解して徽細顆粒朕をなし細胞怜内には又多数の痢歯を寄生する。而して此の浸潤は入墨

の存在する所を中心として始まったもので，汗腺の籾園及び毛滋の周園には未だ著しい浸洞はなく皮

下脂肪絨に於ても亦之を認めない。/;!/1ち入墨の所に齋t生浸潤を初焚するが如きは，此の入盪 を包有し

弱素因 を布する所の細胞は痢菌の寄生繁殖に好都合であると記戟してゐる。

即ち疱菌はかかる入是細胞換言すれば組闇した組織球の中に採られ，而l.て前述の箪核闘形細胞を

誘起L搬性新生物を生ずるのである。

余の繹瞼せる症例の如き，廂陪町複I'こして兎眼＇i生角膜炎のあるが如き場合も其虚に刺戟のあるために

組織球を誘起し，此虚に最初に潮菌の培庶を見，箪核闘形細胞を誘起し次いで廂細胞浸洞となり痢腫

を生じたものと考へられる。一方結核性眼疾患が穿孔性外僻或は打撲等IC綬褻して外眼部に誘後せら

れることも少くないことが文献1て報ぜられてゐることと相通ずる成がある。

林文雄がマレイで色素療法を見た戟告によると Methylenblau叉は Merculochrom静脈内注射で

最初着色する所は瀬浸潤部である事を目撃して来てゐる。即ち齋菌を採つて居る細胞が却つて早く色

素を採るのであらこれは痢菌を採つて後その細胞が色素をとるのであるから光田の揚合と反封であ

るが，同じ現象といへる。これは光田の云ふが如く弱素因であるか又は貪禽した細胞が却つて他の物

質に封して常に準術せられたる朕態にあって直ちに食禽すると説明すべきかは決定し難い車であらう

が，窟細胞の性質に一暗示を奥へる一症例として紳鯉靡の兎眼性角膜炎に原焚 した痕腫の 1例を本論

文の最後に追加した。

1) 

結 論

結節疱では頗面症朕が狭義結節型か浸潤型かによって角膜の病愛は著しく異り，浸潤型のも I/)

．がその菱化早期に現はれる。

2) 

質炎，

ペン ヌス椋洞濁最も多く 43.33鈴，表尼滋欣角膜炎は 16.44彩， 角膜宜質炎 16.28姦，角膜競腫0.92

給表眉瀬蕊性角膜炎0.67彩 であった。又臨床的競に病理組錨學的検索せし所を症冽を畢げて説明

した。

全生病院祠繹斑紋痢愚者210名を検して，上記の憑性角膜炎は 1名も之を見出さず。組紘學的

桧索に於ても剪性の痢病姜を見出さ ない。且[Jち此等の襲化は結節崩のみに見られる喪化である。

3) 

4) 

全生病院の結節廂患者 599名を検して翻生角膜炎をパンヌス様洞濁，表眉鮎朕角股炎，角膜寅

表叡底羞角膜炎の 5型に分類すると， itの結節型穂数 1193眼1こ封する罹患率は角膜陥腫，

表f1Z/-麿雌犬角膜炎の一異漿と もいふべき撃朕洞濁の突陸せ るものを見出し，これの臨床的及び病

珪組紙學的所見 を明かにし廂性突底性黙朕角膜炎の名稲を附した。
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5) 治療によリ一見帥舘廂と見ゆる程浸潤が吸牧しても結節廂患者は角膜の濶濁の消失を見ぬもの

である。かかる例の祖縦t愈索を施した。治療によつて1祖菌は全 く泊失し大風子治療はII艮にも有効に働

くことは確であるが，然し同時［靡空泡尿[11/1且の加脂肪跨生成のために視力隙碍が歿 る事は誼撼である。

6) 角膜小骰内の癒菌及び瀬脂肪骰に就て松索し，小盟の態度を究めた。然し顎細胞の成因に就き

決定的の解決を得る事 (•j： 出来なかった。

7) 角）］葵及び其の他の眼球組織の Sne1anI1Iによ る肉眼的熙本を作る事によリ，其の疱性裂化を明

瞭に即＇．｝る事を知った。

8) 叩疇より結簡猥に移行する時，兎限性角膜炎に原焚せる角膜熊腫を臨床的及び病理組糀學的

に桧索した。

第 4章 角膜誹経と掘性愛化

1) 緒

37 

， ＼ 

言

疱病に於ける末梢屈1/1認に著しい病奥の存することは，臨床的にも病理組織學的にも既に明白な事質

である。それが痛眼角膜にも知甍麻痺の起ることは多数諸氏の救告する所であつて，病理組織學的に

も何笠かの菱化のあるべきことは吾人の想像せらるる所である。しかも其の病理組織學的研究に至っ

ては先人の旅告を見ず。余は昭甜 9 年 1] 月第 7 回日本疱學會に於て「疱眼角膜神繹 1•こ闘する組織學

的研究」 と題して共の結節瀬に於ける所見の大要を褻表して置いたが，最近南熊太ば日本眼科學會雑

誌第41巻第 3職に 「種々なる疾患に於ける眼領域紳舘リ）病理組織學的斑究」と題し 「痕患者角膜神

網の病珊組織學的研究」なる論文を褻表した。而して共の所見の象應括は大棧余の所見と同一所見であ

るが，氏の研究は猜網にしてより一府肪れたものと考へる。

余の本論文に於ては未だ桧索報告の無い屈1/1繹憬，斑紋痕に於ける症例をも追加し，これを一括して

共の所見を報岩するものである。

2) 文献概要

a) 正常角膜誹繰

角膜紳繹はモ囀ii総の一・終末分布と見倣すことが出来る。自Jち逃動（勁眼尿l虞），知慨 C三叉帥繹），
'1. 

交惑紳網Cl吋頸勁脈面/1繹裟）の31艮より尿lii揺洩維を受けて成立する。毛様帥舘節から出た短毛様帥鯉(t

蒻モ採神網から分岐した長毛様爾1/1繹 と共に，眼球1妥極附近で説紳繹7迂 1部に接近して翠膜を穿通して

眼球壁内に入る。而して脈絡膜腔内を分岐し乍ら且互に吻合を管みつつj)'i眼球部に向つて前進する。

此の間，脈緒）炭及び翠膜内「社に小枝を分岐しつつ毛扮洲登の外側に進み，此虞に於て所甜前モ様誹繹と

合してモも足橙の外fi!1J！こ於て毛漿恨紳紐設を形成し，この利靡叢から一部はモ1采恒及び虹形に，一部は

翠膜を知こ外前方［こ血管と共に前進して Schlemm氏竹の外側の翠膜内に論朕訓睾叢を形成する。此

の恰朕剥I絃裟から上臨誤Jク至結膜下に枝を出し且前毛様帥稗と相互／こ吻合して又神繹叢を形成する。

此の訓I認設の 内で角膜綜郊に於て殊に密祠を形成するも のは角膜周園神経叢と稲せられる。
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！氾翠膜内にある！l如1,t訓I絃裳と,~殴膜Jり至結朕下にある作））炭灼附紳脊的哀から夫々角膜内に凩r/r紐繊維

が出るのであるが，これが即ち角朕紳鯉である。

抑ち1廿lイ了角膜訓疇と見倣さるべきものは，恰朕紳細裟より大神紐幹として角膜固有r[]内深J丹に1受入

する ものと ，角膜周閏柳絃裟より小9/iIIl統幹及び小枝としてf41J-莫上皮府及び角膜表屁に1交入するものと

二つに大別することが出来る。 これ．，_：I})大小紳詞除は 10乃至 80條あって，仝角膜の周逃部から略々

平伶に現はれ角膜中心邸に向つて放線朕に分布する。そして角膜株に於て固有府の約前 2/3乃至：払l

r和）高ざから固イ了屈内に進む。琺！拠表屑より来る小屈1/瑶面除及び結膜―I吋立に上党）拠から来る小枝は，主

として角膜固有府の前 1/；}の高さから角膜固有肝の表府に1姿入する。これに反して，太いi[il/1舘幹は中

恥屑から角膜固有肝内に入る。兎に角，角膜紳繹の主要部分は翠膜刷睾より由来するものであって

太きものほど角I炭の下層に存在し，細き枝になるに従つて潮次上肝に1i)茫［するのである。勁物に於て

も亦同様なる闘係を示すことは識者の承認する所である。

次に角膜上皮屈に見られる扉r/r證繊維網は結膜帥網より直接に角膜上皮層に移行したものtrJち前毛様

帥総裟1こ屡するものと，第 2は角膜固有層に在る固有角膜誹網の終末分布から分派された終末枝が

Bowman氏膜を穿通して上皮下基底帥紐繊維網を形成し，之から1:皮府内に終末分布をなすものと

二つある。

之等の大小刹I舘幹は一絞に角膜緑を去ること約0.5乃至 1.0mmの追で分岐を開始する。分岐様式

は2分岐(Dichotomie)が通常であるが， 3等分岐(Trichotomie)をなすものも稀に認められる 3

斯の如くして祁jl紐幹が第一次分披を行ふ場合には，刷1認緻維に同時に髄鞘を脱して無髄紳繹繊維とな

る。叉これ等柳繹幹は角膜泌緑部に沿うて之より 1.o乃至 1.5mm以内では隣接紳繹幹は相互に辿繋

して Bowman氏膜下から角膜巾月に亘つて深浅2屈の副橡扉1/1舘叢を形成する。

角膜訓I総幹は角膜固有府内で数国の分岐をなすと共に相互に利I網紐維の交換を螢み，徴質訓I総叢或

は主要紳袈叢を作り絶えず中心且つ表屈に向つて走り，Bowman氏膜下には緻密なる基底下紳鯉叢或

は終末誹揺網を形成し一i席は既に此の部に終末装置を以て終るのであるが，他のもの 1ま穿孔枝となっ

てBowman氏膜を穿いて上皮細胞 との間に基底分布又は上皮下雁1/1繹叢を形成し ，之よ り更に細き尿ill

輝徴条位を中I［もの 1:.皮紬咆間に送り此の，’i和の上皮細胞間の分布をなし，上皮細胞間を詫て表「位に苓・ 1J分

岐して 1は末端が終末小戦となり或は終末小釦となり，或は終末細繊維となつて細胞間に終る。

更：ご又j'.jji麟 11'.TI且内のiji疇終知事しては Dogie]，横松の記載によれば，終末装説を持つて居る 已

のは終末小骰，大絲毬翌，小絲越陀を打するも のであつて，又終末装匹を行せぬものも認め られるっ

次1.：此の角膜袢親を監！化金法，線銀法，メチ ーレ ン肉生盟染色法を以て桧査する に，大概前述の穿

孔枝叫睾絨糸位に茫朕腔限を 生ずる ことが多＼、と記談されてゐる 。 Virchow に•Engelmann "'） 雄 f...i 肪詞：！

舘徴柑・:：平滑であると云ふ説に終し，固訊評藷韓揺謬は平滑であって，本繊維1、一．（ま祀iば訳ば(f・左

しなし、と云ふ。又 :¥.ttias,石涼，岩，` 睾，樅松等（謬囀屈限を ；エ院物か又．豆炉‘s,')竺化で ；シると百ふ」

Cohnheim に恥化金法で捻し，固有眉内では利睾殺維は平滑• なるを 正常とす ，うけれと. ~ '上皮！L汀j

では定lt扮・つ存―(Eは正常iiい態であるとして Klein,Wa」(1eyer祢は之1こ芸した3 父 Dogielは人灼哀
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＂ノ メチーレン奔染色で上皮｝；子内紳縛繊維1こ沈朕腫脹の存化を
認め， j:111はメチーレン箭Il叶燈染色で桧索

り） 廂
・:9 

して上皮局17:］利睾織維の痣版腫限（：：：！l：：王用的に在するものであら
うと云ひ，店11TI月/lHrf1鯉緻維でにその

仔位を否定した。 Koeppe,Vogt北川：：：li:il錐角膜ノ）無染色角肪
蒻Il膚の細隙裕鴻汲箕的桧査に於て，上皮

屈内穿孔枝緻椎に結節朕物の存在を認めて居る。

所の如く角殷固有肝内祈；鯉絨維に生到！的に1註むlk!i］脹い＇『せぬものと大骰
に於て決定｀してゐるが，

角膜上皮 rar•'頂攣繊維叫芯伏腫版が I［繹的のものであるか ， 又は人工的i窄物に厨するものであるかに

闊しては猶議論が一致して居らぬ。

パ（国神純幹中に在す る狐i！繹繊維の地列は•一紋には比較的整然として居 る。 [l ち絨紺は大概 IJ．に平

行，こ此んで走つて居るりれども規則正しく平行に走るわけ
ではなく，走行の迄中で相互に相意必し4甜

親脩 し相接／潟し，又箇々 の繊稚が夫々分岐することもある。此の現
象は必ずしも組織學I'.I'•J 人工点物で

はなく，メ チーレン寄生燈染色によつて も誤察せらるると
いふ。

b) 角膜誹経の愛t生に就て

•一般に紳繹切断記•こに紳統繊維に焚性現象を起すものであつて，襲性 1砂もづ｛油索に起り蒻梢之，こ次

ぐ。而して軸索の翌性は先づ全毅的或は部分的腫脹に始まり
，次いで萎縮，細級釉分裂，嗜銀性殻退，

既裂，空泡形成等をなし，途には消滅するものであること
は多数學者の今日認める所であるc 然るに

此を作の研究は従来有髄扉1/r繹織糸程のみに就て行はれるものが多く，
無蹄訓I認に臆してはその研究も少な

く，従つて軸索のみの焚性に就ての文献は甚だ寂蓼たるの
惑があるe

此の種の研究に於て近宋石津 (1920年， 1921年， 1922年）及
び胞兒島 (1919年， 1920年， 1922年）

は角膜柳紐の姜性及び再Iヒ現象に就て組織學的に興味あるが［
え告をし，又中島 (1930年）は生樫染色に

より妥性現象を研究した。 ことに石津は角膜紳網に就て組織的研
究をなし，角膜ii眸翌の終｝害性口性，

非瘍宮性卯ち各種疾患に因る角膜祠虞の髪性現象，角膜紳
繹の死1灸の娑化， 1[JI拠i|i帷翌の再生況象努1こ

就て詳細に祀載した。

角膜疾患の際に於ける角膜誹経

角漠疾病に闊して共ィっ角膜面帷墜’)裟化に就て記戟した文献
を見るに， 13S1年には Schultzが， 1912

c) 

年心ぱ Attiasが夫々佑膜屈Ii瑶習の老人性災化に就て研究した
ことに始まり，それ以来多駿の學者が之

と研究した。

湖ち 1919年槌兒島に脚氣に於ける三叉祁l鯉の組縦學的検索を
試み，次いで 1922年石津も亦綿氣1こ

於：ナる．一云叉祠I緒：こ就て汲告し，なほ氏に後に角膜誹臨の笈
性及び再生に就て奥味ある苛認庫な した。

l921年中村は角餃祁／i網と這；こ於て染色することなくハル ト
ナ ック氏の lレーペを以て観寮し，其v')

際稲々なる病的角狡,')角膜・Illi睾 の朕態に絨て記載した。

]923年 A.Iふ~enstein 1-;ヘル・、ス性虹＇和炎に就ての戟告に於て，角朕に接種
l.，た熱性へ，レ・、アと`

角漢神袈と J)病記闊什；を記載した。ヘルペス性限疾患に於け
る侑膜帥終に於てはむ：乏 192l年 Gilbert

芯，逃ぶる所があった。

1929 年岩澤 1ご角膜内納咆誌~1] と祐繹走行と の閲 係に就て兵器的研究を行った c
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叉同年美甘は宜瞼的に紫外線の角膜I'-'.:及ぽす影容に就き，特に角膜刹I斎笠を組織的に研究した。

1930年中島（堂）は種々な る角膜疾患に就て生悛染色を行ひ，之を自己の調製した顔微鏡を用び角

膜神網の焚性朕態を見た。

1935年後蔽は生腔染色による角膜前,,,網の温度に対する研究を細隙燈頸微鍍下に詳細I‘こ観察した。

最後に湘眼に於ける角膜紳絃に梱して 1929年 F.Minderが細隙燈凱徽鏡下に 21歳になる猾恥患者

を検して発表せる所見は，甚だ興味あるも のである。

即ち本磁者の保膜訓I認をとりまいて，特に一部には脚総は 5乃至 6箇の館珠の如く光る盟占朕の肥厚

部があり，紳認を附nii]より給欣に閑む洞濁があったと記載して居る。

d) 掘眼の角膜知覺に就て

I i ; 

f~ 

[ 9 1 

疱の末梢紳総は主として間'ittに大きな病嬰 を示し，質質に郷炭の愛化を来すものである。即ち最も

堕化を来すのは外柳総鞘で， 1絨細胞及び闘形細胞の浸洞強くこの部の血管も内炭，外膜に同様笈化を

見る。内及び周園紳繹辟jも肥厚し同様の墜化を見るが一般に鰹鹿で，最も注目すべきは Schwann氏

鞘の肥厚高度な事である。併しこの中には痢菌を見るは稀である。その中の軸索には瀬菌の寄生を見

楚性を起すが， それは痢菌自怜の寄生によるもの とSchwann氏鞘肥厚による 二次的のものとある如

くである。尿Il虚斑紋型では軸索以外に痢菌を見ぬのが普通である。

巖患者の角膜矧覺1こ闊 して Lopez,Lyder Borthen, Cerise n. Thurel, Santonastaso,行徳等の

簡蹴な記述の他， Kuriks,Pavlov,内田等の多数症例に就ての詳細なる記載がある。

帥ち前者は何れも角膜 i•こ屈々知昼1旅碍の存在することを證明したが，何れも簡箪な記載である。

Kuriksは瀬患者の眼瞼，結膜，角膜約の知覺を検して，一般に知甍は結節瀬よりも斑紋麻痺瘤に

於て1穿碍される事が多いと云ひ，氏は又角膜に於ける知覺椋碍の程度を表はすのに知覺滅退と知昼消

失との 2型に駈別した。そして知畳減退は斑紋麻痺額に於ては 17.3%，結節疱に於ては 14.0%あり，

又知覺消失は斑紋麻痺痕1こ於ては 12.0%，結節褥情に於ては 4.1%Iこ於て之を認め， 且知覺麻痺1：：焚病

後経過古きもの抑ち角膜涸濁古く， 翌性程度進行せるものに於て著しくこれを認め，之に反して爽病

径の舘過短きものに於ては一般に知覺の1旅碍を蒙ることが少いものであるこ とを 記載した。

Pavlovは結節猥 42例．紳総病 15例，混合顎33例，郎ち 90例 1SO眼に就て痕愚者の角膜の過敏程

度を測定し健康人と比較するのに，瑚患者は何れも甚しく角膜知昼の滅退あるを知り，刷1斎笠斑紋痢 I•こ

於ては結節疱に於けるよ I)も知甍の減退が著しく，窟l生角朕炎に於ては知畳減退特に高度であって

. 例に於ては何れも完全麻痺を来し，他の5例に於ては刺戟によつて何舒切疼痛を愚えなか

ったが，唯冷感を惑じたといふ。

内田ぱ刷1斎野貫及び結節疱の各 50例に就て祠総刑：こは共の 11.0%，結節嘲 1こは其の16.u？る の佑膜に

於ける知畳臨痺を證明した。而して猫性角膜浸潤と角膜HI昼と の関係は，そ の角膜知路在痺せる tの

の中 9.1,2彩 は角膜浚潤を有してゐ るも 1ノであって，角）炭浸面の高度な るもの程知餞店坪を 誘疑す る

ことが多い。而して齋1生パンヌスを1・『する 角膜；こ於て洞濁部と透明祁との知昼状態 を比較する のI:'

大多数1こ於ては測濁郊の知登が麻痺して痕性氾潤が如河に其の部の知昼麻郎を招来する原因 となるも
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のであるかを知 ると言ふ。

郎ち此の如く癒患者の眼角膜に於ける知覺は相賞に節碍を受けて居るものであることを知る事が出

来る。これが癒眼に於ける要性度，細胞浸洞との腿係，又朔菌との開係等は極めて興味ある問題であ

る。

3) 検査方法及び材料

角膜神終を染色する方法は，今日昴も普通に用ひられる方法は大骰3法ある。即ち鍍金法，鍍銀法，

メチーレン1仔生骰染色法である。

鍍金法には種々の斐法があって，何れもよく角膜紳終の走行を現はすが，多くは其の繊維を翌化せ

しむる虞があるから，之を病理學的桧索に用ふるには多大の注意を彿はなくてはならぬと云ふ。

メチーレン斉£l渇豊染色法は死後の時間を網過せるもの及び病的異常あるものに於ては，紳絃は染色

不良又は全く染色 しない。故に余は此祢前祀2方法は用ゐなかった。

次に渡銀法は種々の塑法がある。余の用ゐた方法は Bielschowsky氏法， Ramon'y-Cajal氏法，

Agcliihr氏法等があるが，普迪角膜紳絃の検出に於て最も用ゐられるものは Rmon'y-Cajal氏法であ

る。余は寅駿研究に先だって正常人眼，家兎，豚，牛の角膜を用ひて上記各種の染色法に就き比較研

究の結果，此の中の Cajal氏法を用ゐることが先人の例に従ひ最もよく，しかも Cajal氏法は石津氏

Cajal氏愛法が最も方法簡便であり，扉帷翌軸索も明瞭I-::検出し得るが故に，余は好んで此の方法を用

ゐることにした。此の染色法に就て特に故石津寛先生に生前種々なる数示に奥った事を謹んで御臆申

上げる。

固定法に就ても余は意を用ゐ，最初之等の材料を AlkoholI'：：も Formalinにも固定して見たが，鍍

銀の結果，上皮細胞居内帥絃繊維の先朕腫脹の出現i1)程度1まFormalinによる固定の場合の方が Al̀

kohol固定の場合に比し比較的少ないことを證明した。従つて瀬眼に試みる場合はすべて 10劣 For-

malinに固定した。かくして上記染色法に依る時は祠総軸索及び組織細胞は明染し，殊に角膜小骰の

核，痕性空泡細胞，闘形細胞笞は明瞭に出現し，又痛眼角膜帥総の研究に嘗つて最も必要な瀧菌染色

法が可能なることは本法の特色てある。次に此の石津氏Cajal裳法並に瀬菌染色法を同時に行ふ法を

記載するに

1) 角膜組織片をI]砂しに切り 40%Alkoholに入れ，成るべく速に Alkoholの濃度を高めながら

96劣 のAlkoholI•こ逹し，該液中に 12-24 時間放四する。

2) 蒸溜水に 2-10分間洗｝條。

3) 1-2劣硝酸銀を入れた瘤色瓶に移 し10日ー2辿間 37°0の孵槽におさ める。

4) 蒸溜水に短洗する。（此の時組織の表面の硝酸銀を洗ふのを度とする。）

5) 次液に於て遠元すること 24時間。
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6) 水洗（短く）。

7) 50-100劣 Alkoholに脱水，次いで Paraffin包埋切片調製。

かくする時は紳網軸索は暗褐色乃至黒褐色を呈し，其の他の組織は黄色乃至黄褐色を呈する。

次にこの切｝lLをCarbol-Fuchsinで 37°Cの孵卵器中で 30分間染色し，次で 25劣硫酸で脱色する。

この結果は痢菌と神絃繊維乃至は組織内の細胞核像との躁係が頗る明瞭となるのである。

既に Formalinで固定した角膜では根本的に水洗して後，本法の如く Alkoholを通じ 96劣の Al-

恥 holに至つて数日間放置し，以下 (3)-(7)に従って軸索を検出し得る。

但し此の方法では軸索は梢々淡染し，組織内の細胞核像は比較的明かに現はるる特色があるといふ。

其の他検査材料の採取l'C常つて深甚の注意を彿ふことは申すまでもない。この事に闊して石津は人

9に於ては角膜紳絃の死稜の型化として認むべきものは，死後 8時間に於て角膜紳終は初めて崩解の初

徴を呈して来たと云ひ，又死後 2時間に眼球を摘出する時死後の翌化は除外出来ると云ふ。

倉，中本，濱田は動物及び人の横紋筋繊維l'C於ける神鯉終末は，哨通の温度に於て 2時間以上を舘

過する時は既に微細措造を有する終網には焚化を起すと云ふ。

又紳網繊維は軟弱であるから，取扱が粗暴である時は著しく愛化するを常とすると云ふ。

此等のことを考慮に入れて死後の愛化を慮り，生骰摘出後のものを用ひるか，死後 2時間或はそれ

以内に摘出したものである。眼球は継て東京全生病院患者眼球であって，結節痛眼は 11眼，紳舘痛

限は 2眼，斑紋痢眼は 2眼である。而して角膜片は周園の翠膜組織より切り離し，其の一部を以て角

膜病襲全骰の所見を見ることとし，染色には Hamatoxylin-Eosin染色， Ziehl-Neelsen染色を用ひ

爾餘の大部分の切片はこれを上，下の雨半に切半し，上記の法の如く石津氏焚法による Cajal氏染色

並K Ziehl-Neelsen二菫染色を行った。然る後平面断，縦断，或は斜傾断等の連綬切片を作製して

病理組織學的検査を遂げた。

4) 臨床的並に病理租織學的所見

次に賓験症例に就て述べる。

A) 結節顕眼に就て

第 1例石〇兼0 o 29歳，左眼，焚病 19歳

臨床的所見：

角膜は全絞に亘り箕阿洞濁高度であって，叉其の表屑瞳孔領の部には灰白色を呈する開胡朕濶濁を見

る。表層にも1筍質内にも新生血管を認める。虹彩は透見しない。

病理組織學的所見：

（角膜上半部の所見） 上皮細胞暦は細胞の排列等に愛化はない。紳鯉は健常な紳総も多数見られる

けれども中には痣朕腫脹を呈して念珠朕又は辿鎖朕となるも のがある。角膜固有府内に於ては浚暦及
~・.、..

び中）月に阻1形細胞， 痢空池細胞の浚潤を見る。又翌性せる帥繹の走行に伴ぴ此等の細胞浸潤を認める

ことが多い。猥空泡細胞群が紳繹の周間を瑕りまいて存在する虐も認められる。新生血管は細胞浸潤
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中に認められるが血管と前1|！紐との闊係は餘り明瞭でない。ー綬1-::紳紐織維は固有屁の浅府，中暦，深

朋に於て何れも頗る廣汎性の愛性を呈し，翌性の度も強く繊維が紡錘朕乃至柳葉朕腫脹を形成 し，又

け顆粒・}［た堕性，断裂等各種の程度の甕性朕態を認める。健常な紳舘繊維を見ることもあるが少ない。

痢菌は殆んど顆粒愛性1-::餡り帥絃繊維との闘係は明かでない。

直膜下半部の所見〕 上皮細胞府は細胞の排列に襲化を認めない。帥総繊維は健常なものも多数に

認められるけれども，中に i才だ欣腔脹を呈し念珠欣となるものがある。叉Bowman氏膜を破つて上

皮細胞府内に半闘形の限局性細胞浸潤病恋を認める。中に小闘形細胞及び痢性空泡細胞と認める。臨

床上これは黙朕測濁と して認められたものである。中に紳総繊維を認めない。

角膜固有尼は淡暦，中居及び深府に痢空泡細胞，阻l形細胞等の浸潤を見る。帥絃の走行と細胞浸潤

との随係共他は何れも角膜上半切片の所見と大同小異であって，其の深屈に於ても紡錘朕に脈脹した

訓I綬繊維をかこみ細胞渡潤がある。但し扉車紐は細胞浚潤を認めない部分に於ても腫脹するものがあ

る。又或る部分に於ては細胞浸洞はあっても其の 中を通過する前Ili鯉繊維の健常なも のも認められた。

疱菌は殆んど顆粒菱性に陥り紳舘繊維との関係は明かでない。

郎ち本症例は角膜買質炎著明なるものであって，角膜1こ於ける扉III絃の髪化は角膜の上半に於ても下

和 ・こ於ても其の愛化は可成高度のものである。

第 2例 （省略）

B) 稗緩攘眼に就て

第 8例 好〇好0 c 37歳，雨眼，褻病 14歳，死後 2時間後に摘出

臨床的所見：

左；；艮角牒には下方に兎眼性角膜競が存在し，右方角膜け党常を認めない。虹彩，瞳孔にも異常なし。

病埋組織學的所見：

左眼

C角膜上半部の所見〕 上皮細胞居内の細胞の排列は異常がない。ただ帥総繊維は紀欣腫脹の辿珠朕

に辿るものが少数ある。しかし健常なる柳紐織紬が多い。

固有梱叫婆屈，中尼及び深1喬の利I絃は殆んど健常である。廂菌も又認めない。
丸

〔倖膜下半部の所見〕 下方に於ては上皮細胞暦の形態と排列が異常を示し多少肥厚してゐる。 l吾l有

居v')i造府に於ては Bowman氏膜は鋏損し小板内に罪蒋な痰痕組織暦があり，その結締織繊維は多少

不規則なる波行を呈する。上皮細胞貯内の扉1/r総繊維は一般に上牛部の所見に類し，紳網繊維は沈朕脈

脹の連釈ikに連る ものがある。固有屁I'：：於ては一般に健常なる屈111総繊維を認める。兎眼による智を臨

床上来した祁分の搬痰組織内には紳慈軸索を見出し1序ず。而して痰痕部の周園に特に紳認繊維はよく

恢復して偲常のものと共に多数の新生直走繊維を混じて此の雨者の走行が入り裔しれてゐる。此等の新

織椎：文極めて織細であつて平滑， しかも腫脹其の他の形成物なく嗜銀性張く，多くは雖獨に走つてゐ

る。その他の部位に於て健常な神腔を認める。痛菌は認められたい。
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帥ち本症例は兎眼性角膜弱を有する他異常を認めぬものであるが，組緞塩i,1勺にも縦痕部の周面/,;::再

生せる神紋繊維を見る の他著愛を認めぬものである。

布眼角膜

上皮細胞屑内の屈I[Iff形の所見は，卿伏腫脹の連珠朕に逃るものを少数認める他促常な紳舘繊維を認め

るこ とが多い。固有肝内の神if頸繊維は殆んど異営を認め行ない。廂菌は認めぬ。

乱Jち本症例は角膜l、こ著斐を認めぬものであって， 2.71行）月のJIir[！終繊維の健常なものである。

C) 斑紋顕に就て

第9例 多0か0

゜
31歳，雨り艮，りを病 27歳，死後2時間後摘出

臨床的所見：

雨限共に角膜に異常なし。虹彩，瞳孔等にも異常なし。

病理組織學的所見 ：

左 眼

上皮屈内の利味の所見は痴朕腫脹の 2,3の連珠朕1て述るものを認める他健常なる祠総繊維を多数

に認める。固有屈に於ては殆んど健常なる神絃繊維を認める。痢菌は認めない。

部ち本症例は角膜1:::．著髪なく帥絃緞維も健常なるものである。
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右 眼

その所見は殆んど左眼に同じ。記戟を略す。

:2fJち本症例も角膜に著焚なく紳鯉 も健常なものである。

5) 穂括及び考按

桧査症例は 9例， 15眼であって，結節疱眼は 7例 11眼， 凩雌幻嶺眼は 1例 2眼，同じ く斑紋骰 1例

切限である。これ第の桧査例に就て概括すれば結節猥の酸病後の揺過年数は設短2年，最長は 40年

のも のであるが 10年位に及ぶものが多い。紳繹巖は 23年，斑紋廂は 4年のものである。結節瓶眼は

何れも種々な る程度の角膜洞濁を有し，痛性パンヌス は 5限，猥性パンヌス及び表朋黙朕角膜炎を有

する ものは4眼，角膜宜質炎は 2限である。 紳絃猥限は 1眼は兎眼性角膜務あるもの， 1眼は異常な

きものである。又斑紋珈眼は 2眼共に角膜1こ異常なきものである。此の中急性虹彩毛様墜炎の総に生

翌摘出を行ったもの 2眼，他は純て死後 2時間乃至それ以内に摘出したもので，これによって角膜神

繹を石津氏による Cajal氏麦法によつて染色 した。此等の検査成蹟を継括する と結節療に於ては，

1) 軸索の麦性に就て

角膜神認は炎症轄度なる角膜の部分に於ては健常な る扉III絃束を見ることが多いが，その高度なる部

分に於ては健常なる前ll！終繊維束を見難く，軸索の愛性程度は全く多種多様であって，腫脹せるものと
痔疫せるも のとが相混じ共の愛性程度の轄度なるものは紡錘朕腔脹乃至柳葉朕腫脹等の像を呈し，焚

性度の強きものは断節，顆粒朕斐性等を見る。稀には空泡形成の像も認められる。尿帷翌繊維の愛性の

度の進める虞は軸索の嗜銀性が減退して居る。従って臨床上洞濁があり組織學的に襟性浸潤細胞の存
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するi9,＄分：ま然らざる透明の部分に比 し趾愉な る紳終を見るこ とが少ない。li'ijして大悦その紳総の笈性

の度は瓶性浸潤./)度に比例するものの如 く思はれ る。

一般に帥認切断後には利l終繊維i'こ焚性現象を起すものであって，翌性は先づi！咄索に起り齢鞘之に次

ぐ。而 して！！泊索の菱性は先づ全絞的JJ祖長に始ま り次て萎縮，細繊紺分裂，嗜銀性滅退節裂，空胞形成

等 をなす。 而して非協害性紳紐妥性 ~/1 ち種々な る疾患に於ける訓l紐の髪性肱態 も，大惚低寄髪性に於

ける ものと共の所見を疫ぼ徐 しくするものである。石禅は角股神紐の1統宮性哭性，非低杏性菱性，角

膜吊i /壼の死後の焚化，梵膜：~1/1絃 の 再生現象笠に就て 1922 年詳細な る研究を焚表した 。 これに よれば角

朕叫I;「'名を其の角ii哭遥橡部に於て切証した後に起る角膜神絃の初徴は柚索が先づ屈脹し，次で府疫し細

級維分裂，顆粒欣若くは迎鎖朕崩嶼，嗜銀性減退，空泡形成，覇裂，覇節をなし大小不平ぐ『な節片IC

断裂し，各断節片は更に小さい節片I’ヽー．断裂するか或はその使ICて漸次不正長1惰闘形又は餌1形の帥索塊

となり ，漸次崩複してその形態が盆々不正となり逸Iこ全く共の痕を失ふものである とい，ふのであつて，

非協寄性の場合， 郎ち脚氣， 麻痺性伯膜炎，眼球寄，鳥類白米病等に於ても角膜刷I繹の愛性は1筋害性

帥鍔墜性と殆んど同じく，唯だ同時に種々の程度の襲性像を交ゆるのを特異 とするといふ。以上の所

見は全く痢角膜病髪に見る所 と同様である。

又位膜訓I認の死後の斐性に就ては氏によれば死後8時間後に於て初めて帥総は崩解の初徴を呈して

来たと云ひ，死後2時間内に眼球を摘出する時は死後の菱化は除外出来るといふのであるから，余の

検査症例は生墜若 しくは死後2時間，若 しくはそれ以内に摘出 された限球故に角膜剥I租翌の死後の雙化

は除外出来るもの と思ふ。

2) 炎症浸潤細胞と誹経束との闊係

—·絞に変性 IC 賂つ？這輯環維束の周園 IC 痛性浸潤細胞の斑延する像を認めるが，又角膜固有性紳鯉

束の健常なる欣態にあっても，既に此の周園に細胞浸洞の装現するものがあるc

3) 鑽菌と神経巌維との閲係

余の例は其の大咋防分に於て認過年数の古きもの故窟菌は穎粒菱性に陥り或は全く認め難いものもあ

つて，其./)前1/1認緻維 との開係を明かになし得ないものが少くない。ただ中 2例 （症似 4'症例 7)のみ

が比較的廂菌は新鮮なものであって雨者の捌係を明瞭ICな し得たものである。これによる）剪見は受性

せる判l臨繊維間は勿論，戸未だ周園に細胞浚潤も血管の新生もなき健常なる紳繹裁維束間に既に窟菌の

佼入せるものを認めた。而して疱菌は梱l塊状をなして闘形，紡鐙形，闘注形等を呈して帥鐸軸索間を

押しひろげ此の排列状態を不平等ならしめ，未だ細胞浸濶は著明な らずと雖も屈I[I鰐裁維の波朕，蛇行

欣の正常帥鍔践維に比し著しく斐形を認むるものが芸っ た。

次に紳終，斑紋廂1こ於ては 1例の兎眼性角膜磐を布するものを除く他は総て角膜に臨床上羮朕なき

ものてある。此節の諸例は河れもその角膜上皮細胞屈に多少の先朕腫脹を連珠｝［たに認めるものである

が，此の角膜上皮細胞内紳繹改維の究朕腫脹は今日の所生珂的のも のであるか，死後の墜化又は人工

的産物に屡するものであるかに闘 しては學界では不明である。固有屈に於ては煎性浸潤細胞は勿論認

められず，潮菌も亦検出し難い。
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l I 

而して固布府の紳認繊維に著焚を認めない。 1例の兎眼性角膜孵！こ於ては共の癒痕組織に紳紐枝を

見難 く，共の周園には再生紳総織維の之を園めるものあるを認めた。石律の箕験によれば切浙後起る

紳紐の再生現象は，切既せられた中栢側刷睾端よりは切断後既に 2,3日にして細い軸索の新生を生

じ，爾後漸次焚芽延長して 1辿間乃至 10日を総れば樹根朕1こ族生し，其の一部は直ちに幼弱なる鍛

痕組繰内に1交入し，他の一部は横走，斜走，或は一且中櫃側に反走した後更に折れ返つて各々痰痰内

に入る。そして斯く新織維の迎行方向は錯綜して極めて核雑なものである。新生軸索は條色良好であ

つて銀に強く染み，平滑であつて奄も屈脹其の他の形成物なく尖蝙は尖統だと云ふ。

又氏は角膜焙に於て知骰鈍麻せるは前1/！紐繊維に菱性がある総ではなくて，該部に新生した紳競繊維

の排列及び分布に整正を鋏く総だと云ひ，美廿は角膜の搬痕部にあつては紳紐枝の再生極めて困難で

あって多 くの新絨絋は箪に之を包閲するに止り，共の内部に侵入するものは甚だ稀であることを記載

し，本症例と同じ所見を報告した。

即ち紳総斑紋痢の角膜紳総に於ては 1例に於て兎眼性角膜碗を有し，共の振痕部周園に再生紳認繊

維を見るの他何れも著勢 を認め得なかった。

最後に角膜の痕1て於ける同紳網の意義を考へるのに，瀬は初期に於ては専ら紳終によって身骰各部

に知覺l盛碍を焚するのであるが，結節珈となるや線て血行性となり紳紐による漉病浸洞の韓移は比較

的目立たぬものである。然るに角膜に於ては此の結節痛となつて最も重大任務を帯ぶべき血管のある

なく， 1俎1て既述の角膜小骰の活動及び恐らくは淋巴の環流によつての移動を考へられるのである。併

し叉一方前述の前1[1総が珈浸潤の誘導偲として大きな役割を演ずるのである。郎ち瀕菌は軸索により角

膜内部に使入し，叉角膨誼嘩謡［；の細胞浸潤は角膜扉1/I親の走行に沿うて出現し，角膜内細胞浸潤の一因

をなすのである。又齋性表層貼朕角膜炎といひ，又余の命名せる突腔性黙欣角膜炎といひ，角膜の

Bowman氏膜を破つて上皮居下にその限局性の浸潤が出現するものも，箪に B．氏膜下の細胞浸潤が

迫臆して B.氏膜を破れりと云ひ難き時が艇々で， B.氏膜―Fに多少の限局性浸潤窟あるのみにて既I：：：

B．氏膜の破れて居る ものがある。郎ちかかる際には生瑚的に B.氏膜を穿孔して上皮細胞下に出る穿

孔枝繊紺（甚底分布紳総繊維）の通路が唯一の進出路と考へられる。賀際今日まで余はかかる像を塵々

郵徽鏡下に袋見する のであつて， l¥Ieller,1椋詮北條，増田，内田等のひとしく認めて居る所である。

余は前論文で角談小橙の角膜の廂に於ける重要性を述べたが，血管，淋巴管のなき角膜の齋に今一

っリ）重大なる因子たる屈1/i稼が如何に愈要な役割を演ずるかを知った次第である。

6) 結 論

痕患者の角膜祠揺を病理組織學的に研究 して，共の結節齋こ於ては利喝峰峠位の多様な る紐性 を認明

した が ，紳紐斑紋輝•こ於て は其 （ら 1 iク1の兎限性角膜窮の痰痕組織刷辿部に再生紳紐を認め た他著壁を

認めなかつた。

結節珈の誼要なる韓移器伶 たる血倍のなき角膜に於て，共の角膜i糾i租翌は窯菌及び浸潤細胞の誘等物

となり，諏大な役目を'(iす るものな る事を知つた。



眼の

------- -•一ー ・ ←—--·-•-----

痴 47 

第 3編瘤眼病因論

1)緒言

人廂菌の眼球に於ける初焚病焚の場所拉に其の1尊染経路の研究は甚だ興味ある所であつて，今日迄

多数學者がこれに就て論じてゐる。これに内侮染説と外他染説の二つが夫々相封峙して居る。漉菌の

使入網路を見る為には結節顎1こ於ける初期の病焚を見る為，眼球の外観比較的巽常なきものを選ぶ必

要があリ，為1-::其の質験症例は極めて少なく未だ充分なりとは考へられない。而してその報告例は眼

球のみの検索1こ止まり，共の周園組織も同時に，ーとを検索したものは翁である。余は本研究に於て外観

上偲康と見ゆる眼球を 10眼選び，叉同時に其の周園組織（限瞼，涙腺）に就ても廂菌の分布朕態を観

察 し考察した。要旨の一郊は既に第 8回日本瀕學會に報告したのであるが，此虞にはなほ痛患者結膜

の分泌物に於ける湘菌に就ても検索追tJnし，詳細に報告するものである。

，
 
＼
 

2) 文献概要

健康なものに瀕の病焚が先づ眼に来ることはない。此の意味で限瀬の綬褻性なることは今日何人も

異論のない所であるが，一般に疱眼球病瑛は其の眼球赤逍部より前半に瀕性病喪が存する為に眼球搬

の他染終路は外1息染ならずやと主張するものがあって，内1専染説と相封10指するのである。

而して外偲染説を唱へるもので古いのは Bnlland Hansen (1S73年）で，氏等は上翠膜の部より搬

菌は眼球内に侵入するものであると云ふ。

Poucet (1S88年）は到菌は眼瞼又は眼球結膜より眼球表面に移り，角膜より虹彩に，虹彩よりも毛

様突起に侵入するものであるといふ。 ' 

Babes (1901年）は履々粘膜姦内に窟菌を焚見するのは，之が侵入門戸たること鼻粘膜が菌の使入門

戸たると同様に考へることが出来，菌は最初結膜I’こ，次で翠角膜線の深部に入る。而して眼の疱性愛化

の初期のもの結膜分泌物中に菌を装見し，且つ深部の全く健康なる時期に結膜の荊性浸祠を示すもの

があって，瀬性菱化の結膜より深部に侵入することは確衷であるといひ外1辱染説を主張した。

Calderaro (1909年）は眼荊は結膜及び角膜の上皮を通じて伎入するものだといひ外偲染説をとな

へた。又行徳(1926年）は健康の観ある 6眼中 4眼に就て次の如く結諭した。即ち球結膜下の上架膜

より前房隅角に近．き毛鸞恒周園淋巴膝に連絡せる樫微なる細胞浸潤を認め，尚ほ且，其の細胞浸潤IC

一致して菌の存在を確認する事爽よリ推定するに，菌は先づ結膜巌に入り，之を貫いて上荒膜中に侵

し其よりーは淋巴路を認て角膜中に入り，又ーは静脈周園淋巴腟を通じて虹彩，宅様燈中に入り以て

限球前半部の型化を呈すると云ひ外i駆染説に左祖した。

其の他瀬木(1923年),Knapp C 1925年）， Pfingsい(1928年）， Naar(1929年）等の報告がある。

次に 内他染を云ふものは可成多数であって，その主なるもの を記載するに，

Borthen n. Lie (1S99年）は共の共著 “DieLepra des Anges"に於て Borthenは疱性浸潤の初

焚部位に就て表在性及び深在性の雨者があって1癸者が逝かに多いこ とを述べ，又 Lieはそ の抱嘗せる

病理組織學的所見から大虹彩勁脈恰周園IC最初の病焚があると云ひ，眼1領の成立槌韓は内偲染による
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ものであらうと述べた。

Frnnke n. Delbanco (1901年）は肉限的に何笏生前髪化を認めなかった一搬患者の雨限を剖検し

て，主なる菱化は前房隅角を綺る部分であって，虹彩根部及び毛様骰には多数の屈l形細胞があつて疱

菌を焚見し，此の郊が初焚部位ならんと云ふ。ことに自覺的には何等の限症状を訴へざるも臨床的に

は潮性角膜炎を有する・一愚者の砺眼Iこ於て，そ の角膜に隣接する球結膜を切除し鏡検するのに結膜―ド

組織内に少数の菌を認め，氏等は之を以て虹彩根部及び毛様骰内にある多数の菌が偶々球結膜下に波

及したものと考へ内博染を主張した。

光田 (1910年）は結節廂眼 7例8眼を組織學的に検索し，其の内 2例2眼は臨床上眼球に何等異常

なきもので，又角膜の病斐轄度なるもの 2眼と合せて 4眼の組織學的所見を穂括し，眼前i．席の疱性浸

洞は常に毛細血管蹄係網に闊係を有するものなることを述べ次の如く記戟した。即ち角膜問絲の最も

肱々犯されるのは貨に後結膜モ細僻，前毛様血密，毛様筋間を総来りたる孵脈， Schlemm氏管端 I/)

静脈穿の相互に吻合して成れる周掟血管蹄係網の存在するためであると云ふ。次に毛様橙及び虹彩I/)

屈々犯されるのは後毛様動脈及び前毛様動脈並1-::禍朕静脈の末端の相互に吻合して成る所の虹彩及び

毛様棧血管密網の存在する虞である為である。而して搬菌は好んで斯の如き毛細血管周園に繁殖し蕊

に固有の瀕浸潤を作るのは靡の各臓器に於て見る所で，殊た皮胸に於て齋新生物の初褻に就き研究す

る時は乳頭居の毛細管密網と汗腺周園の血管網は痢細胞の好焚部位であつて，前者は角膜の周擁血管

蹄保網に比すべく，後者は毛椋橙及び虹彩血管網に比すべしと述ぺ内僻染諒を強調した。

Leber (1915年）は廂は結核と相酷似し，眼球最初の好褻部位は虹彩毛様髄，翠角膜橡であって，漸

次深部へ進行することも雨者共通し，網膜に於て原焚性内1専染の起らぬことも雨者の共通する所であ

ると述べ内1厚染なることを記載した。

Driel (1923年） は特に虹彩が雨側同時に侵されるのは内1瞑染の證脈である といふ。

鮫島 (1932年）は比較的初褻の齋眼 3個に就て組織學的検索を途げて次の如く述べ内偲染説を主張

した。即ち疾患の初焚の部は前房隈角部であって，殊に病斐は先づSchlemm氏管附近の静脈周園に

現はれ，ーは上翠膜に他は毛様橙背部及び虹彩根祁に1専播し，次で漸次隣接組織に迎延するといふ。

内田 (1933年）は自然感染鼠糊及び究瞼的鼠痢に於ては其9刀眼疾患は周園絹織の病墜部より連縦的

に偲播し来る事が多く，結膜蕊より鼠瀬菌の檻内に伎入する揚合は有り得るけれども此の際局部に病

襲を起すことは少く，従って鼠痕の眼疾患，は外熊染を全然否定するのではないが内1駆染によること多

しといふ結諭に逹し，これより人痢眼疾患の1専染総路問題を批判して人痕眼疾患も内偲染詭に落ちつ

くものであらうと記載した。

A. Fuchs (1937年）は臨床上正常に見ゆる 5眼球(3例の葬訊患者）を組織的に桧索し，全例に疱紺菱

を，内 4例には癖菌を證明し，その組織的所見より痢菌は血行を介して，毛採慨附近に附滸して次第

に他に及ぶと云ひ内1専染なることをのべた。

共の他内1翠染説に焚するものとして Dontrelepontn. Wolters (1S96年），市川 (19(17年），培田

(1920年）， Savaitov(192S年）等を翠げることが出来る。
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3) 外顕上異常なき眼球拉に其の周園組織の顔微鏡的所見

a) 検査材料及び方法

搬町）眼球1ぷ染紐路を桧索するには臨床上健艇の観を呈する冴譴饒多なる結節廟眼球に就て研究す

ゞる事が緊要であ る。 しかし箕際上かかる要求を充すべきII虹球は容易に剖検の際に於ても造過するこ
と

は稀であ る。余の全II'．病院在任中1：：．剖桧時摘il-：した多く のII艮球中に も大骰かかる症例 8例 10眼に就

て桧し得るのみであったが，これは同時に叉大多数に於て共の各々 のII艮瞼，涙腺の組織をも桧索し精

査するを得た。

10% Formalinに固定し， Celloidin包挫，一部 Gelatin包埋法により HiimatoxyIi n-Eo8i n染

色， Ziehl-Neelsen染色， SudanIll染色を行ひ桧鍛した成績を述べ る。

6) 賓瞼症例

第 1例 金0本 8 30歳，左眼球

眼球の頴徹鏡的所見：

＇ （結膜〕 痢性細胞浚潤が結）炭下織にある。殊に角膜輪部に著しく， i斐潤細胞は 淋巴細胞， Pla
sma

細胞，瀬細胞等より成る。痢菌は浚潤に一致して存する。

（角膜〕 上皮細胞府， Bowman 氏）炭及び B，氏膜 ―FI•こ斐化を認めない。ただ裳質の板府間には細胞

浸潤を認めざるに拘らず菌の迎走するものを認め，又角膜小骸l勺／こ瀬菌を合んでゐる。

パ 翠膜〕 上弗膜血管刷園に御．生細胞浸潤があって赤逍祁より前方に位してゐる。 Schlemm氏管
周

固に細胞浸潤を認める。癒薗は浸洞中の搬細胞中にある。

;(前房，水晶翌，硝子骰〕 何れも異常なし。

（虹彩〕 虹彩恨部に於ては毛様骰の漉性細胞浸潤と連な る所の細胞浸潤があって，尚又
虹彩究質後

半居に於ても Plasma細胞，淋巴細胞，空泡’1虹籟細胞の没潤を認め廂小球も有す。後f囲上皮細胞中に

も小球を含む。

；`・(毛様悛〕 ！樫度の細胞浚潤がある。痢菌は筋野には少数であるが，血秤朋並l、こ毛様突
起内には頗る

：多く，小球iま毛様盛ヒ皮に之を認める。

〔脈絡膜〕 著斐なし。

（網膜〕 親帥繹及び其の周園組織に異常を認めない。

眼瞼及び涙腺の顕微鏡的所見：

（左＿l：．眼瞼の所見）

（皮府及び皮下結締織） 士．皮―ドに悲き結締織を 隔てて1領性細胞没潤が尚度に存在する。而して皮下

結締織及び深祁に於け る血・；序は内膜炎の像を呈し血管内皮には殉薗を寄生す る。

（眼輪1庄筋〕 筋組織間には痛I生細胞の沿潤が轄度に存す る。又上限瞼緑動脈ij附近の前1/
！認の横砥面

には四虹緩条1i；中に1頷菌を寄生し間'ftの病妥よ りも裳質の萎縮紐性を来し てゐる。

〔瞼板前結締談〕 1領性細胞浚洞がある。
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〔瞼俄J 瞼板内の疱脊iは特にそ の瞼板内血符涼潤に多い。 ':Zl¥leibom氏腺に は共の靡I波 ）女び徘

泄符上皮に痢菌の集柳l)図のもの を認める。 父分泌物中にも存在する。な け』愈板内にある Kranse氏腺

も腺＿t．皮細胞中に痢菌あり。

〔瞼結膜〕 痢細胞， I且1形細胞の他に多数 Plasma紬胞の餃潤がある。 1領歯は没潤に一致して{f在す

る。而 して上皮細胞間Iこ仔在するi和伏細胞中には痢蘭を寄生し殉歯は核の周間に集合 してゐる。

瞼線には眈毛があるが，此毛はその毛滋の周園に廂1;!：細胞浸潤が在し総に毛巌は應逍せられ萎縮を

呈する。毛甑ヒ皮に痢菌を認める。 Moll氏腺.l'.．皮に痢菌有り。左下眼瞼の病斐も共の所見浣ぽ Iシ．．．方

のもの と児なら ざるを以て記載を省略する。

（左涙腺の所見）

眼寓涙腺及び眼瞼涙腺の所見は腺紬胞内に廂菌を證明しない。 しかし間it組織は靱度の小似l形細

胞，痢細胞の浸潤がある。又帥繹繊維中に痢菌の象I,．を見る。

第 2例 （省略）

C)小括

以上の所見を概括して，各症例は其の発病後より現在までの繹過年数 4年のもの 1例， 6年のもの

1例，7年のもの 2例，8年のもの 1例， 9年のも の 1例，12年のもの 1例， 24年のもの 1例であっ

て，其の間全身の病朕も一様ではない。事貨上痢性眼疾患は眼球赤逍祁前半を侵すことが多い もので

あるが，中には又眼球に拠常を認めないものも臨床＿L:認められるのであって，焚病後の舘過年数又は

ヽし

熾性浸潤島l:．後の総過年数に相應せぬものも JJヽ 9 -• 
ノヽない。即ち柄勢総過年数の古いものにも，前述の如

き眼球に臨床、L:異常を起さ ぬものがあるのである。

これ節の眼球に ょつて眼瀬の偲染網路を知らうとするに漉菌を見ることは最も大切なことではある

が，それと同時に潮性浸潤細胞との相花闊係を検索する必要がある。然るに病勢の古いものでは齋菌

は顆粒朕とな り或は消失するために判然 とせぬことが多い ‘>  o i: I:に於て痢性浸潤細胞中特に瀬空泡細

胞を見る必要がある。所がこのものは虹彩又は毛様骰脈絡膜中にある時は色素細胞と相混ずるために

判然とせぬのであるが， I前述せ るSudanHI染色を施す時は此の空泡細胞は褐色の色素細胞間にあっ

て も明かにその分布朕態を示し，眼瀬病斐の分布を知 り得るのである。

眼球に於ては前房，水品悛，硝子偲，親帥総には何穿著斐を認めない。角膜 (4眼），脈絡膜 (1眼）

には瀬性細胞浸洞を認めざる環菌の侵入は之を認める。網膜の末梢祁に於ては猥i1=細胞浸潤と廂菌

と共に存す るもの 1眼。他は全郊網膜に墜化を認め得ない。最も斐化の著しいものは架膜，虹彩，毛

様悛，結膜の順序であつ て，栄I際に病髪を見田すものは 10眼全部であって，虹彩，毛様盟は夫々 8眼

宛，叉球結膜に於ては 4限であ 7〇。即ち大骰に於て翠膜 Iヽこ於ける1影病褒と虹彩，毛様翌1こ於ける潮病

姜 とはア［ひに相梱櫛す るものであるこ とを知る。

此の中翠膜の瘤虻化と虹彩の消憤焚化と相闊聯するものは 2眼であって，忽膜と毛様橙と相脳聯する

ものは 2眼，爾除の 6眼は何れも恐膜の痕焚化と虹彩，毛様慨の搬奥化と相腕聯するものである。

光田に球結膜，角膜，翌膜，葡苛膜，網膜の前半郊が相闊聯して瀬性梵化を蒙る輝由として此等の部
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分に於ける毛細血管網及び蹄係の胸1糸を煎要親し，角膜迄株の最も屈々犯されるのは結膜血管と前毛

様血管の雨者の終末分枝が蹄係をなせる所謂角膜周擁直行蹄係網の存在する総なりとし，次に虹彩毛

様橙の侵され易いのは後毛椋動脈，前モ様勁脈，渦状静脈の終末枝が相錯綜して吻合せる虹彩毛様腔

の血管網の存在する銘であると説明した。事宜吾人は各蔽器に於て毛細血笠局園に痢菌は好んで繁殖

し且つ固有の廂性疫潤を作るこ とを認めるc かくして漸次周刷組織I'こ殉菌の1康1番と珈性浸潤の起る こ

とを知り，又眼疱が眼球前半部に起る 1所以を知るのである。前述余の諸例も光田の此の事典を多数(/)

症例を以て襄営したもグノであって，換言すれば何れの症例も血行偲播即ち内偲染を以て説朋せらるペ

きものである。

但し初焚の病焚祁位に就て余の症例より推定する時は左右2眼に於ては Schlemm氏舒附近の静脈周

園に先づ病嬰が現はれ，ーは上袈膜に他は毛様整背部及び虹彩に1専播するものの如く思はれるのであ

つて， Lie,鮫島 もかかる例を認めた。 しかし爾餘(/)8眼は角膜周擁血管蹄係網及び虹彩毛様骰の血

管網周園の病嬰と Schlernm氏管附近静脈周園の病焚とを比較する時は後者の焚化は甚だ僅微なもの

であつて，光田の既に記載せる如く Schlemm氏狩は深祁血管と表部血管とを述絡する通路たるの意

義に於て僅かに罹患すべきものなることをたしかめたのである。

卸ち初焚の部位は Lie,鮫島の認めた様な例，即ち痢病愛が Schlemm氏管又はその周園を本撒と

する例は勘 く，角膜の周緑及び虹彩毛様憫の毛細血笠網の相腿聯して其の周園に瀬性浸潤を起すもの

が甚だ多いことを知った。臨床的組織學的に何等角膜 1•こ拠常なく帝膜の病焚も軽度なる 1•こ．毛様骰後

，:琴面には肉眼的にその毛様突起下半郊に於て数個の塵麿胡環結節を證明し，即ち毛様盟上皮の如きは極

めて初期に於て廂菌の侵入を見，小球を作るものなることを知るのである。

で 又同時に眼球と共に摘出した大郊分の眼瞼及び涙腺を検するに，眼瞼内には.l¥'Ieibom氏腺，Krause

マこ，氏腺， Moll氏腺及び結膜の杯朕細胞等に痢菌を認めるものがあって，これ等の痢菌が結膜甑内に出づ

ことは想像せられる所であるが，箕際眼球の結膜，角膜の上皮を通過して内に伎入したと思はれる

4) 結膜の分泌物に於ける蹴菌に就て

,._:， 眼額の1専染紐路の研究に就て屈々問返となるのは，結膜の分泌物中の瀧菌である。外他染を説へる

ものは此の結膜の分泌物に於ける脊月菌を認めることに よつて，これが結膜を貫ぬき次いで翠角膜森の

深部に入り漸次眼球赤逍蔀前半の御付焚を来すといふのである。

BabeAは眼の痢性斐化の初期 J)者に於て結膜分泌物中に瀬菌を褻見し，且つ深部の全く偲康なる時

期に眼球結膜の痛l生浸潤を示すものがあつて，疱性焚化の結膜よ り眼球深部に｛受入するこ とは確究で

あるといふ。 Gnenotu. Remlinger, Aubaretも臨床的に健康と見える患者の結膜分泌物中に潮菌を

認めた。

次に Drielは涙液中の疱菌を検してこれを検出 し得ず。

叉Pavlovは310名の瑚患者結I炭分泌物を桧して，共の中に合める菌の賜性率は全数の 1.5？るに之

を認めた。
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光r-11は結節廂愚者 3(｝名中に 13劣の',f;1J合に菌の腸性を示し，而して菌は遊離するもの，白血球内に

あるもの，脱落せるヒ皮細胞内にあるものを認め，町）囮性事．瀑液に比すれば甚だ少ないものであ

るといふ。

鮫島は 13例の眼痕患者結I!梃分泌物の裕抹椋本を作り検査した所，令部陰性に終つた。又 15例の促

康の観をなす FL艮結膜を コカイン麻酵の下に小I且1匁刀にて表）怜を擦過して涼抹楔本を製して桧するに，

菌を認めたもの 1例もなかつた。

有佳は 105例がl-111例(、10.1鈴）の割合に菌の開性を見，何れも脊i自身池離して(f在し，上皮細胞

又は白血球には合まれぬといふ。

何れにしても結膜分泌巾の搬菌は.町|•中の瀬菌桧出率に比較‘すれば遜かに低牢のものの如くではあ
るが，たとへ低恥・こせょ結II類滋内に菌の出現することは外1思染を唱へる Babes一祇にとつて，眼結誤

より瀬菌が侵入するといふことの大なる根脈となる諜である。

内田は人瀬菌に頻似する鼠痢菌乳刑を結膜癖内に醐l艮したのに，同菌は結膜を通過し顎下腺に逹せ

るを箕険し，櫻井は人疱結節乳剤を家兎結膜聡内に黙滴して痢菌が眼瞼結膜の上皮府を通過し結膜1廿l

有暦結締織Iこ逹し得ることを毀隙的に證明した。

此虚に於て余も亦結1艇分泌物中の瀬菌を検出し，以て此の外偲染説に対する検討を試みた。

a) 

検査は企生病院入院の患者 95名に就て行つた。被検材料は限瞼内背部に附蒲する架朕片或は分泌

物を取って乾燥椀本を作り， Ziehl-Neelsen染色を施し而してこれを桧鏡した。

b) 

c) 

検査材料及び方法

賓 瞼 成 績

病型は帥繹廟 34名，斑紋癒 6名，結節痕 55名。而 して眼数に於ては柳総廂6,1眼，斑紋廂は 12限，

結節癒は 77眼に就て検索した。而して此の成絨を穂括するに斑紋痢，紳絃猥に於ては痢菌は何れも

陰性を示した。

結節廂の病朕は煎症，叶・噂， 轄症，吸牧型各々をえらび，検索の結果は諏症 7例，中的 1例，！樫症

1例，合計 9例より菌の協性を見，限数に於ては合計 12眼勘性である。即ち結節顎 55名に対して菌

陽性牢は lG.4彩である。穂眼数に封しては 15.G彦に認められた。而して白血球の中に存在するもの，

脱落せる上皮細胞中に存在するもの，又個々に存在するものを『何れの像も，とを認むることが出来た。

この中には 1回桧査の時陰性で 2位l目に検査した時に助性に出たのもあるc 而して此の 121I艮の中 5
ヽ

眼は限瞼緑に潰瘍のあるものなることも注目すべきである。

小括及び考按

以上によつて考察するに，結膜蕊内に痛菌の話を明せらるることはJj砂梵である。然らば此停の廂菌It

何虞に起因するかにつき凡そ次の如く考へられる。

眼瞼橡の潰瘍面より直接結膜癒 IJ~ Iこ排出せらるる菌。
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1) 

2) Meibom氏腺， Moll氏腺， KraIlse氏腺年より排出せらる る薗。
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3) 瞼結膜に於ける1和lk細胞内に外競歯を寄’Kし，此の細胞を通じて排出する
もの。

4) 球結膜9こ皮細胞を池じて結JJ葵蕊内へ排1りする痢附，｝女び佑J
I1．皮細胞の疱菌を含打して脱落せる

• もの。

、5) 菌が白血球内にあってこれと共に搬出せらるるもの。

即ち (1),(5)は前述の検査に於て箕験の結果これを認め
得る。又 (2)，(3)は既に前節眼瞼の桧索

に於てこれを證明し・た。 (4)の例に就ては既に第 2網「felll}砂痕」に
於て第 1章「煩而瓶1,iHIKの種頻と

角膜愛化」の條下の症例中，外観＿L・.1!咆症なる 「矢01吹l(．)」の1,・／1眼球f.Il繍桧
索中これを證明することが出

来た。即ち疱性細胞渋潤け殊に角諜！倫部1、.：著明であって
，これに隣接する球紺i)j筵［：皮細胞中には共の

甚底細胞よ り上屑の細胞に至るまで刷塊状の痢歯を合み，
恰も結IJ葵下組織の菌が球結1）｝苫 t．皮内に伎入

せるが如き欣態を示して居る。 iIi］して菌ば上皮細胞の核
の周団に寄99・el，て居る。

余の前述の所見は光田もこれを記載した。 1町．杯欣細胞内の孫釘
菌に就て氾載されるのは初めてであ

るo

又概して結膜分泌物中の潮菌数は鼻汁 Iれのそれに比すれば
極めて少ない。

5) 穂括及び考按

べ：
← ・鐙つて余の K記の諸例を見ると結膜蕊内に排出せら るる痢

菌が結膜叉は1{j膜．ヒ皮を通じて眼球内 1-;::

侵入せりと思はしめる例は 1例も之を認める事が出来ぬのであ
って，穂てこれらの菌は既に血行偲播

-''即虹環染を以て焚生した眼痢浚潤よりの排泄であり，
令く二次的のものである事を確めた。次1こ余

・は第 2編 「角膜の疱」の第 3章に於て祁摩鳴患者「岡な」に
，始め爾眼球に兎眼性角膜潰癌があり，後

-• これに原焚した角！炭痢腫を認め，病理組織學的にこれを桧索する事が出来
た例を記述した。此の原奨

：・性角膜痢腫に就て吾人は再び其の痢菌の眼球内1専染総路に就て考按
を加えることも腿味あることだと

思ふのである。勿論眼の潮煎は既に焚荊せる紳網瑚に緻蒻
したものと云へるが，結節型の疱瞳として

-.・は眼球に初装したものと云へる。

今此虞に痢菌類似の抗陵1生藤iたる結核菌による角）l槌内1懸染総路の文献を按ず
るのに，原褒l生の位膜結

:'§核は結節として来り又は潰塔として来る。そして動物試
絵に於て角膜潰瘍中に結核菌を接利すると 2,

. 3週間の潜伏期を紗て白い浸潤屯を作るといふ。而して
又原肢性の角I炭結核ぱ一般に角！i党の直接惑染

る といふ風に息はれてゐる。即ち臨床上異物或ば僅かの
外俗で上皮の訣捐した虚へ，患者の喀痰乃奎は

さ 狼脊などから，結核菌が移植せらるる事によつて病髪
が起るのであらうといはれてゐる。

ー一方本症例「岡な」の眼組織を按ずるのに．其の痢菌と窟I’生細胞没
潤の最も 1位だしき病焚部は角膜で

あつて，士恋膜と虹彩毛様燈と常に相闊聯する毛細血
狩網と痢性没潤との 相冗闊係も見出せず，

Schle1111n氏岱凋園．及び虹彩毛椋骰も著斐がない。常膜内に侵入
した記，n，］も勢ひ角！！哭よりの波7いと見

傲し得る のである。

然らば即ち此の眼の発月病塾は兎眼による角膜沿瘍1こ外方
から瑚菌が迷入し，恰も結核菌に よつて特

薇性に角lj焙＇準核が起った如く説明すべきであらうか。余は
直ちにこれに焚しないのであって 「岡なJ

の楊合；まかく考へるのである。即ち前1/r;徳崩から祠特彬顎に移行する
時fiif邁から結節が出初めるかに不定
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であるが， 1l;々 にして外尚I/)縦町認から初焚するのを見るので，「岡な」の如 <i1i1虞型から結節型に

移行せんとする時も常に刺戟を受ける兎眼性角朕設瘍祁から初疲したことは容易に考へられるのであ

る。次に此の仰麟虞が外1月（l':J即ち他の結扉j＼患者よりの癒菌によるものならげ療養所の中で愈症結

麟麟者と共にある多数のii昨噂兎眼性角It拠潰筋のものは肱々其の結節初焚祁位を共の角膜に見るべ

き筈である。然るにかかる例は稀布である。これは神絆斑紋瘤I/)1傾菌に到する張い抵抗によるもので

あって，それは皮哨反應に於ても明かに見得るし暦である。

然しこれによつてかかる拗合も各を然知事を否定し去り1翡ぬのであつて，余が‘器て本例で述ぺた限

疇）所免疫などからすると盆々複雑となり，「岡な」の均合は多くの輿味ある問題を提出するのである。

かかる例外的I/)ものは別として，令約として見る時は明かに痢眼内因説は正しいもとであると信ず

るものである。

l̀） 

6) 

之助
• ・ - ・ • - —• — • • - -• --- - • - - - - ・ •ー ・··• ・・ •· ··· · · ·· 

結 論

結節瀬に於ける眼球廟初焚の部位は Schlemm氏管又は其の周園を本振とする例は1他かに 2眼

のみ。而して爾餘の 8眼は角膜の周緑及び虹彩，毛様悛の毛細血管網の相闊聯して血管の周園に癒性

疇を起すものであった。即ち 血行性内因性に毛細血管に初焚する事甚だ多きものなることを確め

た。

2) 同時に周園組織を検索して殊に眼瞼祁より結膜嚢内に排出する菌を認めるが，結膜又は角膜上

皮細胞を通じて眼球内に侵入せりと思ばしめる例を認め得ない。

3) 

9 名 (16.4~る）に過ぎず。凩1J1繹斑紋糊 40 名に於ては何れも菌は陰性であった。而して結膜器内に出現

する顎喜iの由つて来る網路は次の如く考へられる。

a) 

b) 

c) 

d) 

e) 

4‘¥ 

顎患者結膜の分泌物中の疱菌の多寡を桧するのに極めて少 く，又その勘性率は結節型 55名の中

眼瞼緑の浪瘍面より排出せらるる菌。

l¥leibom氏腺， Moll氏腺， Kranse氏腺伶より排出せらるる菌。

瞼結膜に於ける杯朕細胞内に痢菌を寄生し，この細胞を通じて排出するもの。

球結膜上皮細胞を迎じて結朕誕内へ排出する菌，及び同 J~．皮紬胞り）廂菌を含有して底落するも

の。

蔚が白血球内にあって之と共に外界に搬出せられる。

岬湘が結節糊に移行する時，兎限性角膜潰揺部に初後角膜鱈腫を生じた例外的揚合を論じた

が，要するに葬礼眼内1翠染説が正しいと信ずる。
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圏沼英之助

Cレフラ第 8俗第：；城（昭和 13年）〕

1) 緒 言

結核様斑紋(Maculatnberculoid) it.Ja1las~oh11 が 1898 年初めて ，/'Ii告したものて，結前：廂ならざ

る療患者皮膚に頸．l：．皮細胞，互態細胞を作し，疱菌I抄き虻化ありと報告
したものである。前年I-I(）（lara

も同様報告をした。

かかる斑紋痢及び紳紐廟 I’こ於ては兎眼性のもの以外には眼 I•こ炎症の来る事は 'i抄いのであるが，この

結核様斑紋が顔面眼部皮牌に来た時にそれに相雷する結膜に念
性乃至亜急性の炎症を見る哨限々であ

る。未だその記載を見ず，叉病坪組織も知り 1がなかったが1頂迂敬愛閑で3例の
かかる例の結膜組織倹

索の槻合を得たので此虚1こ咋Ii告するものである。

:・，. 、

2) 症 例

症例 1 輿0糸0太0 男 31歳，結核様斑紋廂，痰的後 15年

-ゞ既往症 16歳 の時右大腿部前面に知毘暉痺を生 じ，白色の斑紋となる。 29
歳の時左の小指が屈曲

洛←'
：，`し始む。同年頗面も紅く腫脹し又上肢，下肢にも同様の斑紋

を生じ問もなく f肖褪した。而して再び今

'、より 3ヶ月前から額面及び雨前膊邪及び右下腿，左臀部及び背祁
，胸部にやや廣汎な鉛橡紅＜腔起し

た斑紋を焚した。右の手指は轄度に屈曲した。

： 眼既往症 29歳の折顔面に斑紋を生じた時股分眉毛脱があったが又再生し
た。その他眼科的疾患

は無かつた。約：｝ヶ月前から顔而腫脹と共に雨眼眼脂分泌旺
んとなり叢夜の別な〈多いと云ふ。

―現症 顔面及び雨前膊部及び右下腿，左蒋部，背郊，胸部に廣汎な泌緑
紅＜條起した結核椴斑紋

を見る。

左手指第 d,-1, 5軽度に屈曲する。額面の結核様斑紋は前額部から眉lh1部，左布の
限部（眉モ，限瞼

を、部）及び左右頬部及び鼻郊，［I郊に互る巖汎なものである。叩｛
則性顔面屈,,,祝靡痺がある c

眼現症 左眼親力 I.2。右眼親力 1.2。

主訴は眼)j旨の多抵なる事である。

雨側の憾度の兎眼がある。眉毛は極く僅かに粗となる。左右と
も上下の眼瞼皮府は充血浸潤腫脹す

る。

眼瞼結殷部は左右ども梢々強く焚赤，随脹し，乳嘴はj8殖し血管の透読するものは•I抄い。眼脂中に

搬菌， モ ラック-'-,アクセンフ ェルド氏煎枠菌及び コッホ，ウ
ヰー クス氏枠菌はない。その他角瞑，虹

彩，水品悛，限底 1こ媒常はない。右限瞼結）摸弩脱部組織を一部切除 し組織學的検索 I•こ具へた。額面 1•こ

は結核尿斑紋が来てから：｝ヶ 月目である。
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諸種反應試瞼成績 光「LI氏反應C廿），マン トー 氏反應（ー），村田氏反咆C+)(25歳の折檄謳こ

樅った）。

血液所見

赤 血 球 564滋 白血 球内諜

白 血 球 6 10(） rf-1 性 •17 % 

血 色素（ザーリ） 95% 酸 性 4% 

血球沈降述度（ウエスク ーグレン） 淋 巴 球 29劣

1 時 間 4/1 大 箪 核 ]0劣

2 時 間 85 枠 朕 9？る

2 t 時 間 ・127 プ ラ ズ‘ マ 1努，

組織學的所見 右上眼瞼結朕窃！敲部から 切除した組織片 を 1 0.¼ Formalinで固定した後Gelatin

包地で虜四した。

染色法は H5.matoxylin-Eosin染色，VanGieson法，Weigert'sElastica染色， SudanIll染

色， Ziehl-Neelsen法を施した。

所見としては瞼結膜上皮は乳嘴府殖し上皮／丹下には一般に多数の淋巴細胞の浸潤があり
上皮様細胞

を混じて居る。 Plasma細胞も相常多い。少しII)Mast細胞もある。多核白血球は極く僅かである。 特

にこれらの中に Langhans氏互態細胞を見る。所々に血管の覇端があり撰張し血球を充して居る。紳

総繊紺渭月 1•こは 2, 3の` 俯菌を 明瞭：9：：新鮮な朕態に見た。

皮疹との比較 次に背部の結核様斑紋部の一郎を切除して4合す るのに ， 上皮細胞屈下の組織 I•こは

淋巴球の浸潤多く ， Fibroblaste n , 上皮様細胞も多く， I 、anglrnn~ 氏互態細胞を見る。少数の Plasma,

Mast細胞あ り， 1位且歯は少数紳総繊維中に見る。

この例に見るに皮府瞼結膜の組織像は全く 一致し，共に定型的結核様斑紋痢の組織であ
る。

症例 2 平〇珊0 男 '.ll歳，結核様斑紋廂，焚病後 9年

既往症 12歳の時左の屑に白色鶉卵大の斑紋を生じ， 17歳で左小指が屈曲し初めた。 16歳の時か

ら頻而， 背部，胸部，大腿が紅＜脈脹浸潤して来た。

眼疾既往症 約2年前から特：こ頗而腫脹著しく，それと共に雨眼共に限／］行の分泌が旺 となった。

現症 額面及び背祁，胸部，大腿斜賓1：：跛汎な涎緑の赤 く降起した結核様斑紋がある。左右の手指． 
は高度に屈曲し拇指球，小指球の萎紹著明。右誹骨祈I網麻痺がある。顔面の結核様斑紋

は前頗眉間を

除く外は殆ど全部を占める廣汎なも ())である。爵悲眉筋の戚痺あ り」

眼現症 左眼親力0.5。布眼 0.7。

主訴は眼脂の多い 事である。雨眼とも兎眼な く「i:l'E:,!I，炉毛即1もなし。左右，｀じドの眼瞼皮府は浸潤

胚脹す る。

眼瞼鈷膜祁は左布とも強 く充血腫朕 l，乳嘴はJ合ク直する。血行（よ透脱するものあ り。症朕は右眼の方

が強い。前例同保眼）］行中に痢歯その他の菌を見ぬ。角膜，虹彩，ホ品整，眼底に異常は
ない。右眼瞼

結）］影窓旅部組織を切除 l．検査した。
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光 I:li氏反應C廿），マントー氏反應(-),Hll:f氏反胞C・ー）。

血液所見

白 血 球 お5萬 8千 白血球内諜

赤 .ITll 球 54 rl5 中 9Uりr.; 5;;劣

血色索 （ザーリ） 85劣 酸 性 -‘) ／00  / 

血 球沈降速疫 淋 巴 球 25% 

時 I !ij 6 大 箪 核 11劣

2 時 間 19 枠 欣 9鈴

2i 時 間 l(l(J 

・組織學的所見 前述飢織片を前例 ftiJ様桧索するに，瞼結膜上皮は乳嘴増殖し上皮栢―ドには多数の•

淋巴細胞の浸潤あ り。上皮様細胞は少い。 Plasma細胞可成りあリ， Langhans氏巨態細胞は見ぬ。

皮疹との比較 同時に左肩の結核様斑紋の•一部を切除し桧索するのに，上皮細胞肝下に淋巳球浸

洞強 く，上皮朕細胞， Fibroblasten比較的少 <,Mast,Plasma細胞少数仔(Eする。 LanghanR氏互

紳絃繊絣中に極く少数の珈菌を見るのみ。

,. • 今 1 例も本例ど同様故省略した。

3)穂括

c以上の例で見るのにこの結膜炎は結核様斑紋が眼祁皮府に来た即起るものであって，箪獨に起る }jf,

＂ないc

症朕は初期に急性結膜炎の欣を呈するが漸次慢性症に移行する。旺んな時は眼瞼結膜が焚赤腫脹し

泌物が多い。 結膜面は初めはi骨澤で血管が透親出宋るが後には乳嘴射殖し，血管は透視し雑い。兎

のあるものは症朕が著しい。限脂の分泌の旺んなのに苦しむ外主訴は勘い。他の競純性結膜炎の様

-コッホ，ウヰークス氏枠菌，モラックス，アク七ンフェルド｀氏重枠菌は認めない。分泌中に済姐菌も出

n
ヨ

m
 
ピ
J

企
双

眼゚瞼結膜の充 曲が眼球結膜面に及ぶ事も一般に勘い。同一人で箪Ill~ の時，雨眼 の時 とある。眼瞼皮

に結核様斑紋のあり無しで定まる事である。

稗過は外咋I；の結核様斑紋の消褪と共に結膜炎の症欣も漸次轄快し，豫後として(9良いものである。

時に兎眼と合fiI：した際など炎症の総角膜潰瘍，穿孔を起し箭j萄腫となったも のも 見た。

療法と しては急性時分泌叫咽誡を計るため醤逍i(/)/Jn答兒性結膜炎に対する療法でよい。

病現組織についてば再述せぬ。皮府の結核様斑紋組織と仝<-一致する組織像を見たのである。

4)考察

結核條斑紋の結膜炎組織を探究し、 得た事は—一つの牧1位であるが，本論文を轡きつつ一つ J)疑問を起

した りである。それ It結核様斑紋疱が既に疱令橙としては多くな（，父その斑紋が瞼部皮府：：来る,JI

は更1こ勘、 、例である。かかる時に結膜炎が起るのである。
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然るに我々か一炭I19jじi：:!い中峠'i節疱を名へてみた，，、C 結節荊はtJ：1ごそ の数多く，又結紐ii立潤it好
んで眼餘皮府に米るも"9である。紺J・帽11.織墨的には殆ど露に限瞼粕）j槌―ドには．n[成り高炭の結箇iJ禎甘滋
潤を見るのである。それにも拘らず糸i'i!拠Iく｝祖細胞淡潤叫＄に結）艇炎I/J起る：lt(t殆ど無い。 C紹節狼1の急
1和紅悪 acuteEKaccrbation /げ結節'i,K紅斑 lりrythcmanodus111n leprosnm i:釦の場合例外的1:あ

り）。

この二つの対照1乳認躾味あるものである。 l!IJち同じ疱であっても結核1人斑紋猜！の折の設祁jと¥'i'湘

崩性の浸潤とでは組縦像の9謬如く， i：l,II葵に臨床I'iりに現れる症朕り）闊から見ても甚だ相児のある瞑

判る。結節痢ば昔／j厄瘍の中に分類された程廂細胞と痢歯I―i共仔共榮し，細胞攘死は特別の楊合の外之

れを見九この痢菌に対し所謂炎症性闘瑣・少き時は結朕に 1甜；床症朕現れず，数匹の痢菌にも令組織を

畢げて殆ど結核と同様な抵抗を示す。結核採斑紋の没潤が結）膜下にある時は臨床的に急性紡膜炎の症

状を呈するのはここにも殆猜ij捌の恨本相異を物語るものがあるのである。

結節廂でも急性府悪及び粘節性紅斑の眼瞼に生ずる時結膜炎を見るのは，その組織に於て白血球の

旺んな浸潤を見る事により常然の1がであつて，本考察を衷書きする心のと云ふべきである。

5) 結 論

3例の結核様斑紋痢に見た糸j’il炭炎の 2つにつきその症朕を記載した。

又この 3例の局所組織的検索によつてその糾織像は全く皮府の結核様斑紋と同様であり，又その患

者個人の皮r蒋結核様斑紋像と大骰rrtJ-＿ー性質を現す求を知った。
余は之れに結核様斑紋痢性結瞑炎と命名する。 (ConjunctivitisLeprnsa maculotnberculoidea) 

これに躇し紡節廂結I摸1襟組織が条i'i膜炎の原Illとならぬ事は，病型根本相異を暗示するものと思考

される。
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・ 外鼻は私貨面皮府の一it1；として顔面の症欣に支削されるり）は前然であるが， ー^面1:は Saldbergerグ）

：去ふ様に内鼻り）嬰化に 1-I_；1 つて捷形するものであつて，途に 1 ょ外鼻の令鋏掛を来す•：J.i さへあるのであ る c

a （） 斑紋 掘

： 外鼻．1こ斐形を来す事は稀であって，箪に頗面に現れた証紋が外鼻に及ぶのが喘通である。

時に斑紋の特別な楊合がある。 例へば急性埒悪の際に1芯逹潤及び充血をクIくして11煎脹を米す 4．いがあ

ー和これは一過性のもので例外もあるが多くは短期間の総過の後白斑を残して消退するのである。

Cb)誹紐 籟

□・・―轄111祁流に於ても大多数のものには簑化が認められない。iliII！総齋・：は癒性の顔面訓魯噂痺が現れるぶ

多く，．ーとに因って筋肉の萎縮を伴った特哭の臨碑顔を呈し，昴羹は萎縮し，鼻梁も鋭利に際立つて見

：、さる。而 して顔而凩III絃靡痺の総，緑唇檄装が消失したりしてー／併特有か観を呈する。時には昴焚， '・I'

福/'C潰瘍を来し，加之そ の部に痘／＇惟感がある釣手指り）掻爬笠の器l戒fi(」の原11、1も加：シつて，逐には蒻．奨．
或は中隔の鋏損及び中隔穿孔を追すに至るも のがある 。昴梁陥没も極く少数ではあるが之れを見る。

(c) 結節掘

:ー・結節荊の外鼻の痢性妥化を惹起する成1Klとして特に顔而の・→絞的痢性婆化及び内晶ょリの影醇を併

考ふべきであ る。 即ち學者によつて種々鼻の契形を分頻するが，嬰するにその外鼻墜化の原l&lは，

二^（1) 衰潤及び結節或は痢性結節性紅斑の襄le:による腫脹，そ の吸牧による縮小，時に は汲翡葬糾つ

嶼による菱形（外部的原lKl)c

': (2) 鼻中閤の愛化によ る主 として鼻．頭咋I；の賂没の形朕。

(3) 甲介，秘筑及び前鼻孔の癒痕牧術による斐形。 cc2)，（3̀）は 内｛；収的原IKl)
の大別した原因が相鉛綜して千差萬別の外昴の焚化を来らすものである。

，ー・（外鼻は前述の様に額両のー一般的症朕に影評を受け るが，昴．頭：よ痢性の楼潤窃噂：：：る事が比較的多いe

之は耳染 序^と同様顔面の血流末梢部であって鬱血し易 く，総 1こ瓶I’IK浸潤の好蔚＇；＇ 1；位となるのであらう 2

．． 痢性グ．仇梁陥没ば扱晴漱骨部の萎縮或は穿孔によつて4,＇．ずる虞の軟骨部の餡叫nち．位頭部(/)/if-ii父

·•， を云ふ J) で， 徽粛性の鼻梁陥没Hn ち骨:'，1くの萎縮した鞍鼻と ピ そ の 形朕はク，i なるのであって， 余は蒻竹’1;

．．t.の鼻梁餡淡はむし ろ具頭船淡と云ふ方が痢性鼻形の特徴を適切に云ひ表はしてゐ るl:.1許ずる。勿論，

中 には後述する様に特に 骨部と恢竹•部 のむ位の牧紅ii した もの ，或は鞍鼻に似た枯形を品す るものを 見 る

事が出来るのである。

晏頭餡没1こ於て顎距‘芝潤及び結節約を（半へば昴尖：t餡淡し，且つ／艇くな り，1合も昴頭に於て鼻を廊

したi染な形にな るcljJi詣扁平鼻 Pl几tteHnkennase (Gliick)'丈ば PlatteGcdriickte Nase (Gerber; 

を星す る。 ．．とがi比だし ＼、特は秘．尖ば全く 」姐まで下垂し，§,＼孔ほ．＇とが銹に附瑣ざれる。 この時鼻裟と'

以つて鼻 尖 をおし 」-.ければ扮．府ij庭 は 雌つて披大せ るものを 見 る e ．鼻．中扉l) 穿孔 は大控に於て昴梁殊 ： —

,・, 
1 -9 1 
フl→ の 紺｛

1. 外鼻の 麦 化



りI) 111 )凡敢

ー
，
ー
9
i
,1,
1
,＇
，t
'，1
1
·
1,1
1

3打
ー，1
1
~
4
f

9,

；

'
,
d
1
1
1
,
i
,
'
f
r
,
・
；ー
l
i
1

し
、

i
,ー
_
1
,
9
:
,
1
,
'

ー

昴頭部の附没を来すも Jノであるが，湘では徴椋叫如こ昴梁附没に必ずしも穿孔を作はないc Jlnち昴梁

餡没のある患者 ］9：3i9岬鼻中1佑i穿JLを認めたも りノ 6:i例で，他は穿孔はなく必．II噌砂）萎縮によつて生じ

たも V)であ る。

父昴梁1召没叫麟骨と軟＇料との間は殊に芯切な萎縮が認められ，こ叫 1,1¥は鼻肘破険と連絡して特布

なり作を形成する。 /i'ij時に内鼻の速化と合併して鼻背と鼻災と の間に縦に 2條の溝を作る。こ の消（よ時

に非'iit に深く，とによって昴背と タ'1.災とが半ば分蹂される事がある。 I!n ちこれ＇，作の消によつて 1,・~l:i: ．三ツ

葉朕に腐訓される。．、とを累人昴 Negernase(Gliick)父（1:観i§lJ鏡鼻． Lor[!nettenase(Gliick)とぷふ。

その他 Riisselnase(Gliick), abgegriEEene Nase笠の名所りを夫々そ の形状によ つて附けられてゐる。

外昴．の全鋏供に於ては§卜矛LI .： 中隔 の後部のみ残 して殆 ．ビ映損し，総 I•こ外昴は全く阻没して l f/,1/或は

2個の氣孔を見る＂メみである。 外鼻の全級損は外極Iには比較的に稀で Salzbergerは83例中 11'iりも見

てゐない。 Bergengriinは留針頭大の孔を通ずる 1例を恨告してゐる。愛'I,[i/i1（昭和 6年 3月収容聞

始）に於ては 170例中 3例，北部保蓑院（設立明治 42年）で大内氏節は 195例中 131列を戟告し てゐ

る。之れを以つて見れば我國の廂療養所では斯のIJ.n〈永き総過によ つて敢後迄愛形された患者が相霜

多い事が知られる。

2. 前鼻庭の愛化

斑紋疱及び紳怨瀧では秘前庭の斐化は殆どなくて，唯斑紋罪月の浸潤が強い時はこの部も外昴の浸潤

の餘波を受けて狭窄を来す4位：ある位である。

結節廂では昴前庭は外鼻 と呼應 して斐化を示す事が多く，前鼻孔に結節，浸潤強く狭窄を米すもの，

潰瘍を来すもの，又それ等が吸牧して搬痕狭窄を残せるもの等は腿々道遇する虞である。この縦痕形

成は内操の振痕形成と相侯つて扁平鼻を作るのである。而してこの時には鼻前庭は一見脆平せられて

閉寒する様に見えるが，箕は反つて披大せられてゐるものがある。

外鼻に於て昴背と鼻焚の間が萎縮し縦I：：ニ條の溝を呈するが，此の時蛉前庭に於ては鼻閾部にfi!IJ方

より搬痕狭窄を見る事が多い。これが余の側狭窄 とした もので前庭に於ける痢梵化の特徴である。更

に之が高変になって狭窄の著しい例も相常ある。又前昴孔より湘斗・朕I.：：瑯い膜様物によって閉鎖を米

す事があるが斯の如 き例は稀である。この時膜様物を箪に手術的に除去すれば節害を除く事が出来，

その内鼻I・ヽては比較的強い槃化のないのが常である。

Salz bergerは乾性滋疹性焚化を見 る事が多いと ・云ふが， 余はあま り見ない。

3. 内鼻の髪化
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(a) 斑紋願及び誹経頷

斑紋廂，前,,,綬廂に於ける内｛加の斐化は，通常極＜ ！感度の肥）裏'tt秘炎の形で宋る。又昴内の花燥及び

痴皮を伴ふものがあるが，純過年数が長い時は萎縮を来すものであって，余は屈峠耀 201が1J2 1列に

Ozaena．様の病述を品する ものを見た。

急性埒悪症 I•こ於ては外鼻 9'）斐（ヒと共に IJB)厚性昴炎を伴ふ事が多い。．l！n ち}韓．腔の粘殷は一般に強く 肥

厚して粘液性分泌物は培加し，初めは箪純性鼻加答兒で，こ り）腔過；か長ければ慢性繊紺性肥／星性昴炎

に移行する。

甲介の萎縮ば斑紋荊に少く (9例I・ト1例）， 肥／昇せるものが多い（FijG i'il）。凩,,,競疱は．とに反し巾介の

萎納多く (20砂lJ1 11l)，Il巴原は非愉1こ少い（同 6例）のIt斑紋瑚が凩1/1姦慰領に比し比較的初期に屈する

ものであって，頗而の炎症性斑紋と同時に内鼻にも箪純性IJい厚性鼻炎を来すことから考へられる。

又前述の如 く知 l流 の穿孔を来す事は灰紋屈II埓笥祖は稀であ るが，余は雨砲に 1例宛を認めた。i靡 111-

約領に同様の原因によつて鼻巾陥の外皮より紙掛を来す事があって， 3例を見た。
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：： 急性府怨症 (acutcrSchiib) （,＇ •過11印釦ik であって，特！―― ,itfiThiI -、政［紋J)強 く現れた時r.:は外鼻／it..

.-.；'び内鼻 1こ器明な髪・化を来す ものである。

(b) 結節掘

結節瑚の秘院 の病妥を大り豊1期に大別する。

(i) 前駆期

瀬の内鼻．の初期症 ilたは未だ著明な病？送を昂しない時期であつて，結節疱 I•こ於て も ill常 の期間何布の

し 所訴なくし て認過す そ。 斑紋疱I豆 ,11111総殉！い譴謹iに移行して，病班を晶する程度に奉
る迄を前濯疇J

ヽ↓ に含める事が IE常と考~へる。

f． 結節痢の初期に於マ．t偲々生ずる主な仮傑は峨血であつて Leloir,von Bcrμ:111an, Ncisser,「9.i巾氏

，． は之を前孵症としてゐろ。 StickerI:：更に絨廂を掛腔原焚詭ii)-1j11J菜となしてゐる。然LSticke
rの

ー一 説は，蛾血は1領患者に必後(/Jものでない事，紳終痢節に於ては中隔，甲介等に於て菌を検出
出来ない

• ものが多く，初褻の斑紋啄は鼻汁に菊菌を焚見する以前に焚牛：するの大多数なる事等によつて現
在で

は之は信ずるものは殆ど｀t.r.し‘0

絨血1環麟者に隠々来るものであつて，時に1人多筑で非常に頑固な事があるが，多く
は一ー・過性で孵

度。通常鼻内の痴皮を除去し，或ばす[1昴．の際に出る秤度である。場所は主に LocneKiesselbachi
iで，

輝節痛では他の型に比して非常に多いのは鼻内の潰嵩等から想像 L得られる。

余の成績も之等と殆ど同様で結節嘲に特に多いのである。

其他比較的初1．項を現する乾燥性枕．炎による．房．内の乾煉感，或は1J巴厚性昴炎停1-.::鼻内の1蛋痒惑等と共

．J＜鼻廟の前駆症状となすべきであらら。

(ii) 浸潤期

ー結節熾の没潤期に i註待潤の為1Jl'li早せる時期と按潤が吸牧して萎縮を品する時期とを分つ1,i．が出宋

る。しかし後者に時オして綾痕期と面別出来ぬ事かある。 IjB)単せる初期は慢性肥！享性I}）．炎の外形
を呈

として来るが，その組織：シ谷＜疱性の淡洞を示して斑紋廂等の肥／単性昴炎 cしはそりバ戎立
を異！ ：す るので

る。初め稀沌，透明粘液性の鼻．汁であるが後にけ粘問となり，駿性及び荊l’_'EOzaena性の異臭
，即

ら少しく 甘味を（半う不快な惑臭を幣び膠欣となり，痴皮を作 り易くなる。 而して、との
時期に至れば鼻

粘膜は反つ て骨組綬と共に萎紐を来l.，潰瘍期に移行する。

，；， 此の時期でi~ Goldschmidtの云ふ様に恐らく縛ての患者の鼻汁中に痢菌を證明するのである。

・ヽ― その腔過中肥厚或は萎縮した鼻枯膜はその上に結節を生ずる ・・,1,；がある。結節に乳I'J色
で粟粒大乃至

．，米粒大か窃であつて時iこ！湛櫻核大となるも (r）がある。揚所は下巾介前咋I；及び昴中隔 LucusKiessel-

bachiiで枯膜而から覧起L.'箪数なるものは少いが時には非窃に多く，鼻腔内に頼粒ilkをな
してゐる

，:小粕節が1叩介，中闇 を掩うて；ふるのを見る。殊1こ―Iヽ・甲介―ド緑に沿うて列をなして結節か
疲．生してゐ

るのを見る：J．,i．かァンる。 而して余も亦 dela Sotaの様に之窃の結節が昴逍並に中陥を掩ひ燒腔並に後
鼻

孔 を切寒するもの，或i：中隔 Kiessclbachl'沿位に雨fi!！共にl翌豆大の器i節を生じて昴呼吸 J)［．,;f
布された

ものを見てゐる。

Bergengriin i.'. I;砂い雙 化は前咋I；に限られ，後秤I；の芙化ば咽頭より上昇的に宋ろとなすが，余は内

鼻 の史化は前咋I；に限られず甲介後部啄1．謬思i社を示す，1＿tが多い。而して後音1；の製化ば咽頭の J，ヽより来る

とに限らないりであ るc

Lillia n. de l¥Iello I_：甲介を好庭滸となし，田中氏は1く「fl介に妥化ある もむ 多く，炉！9|霜虞 化が

之にクく、',L..f.；ふ。

心礼節．＇，呈形 として中扉． I豆ぶより仔双性の Polyp }状 の湘腫を見る 1，;ヵ•あ る 。 これ はJL較的少く。
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(:!(Jl j項<I-'::fffJ Iii中」し も1例 を報約 l．てゐ る。

(iii) 潰拗期

内 鼻．＂ノ •i禎性飩潤 i :• やかて沿瘍を求鯰粒tl、生沿瘍炒 I只1 形或 1;：｛｛訓1形で，大なるも (/)は和E形，声鱈

血I―召起lー，内1:fiした底面は利＇）々貧血した1勾炉をイiするもVJであるが，内鼻ではJJ!！鄭l,1の沿瘍は殆ど見

られない。 iiIt瘍が腐J,LIこなると欽耐J:（IJ枷！打＂なし，多く Itl/i窪／ぼ褐色の板）快の硬き痴［如： ょつて托

はれ，年lj唖ずれば下面1こ1,1環緑色枯問叫！製汁を附せる浪瘍而を見る1tが出来る事あり。時には痴皮ば

密に潰瘍iti.II―:[ifj術して判離し難く，敢へて行へは＇容易に出血を来す事がある。久 Sokolowskyの酋ふ

枯 I 邁囁と弧つた i-'如こ萎紺i した 1鵡＇，- の粘 II}’i を廂皮か柑ふ'l ,；•もある c そして甚だしい時は痴皮を除去す

る諒に昴逍の形の仙，そつく l)痴皮か{{;IJ離して来る事もある。血P}iiぼt；を作り非窃に大となれは＇以堺辺

企 く 1り虞し て杭呼吸が仝 ＜ 殷せられる '1i• も稀でない。痴Iい形成は非常に旺盛で余等は前日痴皮を丁寧

I -．除去 I_,5劣メント ールオレ ーフ祉Iを窟(Jiして恥ヽ（：も，翌朝 1こは岩叫託痴皮が全く鼻腔を閉塞：．、

てゐるのに駕く ：事がある。

沿瘍期に於ては大分部は鼻：＇りの粘ll槌或はり1介は非＇蒋に萎爺 iしてゐるc 恰j底になれは'-t．甲介It1哨1こ談

裟によつて中甲介こ悩別 される蒻くなものがある。 ji',j"して1勺鼻は萎縮が高炭になると恰も 0ヽaenage-

nninaに類（以し悪臭I濯特イIV)臭氣，即ち利'1々 甘味を梱びた Oiaena臭を来す水がある。；とがOzaena

lcprnsa ~云はれる所以であろが，痴皮除去，洗甑メント ー ルオレ ーフ油或は 5劣招曹 Glycerin 癒

布舒；によつて昴内の祈潔を保ては＇悪臭は消失するものである。

田中氏ふI:．皮府は化 して軍居扁平上皮となり，且その上府は角化し，盛 I•こ脱落し之 1こ鼻汁啄が加ば

つ て痴皮を形成し ，而もそ の痴皮中にはー鱗は霞I目するが一端は尚ヒ皮府内に存す る角化上皮の相交

はつてゐるのを見た。之に1月つて痴皮の堅き串骨の如く，且判離の困難なのも朋かであると云つてゐ

和余も痴皮は粘液及び血液等に底埃を加へたもりJで，時には化膜菌が）JOはり 白血球の浸潤い廂脊4も

之に加につたも のである事を見たc

疇の潰癌は速かに前部軟骨・f;1りこ穿孔 を来すもので，穿孔は初めIIヽ伯1形の小孔であるが，速かに直

狸 lcm-2cm炉清虞形の穿孔となる。その長：！［hば前下後Lの位匠を瑕るものが多い。穿孔が大 と

なれば骨祁にも 及ぶのである。

(iv) 叛痕期

紐沿蒻或は没潤ばやかて認釦形成を来す傾向 を有し[1,]時に著捗jii)萎紹を伴ふのである。内鼻では

下甲介の振痕萎約が非常に多く見られ，又秘中隔穿孔の周株も速かに福反痕を形成する。

Lima nnd de Mello]げ Gerber！墳患者の鼻桔膜1こ於て，特に表皮化の著しいJ.；ぶ：，それが縦

痕月j!：著明であると述べ，田中氏も ．I.：皮府の表皮化する佃lr,1]箸阿Iで，殊に 中間の入 i::1部の表皮が深、

内；＇布に侵入する＇J,;多しと云つてゐる。余も上皮化の傾向，即ち裟痕形成で鼻詰誤が扁平上皮化する傾

向：こ認めるが，特に中間に表皮が深く佼入す る事は認めない。

・塁砂痰痕期にあたリ前辿せる如く前秘孔l判鎖症或は側狭窄等を形成するも Vンで，そ の他後．位．孔111

欽症， I―I間と甲介の癒茄等を来す，lfーがある。

病 理

＇
しh
 

稲 織

,rf 
J
 

所 見

(A) 斑紋誹経顕

数1加亭噂に就いて見る に，迎窃粘）］如滋度J女び骨•fIl紐J ) 萎約を見る ：ji．もあ るが ， 著しい 1社1士梵

化It見る事が出収な＼、3

然るに中間に於ては前眸噂，斑紋咆にも1祖性の知暉噂孔症を見るずか出来る。そして この成'ti―、、、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
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.2通リの終！過を考へろ'i,;9か：1|れるのである c¥‘ 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
(1) 屈峠噂てあつて他J'，i’|i績に (t決 l，て池；4峰IL系品を仝然、Iせ，められなくて ，鼻に J)み池沐糸llが品を

I「:

じ給節珈と InjI采り，礼't瘍を求して‘印Lすろもの。

,c 2) 全然斑紋採の粗絨てあつて，痰）i•感布により ， l籾，11' を）蚤破し痴皮を営に !f、り離す る 内に泊窃が

深く進み穿tLをクIミすも心。

哀Epち(1)に於て刑雌噂！：迎＇祖l,1/r;i.’;：以外I.:（文辟罪i/） i丈・出を見る：れがなV りヽ）であるが，松．枯膜に於ズ(t

に尿雌疇であつて光田氏反廂悶性のものも認 :;1il/1総以外に疱歯を見，泡沫組
織を1'「る：liある It非'i怜

特異とすぺきポてあつて，＇ グ、tii・ I I I i : iし』＇位に多く叫祖菌を排泄するものかある。

．然るに (2)に於て， IIlII埓罰叡J多 ：にり．1/i！知,;111/r舵中 1:多少J情鰭Iを證明するれが
出来，時に/li1lrl1総

磨朋 rこ肥 1算する事か友 る か， 1i'1j も i1l1 lr祁•以外 1 こ も尉．遁、．ょ糾織り令然なき 1鱈I の 1が！ i を見 ·う。 l!/J ち
:.:＇ 
．．邸;c4sKiesselbachiiのモ前II屈膚f.',］「＇日 ．^かに11月蘭を見，その尉園1: ll19|r斜凜特仔バ翡核

様紐織を呈すろも

•三

弘 或は粘液腺の固閑J)i謹iif織中にも細胞内に剃菌を見るものがある。そし
て鼻中間の映担或は穿孔

：心 ．・

を有すーるものは殆ど穂て隠ヽ痰！卒感を作って，、とを掻破し，瘤皮を常に倒
離してゐる内に穿孔したとJ;

.-・,・・.

ふのであるが，之と前述の組糾/y噂とを綜合するに， 111111紐：和滉釘紺の侵入す る総に痘）’[,感を 4：じ，••-
,．．. 9・:. 

方血管の肥厚，神総の肥厚1ごよつて，機械的刺激に対して抵抗弱く，容易に
潰瘍を生じ，＇．げ裔 の壊クE

→ S 

鱈 し穿孔を生ずるものと見られる。[hiして ．：の穿7Lの原IKIは直接廂菌の作II・］ではないか昴領域は殖
•i 

菌＆ Affinitiitを仔 lてゐるもので， 、この復廻'ii；に者明な疱菌の射殖を見る・れがある。
士ヽヽ
汽

.:'、(-.1) 鼻翼（外鼻皮府）砂噂li膝翼）

~a) 外而は顔面皮胸の・一部であつて他の皮府の所見と,,,]様の病珂所見を示すものである。
即ち，上

丘萎縮するものが多いが廂菌の投洞ばない。剪皮の上府はー一般に廂菌の
浸潤少く，殊に上皮下には

釦斐潤の少いー府を見るのが晋通である。しかし時には上柑にも痕菌の没
洞を見る事がある。この

は館皮の中下／丹より次第に浸潤を来したものと見るべきであって比較的組
織拠化が新しい。廂性浸

パ 明な怜砂分は中―Fl脊であるが注潤が強ければ中―Fl爵を泡沫組織が占領する様に見えるが
，初めば

腺，汗腺の周園，モ西のIり閑或It血竹靡J園に認められる C ，と等は継て血行による事は，モ細
血秤り）

い所に瘤菌及び痢菌裟潤が殊に弧い。

角腺は比較的褒化を来さずその仄J同ヵ蒻計＇蒻虻化を来しても萎縮もしないものである。脂腺
（，')外 lj促内

少数の疱菌のある4戸稀ではない。

たしかし腺細胞内に I~ 極稀 iーーあるのみである。

汗腺の痢焚化に初期ににその『朴目に来，後にはその腺細胞内にも稀に痢菌
1妥入を見るが，多べ萎縮

l:,、て消失を宋す’liか多いが，他の皮料祖では汗腺の消失は稀である。

・一毛愛は浸潤の沿jI変により萎縮が著捗Iであつて，比較的に疱菌斐化が著しい。そのK略
を示せば，館

麟｝の高さで注比較的焚化な く，中Iti粁'il；の外モ根鞘に は廂菌侵入し著糊J,/)廂球を作るもの少くな
い。

文結締織撃賛§にも即IJJである。内モ恨梢にも捌菌の佼入はあるが少く，毛乳頭
に は特に疱菌の繁痕

．；が強い。

p 扉I！認は特に評し くりB)展して，そりili魯噸泡沐細胞叫詞潤或はiliIII踪内に1釦歯の侵
入を見るものがある。

血節は戚がIJ巳厚 l.ji庫 Iの1支；；＼著しきものかある。更に深祁に於ては筋肉組職の筋肉内には比
認'lり’少

.i• ・ー ないがそ の 間叫：｝贅織の 間 の疱性渋潤があり，｝刷扉織：：於ても同様で殊に血秤の周園に．とが見られ，

,_. 島嶼朕叫詞I：出の淡潤か見られるルである。恢骨）摸にも疱打撃化は見られるか軟
骨1こに比較的少し、こし

． かし執府細咆叫咆ダU ウ 不規 ~lj iこなつて蒻萎縮を束してゐるのか認、められる ：J,;がある。
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(b) 内面1「外ii'.Jiと殆ど虻化がなし、か，り、『Eの萎縮1'奴持／:評明なも",)があろ C,

(2) < a)下甲介

枯II岱I波は―,r,.It't1れ1柱上皮であるか枯Ii終｛玲釦攣化を来すと同時に内昴乾砂し，似lt/:1:遇．皮細胞は上Ifi

より次第 1:—短紺i し扁平となり， i：jij .；';/；柏訟［：皮 I t,l, ／府屈平 I．．皮細胞に髪ずる eli少くない。父枯肪'(上皮ば

加 I.I:細胞 (I)Ji1)JIIを来すれが多"‘o これはい1イf/f'iにお 9ヽて粘液腺の萎縮I―ー よつて分泌の1:,;・,:‘，杯される代歓

として1約1)；細胞¢,Ji;-t)）IIを求せ I)と考へられてわる (Ill中氏）。

-- . .iJ笈 I~一帖1 イ了 Iff. l噂 J女び粘／脱［ー．皮；；：髪化Ji.4捌：少いものであるが，窟i,・！斐化が弧く なれば下It序より漸

次 l··9/pf を 1姿し粘 I朕 I：皮細胞 1 こも少数の瑚歯 (')1受入化見る！．jfがある。そして潰堀を ；.ドし搬痕治療：—-よつ

て扁平上皮に翌ずる • '.1．'i• もある。 ●● 

甲介の崩／！t:妥化の11とも著リ！な虞は1,,J.11,II件の中下1件であって，怪度（ク時は血｛序の 1,1；J［危I,粘液腺の周刷

等に放（「．性に憾度叫骰性焚化が見られるが次第/.'.そ叫釦村が檜iJりI_,, 一方itii締織叫耀を来し，甲介

粘I！梃の充血／j巳原と共に外見l・./Jl'l/頻i咀昴炎を示すり）であるが， 、療を初めれば窟菌は述かに退行斐I•生と

来して Much の頴粒を現 1まし染色底も {Jtl‘• し，類！］詞肪斐化を皓して痢＇l生の湿沫細胞が著糊）になって宋

る。～ーの頃は粘膜の島稟を品してゐる :liもあるが多くは萎縮を昂する ¢Jである。 1飢性渋潤が商度にな

れば｀，痢菌J女び廂I生泡沫細胞によつて粘／j拠lBlイ了I仔は全く占領され，粘液腺は命＜萎紐消失し，その痢

組織の間に作かに残存し，其他肥／尊した血狩紳繹等が介在するに過ぎない布様を示す。刑菌は疱性没

洞轄鹿のIIぶは桔液腺の周間に比較的多く来るか腺細胞内には来る事は少い。廂性斐化高度になれば遂

には腺細胞内にも痢菌の1受入を 見る。その多くは腺細胞内の核よ りも外部に位置を占め，小痢球を作

る事もあるが，大なるもの或ば池沐細胞！こ姜ずるボ心ない。時には細胞を通過して腺腔内に珈菌を見

る事ーが出来る•O 

粘液腺の排泄管ば'pr付の高さに於て多くの廟菌が排泄狩細胞の内に見出されるものであるが，上皮

部及び粘液腺に移行する部ば比較的少い。こり）廟薗寄生の朕態1巧祖菌は長軸1こ平行して主に核ょリも

外部に排列する。

血管は轄度の時に於ても廂管披の肥9學を見るも のであって，静脈は動脈よ 1Jも著明な斐化を来すが

痢性楚化著しくなれば‘動脈も槌の肥厚，細胞内に廂菌の1姿入が見られる。又壁の肥厚の総に曲待腔の

閉鎖を来す事も少 くない。

帥総I噂霙郊に於けると同採著しく肥J学して，神網髄惰'jの中或I繹1/1認内結締徽「ドにその延長に平1J

して痢菌の侵入を見る事が少くない。

甲介骨：打毅性髪化高度となれば痢菌に長されるが，最初は早期において骨髄！tび骨膜の外(i間に血流
によっそ痕性浸洞を来し， これが昴拮誤に荊i生浸潤を来す部位で，これが最も速かに褻逹するのは下

甲介前端である。即ち栢！布I町）p逸々に痕性佼潤か島嶼朕1、一炎逹！．，てクfむるのである。 ffl介骨li災は1il'lJ槃す

る・出があるが甲介ヽl'i• と共に萎箔 1 こ赴く 'lふが多い。その骨膜と件との接する虞 1こ殖蔚を合める造竹細胞

叫．iとな細胞を認める事があるが，これは骨組織が萎硝して吸牧せられ骨舟噂l:J:その総に瑕残されて骨

l]応砂恰に露出して来るためであらう。骨は比転的早期から萎縮が現はれる。即ち甲介の萎組ば甲介骨

の萎縮がその主なる原IKIをなす。骨細胞I'.)領菌叫受入或は康I]這化によつて核の浪縮を来したり，検・

の消失を米した l)する前混果， 骨・小腔は猿｝ぃせられて見える。

骨髄内には早期に痢菌没潤が鼻粘膜に来る頃I：早 くも慈菌の芸団を I，1ミし，剋かに泡i:K組緑を作る。

初めは小結節が敗在性．黙欣をなし，後i~ I,、）ゞ なる池沐｝[kを{fナる池iヽ．料ll織定形成す 3。人i:li締織の射

殖も少くない。

中川介(b) 上甲介は程度の差で足化は 1く「f•I 介と同怯である。中「11 介；ょ-,渭:1 介よ iJ も 斐化 ，ょ少
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ないが，下甲介1：於ても 前渾と後れ1；で非常な差があるリ）である。 中甲介でも詢緑はh［成粘膜上皮りノ表

皮化がある:J,;があるか，主な斐化It萎稲であって，その他け[、',Iイ[I砂疱脊iの）没洞である。

．がCc) 下甲介 前株は特に末梢血臀席で二次的に1{輝iの沿潤を来し納節を作り易い。余は未だSti-

:ckerの様に PrimiireAffekt. 、として結節を認める事は出朱ない。余 1 ：：：屈11瑶釘祖で 10 年貌過した •一患者

が光田氏反應陰性，鼻汁巾には瑯菌を雨測に見出し，珈性校潤J)内杓．1/i！炭にあるのを知つたが，布 I<

甲介前部に白色粟粒Jくの紹酋iがあったので，とを切除し桧したのに明かに廂祐節であった。これはjiil|I紆

．‘, 痙であった患者が結節廂1:移行して最初の結節を 1,;,¥．腔の下「l1介前粕1こ疲したものであるが， Sticker

＇：， の云ふ如く PrimiireAffektと云ふ'JS.Iよ！彫Iミない。
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(d) 嗅閾部 上甲介とい］じく一般に斐化は少なく寵i•生没洞 ，希/II胞浚潤も軽炭であって，その痕性

菱化は［酋l有府に来るれも前者と ri]もドである。嗅上皮は何第の髪化も来さない。詞印炭には中I怪以下に

，―-• 浸潤を見る事が多く，泡沫細胞が Jfll行の周閉， Bowman 氏腺の周閑第に散布／生に見られる。 Bowman

; -9氏腺では極稀に腺怜内にも瘤裔iの1受入を見る事がある。紳靱では前1/！絃鞘或は前1/1総内に廂菌を見る事か

、あるが，それはl廿I有肝，中府以下にある可成太ぃ凩1/1親に見らるるので終末i/r111繹には見る事が出来ない。

:, -これ等の組織所見にl!，1つても廂患者の嗅覺が比較的健全に保たれてゐるi唱由が想像される。
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(3) 鼻中隔

、鼻中隔は軟骨祁に於て著明な萎縮を来し，殊に LocusKiesselbachiiには疱性笈化が来，疱性穿孔

．症は多くこ の部位に来るのである。粘））拠上皮，固有府等の斐化ば下甲介と殆ど同様の翌化を示すも の

・天，特に差はないが噸l生褒化ば汲初毛細血管多く且つ組織が｀廂菌と Affinitiit を有する Lo~us Kies-

_selbachiiに窟性楚化が来易いのである。然し之も PrimiireAffeldでなく，他の部位からの韓移で

：；：ある。一般に軟骨部に斐化多く，軟骨の萎縮吸牧が見られる。そして骨部には菱化が少ぃ。中隔外皮

一祁が特に萎縮して鼻尖を上界•こ下垂させる事も屡々見られる。秘中雨の穿孔を特に考察するに，

:．～ （a) 痢性鼻梁餡没ば軟骨の粘膜に生じた潰瘍より軟骨の搬痕萎縮（屯に穿孔を伴ふ）によつて生ず

るのが多いが，痢性昴中隔穿孔症は必ずしも務．梁陥涙を1半はない。又反対に穿孔症がなくてIi酋没を来

ず例もある。斑紋痢，帥総廟は結節疱に比し逝かに穿孔は少い。即ち 2()1例中 80例 (39.9：：る）に穿孔

，忍見るが，その内に陥没を伴はないが 34例 (lG.9鈴）を合んでゐる事になる。又穿孔なくして箪に陥．

没を示すものが少数ある (7.0%）。 ，とは中隔及び昴墨忍軟骨の萎縮，吸牧1こよつて生ずるも のと思は、れ

・和而して倣痴に於ては鼻梁附設のある者は必ず穿孔を布してゐると云iまれるものと比較して興味II.J

ある貼である C 総過は潰瘍を生じて穿孔を来す迄に早きは数日乃至数辿，遅きは数年に及ぶものがあ

る。

(b) 穿孔症：J:中間軟骨1il；特に LocusKiessel bach ii部位より ／f：．ずる事が多い。

(Cー） 粘認こ珈性絡滑をうfミして，上皮の扁嘔L:皮化，乾燥，痴皮形成，潰瘍を来し，沿努；文槌械的刺

激と共に速かに或は永い；危咽過の後に中附軟骨1こ逹す。

ー その間に猜団環洞が強くなれば軟骨／）促の消失を来し軟41• の 表面がイく平粗槌となり，結締織 7js軟骨·,[)

；．` 鋏損部にf姿入しぶ乳菌，泡叫疇も伴ふ。そしてその周園のIi次ヽti・細阻内に疱菌叫文入するものが少くな

、 い。軟骨細抱げ同時に脂肪箋性を うIミして萎粕してらfミる。そして削ダりも符しれ，途には消失する。 I姿され

た軟骨祁It染色 l慮iuくな リ，斯く して恢ヽ i]・の訣損ば盆々）くとなり穿fLを来すリ）である。

（d) 穿孔：［小なるものは但1形に近く，ゾくなるも のは湘恥1形で11釘に 1cm内クトのもの多 く，蛤帷か前

下後L：の方向を取る。

（c¥ 叩 L緑；t・Ki諏治癒によ り，再び扁平上皮に掩：tれるが，時に；こL逍．皮が峡損し 骨が岱ぶりす る：It

がある。雰孔；・「ヒ：一．炊骨謂iて止まるか，高変1こなれ；訊'i・ii；：ても J文`哭，甚翌！くなれ：f中間が令＜訣損
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を来す '•Ji• もある。

(4) 副鼻腔

副昴腔：よ肉眼的に型化を来す 'J~ は非常に稀であつて，約しありとすれば iilj 鼻腔枯膜に来る結節であ
らう。これも欠なるも のはなく米粒）：位か大きい方であらら。

しかし糾織的に結締織の咆硝／tび慢性(/)炎症性焚化か娩咤度で， Ili(9廂性(/)汲潤が柑雷強いも のを見
る事か出来る。これ雰の浸洞I勾f11行的に来たものと見られる。

副鼻腔の内般も褻化の多く現I;けれるものは．I．．顎賓であつて，府ij顎笠，胡蝶質J)粘膜の検樫度の痢性
没潤を見る市が出来る c

結 論

(l) 昴廂の病斐仕病迩組織的研究と光III氏反應を根脈として分類すべきである。

C2) 鼻猜！のセな病焚は結節廂に現はれ，斑紋痢及び紳斎財親の焚化は1樫炭で，罹患者も少い。

¥. 3) 外鼻の斐化は Ca)斑紋疱は斑紋，時には急性j彬悪に際して，斑紋，1／副脹及び充血を来し，（b)
紳絃廂は萎縮，削疫，（C）結節廂は痢性結節或は浸潤と同時に内鼻の勢化及び鼻梁陥没の程度等によ

り様々の外形の斐化を呈す。

(4) 鼻前庭に於て，結節痢中鼻．閾邪に側方より狭窄を見，更に高度となれば漏斗｝伏に前鼻孔閉鎖
を見ることあり。

(5) 内鼻に於て(ica)斑紋廂は初期に恥紋願慢性肥｝早性鼻炎，急性培悪の際には外鼻の斐化と共
に急性肥）単性鼻炎を呈す。 Cb)紳鰐廂では内鼻の萎縮が多い (60.0%）。（C)結節廟の認過を 4期に分

っ (i‘ 前璧期iよ靱J([lを見る事がある (2G.4%),rii)浸潤期では内鼻の粘膜が肥厚する時期と萎縮1こ｛頃

く時期かある。鼻汁は次第に粘糊となり，涙性となり痴皮を作り，疱性 Ozaenaを来す。 (iii)潰塚

期，瀬性渋潤はやがて漬塔となり痴皮旺盛，瀬性 Ozaenaは更に高度となり，甲介は盆々萎縮し，中

翻の穿孔を示す。 (iv)搬痕期，その後搬痕形成を来し，前蘇孔閉鎖症，（i！l狭窄症，後鼻孔閉鎖症或は
[！漏と甲介の癒着を来す事かある。向，と等の繹過中に廂性結節性紅斑，丹蒋或は廂性愛化の培悪等で
郷 l知が非常に投雑になる。

C 6) 記噂梁叫臼没は主として枕中開の軟骨部枯膜潰墨・こ綾疑する軟骨の姫痕萎縮によつて生ず
るもので，必ずしも鼻中開穿孔の有無と腿係しない。そしてそ の部は鼻頭部の艇平された形が多く，

之等を枕頭I箱没と稲すれば廂の鼻形をより逸切に云ひ表はし得る。、、、、
C 7) 靡患者に鼻茸の合併する事があるが，結節痢の鼻茸は組織的に！樫度の廂・性斐化を見る。外観
K非常に似てゐる 1頁窟I生痢腫1環贋結節であって，鼻茸と．全然槃るものである。

(S) 疱忍者の嗅覺の絨退it案外少く (U.G%），斑紋廂 (,J.9%),刑陀噂 (.J.;{？る）に対して結節廟

は 15.7%を示す。原因ば主に鼻内の痴皮彿によつて鼻閉塞を宋し呼吸性の嗅覺：：筏寄と，思はれる。嗅閾
部は嘲性浸潤極轄度で末梢嗅帥繹内及び Bulbusolfactoria にも 1—i讀f 及び科祖庭性を見ない。
C 9) 組織徳化Ca)斑紋，紳絃瑚の姜化は淋巴球其他細胞の波潤iこよる結核様斐化， ;jil/r;副j巳）哀或は

それと共に紳繹内に極少数の痢菌を見る事が出来る。時には昴．粘膜中に於て神総以外にも疱菌を證明

する湛か出来るのは，鼻．粘膜が廟菌と Affinitatを有するものと考へられる。 (b)斑紋， IIiIII斎幻嶺の鼻、、、、、、、
中院穿孔ば Ci)内鼻．のみに糸li節廂と同様の疱性泡沫組織を生じ，或は (ii)全く斑紋様茫化であって，、、、、
(i)'(ii)共に槻械的の刺戟と局所の榮焚附害によつて猿死穿孔するものとの，二つの総過を考へる ，：其

が出来る。 Cc)結節．舟随の拠内の焚化 J_)）夜も著明な坐は，昴．中間前祁及び下甲介前株で，上甲介，嗅閾
祁は飛も條変である。妥化は府財性没潤により内§iの肥厚，萎紹を呈する のが主で，萎縮は甲介骨・の骨
細胞内に痢菌 の役入する為に核 JJ 萎縮，消夫を ク柊 l ' ，骨•危11織 J>萎縮を見る。枯膜 lこ皮は 1和lk細胞 の丹
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：9〗-加 を見る事あり，又 I波細胞 It 短納 し て途に屈平J二皮に焚ずる ：J．iがある。疱性斐化は初期に骨脆及び

臼固有層和＇；［i ／・ ：血 f rによる餞潤を来し，後に島嶼朕ドわ／j液腺，血特の周閾等に廂性浸潤を示し，途に i~

粘液腺は萎縮消失 し，l,'JIイT/(,i-1埠！炉，て痢性泡沫組織に占領せられるに至る。

(10) 荊菌疇腔f姿{l:It(.i)．外内の演瘍よ り出る 4.,；1:t勿論であるが，（ii)描版されたまま臼血球と、、、、、、、、
共に上皮間を通 じて出るか，（iii)粘液腺排illt狩の中部の闘柱ヒ皮紬胞を通過して管腔に出るか，時に

社粘液腺細胞を迎じて腺膝内に出る 1i もある。（、~v) 没洞が商度になれば粘IJ悦上皮を珈歯が迎過する：Ji.

,もある。

.，.訊ら(11) 副鼻腔は肉Ill{的に炭化を来す：j,(少く，唯結節廂では，粘膜l古l有ltii-に痢性没潤が見られる事が

9:，-、ある。副鼻腔中，最 も焚化の多く現ばれるのは上顎蛮で，前額笠及び胡蝶記）粘膜にも憾変に焚化が

：：来る事がある。

ー← (12) 蒼月は治療（主に大風子抽皮下注射）により大勝に於て，非常に崩四快するものである。特にそ の

：為に多くの患者に最初に氣付かれる効果は，鼻閉塞の節街の除かれる事である。

呼吸揺
ー・ ・・--- . -

ロ腔，咽頭及び喉頭の癬

（A) 結節掘

全ぇ．．1. 口腔

口唇は顔而皮府に接する為：こ荊性墜化は全く之等と闊聯して病槌を呈するも 口併1こ著明の髪化が見
匂・ -
られる事紗く，大橙は顔面に浸潤する時は口唇にも波及し，顔面に結節ある時は結節が日唇にも来←

叉刑性結節性紅斑も口唇に現はれる事があって，その程炭も或者は口 1脊に強いが，或者は顔面に浸潤

rがあるが口特に菱化のないものがあったりして一致しないのである。疱性頗面紳繹麻痺は口唇のり多聞

らを来す事は云ふ迄もない。

§ GI(ickは87%,Dorendorfは約50劣， Bobesも約 78彩の口腔菱化を見， Cohnは 1こ1陸に 33.7？ら

咽頭に 5'!..7%の嬰化を見たりと報告してゐる。
ク函” . 
ょ口腔で従来一般にi忍め られてゐる特殊な愛化は，口燕の正中線に沿うて懸迩垂に至る迄の愛化を見

とる事及び舌に於ても正中線！こ楚化を見，それ等の郊位1ゴ毅性の浸潤或は結節を来I9，前者では吸牧し
を姿．
誓 ：著明な搬痕を認められるのである。特に正中線に浩うてかかる疱性墜化を見る理由は光田先生が 1こl

i藍が瑯の好酸部伎であると同時に正中線が毛細血管の末梢であって，廊流中の噸菌がそこに停留する

襄 會が多い事を主張して居られる。それは口燕正中線の中でも慇逝垂が特に病墜著明であ リ，舌に{

正`中線に近く結箭が来る事等を考へれば聰味ある事寓である。之等の出質は策 2報 「昴の痢」の内に

も述べてある。然 l.Gerberは之等ヽ・正中線1:こ病楚が来る事は砲に特有な斐化でなく，傲毒或は結核

にも生ずると云とつてゐるが，田中氏の武ふ様に痢に於ては非常に高率肛著即・こ病髪が現ばれるが，此

の事質は確1こ嘲の特哄な病斐と云へるのである。父多く の學者は流涎を認め て記戟してゐるが，；とは

瓶面軸舘麻痺の為口唇の醐痺，下乖等で口をかた＜閉ぢるれが出来ない鈴に生ずるのであつて凩輯鴨杭

にも多 く見ら れる。 しかし此の時嘩液の分泌が高まると云ふ事はないと思iよれる。

結節痢1こ於げる I;1腔の痢性髪 化は他の部位の病虻 と同じ く，`とを浸潤期，潰瘍期及び敬痕期に厭別せ

られ る。

(a) 浸潤期 口腔枯lJ災は沿潤及び紹節の良 1:．す る時期で｝渇顔面等の淡潤に一致す るが，必ずし

も並行せず，顔韮吋謬期或ば縦痕期に口腔枯膜では著明な結節を見 る：l.i筈がある。

一絞I:ス・へば没潤：t舌に於て著明に認、められ、口恙．判礼股に：文著明でだし ‘0,＇と：こ反して口森 ・つ正中線
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疇＜殊に硬l_i席と吹 LI森の批界祁は鈷節の尻/;．が多く i忍められるが，硬 lこI砂ぶの日品談餃に1ナ浸潤が

あっても結節は決してない。舌には粕節を見る事極く稀である。

（b) 潰瘍期 l1箆噂潤，結節は恢化して潰瘍を作る事があるが，沿揚は比較的轄度で期間 も比

般的短く，比較的逃かに縦痕期に移行すると云ふのは諸先輩の記載に一致する。殊に舌に於ては潰•!坊

を見る北It戸面である。

霞直末期に於□1存に高度の潰瑚を索し，氏北の際の刺戟の為に頑周にして治癒せず，或は次第
直該牧縮して叫Lが限ぃ狭窄に防ぶ:11:がある。

(c) 搬痕期 時にiHI苗等で潰砺期を繹ずに浸潤期よりその吸牧と同時に搬痕を形成する ：Jふが

ある。口腔枯/j拠は萎縮し，硬口萄0)恢 I；国に移行する稽叶位に於て正中線を中心に放線朕に痰痕を作る

れが多い。口萄弓も縦痕萎縮によって種々な形欣をなし，懸甕垂は痰痕期に至る統過中に短絡して［員I

形結節朕をなし或It前屈して口燕に癒焙したり，途には鋏掛を来して，日藍がローマ式のアーチ形に

見えその頂は硬口器に逹する等のII奇形を呈する。

之等の秤々の著斐を各祁位に就いて詳述すれば，

ロ腔各部の掘性麦化

(a) 口 唇 頗面の浸潤は口唇に及び，口唇叫暉を示し(37.2彦），結節も顔面の皮屑に應じ

て小豆大より指頭芍涼~る種々の結節を形成する (6.6彦）。顔面帥終廊痺は口唇の咳開下垂を来す事

は哀ふ迄もない (I()．8劣）。之彿け雨側性に7柊る事も多い。結節痢の重症者には 口唇の上下の接鱒面

這 vヽ 潰瘍を作り，食―!J噂の際に再三再四火傷を負ひ叉食物が刺戟となり非常に頑固で，長く治癒せ

ず患者の苦痛となる事がある。又ご砂潰瘍が搬痕形成をなし隠々潰塔と痰痕治癒を反應して為にロ

孔の狭1Jヽ を来す事もある。

(b) 胸牙 疱性歯牙の病理的研究は未だ褻表された事はない。余は後に更に梢細な研究猿表を

なす豫定であるが，以下．． 、との概略を述べる。

麟の菌牙の斐化ば健康者に比し， l洞隊及び隊棺膜漏或は殊 I•こ f祢棺裏縮が多い半は想像 1こ難くはな

い。結節寵叫i令ては外見正常に見ゆる愧牙に於ても，その哀苅髄の中には著明な虻化を来してゐる事ば

勘くない。而して病朕の池行と共に瘤性浸潤或は榮養輯搾暉痺の総Iこ判槽骨の萎縮，白落質の萎縮等

を来し，梱根膜は嘲性髪化の総租腿・となって，次第1'こ遡牙の動揺，脱臼を来すに至るのであって， 7c

の間に化膿菌の混合感樅によ り叫酎農漏を来す事が多い。而して囃l生嬰化は主 として門槻，大隧， 小

臼 1こ止り，大臼尚1こ逹する祁は稀で，上下顎を比較すれは上顎の肉牙の斐化は下顎のよりも逝かに高

度で吝―J令。 ー'•し
lllJしり頼の11：：I槽誤漏は穂て疱性嬰化があって混合感染を（半ふとは限らないのは勿論である

が，健康者に比して純ての學者の統計が 1り成高率を示してゐるのは，以上の搬t生の諸條件によるもの

と考へられる。 囀

叉祁條鳴 1こ於ては榮蓑神総の陪寄により同 1泰 1•こ節槽骨萎縮を見るが，前者とは恨本的に原因並に病

珂が焚なるのである。 ク

叩礼苫濯とし て健康者より高牢である事（t勿論であるが， ll9爪総嘲1.:t結節廂よりも樅患率は高率で

あると i.{Iまれてゐる。その他廟患者に特に済屑性紅色隊を見る事があると云はれるが，＇とは果 Lて痢性

に由来するものか否か疑間であ る。

(c) 舌 主なる斐化l濯性浸潤叫内にIJBJ展し，舌背が砲叩，げを品する (34.3劣）。この浚iB9:.:t粘！炭

疇 Igを知、正中線にあっては中央に 1條の縦溝があり，その雨側に 2條の浚潤丘を見，湖迎：こはそ

切浸潤即・t縦消よ り直fr]に分岐す る数條の横溝によつて分たれる。没潤Ji:が箸り月になれは横溝は見ら

れない事もあり，時には縦溝は深い組裂となって痛みを伴ふ'J+もあ る。浸潤1こよつて上皮：｝反つて萎
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躍し，平滑とな つ·,••41iる者 も紗くなく，鈷酋灌 IT,症のものの内にitLeloi r, Gliick <:．夕の認めた如き透

感を有す る挑白色の滑澤， やや・,:,虞してゐる舌と見る'Jiもあ り，その．［：皮が非＇i的にりi:i淑となり柴僻l

昆するもの もある。．． 已砂萎縮によつて乳頭の消失を見る。加灌J紺乳頭の消失が見られるの I環、、、、、、、、、、、、、、、、、
砂る。
‘̀‘ 鱈を活に見る如填靱Iり少い（J.l%）が，時 1、こ l 濯 ＇羞． I•こ不正形の顆約,~をなしてゐる時もあ り，
吋や・‘-

粘膜肥J厚を有す る大なる鈷節をなして舌の中央を占9心する4，；もある。

祠ま更に少く（1．翠），又i岱潤が吸牧され舌粘膜と共に舌の萎縮せるものもある (G.8劣）。時に

に潰瘍治癒し て白色の縦痕 を残すも の もある。

． 於て舌尖,~i・t羨化少 <Jennselrneの公ふ様に知覺は長く残ってゐる。 Durendorf及び

豆．舌尖に乳嘴腫様の腔脹を見てゐるが， Gliickは、・とを疱性のものか疑問としてゐる。

．に於ける濾胞ば初め肥1募する事ItBabes,.Teanselme, MackenzieもiB栽l、，舌の初期症欣と

じてゐるが果して然りや疑問である。後期1、こなると著明な萎縮を呈し舌根が全〈滑澤となって時

痢性浸潤の黄色調を呈する事もあるが，舌根のi骨澤は徽痴に於て現はれると稲せられてゐるもの、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
らる泥，廂1こも屈々見られる。ヽヽヽ 、ヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
砂 ・硬口薔 上顎中りJ歯の直後から硬エ炉E中線に消うて痢性楚化を来すぶは Kaposi,Leloir 

;rgrrfann, Dorendorf及び C油erber等の云ふ様に相需多〈見られる。即ち潮性没潤の総粘膜肥｝尊し

没%);或は孤立性に ，或は顆粒朕 1こ米粒大か ら大可大に至る程の痛結節の装生を見る (l0. :l%）。 •

の色は光澤があって淡紅色で粘膜と同色がiiliかに充血し，或は結節の周園に紅命がある事もある。

の結節は初めは硬＜後に炊化して潰瘍を昂する事がある (9.5.%)。又 Bergengriinの注意した様

も硝酸錢棒で芦炉した、況9c、J 1ンJcな自色を有する1器爛面を見る塩があり，時には可成深い潰塔になつたり

捻 。結節性浸潤は時に箭 1.5cm程の幣欣となして硬口蓋の正中線に門隊の直後から懸咆亜迄綾い

•，．ぶ
ぶゐる事もあ り， 叉潰塔をなし て汚披緑色の痴皮を有する事あるも甚だ稀である。

：：`；潰癌は小豆大のものから大百大のものが多いが，更に大となれば佃1形，椀肛1形となり長軸は正中線に
-,・.立．

致して，逃線騎起，底面貧血性肉芽を打し不平粗槌で，潰瘍面は知甍底痺を有する事が多いが，時 1•こ
ざ,~--
.i湘賞疼痛を訴へるものもある。ス泌緑の1硲起の非湘に強いもの或は浅い潰瘍も見られる事もある。

．之等の墜化は硬口盃と同時に4吹i:,蔀，！紐咆垂1こ及び，［国弓も ．．とに伴ふ事もあるが， f:I燕の雨iI!！及
g ＿ヽ・ー、ー、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
環粘膜面は佼される事は殆どない。
9、:、？ヽ．、、、、、、、、、、、、、
葬菜命は1例に於て潮性結節性紅斑が硬口苫の't/i膊S-I::1こ焚生してゐるのを終絵したが，紅斑が粘膜1.:::
ぞr 、、、、、、
ザる事は稀有 I•こ屡する。
'←ヽ‘ヽヽ ヽヽヽヽヽヽヽ
：口蓋の潰瘍は振痰治癒の傾向Jtし較的強い様であるが，大なる潰瘍I’こなれば治癒：こ数ヶ月を要する堪

． も稀でない。そして潰祗が治癒すれば＇， 放線 JI~ の痰痕を生ずる事が多い。即ち硬 r:1 盆．正中線に於て硬
遥冗
呼 蓋との移行郊を中心にして白色の放線｝［Kの痰痕を見るのである。硬口益では恢口照その他の1成1こ叢

直萎縮9てより鞘形を歿す濠な事、げないが，加］だ萎縮の箸明に見 られる湛がある。又没潤の吸牧 l.た跡
．＂の口蓋I'こ褐色の色ざク索沈着を来す事が稀に見られる。

・・ 余ーは1例1こ於て硬 Ll蔀中央に秘．腔に通ずる穿孔 を有する磁者に接 した。この症i外は Plurnert,Limn 

..と.-`.1nd.（le l¥Iello, C'annnn, Sahbergerによって各 1例の報告があ 1J'我lt，]に於ても大内氏等の北部保
だ..

，＼ 養院における調査に 2名を見，大阪外島fi這院にて平野氏が 1名を旅告してゐるが稀イ了なものである。

← この穿孔は 口 Iを よ りの廂性墜化で穿孔を来したのでなく， 恥陸の痢性沿潤及ひ潰瘍が剥民の 1こI ―盆 ’f，}•．ず':-. 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
予・ 門翠只舟 じたものと考へられる。 irijしてiら繍 1こ於て， 硬口笛の上顎穿孔も秘孔よ り似Jまる と云はれ、、、、、、、、、、
てゐるのと考へて判味がある。
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(e) 軟口盗及び懸甕症 ，1次1.1船．は硬！―＿1乱＇l:とlrij様に談潤，鈷節のlf知＇i.1；位で競過は硬「国と殆ど

斐らない。粕節校澗け後にit'U坊を生じrr［成速かに縦痕治癒をなす。

転叶1成 1)種々の髪形を米すもので Salzbergerは:1;;劣，余は：；7．2彩の髪化を見てゐる。懸咆亜は初；

め投潤叫＄椅1lu'J：してりi'!）J性が鈍くなリ，次いで沿潤か硲炭になれば弾力が令くなくなり動かなくなる 3

餃潤或は結節の著明な時期には令 く．、とが！！匹Jくし，長くなる事もあるが，後には沿蒻になつて短痕萎縮

を来し或は潰瘍を来すボな く次第I:ー萎縮 して，球形になって来たり，前方に屈llif1..て癒箔したり，時

には！即/1淵全が 1こ1盆；：っく炭に戦裂を II：．じ！紐枢垂尖端が援死に陥るJ."i．かある。然して何れにせよ遂には

之が全く鋏損して屈月 1こ I 紅i：りが 4•I:l ょって窃筋形或はロ ー マ式アーチをなし，］糾貼は硲く硬 Iこ1 沿品に逹する

事は勘なくない。或者は外皮の沿潤，糾節が仝く吸牧して—-見爾r/扉四親に見える結節廂息布が応国1：垂の

斐形或は口蓋粘I!知の搬痕にこって曾て疱性浸洞啄の存在してゐた9ji．を知り得る事もある。

2. 咽 頭

： 

咽頭に於ては I-1燕iJ'咽頭後搬の外は髪化は非常に少いものであって， Sal:r,bergerによると 83例

中20彩の斐化を見，咽頭）叶蓋，後壁約1'こ結節，潰瘍を見，その後には蕩痕牧縮を来すと 云ふ(Babes).,

田中氏， dela Sota等は歌氏管目部に結節を認め，其他にも Gliick,Sokolowsky uncl Blohmke第

が咽頭に結節を見， Sokolowskyund Blohmkeは浸潤を見てゐる。余の統計に於ては咽頭の斐化を

呈するもの 38.4？るにしてその内口裔弓の墾化は 38.4劣，咽頭後壁に髪化を有するものは 13.2？；；に逹

す。しかし組織的に嘲1世浸洞を更に梢細に桧すれば逝に高率の罹患，率となるであらら。

疱に於ては上咽頭検査は BergengrJ.n,Sokolowsky und Blohmke等の云ふ如く知覺麻痺がある鯰

に好都合である事もあるが，裳際多くは Gerberの云ふ様に口蒋帆が弛緩或は強直して稜墜に接する

総に検査困難なる揚合が非’隊に多い。

(a) 上音ii咽頭（鼻咽頭） 一般に焚化非常に少＜且前述の様に検査困雛なるも，咽頭）讀おには稀

に結節を見るものがあり， dela Sota, Salz bergerは欧氏管の開口部の周園に結節を見，田中氏は此

の部に潰瘍及び浸潤，腫脹を見たと云ふが，臨床的に鼻腔等に浸潤の強い時は屡々敗氏管狭窄を訴へ

る者が多いのを旅繕合する。又余は後鼻閾の閉鎖を来した 1例を総絵してゐるが，この郊位にも短痕に

よろ菱化を見る事があゑ事を Salzbergerが述べてゐる。

(b) 中部咽頭（口咽頭） Sal,,bergerは乾性咽頭炎がl臆々あると云ふ様に口腔或は喉頭のそれ

と共に乾性炎症；；；来す事は多い。 口釜帆，懸準垂の変化は 1こ91l.ク年の項で述ぺた。咽頭後壁は Bergen-

griin, Salzbergerの云ふ様に比較的f；；；とされない部位であるが，時には廟性浸潤，結節の彼91ミを見る事・

がある。叉Leloir,Masini,或は dela Sota 等の主弧に反して余は臨床的に 1 例に於て，又解剖i'［J•

に 1例に於て痢性沿瘍を見た。又咽頭後熙には濾胞の腫ぺを見るが，痛結節は｝とを基礎として疑生す

るものの様である。

特に注意すべきは知覺庇痺の1$1、こ咽頭反射の泊‘失が案外に多い：}I-であって， 余約が治療の際咽頭に

薬液を抱布する際机苅限く塗liiしても絞抱運動を起さない者が「I［成多いのである。

ロ盈：弓は没潤的で吝明な肥／料を来すが多数の結紺を見る＇れはなく，米粒大位の小結節が口茄力の送

緑或は膜面に見られるのが・、船阻であ る。 口盈り に疫潤を来すと泌緑の11巴／厚が特に目 立つて宋て匂曲が

少 く，懸刊旦「［の泌よ りi',j：緑'lりにt；仁I：山の形をなして後搬！こi直する有様が見られる。これは鍛痕牧縮の

際には更に著匪lとなる。 ＇ 

級痕期に於けるr:,忌，，i.1}は,Ji露に種々な形状を昂するが，最も多く見られる＂）は前述の様に r:,恙IJI) 

緊り上であつて，前後の,_,晶りが慇註い「し文り後岐に直線的：こ逹するものである。 その他r:1沿‘i：弓の種．々 の

焚化を列記すれげ，
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7 1 

雨側［l 品弓が 1Ei;iーの位詮より 4•Il接近し殊に後口点＇;:iJ の泌緑が平行に近 くな り， i'’：渡のものは 1: 1 :r,J濯

{lsthmlls iacillIIl)の形が殆ど長方形をなすものがあ る。

前口蓋弓は宗 7.,l,liinI）1,.= Iふ［ く分れてゐるが，後l_1盗ijは前和い］I糾l惰的に狭くなつてゐるものがある
。

・ 後墜と後 [I乱＇，心とり）接炉 ';.jiが上昇して袋をなして米る。そして前後のn盗I)の距離：．1培し（大とな

る事がある。更に爾炉ン接沿部が上昇してi奏［l忍＇£,］は膜様をなし闘形或は多少不正形の.fLを辿すが，

高度のものは小指頭大の.fLI-：：ょって咽鼻腔がi,'［かに通ずる採になる事もある。その形欣も非湖に種々

．：ー であるが 1例を示せ印Jヽ1しは直饒約 1.5CIll心臓形をなし左(!!1]1.：：1扁在し，和i!IJは後1:1乱＇；i)が餃燦をな

して閉鎖せるものがあった。

斯様な変化は結節廂で非i的に長・パ噂の後に生ずるのであって，我l;'¥]においては案外彫くなし・ので

汀 f•ある。
.,i f• ， 又前後の 1こ9 悲舟 i) の 間 1こ吏に 口塙扁桃腺の前に］， 2 の il尻性 I: l 茶弓 とも 稲すべき紗送を見る事がある。
、、、、、、、、、、、、、ヽ ヽ．、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

＇・ふ． 扁桃腺は胚脹及mti瘍彿を多く報告さ れてみ）るが，腔脹した扁挑腺の内に著明に甑t生拠化 を姜する

・_,-.ものあり，又焚化の浙明ならざるものあり，然して腫脹せざる扁挑腺にも廟性斑
化の強いものがあっ

．て，扁桃腺の脈脹はその瑚l生菱化とは闊係のないものであ る。 つまり余は扁桃腺は揃性焚化の総1こ腫

脹する事は殆どなく，寧ろ萎縮を来すもの と1紅ずる。

. (c) 下部咽頭（喉咽頭）特殊な病妥はなく喉頭の病堕の餘波の愛化を見るのであって，時とし

、て梨子欣席 (Rece~sus Pyriiorrnis)に小結節を形成し時には潰瘍を見る事がある。
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3 喉頭

一余は結節齋こ於て 85.79るの墜化を見てゐ る。而して，、とに蒋昔暖戦の罹患．率をも加へれば，余の統計

は更に高率となる。

喉頭鏡によつて廂患者の喉頭を桧診するのは患者の咽頭に知是邸痺がある鯰容易に行
ふ事が出米る

．のであるが，認幣を見る事は相＇常困難である。それけ會厭改骨が弥直し焚昔に際し て
も不動であつて，

釦炎屈して上より見れげ咤幣を掩う てゐる。甚だLいのは喉頭が後壁にその尖端が接府 してゐ る
ので

あ って ，この事は Gerberも述べてゐる。

．．，、 喉頭の大怜の槌化を述べてみると，

：； 前翡期と して最初は Masini,Hill us, de la Sota, Gerber,rの辿べてゐる LaryngitisSi
ccaがあ

こ る事がある。 unち乾燥感を束し混音暖晰のが見られる事は多くの臨床家によって，喉頭硼の初期症朕・

ーと認められてゐる。しかしこの症｝［たも例へ蛉度とは云へ痢性；支潤1こよつて生ずると
考へられるのであ

つて浸潤期の症朕と確然たる 1紐別は出来ないのである。 余は臨床的に特に前邪漕J を定める 1,•; は，困難

Lー であら うと考へてゐる。淡潤期では合）版部及び婢術に痢性没潤を来 し肥／辰，悦煉
惑及び蒋昔吸＇！阿を呈

するのである。 この時哨1こ會厭i州‘｝は雨iI!ljょり巻き込む談苔萎縮 l，て来る。喉頭検査に際しも
'1ti,：廣

い時には組：：l乏いオメガ(il)形と吊す。時には正中線で 2つに折れ曲つてゐる。時には尖端
の泌株

が内方へ•巻き込む採になったりする。 Be rgengr;in は此の翌形を疱に固有な菱化となして ゐるが Ger-

-berはRhinoskleromにもかかる褒 化が見翡＇：ると 云ふ。又 この時多くは合／賊恢骨叩所j屈を見
る事が多

くその為に保幣の焚化を見る：J；．；；：l)jげられるが，此の時期には疎特に疱性の没潤を来 し咬商I)原iKIを

なすものと考へられる。荊阻',ーーと潤が高度にな るか若 し S-~lま喉頭7K11韮を合俳して話性に喉頭狭窄を '·i~ し

て氣管切柑l手術の必要に追しれる事が1沙くない。沿瘍期では會厭恢ヽi1の尖端が特に沿塔を来す事の多

いのは想像に難くなし ‘o

痰股期では合厭部特1こ喉頭入 [lf$1こ著明な楚化を比 る。郎 ち巻哨した合厭帆i'｝は縦痕1：：ょって
吏1：：

強く姿縮 L,]やしきものIt令くその形を焚 じWri8berf);i及び Santorinii咄節をも癒合して喉
頭入1-:1
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邸は搬痕萎節の総に小孔を}ーとす1こ点る。

(a) 喉頭前底 (Yt・st,ihulmnlaryngis) 

合 1販恢ヽti• は喉頭に於て，早期に且つ省明な廂性髪化を来す部位であつて i訟11；炎症 ，.作によ っ て光澤を

失ひ， i:12:1液性の外観を品し談潤期では初め肥／展を見，次第に髪形をクI‘：して俗縮し枯膜(/.)/Jl'l)昇は時に

9 111111に及ぶれがある。主 としてその池離刷・こ粟．l:t'1:大乃打：蕩四．大の鈷節が lMl或は数11bl生じ， II寺には

翡'(約lkをなして多く(/)系［海が合）i／A恢ヽ けの枯膜を他ふれがある。これ等の活嘩i或は飩潤はそ の泌粕に投

生するれが多く Bcrgengr,inはJ嗚卵大に述するものをiiu:；しし てゐるが，腕豆大以上に結iiiiが後育する

事はない。久柄(Stiel)を有する小条i'i節を見るポも悦稀にある。泌絲のみならず合厭恢骨の舌而或は

旅I/脊面に結節を見る '•J.(．があるが前者は極く稀である 。

合厭恢骨は投洞と同時に咎紺jを））によって賛治の際にも根．t．する事なく，且つ次第に後[uiI．て喉頭錢：

桧査に際して！路幣の桧査を不能ならしむる事が多い。

斯＜ ！ ． て會厭軟ヽi'l' の巻縮と共に喉頭入 ~I 咋·i；の周園 の粘膜肴序に狐l生 icl潤を来し ， 'c II)銹に枯膜咎 し

＜純脹し ，此の部の狭窄を来すのであ って，之 も顔性喉頭狭窄の原 li_.1(/） -•••つであるが，余の少数例の

総験に於ては，こ の時期に喉頭水腔((―+lottisoeclem)を合併して可成怠；性に喉頭快窄を高度ならし

むる事がある。その鯰 I•こ粕節廂患者 (/)末期に至れば',時には緩I疫に時には急·性に呼吸困難を来して氣

管切開を必要とする者が相常多い。しかし之等のものほ註潤期の旺盛な時期であつて吸牧期或は疫痕

期では悛性な呼吸困難が見られる。

余は喉頭に於て殊 1こ會厭恢骨• (/）尖端が i設悩に餡 り，粘摸剥離して軟ヽri·部り）臨出しメスで切 っ た様な

沿瘍面を品する事もあり；時には r/［成大なる潰瘍となる::Jふを見た事．も少くない。又會厭叔骨の舌面或

は恨幣而に，時には非常に稀であるが Wrisbergi及び Santorini納節部にも沿瘍が見られる。

之架の疱性没ii'，1或は沿瘍は振痕形成を呈して，會厭軟骨の表面に於て白色の放線状の疫痕を見る事

がある。更に會厭恢骨は巻縮を外くし，鍛痕期に至っては廣汎な疫痕形成を螢み舎厭炊骨はその形を失

ひ，次第に後屈箸しく，喉頭入口 1派は逸に闘形或は祁諒1形を呈するに奎る。殊に氣竹; •[;/j 関を行つて以

来評過年数の長きものの中には高炭の痰痕萎縮の総1こ非常に高度の狭窄を来して會歌及び喉頭入r:,部

が・・ー・塊となつて中にiitかに鉛笙I/)!1;,i乃至消息子の尖端を通ずる小孔を辿すのみとなるものがある。

勿諭，氣舒切Fi」によつて喉頭の休息せ［められた結果は浚潤期にあつた喉頭部の鬱血，浸潤性肥｝享，

7M船作は速かにii!i退しカ ニュー レなしに呼吸し得るに至るもので， 時には顔面にあ った高炭の鬱血性

蜀生浸洞も怨．速に消退するのを見る。而して我々が剖見で見る前記の喉頭の絞痕牧縮ほ喉頭狭窄の原

l．人1:なる事もあるが，脱恥き喉頭の潰搭が紙僻切閉の結果策痕治癒した欣態な リ｝考へられる。

廂患者の呼吸l:rj 弱It を招宋する原因の詳細な研究は今後に期する として再び•ー百を費せ （ず，患者は大

唸．iこ於て喉頭に没潤強き時に呼吸困難を来す危瞼が多いのは勿論である。その時に 1け親性浸il1,/)鈷に

喉頭入 l~I 部或：ょ弊幣の II前販と同時に會厭恢骨；が脈脹後屈して呼吸の際に動かない事があるが，之も狭

窄の —•原 11；] となるものと思！ばれ る。筵！こ喉頭の疱性没潤が水罰性に II亜限して急性の呼吸困難を来す

が，時に 1が他性喉頭炎！こよつて枯問な枯液の器釈によつても怨他に投ふ所となる車もある。叉J::喉頭

刹I柄溝訊心も．之に加はつて呼吸困難を井化．悠するものと思 itれる。 Klingrn(ille1'は糊性反應c怨性咽
翠恐性浸潤，衝誌晴i性紅斑布）の場合，剛環熱の即に屈々n'Iちに命讚切I;／．］が必要であると云ふ

が， 余Itかかる拗合，或（汀祖也者に合[ii：する丹為ぎの際に呼吸[./藉他の防に氣狩切間を行った総府合はないこ

荊患者が迎常呼吸困維を4させる際ば非常に'i恐性である鯰1こ氣：森切I!)Jの必要を豫知し得るらのであ る

が，時：こ (t前祀の如 <n[b・し、:;}:性に呼吸困難；の§を作を，.iミす1位がある ので，疱性沢潤の弛き際には注意を

怠つてはならない。
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i/. (b) 仮條符及び怜需部
;'， Salz bergerによれば lOJo'の樅患、を見る。 1ぬ床上には會／｝｝）灌滑の後屈によつて，この部の鏡桧を炒

げられる事が相酋多い。 J、へ
の統計に於て臨床的に媒術に浸潤ありしもの 7(）例「ll16例(22.8%），結節

ありしもの 7例(JO.O銘）を見たが， これ．は喉頭の所，，斥ある者の統計であるから一般の靡品者の統計

如堪かに低率とな る筈である。解剖例の統計では膝僻浸潤肥／昇は 100例 llJ20例(13濱？る）を数へた'.

：＂初期には他性喉頭炎をクlミして葬醤I榎暉を晶するが，浸潤期には翠記揺麟に結節或は浸潤を認むる

霊．が出来る。浸潤が貞に高度になれば膝偲11謡し述加）駆＇，-t;を米し呼吸困難の原因となり，時には将

麒性になり 急性に呼吸困難を来す 4,i• もある。

f.Morgagisi氏齊は肉ii［も的にも幽微認＇内にも壁化は殆どなく，喉頭後製は結核の好焚部位であるが敲

『這環化を見ない。

卸路帯，葬俯部には潰瘍を見る 4ふは比較的稀である。時には蜂椋の散裟が縦痕 I•こ笈ずる様な勘合 i

沼 。又膝帯， 1i易咋帯が搬痕性に癒府せる事を見られる。かくして此の部に於て喉頭狭窄をなす・:J.tか

ある。

.？然し痰痕狭窄は主に喉頭入口部で婢術部に於ては非常に少数例である。

(c) 卸＂］下腔
く・・此の部は菱化殆ど紙作と襲りはない。肉眼的に小結節がある事もあり，放線朕鍛痕が見られる事• も

ある。

:〔A〕餞牙
．，結節癒に於ては一見健全に見える嵌牙でも上顎中切歯には廂性焚化を見る事が出来る。下顎は上顎

-‘.?'に比して襲化は非常に少く，上顎に於ても小臼歯は非常に妥化轄度となり，大臼歯では焚化極めて翌

ご微である。以下上顎切陸部の斐化を述ぺる。然 1項1/1総斑紋ti）11こは殆ど斐化はない。

'(a) 闘随 痢性妥化の最も著明な虚は歯髄である。最初朔髄細胞が癒菌を描取して膨大し，非窃

ビ大となり破壊 した癒菌を含有して之を中心にして泡沫組織 I•こ楚ずる。造疱細胞 も痢菌を据瑕するが

髄細胞程著朋ではないが次第1'こ網朕萎縮の欣態を果するに至る。紳親も痕菌の佼入高鹿で肥J學す。

豆．
・に反して血1序は比較的正常で血秤壁の11巴I．算或は廂菌の侵入を見るもの殆どない。細胞浸潤に比較的

少く一般に瀬菌は早く顆粒朕I・こ菱ずる。

戸之等の襲化の総に第2象牙質の形成を見られる：l5がある。転度の時は歯髄細胞1こ癒菌｀の侵久、あるの

みであるが，高度になれば疱性浸洞が令捌髄を占領するかの様な有様も見られる。

ビ～・ (b) 象牙質特 I・：像成象牙質 I•こ於てそ の湖細舒内に造餡細胞よりの突起を介して荊歯の 1受入する
→竺有様が見られる。勿論非窃に少数であるが，時には荊蔚が連績して四細竹内に相 '1；佑多数1受入 して ゐる

r・`有様も見られる。それ等は豫成象牙'1'tから館正象牙既にも艮入してゐるがその 1.. I・I央子；：I；位迄に止り，庭給

：緑或は脚j謂訂迄逹するものは極めて稀である。

・ 象牙質と政成俊牙 tt と の間には恰も廟球化 した造在苅細胞が欧成泉牙質形成の時］反歿されたはなイ」•も［；

をなして その恥界謀に見ら れる事がある。

(c) 白咽質 了［細胞白限虹中に於てその細胞’11I .: ｛呪く稀 1•こ痢菌を見る事があり，叉 Sc ha.rpe.V ぶK

維突起を迎じて飩入する事も見られるがー一般的には斐化は殆どない。 ． 

(d) 躁恨膜 的邸鳴して鄭＇攣 化はI！感じどてあるが，その結締織細胞'I'に削列に従つてそ J)方洲
に瀬菌が平行 して認＼してゐる。峙にはそれ等の細胞が池汰細胞になり，葬謹 jも知禎 して大なる辟if.j:



k
 

,＂・ 

,
9
 

9,・・9,,.l1,＇，・ー1
.. ;・・9,．，・、|＇,

f

,

＇，1,＇

9
9
,
9
·
,
＇
l
‘
ー
・
・
｀
＇
，
．
，
．
ー

，
1
・
；
ー
、
’
'

．

,
9

9
.
、
,
1
.
，
．
,
1
・
i
·
·
9
.
，
．
，
9
ト
・
・
~

9
,
．
，
'

・

1
,
＇
~
·
·

i
:

●

9
.
9
.
,
9

,
9
9
9
9
9
t
"
.
｀
’
；
夕
•
も
！
＇
，
＂
忍
l
"
1
!
,
9

•. 
I

し

'
，

'
~
•
,
9
.
1
3
・
・
＾
こ
し
且
•
7
9
e
“
P
r
,
9
9
"
J
u
i
l
i
.
＂
3

召

g
.
-
i
i
g
4
g
,
、
i
'
i
i
`
9
.

I
I
9
|
|
I
,
9
9
1
·
i
i
i
t
i
・
・
9
9
,
i
・
｀
i
i

ー
‘
!
,
t
'
月
§
i
,
9
^
e
'
5

k
,
t
"
4
蒻g

甘
叫
極
で
打
・
且
り
嵐
貸
膚
4
g

g
,
．g
r
'
i
1じ
"
f
骨
屑
屑

g
喜
臼
且
賃
信
．

一月
！
•
9ヽ
1
1
,
9
,'

9
 
.• 

9., 
... 

9

.

l

,

，．
 

1
,' 

-
9
1
1
,
＇
，
'
,
1
,
＇
・
・
1
.
，
＇
‘

9
 
.. 
'

ヽ

1
.
l
;
.

9,“

―
 

.3.；
:-g』

.t:;＇＂

-.4ti、
芍
叩
翌
序
と
り
・
i

乱
1

~
~
~
·
~
り
，
＇
」
、
，

＇

4
，
·
L
l
-」

．
9
-
.
,
l
l

ー
9
ゑ
心

9
9
,
＇
_
,
2
'
,
“
1‘
‘
,

J
'
.
9
1
9
9
~
,
•'
·
~
9

,

．f
!

ヽ

一

7i 田 尻 敢

• • ・ •一一 しー ・"・・・・---・・ --・-・-・一ー ー・ • •ー・ヽ... --・・一

笠を作り 1坑根膜の組系品が破壊される'j.；があろ。

造白’,'釈質細胞 1./1には廂菌の1受入を孵炭に見るが，それは恢根端t第に更に多いtiけである。

(e) 悩槽骨 剛：！炉ti• にも相 ‘,1i訊い斐化を見る。 llfJ ちそ の ‘l'l·IJ岱 1こ痢菌を見， 4}細胞に も 1受入し，時

には破骨・細胞を生じて↑｝は特明に萎紺iを来す。 41・髄には抒[1Jlな泡沫組織を晶 し骨萎箱を促すものと思

はれる。

(f.) 蔽jihl｛ 上皮細阻には削歯の1姿入を見る事が出来ない。その直ードに Plasma細胞の浸潤／付があ

るがこの送には珈性妥化は少ぃ。 I灯1イfIt?のRJ哺料，'i締織には廂菌或は池沫細胞を見る事が出来るが僧j1号

にあつても憾度の痙I生雙化を見る＇｝ tが出宋る。この斐化は更に下部の朔楷骨，隊恨膜に行くに従って

高度となる。

〔B〕 舌

舌は正中線1こ沿うて疱性浸潤が多く，時には枯膜上皮が萎焔し滑澤となリ 1,1,!有府が11四／展して全溝登と

して肥原危甲朕をなせる舌を見る事がある。父愉廓乳頭祁より舌根にかけて著明な斐化を見，濾胞の

肥/'j.があり或は萎節を示す事がある。舌の結節は大なるものは直樫 1.5cmに逹し顆粒欣に粘膜ヒ皮

の授逹した結飾を見る。舌尖は比較的槌化饒／虻で，舌の裏面，舌側は最も姜化が少い。

(a) 舌尖 猷症のものにあつては相常髪化著明な算もあるがーー般に憾炭である。上皮には痛菌の

i受入殆どなく，第 1及び第3乳頭の中に齋球をなしてゐる瀬菌及び池沫組縦がある。時には浸潤の岱

乳頭の著肛）な萎約を見る。祁I埓町内に痢菌の侵入及び血管壁の）jB1早を見るeitがある。

（b) 舌側（葉朕乳頭祁） 上皮は斐化なく，葉欣乳頭祁の味皆中には極く稀1こ疱菌の使入を見る。

固有層の内に齋1吃浸潤を見る事がfI・：来る。且[Jち納締織に侵入する潮菌が時には疱球，泡沫組織を伴つ

て島棋状に同有府に牧在する。固仔府の前9|l繹中には！樫度の癒菌を見， J(n1乎壁も惚変の肥｝農を見る事が

ある。筋/!Jには珈菌を見ない。

(c) 舌根（恰廊乳頭郊） 上皮It時には箸しく萎約し，その中に痕菌の1受入を見る事がある。正

叩謂では鈷締箭りの檜殖を見，栢1行「付のヒ中府には高度の擁t生浸潤を見時には恰も粕節の組絨を見る峻

であろ。 Pla,,ma紬胆は正窮に叱見られる。が l¥fast細胞の没潤も見られる。粘膜下には疱性没潤が

非常にit慰度になるが枯狡腔，漿液腺の間にも極く稀に痢菌を見る事が出来，濾）1包中にも哨笠度の洵沫細

胞及び痢菌を見る事が出来る。又筋細胞内には入つてゐないが 1im町に 1速度の疱菌を見るボが出来る。

jE中部を離れるに従ひ痢性 iヽ姿潤が少く珈歯も少くなる。！！命］源乳頭は浸潤の総肥大する事があり，父萎紬

する市がある。誤詞高度の時は味俎萎節消失するもの多し。味沿中に周同、より嘲菌の役入する事が相

笥多く見られる。じJJち味・；府の焚化は支往細胞II:は散在性に，或は痢球をなして， ＇人；枷底細胞にも冴贋球、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
をなしたりして廂菌の侵入を見るが，味細胞中には比較的少く，個々の痕菌が僅かに見得るのみであヽヽヽヽヽヽ ・、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、、、、、、
そo
乳頭周回外界の深部の上皮細胞の中には疱菌の1妥入著明であつて，そこに述絡する漿液腺の排泄管

の上皮細胞の上にも疱菌を見る。

亙に内部の舌誤部に於ては I！裔扉乳頭祁より比較的孵庇で泡胞の肥大各•見，或はその周匝liこも葬財生の

店さ潤が見られる。

故に之等の組織所見より見て，味党が正中線殊に舌恨，輪廓乳頭部に於て最も椋碍を見，舌尖，舌

側が比較的正樅に保たれてゐる堺が珂解し得るのである。

CC〕

瘤性浸潤或は結節によつて肥大する ―•lt もある が ， 多く は潰籾布の為 1こ痰痕萎縮 1こよつて短縮或は消

懸韮垂
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失する事が多い。 I・^ 皮は比ll虹I’jiビ位であるが時には必餡， I1『平化する仰rりを打する。珈性渋潤は上皮

の庫下から高度にあり廂細胞，痢球を見，結締紐の咆殖が認められる。談潤泊j炭の時は濾胞中にも廂

....性浸潤を見，粘液腺の細11砂或は11'i/1を1勺父はその釦！IL作の上皮にも邪菌の1姿入があり，又粘液腺(9)姿

〗-9・： 縮も見られる。時には 1噌秒峨訊絨内にも府財性浸潤の蒋罪：：波及する事•もある。

〔D〕 口蓋扁桃腺
..- ・扁挑腺は釦性褪化 ・I)総1.::／i,E)くする：J.iは殆どない。一紋に屈桃腺はその叫＇ルの紐織に比して叢 I生虻イし

→‘・：著しく控度である。被ll如！j詞してそ のlii]には比較的著明な房砂薗の1姿入を見る：l.;がある。扁桃腺の内

図：：咽＄では濾胞の周閲：こ痢細胞を見るが，比較的上皮に近いb地に多い様に見える。多くは個々の剤菌が紺

，．．歎組織の細胞I’こ姫戚されて，時にはその細胞が泡沫細胞1こ塾 じて散在してゐる様な有様である。 Ri-

9,. ckli は扁挑腺の搬l生焚化は限局距';•Ii位のみに齋距姿潤があり他に固有の品挑腺組織を有すと述べ，田

、中氏も之1て賛し上皮に近き病翅特に多し と云ふ。之等は余の所見と一致してゐ る。但 し田中氏は上皮

丙1こ狸菌及び空泡を形成せるものを認めてゐるが余は之を見ず。

〔E〕咽頭後壁
．痛性浸潤は比較的鰐度で上皮は痢菌の侵入する事は殆どない。その直―FI-：：猜i性‘浸潤を見，時には大

｀ ；なる猫球等を示す小結節を作り，その大なるものは小豆大の結節として肉眼的に見ゆるものあり。こ
5 れ等の病愛は固有屑の部に多く且浸潤は血管の別固1こ著しく， ll紋胞には疱性翌化比較的！陪度で，血管，

;• 紳経も猫性嬰化を来す。深部の筋陪にもその間質／9.::糊性浸潤の及ぶ事がある。田中氏も樅走筋と環朕

全筋との間の結締繰内に瘤菌の浸潤を認めてゐる。咽頭後壁では鼻腔及び喉頭における窟性斐化に比し

非常に聰度である。
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,〔F) 會厭軟骨

ぃ＿ 會厭軟骨 1•こは著明な浸潤，肥／駁，結節或は潰疫，痰痕を生じて斐化を来し，鋏損を見る事があり，父

マ 各論にて述べた椋1こ形態的にも多種多様な斐化を見る。會厭軟骨のIjじ）襄は粘膜の殊に［ti有屈が痢性浸

含、 潤と共に結締織の喩症を束して肥｝昇するもので上皮には墜化がない事が多く，尖繍部では上皮に萎
租ii,

:;.. 鋏損と来し振痕形成を見る事が多いが上皮に廂菌の役入は殆どない。

；―- 瀬性浸if打は尖端が最も著明であって， Bergengrtin,Brecht u. Dorendorfは聰帯面が多く 1交され，

.-;., .• 
:• GIackは之に反して舌而が多く佼されると云ふが，余の研索によれは聴幣面の方が舌面に比して斐化

幾分強い。細胞浸潤，枯液腺の萎縮及び搬菌の1姿入，血管，前1l磯等の廂性焚化共に著明である。脂肋

組織及び款骨膜にも憾度の廂性・遠化を見るが，軟骨に於ては殊1、こ尖端の軟骨細胞が涙縮して軟骨組織

の萎縮を見るの外，細胞内に癒菌の侵入を見る事は殆どない。

〔G) 恨酪帯及び酪帯

ra) •（距諮帯は裸幣 I•こ比 L て一般にやや瀕性浸潤が強い様である。且lJ ち上皮の直下から堵明な浸潤

を呈 し，時には大な る癒球，或は池沫組織を見る ':れが出来る。 1サ爵粘液腺の周囮及び間質／•こ疱性虻化

を見，時に は腺怜内に或はそ の排泄管にもその上皮内に荊菌を見る事がある。粘膜下組練，脂肪糾繍

にも瘤性浸潤を見る が濾胞には少い。紳総及び曲管等は相貨の妥化が見られる。

(b) :.\lorg; しgn i 氏玄は一般に廂性楚化は非常に鰹微であるが，田 I•II 氏は痢性墜•化によつて J\Iur­

gilgni氏四翻！J応症を米ず事があると述べてゐるが，恐ら く痢性のものではないと思はれる。

(c) 翠桐噂ても‘靡阻送（ヒ可成著明で固有屁1こ齋固` 足；/i］を見る事が出宋る。認情か/J認するのは

こ の磨•') 結締謀ら咽庫 1こよる。又；扮組絨の間の結締織内にも rlf成著明な廂性斐化を有する ：-it があ り，

多 くJ.)小湘球がlik化する4'；も 見られ，翠脊肥＇佑こは ．之祢 I)lifl質叫釘直も協力するも のと思はれ る。路
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廿 尻 敢

1府の筋細胞内には痢蘭の1必入は見られない。

CH] 迷走誹経
辻走IIil|l統 1 .［胸湖；に於て鐵ti,t}lij民以下よりな澤枝に至る部の I」Bi，j. を見る＇j,; 多く，光「l1 先 IKI•こよれぽそ

の頻度は， •191 f卯lI4 1；；る でそ の中加l!l]のIl叩は 4？るに対し布i！開は 8り努，紺測共JJBI昇せるもの］2クるの
比である。

之等の閲化は喉頭，咽頭枯I]りとの間嗅に絲打をする網紐紺退たるにJ[:らず，獨特の好後部位と認めら
れる。而して左{nlJより布il!ljにより多くの病是をよ合するのは，布間は左側の如く団）/．ll辰弓及び希應頸動脈1、こ
密接せず， 1、nつて大枡/j底及び氣管の"1’'t部にあって大If<）I脈からり[I翡ifがあるのと，交感liIII(f影1の吻合が左よ
り緊きによるにあると云ふのである。

(a) —’-．喉頭軸続 ．t．喉頭紳終も II「成高い頻度に1J巳厚を見る。舌骨甲脱：ik偲の箕入祁の内外に於て
麟状に11碑してゐる。この上枝は喉頭の粘膜に分布し，り、II條を 9i]り，下枝は下咽頭牧・紆濶j及び環朕

叩｝；筋に分布してこの筋の述匝I]を司る。

麟者に1罹々喉頭結核が合（北する事があるが，この際I]［成高底の利滋性潰瘍を打してゐても，該祁
の痛みを左程訴へないものが多い。之等は痛患者に於ては末梢的にこの神紐を侵されて，此の部の知
覺を失つてゐる噴を知るのである。又咽頭枯膜を刺戟して絞据述動をおこさないものが多いのも之を

證明するものと思tまれる。

(b) 下喉頭¥rl1紐（迦蹄帥恕） 面輯噂，結節癒1こ於て此の訓l網の肥｝9昇を見る事も相雷多く認めら
れるが喉頭の麻痺1•こ梱奥し，且疱愚者の膝昔吸暉の原因にも大いに之の利鯉の脱痺が闘係あるものと
息（、まれる。

結 論

(、 1) I:！腔及び喉頭は夫々痢の好疑部位で相祁塙j率1、こ病随を見る。夫等は何れも獨立に罹患して秘
腔より，咽喉頭が連綬して上行或は7惰的に侵されると云ふ椋な事はない。郎ち最初には凡腔が1癸さ
れるが其他は何れが早く 1姿されるかを駈言する事は出来ない。
(2） 口腔 I•こ於て口且点の正中線に近く浸洞或は潰瘍が多く来るが，之は血管の末梢部位であって血
流ゆる＜，疱菌が仰濡し易ぃ総であると考へられる。

C ::） 酋牙は一見｛建全に見える質でい！［続的に見れば，上顎中切樅のl蹟近には痕I生褒化特に著明で，
ード顎及び小大1珀噂1こ於ては非応こ虻化が少くなる。

臨床的に見れば臼瞳及び湖栢／j農湖域は粥棺萎紛iは・健康者に比して多い椋である。
（！） 硬 I•噂と紗江1 芸の泌界，；和こ i’•1国を見る事が多い。又浸潤潰瘍が吸牧して策痕治療を来すが様
昴郊1、て白色の放線：Iたの鍛痕を生ずるものが多い。

ロ益の雨/l!lj及び頬の1li．仇面は1妥される事はない。

C") 舌は正「ド線rこ近く浸潤，稀には粘節を見る。又上皮が萎祐して伯11T府の渋潤で！l巴歴せる↓！［ち
滑澤で且他甲状をなせる舌を見る。舌1:［しの萎縮も認められる。
(I}） 舌の粛距唸洞叫＄，味r/i1/1緑，味凶に嘲t生支化を末l_．て味岱l収爵を生ず。味乳＇：中にも疱菌の伎
入が見 られ，周園の没潤の為に i薗 ''が萎縮， ii哀する喋もある。 1危つて大骰1：：．於て苔恥息者は病朕の市
きに従つて味墜1閃打球が等明に現1まれるが，前1l応瑚は結節痢に比し味認院碍は少い。

C 7) 稀に指性鈷節性紅斑が l~I 苦枯餃 iこも §を生する市がある 。
CS) 鼻腔の｀｛領性焚化の揺1.::1こl益骨に穿孔を来して硬1:1苫中央部に米粒を迎ずる小穿孔を有する患
者を認めたが，；とは19［成稀有に底するものである。
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(9) 懸咆雨；tI I船：と共に1必され，；心潤，潰抵の総1こi位にはii'/失 して 1.1恙：がロ ーマ式アーチJi'クをな

し，頂は硬 1こ1ふ望に逹するIii，が形を晶する に華る。

(10) r::1澁弓は種々の形恙を示すが特にわfしい例は1,・1¥if灸1こ1森1}が柑接近 し， ・人LIi,99,1Jの1灸邸‘；と¢.)接

合部が上昇して，餃躯＇•しいこ ii'，'/i ご i戯餃を生じ，更に ·妥化すればその蒻閉装と後 1: 1 乱＇，:．心が合 して 1!i1 形の窓を

形成して町麟Jち外訓路と 1-Iiifととがil計性l))澤物によって許し．く侠くなるのである。

(11) 咽頭l.t,：氾性"ik［叫；；ミかす：な斐化で，その他磨J鰐 1}訳， i1,t嗅 ！kを見る事もある。

(12) 喉頭は合訊炊骨が後「11¥して，その尖燐が1灸他に接近して喉汎＇（検森の際滓僻の検究を許し くIIL

.，碍する。會厭 •i;屈＇］・ i 、訂ぶ'，1 の総に IJ且 ）＇公し閻ii し 1哨々の記形を示す。 又砧節，潰樗祢も 19［成多い。

< ・・ (13) 痛性浸詞叫り喉頌枯股l」B)＇；：泊j炭の時には喉頭｝丸窄を来し，殊1こその際的'i虹［水ll飛を1半ひ iIJ`成、筏
性＇•こ呼吸困難に 必（まれる＇iふがあつて，かかる II茅は氣控切！片J 手術を必要とする。

、・ (14) 氣管切間を行へば喉頃を休息、せしめr'［成述かに没潤が吸Jj父す るが，その際頗面の畠血性の浸

潤も消退する。 llij して喉頭入 1こ1 部は鋲•!J足 i紺点を秤み，極炭に搬痕牧縮を来し，小孔 と筏すに至る：lt が

ある。

(15) 葬音I吸闊這．；紐＇：こ多い。痕 I糾事の応環防噂）J： してfl見路を芯起する事もあり，或1頌環

・, 尿帷頸籠痺によるものではないかと思はれる。

(16) 降帯はii’詮桝脊よりも扉／生庭化は幌度であつて， J¥lorgぇgni氏亙は焚化殆どない。

・(17) 以上の喪•化は紹節廂の焚化であって， /1)1/1；恕荊で 11暉那による変化，特に念性噌悪の際に一時

を 的に多少の延脳廂痺を認められる事がある。

,':, (18) 迷走紳緒は恋性畏化の総1、こ「＇［成高率に肥原するが，その分技たる上喉頭訓I総及び廻峰訓l鯉も

それぞれ固有の部分で肥）昇するものあり。

臨床的には咽喉頭の枯膜の知壺麻痺，且倍醤IIgl！罰筈の迷走紳繹の麻痺による祐果が認められる。

氣符及び肺の瘤

肺臓の御堂斐化に就ては Babes氏は肺の疱は稀でないと云ひ， Bnonll',Dontrelnpont u. ¥Ynl-

,,ters,.Jean~elme 及び See の賭氏は．＇とに終成し て ゐる。而 も Bnbes, l¥Ioscnna., Rikl i氏は 1炎jii艮的に
,..,ゞ•一

.・‘]は正常に見ゆる肺沢織内に瑚菌が謁朋出索ると主弛 1...,-）『；|11,,fo:rnselmc,Lie, Uhlenhnth n.'¥V侭 t-

,, :_phal, Wise,料 I卜を硲の諮氏は．～とを認めて!.-,応

．． 之に反し， Hansen,S,・nμ-liosi, Brnt7,or, Nciser, Leloir J\I•ま肺戦廂を疑つてゐる。

叉結核の合俳に坑ては Philippson,Arning, Schi'>ffer,光Ill,Babesの議氏クト諸學者が唱へて 公る。

余の成紐に於ても ，合，．禎息者の牛数以!:.I類翡樗の合(itを疑ふ事が出米るのであつて，氣僻ヅ奴戸iliiぐ喉消

核の好疑部位に 1，さては純悴叫籠i•生虻 化を求めるのが，非••立に囚燥な噴である。

尚ほ．ーとを陪剖例について見るに，本li:liこ於訊切叫り名剖に付したる：iSi列中，仝然肉眼的に和'ii冴を認、＼，，

得なかったものは， iやか lO f1/llに過ぎず。 大島療滋I ii長小林1.9炉卜の研究によれば，心岡中 11[li i•,’i}奏 の合

併なきもの 2Si対（l：蛉嘩廂 lS名），全'k病院にて大正 15年より昭和 7年までの1i鱈ljf,iU:17:2 i哨・11,!Pti:こ

結核性婆化を打せざるものは 12．う例(I,.J'1，’i節瓶 lII3例）であつて，：、とを見ればその消息を企IIり1ばるので

ある。

それ故多くの學者：バ令（i［症内に疱性之化を見て 1iih廂となしてゐるのである。例へぽ B9)1¥omel文ベ

Babes氏は1iii炎の的心内に1領薗をみて駅禎となし， lりryckmnns氏は 雅氾者の肺i:1事を ヌヽ て肺痢とな

してゐ るのである。
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余は中笠皮以上の系，＼節御：：： して仰：．9[か―＿対，l知）合(i卜なき 5•（刈につ き ， 氣秤如｝哺iii の約判！ を桧したので

ある。
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桧 査 虐 見

第11列 平甘 内 か此，命'ifi噸，「！喝S:/.'l:.，知rり後 9年，斜節｛麟症後 7年

箪：J疇隠I 却麟

解剖虚見

1. 頗而，叩環性伐洞ややj｛藁にして， 0叫enlが令身＇にある。
ュ． 咽疇ゃゃ疇，証1i；乖短餡，舌顆記lい合厭は俗鉛し尖蝙it't}位となり赤色 ．＇）穎 ：t｛,•を示す。即'i;a

は/l吼限する。
::. /Jin: 左肺大',!；lj 「（jに限 9月性の紺忠なく，腿するに，多禁の池沿I•詞譴を出す。布lli/i 大： i［国充
血。

1. 

顔微鏡所見

條帯直下

(a) 士皮には糊菌殆んど見ず，虚々高度の充血を呉する。

~b) 固有膜には1喩＇：：比しては，直悠度なれども痛II攣化署明，顎細胞を作る。1、前に至るに従ひ，
高度の町性斐化を示し殆んど皮府の高度の浸潤の如き欣態を見る。郎ち非営に大なる Globiを生じ

癒't1締脈炎を品する。血管の周団にけ特に浸潤強し。

(c) 粘膜下組絨 IJ:[,',•I 有 ll従の下屑程高度ではない ， が 可成著明なる焚化がある。氣管腺の周図にも

多くの菌の集附及び空泡細胞を見る。腺翌細胞内にも 2,3の即菌を證朋する虞がある。

(d) 筋織膜の筋淑糸化の間 19：：底jを含んだ細胞を見，
又この部の毛細血管，静脈の周園の組織球中に

＂引菌を見る事が多い。

2. 氣管中部
程鹿は少いが，（1) と殆んど同じ朕態を品す。氣竹慕整細胞内1こば菌を見ず。 iii1質には少数なれど

も周固に於ては可成多数の菌を見る。

軟骨膜中に菌を含める組繍球があるc

3. 氣管分妓部
受化は非常に少し、が，固有jI知の下屑 I•こ於て‘町1級及び廂菌を見，時には齋I•生脈脈炎の形を見る事が
あるc 氣智支腺の尉閲にも 11j成の癒組織を見，瀬菌も多い。腺の間質には廂菌を見るが疱組織は作ら

なし ‘0

4. 肺 l・"J部
(a) 固有捩の1尋 i締織：t」に，特度の1恨細胞浸潤応環菌を見る。これは血笠の周園，時には O¥l

管 と蒻係なく痛菌の希詞潤する有採がみられる。

C-b、麟 Ij葵にも組緑球に合それた比似的多数の痢菌を見る。諄脈内に Embolie朕をな した疱菌fill
をみる。

’JJ 9 1 r• 一Cc) IJrli l"H',I；疇睾をみるに， ：1̀＼且,. •砂；知の周田の屈LJ！総内に痕藉を見る事が‘ 9 1 ;，ヽ0。それは氣行支牧骨

ょ1J内部にある前車繹内に特に多いc

(d) !JIli門淋t叫l只内の血'i'i罰中に廂歯を見．バ咋『［内にも痛細胞を作る虞があるc 炭分子を有する細

胞が菌を合み忍璃細胞に腿ずるものがあるc

ll韻"l部より 3cm程内部の発遵文• L
J
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• ここには殆んど靡i¥i を見ないc II{｛扉1/1終内に小数叫釦討をみる。

6. 肺臓末梢部

9ら 上葉，中葉， ―l羹多少の差はあるが • 1-kに郷'.1:聾化が認められる C, 1領菌は 1個の市もあり，数fl,',Iの

＇ 事もある。中には数fl,'，1(/）窄池を した細胞；が411妬っ て 1心pl̀9911＼
を作る ものもある。空池細胞であつて，

ー、 合炭細胞よりなるもの It 炭分了·は），i•Jr"?I におしつけられ ， r］1:9.::Sml:m IIIで梁色せられ る卿1行肋怜で充

•• される。その侶i•こ細胞 J) 大きさも元の大きさ に数 i,＇やするものがある C, その他祖織球 よ り由来する空池

i • 細胞もある。而し て末ti'i ；席に 4窪るものは，必ず毛細血智より；fiil-¥j が 1必入して 「．cprom 1.::§を泌するもの

→と思はれる。 Leprom り ）くささは OJJ- 1 ,:; —,． l) ~.'j llilll 以 I•J .::i立するものも1妙くない。その内祁の昇月菌

-·' は破捜された朕態にあつて籾 I-•ダ｝l)；を呈す る。 Lcprom の）l.j園は結締織が多少の培硝を見せて ？、ヽる " TI,I

径5mm程 I/)氣管支II)9，次骨， 1紅瑶j系ll忍他の外側の結締徽I9,・Ji.＿珈細胞／女び数個の
廟昏iを見る。

.:: 第 2例 樹サ 9 .12歳，結節疱， l’:j度，係を甜後］：：年，結節・
｝祖彼症後］3年

9:..- ［臨床診断〕 咽頭狭寒

解剖所見

1． 會厭は屈脹1昇さ 9llllll Iこ逹 l.，その後而及r;.仰i伐洛帯
は1領性没潤の総存I_I咽を来す。 i釈在では殆

んど transparentの浮／j飛を吊する。

2. 肺： 左肺硬度款，硬結なし。 tiEするに池，’料生賭液を
出す。肺f"］の淋巳腺は Anthrak(）SCのあ

^•一．··- る外，限局性病虚なし。布肺は外見加）：；［国祖i/i と同漿，限局性の約定な L 。

醸微鏡所見

1. 膝僭直下

固有膜は比餃的没洞硲庇ならず，然し氣管腺叶非泄
・i『'／）．上皮内に少数の痢菌をみるe 粘膜1噂91鎌1こ

荊性浸潤高度， gll ち空泡祖徽 ， 餃性炎船性鯰化，卯 ち淋已球， Pla.S lllfl、細胞の没潤， 痢涼 ， 汎随 •i宝瓦大細

胞等があり，殊iこ氣智靡‘9周困は殆んど‘空泡組織
で充され，殷細胞J)中にも小数の菌をみる。筋織嗅

・ー に於て筋の結締緞及び組繍球に瑚菌をみるが，筋
淑紐lンりにもそ の延長に従って小数の藉の祢 I「'．する有

様が見られ，又氣狩恢骨膜にも稀に荊l.[iを見る。

2. 氣管中部

(a) 固有膜：こi．悶性炎症'i嵐芦化，臼jち淋己球応）： Plas111:1zl'
lle11り筏潤あり c 多く ，． ｝祖裔ilじ）：生泡

細胞を見る。

ー、．ー (b) オ／i膜下系I― l媒； ，：は名'i!•桜やや l氾ヽが瑚i~：咆化があ 1J, 1幕に至 るに従ひ訊符腺の周間には 猪濱I

てー が破攘されて少<, 9崎i1,•-il此淋巳球及び PJa s m:l叫 l e n が多い．

3. 氣脊分岐部

固有膜 I•こに '.','. lj 合に使 （砂 <,.li誤 1渾織に It 前は破・：えされた恥迪で少<. 1紅性・紐化は高庇 で ある。

可成大きな静脈にも瑚t1蓋限炎の有蒻浅晶して菌を布す る
創 ‘K焚化を認めるc 又氣管文I！衷J）)，a.J！洞か結

締織にも瑚性翌化がある。

4. 肌Ii l"J 綿

阻聾1：：：似く少数J.)珀憚il炉芦譴細胞を見 芦 枯l炭l吋：n.器，い知事／l恥店」
崩に応噂及び譴iHr,;;,i 

多く，即諏抒にも曲を見，時には可成多数梨合している。又こ の部と卓虞 I'~ にも崩在i を認めこ＇片が

出来る。

5. 肺殿末梢部

肺，肋捩ドに /I[／，せ大きな生泡iil{,iiしを見る。 そこには破壊さ
れない荊菌が極めて少数に見られ 石結
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和詠＇，しも多少の摺殖を見るか ，IJ,li懺I9,・ji＄には散代1生に Smlanlllでそ 京る郁細犯が見られる か粕iょ殆ん
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第31列

|-！)i;1れ診埒J

屯布 o ::o旋，紺iPi,j)祖，翡炭，§をがjft’: 1」年，廂，り竹i疱りを症礼':::11, 
珈li寝蒻り

解剖所見

I. l'E[ 頭及び喉頭 1：：疱性楼潤あり。殊 I噂lil(Iti謬'J (/）釣這縮し球朕をなし，喉頭(/) 淡潤と •-［＇；91ど
な り，中央に直匝 :2.G llllll＇ヽノ Rnpt11rg:111gを残す。
喉頃の内祁J女び婢伽徽裟及び喉頭箪共に没潤，！輯和グI;:¥Clll位のliijは瑯性汲洞の総允・爵lする。
::. !lh/1槌に萄沿，:なし。和1ili麟記：t,限局性病屯なし。氣管支1/ilj促o.B.，氣笠支淋巴腺 Antrakose
割面().B.，！i座炭に elllphyscrnatりs, ltl§する 1 、こ•if2 沫 ’l咀漿液を出す。左/Jili (I)JJili 『1部淋已腺弛< ll面）＜し直
在：： cm, 芦ili •—般に atelektatisch，限局性病定なし 。

闊微鏡所見

1. 氣管中部

(a) 上皮殆んど痰常なし。

Cb) 固有膜： 上府には愛化なし。下／合にも荊組織は割合に少し。 oh管に沿ふて浸洞がある。虚々
転度の＇慢性炎症性の塾化がある。

(c) 桔膜下組織： 氣管支腺の周園の結締織に1iJ成高炭の痢組織がある。腺樫細胞内にも少数の廂
藉を見る。淋巴結節内にも廂組緑が可成焚逹してゐる。

（（1) 筋絨）艇内の組紘球の中又は筋と筋との間の粕締省ん中にも高鹿の癒性虹化があり，又小数の痕
底iiまi骨平筋内に入るも，軟骨膜中にも癒菌を見る。

．2． 肺I"］部の氣管支
(a) 固布誤の結締織内及び氣秤．支腺の周犀 l,2 fl,,；I,又は数fl対の廂菌が絡合し，組織球の内又は
細胞外に散在する。然しその数は少く，一切｝環本内に l,2群を庭を見するに過ぎず。従つてそれ以外
の墜化は全然認められない。

(b) 此の部の紳緯内に多数の窟蔚を認める。それは前1II詫祓絋内にあり。 SudanTllにて橙黄色に
染る。豆攣節細胞を有する爾111総内’こ廂菌を認め，且訓I総節細胞内にも荊菌を見る。ここの筋複紺及
び結締徽内にも少数の痛菌を見る。

(C) 肺門の淋巴腺1こ痢菌は殆んどない。

国） 肺門部より約 5cm伸肺臓内加）氣笠支及びその周園を検するに，［，!rl有Ii岱及びその他に痢底1を
見和又訓囃内には殆んど刑薗がないc

3. )Jili臓末梢部
Sndan IIIで染色する のに，柑］質に少数の集合せる痢細胞を見るが疱菌は殆んどなく ，飴＜糀かI:
歎捩された菌を見るのみである。

第4例豆l吋 ＄ ：NI炭，副訊；1．中年度，夜約後9年，紡節痢焚症後 2年
国末診既〕．n，'＜n,llii;s 

解剖所見

1． 咽頭は幣赤黙褐色を呈 l_` 痒虞•性少な L 。 'li'il抄むこ i;；；；小な 級糾．ttf府を見る s
2. liil繊： 癒；i＇;1ーさ し。訊Ii: J_｛噂充o'Il,「ボして直腐を抒出す。 IJilif"jiぶ淋巳腔 o.B.加炭だ恥
llih結樗・ほ し。布肺： nte¥0kti,;ch"'：滋闘鳴箕血．そ の他左＂市と同i-，心 肺，肋成・icI喜'『:出血あり J
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~a) 上皮には空泡細胞を見ろ1,i．l：籍1i；なれJじ， 11¥i:/砂1祖'iiがュ，．； fl!，I,j咲く稀1：は珈球 (GIりbi)｝快 を

］して寄生する上皮細胞を見る c 悲底細胞に も猜箪lを見る。

bぅ＇固有膜は一般：こ結締謀井渾iL,.!・./；叶u，部分も瑚t[l辺化と｝1,:： ：餃性炎紐tl：の翌化を示し，淋ヒ
びP.lasmazel!enの；受潤を 見るし : v)夏化は 111/［子に蔽も強く，氣笠靡＇ ）排泄：作にも少吸叫 釦紺を

蒻にはその中の 粘液 II·I にも麟i を 見 名 '1 ,；•あ 1) 。 _ 

膜下組織は{,I,1有膜より斎化、て'i・，:11生炎症性焚化を1半ひ，脊訂射及び空泡細胞を可成窃駆に認％

る。氣管腺の周間に高炭叫釦!l系沌があるが， J！i濁内I'.は殆んどないc

．粘膜下組織の肘1ご於てモ細血狩閲llに9ド池細胞を認、iいる：Jふが多し ‘otnち血1『(/）関園に泊ふ

函だ症を呈し， 裾性静脈炎を起した（役を見 る。

配 筋繊紺内に菌を合める点II.縦球を見るc

」、.）・軟骨膜中には少数の麻lを見る'J・;あ l)C, 

氣管の中部

う 上皮には殆んと靡底iを見ない。
·• iう •固有膜は上暦の 部分に於ても 1伐性麟．；性焚化及び疱術を認め，毛紬岬搬には窃に菌を見る：

ぅ ＇粘膜下組織に も血秤：・こ沿ふて＇沿性炎症性愛化を見る虞あり。又結締織繊紺内に疱菌を合める

；＇を見るが，筋繊維及び款骨膜に於て i心とが見られる。氣行・文腺は周園の組織に疱菌があるが腺

たは殆んどない。

とに於ても血管墜の細胞に底iを見る：J鐸噌である。

． 氣管支分岐部
, a) • 上皮は殆ん ．ぐ愛化なし 。

:b)．固有膜の下層に於て血特に消ふて＇怜性炎症作の愛化を見，！/i,炭 の疱組織を認める。又結締艤
こは少数の痛菌を合んだ組織球が散化してゐる。

；位 粘膜下組織には僚狩支腺の間買に於ても毎常見る如く菌を認める。しかし餘めて憾朕である：

．̂)`款 骨膜中に も菌を合んだ細胞を認める事があるc

；：，肺門部
化は極めて轄微であるが痢菌の応閏を認める事が出来る。これは常に柘1有I炭及び粘膜下組織，殊

管支腺の周園に消ふて見られるe

鯉中に糊菌を認め る。痕菌を合んだ紳認 ，’： 氣秤：支恢 ヽti• バ 内側を迎つてゐるものに見られ，そ の外

りもの には殆んと冨忍おられない。

,5. 肺臓末梢部
ぷぶ＇可成高度の充血を来 し．令務として殆人 、『妥化なく，；i'.lj合i：大きな氣賃文周園(/:)＇践屯［内に瀬球状をな

”'庶 る癒菌の策暦］を見るが般に虻化は非常に 1麟 で'7cびノ印噂も 2il9,；1以．I．．集合して ゐる（I)を見な

八心肺胞周園の間質内に組絨球／げ合炭細胞に 1／えられた療菌が偉こ ＂（」•: 化するのみ。

綿括

氣管の擦性愛化

氣管：こおけ
る瑚「喜 化：；凡鯰 1廷びl凱応：淀化ょ I)一般 i吋哨度であって，氣岱')ード部は上部に比 し呈i

常に胴這化少く，氣怜分岐郊 J :J，1‘• 9ゞし殆んどr.！：JIIl｛的に是化を 認める •K‘· は 出 来ぬも の で あ る c
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l． 糸i［1祖'l；・とき化の肉眼的J）こi:Tr.る斐化は，泊'i色り齋I’’I：註洞がi．し1f；り）枯膜 I‘.i、-．透見し得る＇！；で ある。
こJ.，i,心；潤が吸JI父すれば駁痕11.kを吊するれも見られる。時には弗1'炉字をおかした浅 vヽ荊性潰：I品が加序の
上l̀tl｛市で）しぶ＇ドがある 。

ュ． 組織的に桧脊す る 1―• 9 

氣管 1：皮細胞 I 請祖楳i (/J‘，令＇ •II:．する＇ドは非窃に稀であつて ，払．入し祁で it 11かとして~, :;.!,'f{j又は廂）’．I<
を見 る・・J;'.i)•ある。

｛，廿1・イj膜はヒ1件， ・ド／件をl.：砂JIJしてみる時その翅化は北だしき秤l!J:：JJ相逸を示し，ード）f，1は l・,9囲に比L珈
歯漆潤依常に弧く，氣竹北部では'i合も結筒叫采1こ瀬菌の没潤，空胞細胞， i疫性炎紺i生の逆化，部 ち淋
巳球及び Pl:tsmazellenの汲潤をみ， ；Q穀性甜脈炎等を示すりであ る。元求廂薗は．t．皮細胞にはあ 宅
り寄生しないものであるが，氣認I塙及び中部に於て氣符腺の排泄符の上皮内にその 7、ylindcr叫こ・
抽 I••こ沿ふて猜濯i が並んでゐる。 時には非常に多数の痢前があるのは拠味のある •Ji で ある。
枯膜下組織1こも固有If）'砂下f酋よりfi']々 程炭は少いが箸明の痢性腿化を示し，それは殊i、一．結締織内殊
に血狩周園，氣管腺の周園に多い。

滑平筋紡織間に於ても糸11鎌球内に空池及び廂薗の含まれてゐるのが見られ，又滑平筋内にもその延
長に従って多少の空泡組織及び痢菌を含むものあり。明・..It氣竹嗽 rヽi・ 11葵中にも極く稀 I•こ少数の 廂蔚を
見る事が出来るのであ る。

これ等の廂l•生焚化は氣管—t部に於てその菱化晶だしく，下部に l)l くに従ひ婆化の度を滅じ，殊1こ氣
秤分岐i＇陥以下では極めて哨釘度となるものであるが，窟菌及び空泡細胞等の痛性墜化は固仔膜及び粘 lj槌下組織の血管及び氣秤支符の周閲等 1こ消 ふて下行的 ••こ茂潤してゆき，懲底 1/) 姜化は途に肺門部より祇
秤支を通じて肺戯に及ぶのである。

肺臓の耀性髪化

肺門祁に於ては前辿の氣待支の斐化の辿綬として，極 く少数の廂菌及び空池細胞等を氣僻支の固布
胞及び粘膜下組織内に認める＇括が 出収るが，この病褒は肺臓内にあ まり深く侵入する事がない様であ
つて， 余は氣管支に沿ふて5--Ccm以 t̂．の深さにおいては殆んど姜化を認めなかった。
然し肺即 ';'[IIこ於て1t，氣管支上郊においても勿論同様であるが，氣管支と共に走る紳網内に翔菌の
校入を認め る事が出宋る 1/)である。 1領菌は在髄又は無賭miIIl繹繊紐を問はずそ 1/)介紅梢軸索内にあり，
粕節痢では時に殉球を形成してゐる仔様をみる が空泡細胞 を作る 1/)を見ない。又i1i11,繹節細胞内にも 1,
2 ・ilhl宛1/))龍菌1哭入を見 る：］もが出宋る。 而して氣管支恢ヽ竹を塙界として分けてみると，氣管支軟骨の内
問にある祁li緩は外側にある紳終よ りもう窟菌の1妥入が特に著しいボも特箔すべき市であ らう。
肉眼的に尺肺臓内に他の臓器に見る如く結節を昆る噴は1月雑なものであるが， 粗織學的に みれば肺

戦間質に疱菌）女び空池細胞を見る •,．ji' は困難でない。郎ち 1閉質 l勺 の 血管内皮細胞，組織球，合炭細胞，
極く前j：こ脱落したヒ皮細胞に描瑕せられ，痢菌は l,:l if,¥I,或；：致側，時には (;lobiの形をなして，7.,)る
が，痢菌は宇ろ退行鎚性をなし顆粒月）；咎；を呈 L,Lipoidを生じそti池細；限を1'「つてゐる。且Ijち/Ji加）廂I’'t
小祐節 (Leprom)はl折<"-'anき瑚薗の作11JによつてIlぐ：ずる Lipoidを合む空泡細胞の集間のれで，例
ヘ少数でも小結箭と 云ひ得る I/）である。面も大なるものは直f<iiO.OS-0.1111111にIとぶ'1i：が柑少くな＼ヽ のであ る。又間府には 1陪度 J)結締織の Jfi殖を見，淋巴球， Pl asma½e lle11の淡洞も極<i堕度である 1J砂i
られる。

考 按

傑 iJ認訂麟ヽ柑Ii殿に至る宅なる緑路 として：： っ/) •過程 を考へる 1鐸；出束る。
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1し 上氣誼ょリな岱 ，’i、国文を辿じ、こ'iiる祈，が路c

2. 柳紐:.:沿ふて依る企渭各 ゜

ふ 血流及び淋巳流を介 lて末る練銘゜

:; (1) 即菌か喉以叫•[,i ,：化 I ―迎紋しア 1ヽ． i[ 的 1:f'之入す る：れ は， i噂 I ・，心I; I~ 1祖む：諷f噂く次第I:―I<i席

~Iこゆく に従っ て f襲 i 、 'ij くなる I) 、， i9,1 イii)岱， 1/ilJ悦 ド組織に｛；辿紋！Iりに寵l'i文 化か見られ，従ってそれ

う‘;＇肺門部を通じて肺臓て咲ろ 'K`•IJ: ［/)］かであ る＇れによって知ら れる C f:なし、この和路では虹化の及ぶ範伽
,,・:・.' 
集t肺門部より氣符支Iヽー＿，：ャ ：、て数 ClllIこ泌 ぎないe
討i•. t- ．． 
波沿c：ベ・→

ぢ、．，.．で
(2) 肺巌を支1討じす こ吋Iii叫交舷叫1紅及叫哨交感II小紐（山馴II絆）で， 1i,hl"1沿1ご於て）前後l)i/ii11:/1終晶を

-）, 

作 ＇：り．，
祖々 ・と これ等より分敦 l、た119lli総，域糸Itが屈Ii戯内に分布し， ti：に気讚支如Fl耐空に消ふて走る

のである。
.・・,'. :・; ・・.． 

肺門部の氣管支の刃附 I•こある紳網を使 ‘0:I・軟 骨/;:-よって 内外雨祁に分：ナて考へれげ，外部では結締

狐の内に多くの有辿，無託i/）,,,統叫1i;かある。そして無髄薮維は→との方府に走らず淫1こI!fl腔及び氣名・
t；．，又―・• • 
玄腺1て逹する。布髄紗舒i;！．:-合．讚支に泊ふて辿松，．ー＇とににな讚と [ii• j 様に熱数の交惑帥網節細胞を 合も•も

ーのがある。
-<:'. 

ら．，・款骨内部に於ても 'ikヽl'i・及び叡11紐の間に無髄如）；、イ叶蒻1/1総あり。主に氣管文／餓'.::1））く のであるc

9:；之等の紳繹内には nJ成多 くの痢菌をイ［し，祠翻祓維内に於て痢球を作るものもある。主に散（i:してr.. 
弓..．←

来 り，前述の通り外部に比し印；•ドには JI常に多い。これけ内部のものは脊月菌の源泉地たる i,'iltf膜 父け
均•
•和

氣管支腺周園に近い総であら‘つ。 i対して尿1/1認iこよつても刑菌は氣管支刷関の痢菌 と同様あまり深部迄
. 』•:,

は逹する事がない様に息；これる r

；．紳網刑でも多く見る所であるが ヘ9,I、の 1例の利I鰐痢，患者のliili臓において，他は全然薗性塾化なく似
管支周叩lJち軟骨外部の;pi/I総 1：：於て III,'，1の癌菌が紳緯繊維の内に潜入してゐたのを見た。これば明か
i:・ 

に肺殿末梢部より来たのでな． ＜，李ろ上部述走帥総より来た も9')と思はれる。

. （3) 肺滋は血路 l:1J心
:—<.. 4、るi:/!l紺7因慰過される虚であるカ~ら，痢薗も 1；店誠に来る：Jふは霜然の出であっ

．て，肺臓の末梢祁血液の流れの述炭しク砂ヽ如、：於て血管壁に引つかかり簗殖するのである。 しかし疱

渭iは運動してゐる職器で ，^S ．ff,'.<：
：ヽ・• ・ ふ哨する惰が[{;1難であり，且阜く老朽する のである。 抑ち呼吸迩巫りにより

絡ぇず運動してゐる］l;fi臓：：：，窟怪iの繁｝麟に適 Lない腋陥である事が想f象される。

9し；と肺臓で！i．血管内皮，組；.凡球，合炭細胞，ご合支れたる痢菌を見，又生池細胞を作り，時として小結節

危 ．；形成するが，之等の疱刷凜紬血竹這 1J滋潤するものと考へるべきである。
でで

心 叉肋膜下に痢菌， 生泡細胞，時に小結節を見る事があるが，之堺は肺腋内予，1.＇より淋已系路によって

冽ぐたものであらう9, C 屈iif’'靡の淋己靡’渭霞'i'kも199J椅であ るc
,.・・ 

t, :.• 9 

. 案者節齋•こ於て肺殿；＇） ＇＇が、’· '1'. . ＇ ，9.L 
匂 心fL,-9.i：に血烙によつて＇柊り，齋j涛：1'i酋jと｛，/るに楽る irfhi牌 J心呈化を

示すに至らず。 iiil鵡噂，塩紋剤1こii痕；1．：呈化の末る 1,;・はな＼、の

結 論
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-T・
1:1 の 疵

濯J西愁ボ第 •1·1 り姉 (11/{T-11 11年）」

緒 論

廂叫岨麟f)：fi，盆床的心と化を出迅・する最も 1鍔な恨l応をなす心り ii：病咽である・Jat論を保たない

か ，そ "J病咽は我國 I•こ於てすら中 々統一されてゐなし、 •Ji· は誡に泣悠な ：J:;. である°しかし蚊近になって

次第に病瑚も漸く認，団；しが深められ，光 Il1)L• 4•:．；小 iて ik されてゐた：｝列＇！に分つ、ほになつて来たりノであろか，

そリノ分類に於て光田氏反應をもつて なすべき');;.を史にj秒Kしたいのである゜

愛生園に於て 1l33例，内結節嘲8;！！例， ilil/1総咽 319例，斑紋瑚 851列に就き光田氏反應を桧したの

に，結節漿に於て陽’1:1を示したもの 1.7劣，紳総斑紋咽で陰性を示せるもの 7.9%であつて，病判的

桧索 と凡そ 92？る以上の一致率を示す。それ故に外見上＂J斑紋，没潤，紳繹症欣等の淡然たる分類より

もその正確さに於て姦かに像つてゐるのである。學者の光田氏反應と病型とが我々のと羮なり更に高

率の不一致率を示すと主張する人は，その人びノ分頻が病）・り1糸ll織上の病型分類とは異った分類をなして

ゐると認められるのである。而 Lて，余の公ふ光旧氏反應J)界常反應も梢細に検討すれば夫々意味が

あるのであるが，論題と直接梱係がないから割愛する゜

尚光田氏反應囮性のものの内で結接様斑紋のあるものに限り斑紋別と公び， 1'.1斑は利I鍍型に筋する

クである゜

さて，舌の瀬を記述するには 1こI腔の痢を略記する必要がある゜

ロ腔，鼻腔，咽喉の疱性愛化は主として結節型によつて示されるのであつて，柳綬型は知梵腐郡，

判i)炭，筋肉等の萎縮を起すのみである。

結節型の i.:1居は癒＇性浸潤結節が投生し，潰帯，癒痕，萎船を示す等種々 の斐化があ り，大骰頗面JJ

皮府の斐化と平行する゜

硬口蓋は正中線に沿ふて浸潤，結節が生じ，；とが吸牧するに従つて潰瘍となり，搬痕を宋して中央

郊より放射朕の痰痕を残す湛も1抄くない゜

恢 口南及び懸訛垂は硬i:1苺と同様に没潤，結節の好炎部院で，紐泌は硬仁l・品と同一の歩調兌とる。

紐ぎ態乗は初め疱性浚潤の総剛直して弾力性が鈍くなり，次いで結節，浸洞の旺盛期には肥大 し，1受に

は萎納し，途には級揖し「］埒弓が宮詫形をなすに至る゜

r:噂：弓ば浸潤等で著明な肥）展を来すが，結節が多数相寄つて牛ずる事は殆んどなく，米粒大位の結
節が口萄弓の淫緑に見られるのが嗚：源である°縦痕期になると口＃＇い］は非常に多様な楚形を示す ．つで

ある。特にn．立つのは， 雨側 i::1点，≫t:i]かiE常 9つ位匠より相接近 l.1名：日益 9｝の泌緑が平行に近くな 1)' 高
安のものは [I峡部 (lsthmusfacimnJが殆，しし 長`方形となり，更に後・,jだと後口為芍ijとの接荊部が前方

に移勅して来て後r:,盈は楼様をなし， Iii/形或は多少fl]請釦冠Lをもつて昴．咽腔と通する様になる°之
が著 しくなって小指を池ずる（かの孔になってしまったも のこへある゜

扁挑腺は疱の総に 1皿版を示す祁 i ？殆んどない°病刑組織學的に著明な 1祖l•生没潤を認むる：J.t ば勘くな

いが，外見上には色調の追化以外に は比られなし、°李ろ萎紺iを示すのである゜

舌の肉眼的所見

嘲1、こ於ける舌の斐化は相議裔率であつて，グリユックは 4S？；の巽化を見，之鈴は純て結節魏I奴び混

合初・こ籐するも のであるとこrヤつてゐる。 ツェヒマイステルは 161例中に 29移，クリクリヰは 156f叫中

:..外:l.5劣 J9変 化を認め， 1ドルッベルゲル（文 S.：例「l』5例に於て舌に結節を見てゐる のである c
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，余は結節型 31.)2i外につさ、舌1:滋訊りIJ即＇；：あるも J,8り［クi(2I].5幻，結節を認めたるもり 11f哨C]．疇），

翠 縮を来せるも
の5()例(lり．1:：：る），潰・1似を打するもり） 7fクl(2. ：：？ぶ），芝＇［痕をなせろも Uノ5例(1.7？る）を

認めてゐるのである。

舌の痴性塾化を臨床的に人別して，

(1) 浸洞期 （2) 吸牧闊j

` 4三•K 分類する非が 出 来る。

前期ほ舌が11巳摩し舌背が姐甲｝［I:を捨し（叫，．ぅ?る)，こ叫把！＇iは料ii抄'i/)瘤i.］滋潤によつて II.-．じ，正「ド線

あつては中央 I•こ 1 條 ’’1 ,；:i[` i' I府があ り ，そり消 [I!|i: 2條心浸潤Ji:ーを見， ．，界通にはその浸潤Itは樅滞より

直角に分岐する故数條J，枯疇によつて分たれぞ，C jと潤 j；泣噂しくな．il げ株縦消も i iり 失する：lf• もあろ。

峙 には縦滞が非常に深vヽ 姐災となり患者はそむ籾：ー扉・行かを感jこることもある。

浸潤1-;::よつて上皮のみ は反つて灸鉛し平滑となってゐるが，舌ん粘膜はり巳厄するとぷった形のもの

も少くない。結節咽疸症の内にはレ ーロア，ゲリ ユック仰¢J認めた様に透明感を有する滑諜，乾繰し

．．た舌を見る事が出来る。時には上皮恥';’jりとル菱'.f:iを品し， Ji囀とな りiふヽ｝邸彗打を品するものもある。

； 舌に結節を見る：J．,i• は「ff 成稀で (.3.1 啜），ィ<IE形の結節が正中線に消ふて数 fl,\I相述つて見 られる屯も

あ り，普通粘膜上皮の萎組を示 してゐるが，乳！り；j煎様の結節をなして舌の 中央を占居す る'1,；も あ りそ

"-・の大なるもの直捏 J.;jClll Iこ逹す。

ドレンドルフ及びグリ ユックは古尖に乳嘴腫．捩む腫服を見，グリユッ クは之を廂性のものであるや

否や疑つてゐる。令も帥純咆Jパ怯者の舌尖に小百：大の乳嘴，煎を認めた 1例があるが，：、とに痢性のもの

ではない。

，.・ 舌根の濾胞は初め肥座するe こゾ｝・・ltはパーベス，ジャンゼルム或はマッケンジーも記戟して，舌瀬

;．．の初期症朕と見傲してゐるが，これが終I，て廂性の翌化となすは祢を得ないものと考へ る。

， 浸潤吸牧期に至れは少数のも のは正中線に近く，一般に送き時には深き潰塔を生じ (2.3？る）白色の

．` 振痕を呈し，之の高度のも J)5例 (1.7劣）を数へた。こ リノ期に於ける一般の製化は舌の萎縮であって

:？ー(16.7？る），粘膜或：ま筋肉 Jノ萎饉： よつて舌面滑澤とな り組甲欣の溝を生じ，桃白色 を品し乾燥叫瑣向

を有する ものがあ り，舌ツ）老Jヽ性萎縮と異なる。

．．． ， 舌根は初め濾抱叫11'.l!'；：,｝領性厨閏あるも後には萎爺iし，古根り）萎鉛i骨澤となるものも I抄くない。 元 ．
心，，．来舌根の滑澤I!（放森に特有と稲せられてゐるものであるが，齋こ心腿々見られるのである。
ー， 舌根の萎紀は蛤）ザi:il．た乳頃の沿‘尖を '-柊す 'lf• あ リ，桔農ヒ皮の萎紐によ り 黄白 色 を呈す る嘲t生没潤が透

見せらるる塩もあるc

舌の下面に（こク‘、リユッ クは浸洞を見ると称するが，雌微箆的には轄徴の虻化を認むるのみで肉眼的

に襲化を認むる1．止は なし‘o

・舌側にも肉限Ii分の支化殆んどなし。

舌尖は舌II!IIに比しては受 化ク頻疫高しとは云へ大腔に於て虹 化は少い。時に舌の麻那穿／こよつて咬

似や潰壻を喰す出があるが，談潤，結節は認むるボはなし ‘0

叉舌尖，近脊に1ふてよく級料性翠縮を見る．：れがある。

紳繹型の舌吹 店化(・t萎泊を認・抒るもの(1り．7？る）の瓦で，それは老入性萎紹1こ（以る e

舌の證畳は誼記患吝・にあって も1喉碍を来すこと最も少く，痛恐も味翌 よりはう呼通によく残(i:してる

様に思はれ．ズ、こ

頷患者の味覺

孤＆者心 1;［（茄節祖！1(1例，叫1認政揺環 28f；；！）につき味悦を調杏 l,7: J）に，ぅ翡Af/j1¥1! i -~ i]il/1総別に比 L
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叫．＇9；．I:,;［／9'J.}名[I；lであつて ，IIi iri,））「：柑勢＼V），-ri症と tr.るに従ひ1外‘tii'}も/';'!1/jとな IJ'%,'ifijj1;'_r l ー．於ては i5•UJ齋I'：

餞ii"l・りある 部f,’rl!Ilち舌似， is・¢ノjE中線！：於て味媒I;，i:l情もー著明であろ。年）ミは之に次ぎ，舌蒜は届註が、こ

見 る'i;i一面で殆んど正',9:ì9 1 1見：貨：を保1il．てゐる、

,111叡 !¥'!の,[,症なろも レ9! ！， :s・ {Jと1―．於て味ぶ'：I;,；',:/i'./,を認むる'1.，ーか多 V、C
叫ふ忍I:,,t{I'］．心biiP I ！と味ふ，＇：,1i1/1認J女び味ヽ，府が共に批l奥するも りノで，系l・l観I.1り！ ：見 る時は味認訓I；託か疱菌1: 1ふ

される＇ドが i：で，味，］＇，；；冴釦＇！滋潤が i，り1，，1i —• I:'：j炭1:」北はれて・＇.にて湘屈iのI必人，乳頭の萎舶'i，・： ： ：より 、とが

泊’Jミを4ミす1：至るりであるしi|l’IIおり随I:}J'ぎては味ii,, J) 曼化は殆んどなく ， l·'r'・か！こ乳頭の娑~iii が ある。

又味貨；1．)隣恐も堪々逗遇するI姶で，蔽 し多し、 9クは丘屈水を［検味I―ー感じたのであ る。

中1すも味悦 を桧究し ，i．1緑！―-通常陵味に災i奴な る！：：拘 らず他の味：こ比し酸味の感受性弱'.,瓶而iウ

麻神訳：と弓；． I床翌1:,1’'！翡 、と1.：必ず しも平行したいと棺し，又］例に全叫攻d,:：！9,，-'足を彩渇合した と •ik告してゐる
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舌の病理組織的愛化

舌尖 ，峰砂 もり） にあつては41i賞史化著捗jな：jf．も あ るが・ー舷には1！痙底で あ るe.l:皮には痢菌叫生I、

殆んどなく，第 ．l及び第 3乳頭U)中に冴打球をなせる疱菌及び池沐組織がある乙 91象にはi．ーと潤の総乳近i(/9

萎約を見，訓I腔内に廂届i'，'9餃人，血管椛叫魁｝惇を見る。

舌側（莱朕乳頭部） 上皮は撻化な く，菜！［た乳頭itlい味社＇iclJI•こは飯 く．i希 に窟菌の 1込入を見る 。 i針卜([

府＇）内にも痛ifl：浚潤を認める。l!Dち結締織に1込ハ、する窟菌が時に i冴箱球，池沫組織を（半つて島嶼朕に

固有屑に敗在する。祁,,斎i(中には1陪炭の怨底iを見，血僻破も鐙炭の肥l展を見る ・-9ドがあるe,1釘層には廂菌

を見なし、し

舌根 (ii令崩湛乳頭祁） •一般 に舌秤部より も没潤強 き •1,i． 多く ，肉眼的にも痢性浚洞の色調を認めら

るる事もある。その組織を見るに上皮は特に著 Lく萎紹するボ多く， J:．皮内にも痢菌の1妥入を見るボ・

がある。正中部でピ結締織の知・1腹を見，固有府の上中層には高度の疱性浸潤を見，痢性肉芽腫“ン女Ilき

組織を呈する事も稀ではな い。プラ スマ細胞は此の綿では正常で も認 めら れるが，マスト細胞の没切

も見られる。粘朕下に至れば癒性浸潤が非常に 1！堕庇／•こなるが枯液腺．幣液腺の迦にも極く稀 1 •こ瀬菌 を

見る軒か出来， i慰咆中にも棺度の池沫細胞及び廂菌を見る事が出来る。 叉筋細胞内には入ってゐな い

がその間佗［内には孵度の廟菌の1必入を見る'jfが出来るc 正中部を離れるに従ひ痢性浸測が少く，礼印底1

も少くなるe'i裔加乳頭は渡祖，iの総！J四大する事があり，叉萎部し，没洞高炭の時は消失する ．． il.,i．もあるa

味燐中には周園より痕菌の1受入する：`：ドが相雷多く見られる。 I!［Jち味歯の史化は文柱細胞には散在廿

に，或は廂球をなして，叉1;！；底細胞 I•こも 冽贋球をな したり t て痢菌の侵入 を見るが，味細胞中には比絞 ，'J'.i

少 < , •II,hl 々の疱菌が付；かに見得るのみである c 淡潤高炭の時には味沿の萎絲渾9i9,:2す る：J．'；も認められる．

乳頭／胡阻の溝の深祁の＿1沿． 皮細胞の中には窟薗の1-；ジ＼悉9:n)]なるぶ多く，そこに辿絡する奴液腺の排i帖

翁妙つ＿l波細胞 I’りに も窟紺を見る。更に舌根部の喉頭に近い 1，年では怜！乳；il,t乳如＇祁より比較呼 i印送で濾胞

の肥 J護を見，或はそ の瑚回にも瓶i•生の浚潤か見られる c

舌背 桔膜の中肝iこ］祖性筵i.1n，’jが来るが，上皮と の間に比較的Iヽ：：：さ れな＼ヽ府があ るの力噂饂で，乳叫

の中には細胞混切， 1領歯，が 1ぶ入して Jいる有！；店が見られる。顎l1這潤は細胞内 に痢菌，刑球を見，類I

皮細胞，プラスマ細脆，淋巴球J)誌面があり，痕i'土地湘韻続を形成する。痕底i¢)退行虻性は速かで克，

る。iE中線部は痛I’'［滋箭j比役'i'.J鉗く，その泊(I!ijiこ於げる1,;・/；が浸潤者町，更に面(I.！lJに近 くなれば＇ 髭 (l.:け

非常に少くなるのは1謡針にい）前祀の所見と 一致する。淡潤が5iIしくなる と上皮直 ―ドにも 窯i吃の肉冴哺胴！I.

緑が波及し，上皮は麟ht ;i'i•J 9:f を吊する。恨麻I は認：部のものは． I••Iけのよ リも早 く破慎す る (l!i 逹が ある；

血許ぱ—一般に内 lj党む 1j巴ザがあり，或るものは硝子 ·!iぷ性 を なして 中 には各吼も、 ')/3ji)iせるも,・,が見ら

れ， Jili＿象 l勺皮 I•こ痢薗 i•ーと人を見， 血i_a:: J;liJB]には疱菌しつ設潤が見られるこ
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，組織は舌背オ／i!i反1こ近．，9起で i府’/々 癌i・’l:i詞’jがあるが， ...殺I'：：liij i[I―-'ii9月炭J)if』,1・：細胞
Jにび細胞浸訊＇」

る。筋繊紺内I:;'.瑚1名iリ） ｝と人を見なし、V 深，訊I―一於て しその，逹潤の・f'}/..'t l tあtり．＇凡ならな V、c、

匂夜腺，枯液）i乳｝喜＇！し合腺；こ於ても腺悦内に加ii(/）餃入する'!iは殆んどなく，その
間質内に疱l'l滋

が認められるのである。その誹泄行 ，．．皮細胞内に翰灌i叫え入する']'i．がある。末梢祁I瑶
釘澪に痢j¥iの

和逸 となり，間質に痕1'塁潤があるン 'iijI祁濾他の内にも麟i1必入し，又輪I.i．尉Iた乳頭部の1囁1/1認
節細

亙内にも侵入す。光「LI)l:..（,．．に依れば，苫I ‘•IIii / 1 斎笠 1ども：蘭面核，三叉述勅認疑樗 ， 脊髄前角細胞に 1l環

jぺき細胞で， 其の上咋l；ょI)ド部に咽る各り）い1・Iに左布各々 l,2の局加i'.J空池いl’I・：と疱歯の＇紺・ (Kを見
，ぷ

知然れども祁li鍔細lj屈 隠性を見ずJ i輝 iの寄印如',て（＇じ少である 。

朱梢性舌下紳紐絨秤．た 1'·.'•I'l-心，．，J,’'9-於 ＼．検杏すれば共の応化は lL・え簿笠徽で， JJ：り．）屈llI翌i店＇g，り1!i]に2,3の痢I¥i
’'..・・. 

忍臭，又未だ斐性せざる神総符白に痢前を日睾す。斯くの如き細菌が 11!j' として紳；料1i·（flク喉 •i納IIftii] を 1屯

祗り＇て舌下核I’こ逹する1・；；かあるのであら・,(;人舌咽1/11/1総核には史化はないとぺはれて
ぬる，2
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穂 括 及び 結論

• 1。 瀬の病型は光田氏反船を応礎にして分類すべきである。
← • 2． 舌の廂を臨床的に大別 I.，て，（］）泌洞期，（2)吸牧期に分ける。

マ•3 ． 浸潤期は舌の肥Iiで(26.5,？り枯l]党の1領性没潤によ つて生じ，正中線叫，界を快んで 2條の浸潤 9「'.

ー一認める事が多く ，又浸潤部の上皮の］，人に反つて萎紀するものもある。

A.•， 舌に結節を認める事に"［成稀である (3.6劣）。結節は上皮の萎ifii してわるものもあり，乳嘴憐

らものもある。大なるものは直陪 1.5cm で舌の中央を占居す。

2 5 ． ． 吸牧期 には潰瘍(~.:)%） を生じ，速かに 治癒し中には白色の搬痕をなすものもある ( l. 7,?,る）。 ー

般に舌の萎縮を来しC16.6形），舌面ir骨澤，組甲朕をなし，乾燥の1煩向を有す。

，iざゞ,L 6． 舌根
は結節は出求ないが廂性浸潤の最も強い所で，初め濾胞の肥J！和があるが災に 1

：舌根リ）萎縮

を 見， 滑澤となる。舌恨の萎節は恰廓朕乳頭の消失を；，侭すitr庫］があ り，又上皮の萎縮によ
り瘤性没潤

ーを透見して茨白色を呉する塩あり c

:¥7. 舌の下而，舌i[!l1：こに慰濠迄的に辺化を認むるの凡舌尖には前者，こ比 l頻度高＇,、か虻化は井常
・しに少ぃ。

こ巧，S． 紳網型の固り髪化は萎紅iiである。

9. 味覺は最も多く條され，次ぎに病鉛で，睛路は最も 1受される事が少い。

舌ク廂性浸洞の為，味Iiil|I隷， 11,炉紺に齋性髪化を来し て味畳I窄li限を＇・ド氏味説ば薙性斐
化が秤明

，周固の浚潤の総に味脊ii/)萎釦，消失を見る事もある。

従って大悛1こ於て1領患者は病！lkJJ屯：きに従つて味翌1旅碍が吝明に，認められる。 1ji車；
筏瑚は結節咆に比

．し隙碍は少い。

. 11． 舌の病珂組織學！杓虻化は結節嘲に於て ':n.§，叱，と口 1J，舌根1こ於て最も箸明で，舌尖，古下而，舌側1文

釦数である。叩塁潤，鳴！）約1」Iけに現1:;:れ，高度になれば靡性肉芽腔とな り上皮直下に迄1姿
入し，桔

膜上皮の萎縮を認む る．：れがある。上皮には廟菌の I忍入は極めて少く，筋肉裁維1砂祖菌の入る市
はない

が，間質内には瑚I、9i：高渭が見られる湛か少くかい。人線組織でも腺細胞内に脊札菌の1斐入する
噴．1：：： ／1'< 

稀であるが間質1こは明に認，められ，線の加1附庁の上皮細胞中に痕菌の I受―人を
見る1ふもある。

紳緩内には常に葬和11襄化が多かれ少かれ證明出来る。

12． 組繰的に見て •「•ー！に:-9 1Jに於て.i£rJ1線部に珈性浸潤比較的紐I変で，そ・0i:!:j fl!IJにり恥ヽ ＇枠は臨 rt<的に一致

して興味があるc

終リに忌師光田応1.uノ ii諏脳を砂jすc
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爪 の

(4互'iiこ舟hil:[fi [Iり1ifl：りE)

痢

立 JI! 昇

Cレフラ第 J2俗第 1腕 (lI{｛和 l.0年 7月）．〕
(4噂文の要笥叫':fnl2年庇砲學會席上にて記を表せ IJ)

第 1章 緒 論

c
 

爪の疾患， 1よ —·紋皮！村が1 (；l'i域に於て は比較的I,が1叩j説せられて「，l:.た。その刑山として爪は人骰に於て:,r,
要な位紐を山めて届ない故である と ぷよれてゐる。『ij して共尻·i:1J•V'）熊係から材料を得る事が困難で
あるため と，そのす應本作製上の手技の困熙なるため／：夕の評rl1によつて其の病理組斜あI・ーの知見に至って

も甚だ貧弱である。

廂の領域に於て共の爪の斐化についての業貼は外l咬Iに於て も極めて蓼々たるもので，捌の爪の斐化

叫叫につき Zambaco-Pascha,Santon, Johannes竹が多少のべてゐるのみである。特に我図に於

てこの方面の礎蹟は特無に近い布様である。更にその病珂組織塚I'I'.」検索に於ては前記の評由以外に指

骨℃靡性妥化を併せ攻究する必要．ヒ非常に困難が作ふのである。 即ち指骨を殷灰する時に顎性の抗酸

性が減じ或は消失し，癒歯 9ク抗酸＇性を残す採に加減すれば指 骨の脱灰が不充分に終る不都合を生ずるっ

余は光nl闘長の御指導によつて長島愛91-．園入梱者 1000名について統計的観察を行ひ第 1戟 として
報告を行ったのであるが，今也lは組織愚的所見につきて検索したのである。

材料は本園牧容中死亡せし患者及び牧容患者中指の沿瘍第にて手術したるもので，椋本作製は金田

氏の創案による顎菌の抗酸性を保有しつつ1剖及び'[i・の脱灰を完ふする，所訥命f11式速成脱灰法を用ぴ

た。

詢病珂的桧査をなす 1こ(.1)Hiiurntoxylin-Eosin染色法，（2)V::111 Gieson 氏法，（:~) Weigent 
氏弾力紐澤染色汰，（'1)Van Gieson氏法及び Resorcin投染色法，（5）SuclanlII染色法，（G)Zich!-

Neelscn氏染色法等を併用した。

尚本論文の根本をなす，病型論は第 1報に於て大略祀辿したが最も―」I1要視さるべきである。

第 1咋Iiは大憫・こ於て本諭の緒諭をなすものであるが故に参照せられ炭い。

第 2章

第 1節

賓 験 例

結節型

症例 1 （昭剖爵戦 :2::7) 前姶 も :rn訟，結節型，―,r1:症，発環病後22年，結節引！移行後 8年
［現症概略］ 額両は特布なる扱[ii性をなして紅色の痢性潰I易をなす。｝頷両及ヤド士Jj舟，前腑は廣範な

る潮性肉芽によつて裂はる。]'.［第 2基指祁1こは痛i'上波塔あり。右／l¥甲も搬痕或は沿瘍によ つて団市れ
て爪床炎の像をなす。手筋の萎鉛は箸明な 1)。項部及び胸部（／）上部け粛性浚潤` ＇うり c

〔死IKlJ’i役性腎厳炎。

肉眼的所見（左叫旨）

爪甲：：：：扁平に割れて』平iなII＼甲の糸叫罪iか爪rIミの上皮に附祐'lて1k甲；文店fl揺となつて潤濁 も弧、 ‘o

手足！K§倍］文rメ付<if叫／l¥f,桁'$1こ猜財‘/［滋詞を認払る。
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鏡的所見

疇板(Lamelle)の /・.Jr,fV)走行IifiEで末端に,,.,」つ ＇．：←[;如lkに分裂して1ける。色素顆粒はi虹め

少．ー盤であるが所々にあっ ご，II噂：-.,、；罰粒細胞が比籾i,J少 <1'/Jつて1/『'化、光澤を放つて染色せずに介

ーする。爪の末蛤1ては1冷 f（J([； が見られ て その I哨•I;¢浪］シj：組織 l .:IJ·i累 Ill の破塩ざれた核がある。 II\’’t

ざ は0.58mmである。

末の上皮はその証 1‘• U) ]；: l_、‘升財'l滋詞いためl-J I:•i位 1 ―_J i．堺！；＇となつ て 2~ ：：Ki iヽ＇、で，細胞 の核も如＇，

縮して染色力も亦弱 '• ‘ 。 IK 提 め 突 出も少（ ア扁’ドである。館皮 I丹• I 叫靡性細胞の没潤かり11! 〈，そ

淋巴球の没潤 も麟、c Plasma細胞も411霜認められる。痢性や池細胞もこの部分に強く，比較り'I

い漉菌が大小種々 の集浴！：なつて無数1て見られる。(，'，iこれ祢の疱性涵月の巾には巨大細胞も認め

活。指頭部，指腹fil;）女7，ゞ後JI＼散部の表皮！t -・堺脊1：角り［か犯ざれてゐないが，透明屁は全く沿‘失し

粒層応•小部分に極めて i,9ドか I 真られる。彼訊砂）核も萎紹して 9心る。乳頭も萎餡して少しく屈

なつてゐるが， ー一部 は 匝皮の評IIJ/ なる疱性没潤によつて押＿1•ーけられて乳頭の許〖分が細くー」よく延び

も一餌皮内の廂＇性浸潤の中に突入してゐる様に見える。/(¥録は下部の痢性肉芽のために非常に痺＜

←．，て居て，その＿卜皮も爪床部と栢J.I9,；との｝［這1：爪堤も扁平となり下部の肉芽組織と上皮府との間の結

は殆んど消失して居る。この＿1-．皮には痢菌が多く見られ，それは脈舒周園腔にあるが角化「査にも

凜められる。

宋の中央部では上皮1：：：猥iり滋潤のために腿辿されてそのー［．：皮細胞の「ドに も珈菌が認められる。こ

態は爪蝕の部分に近づ くに従って漸次強い斐化を示して．居る。

渉多数のヽ'aterPacinii小整は非常に姿絋iして不正形をして柳細繊維の中に礼姐紺及び淋巳球が1←と

て居り，且その周園には箸明な痢性浸潤がある。 2（の他の末柏紳統繊糸！i• J) 周匝l'梢，内外梢 1 ：：・ i 廂

：四．；認められ，泡沫細胞も認められ，周園鞘は肥／昇がある。

汗腺の周固には猥i’紺斐潤が強く ，腺細胞の内外にも少数の痕蔚がある。

勁脈の内膜はIl認があり，中膜にも珈性紬胞浸潤かあり疱菌も認められる。静脈地も内朕，中筋，外

は何れも寵性浸潤によつて肥I店して内腔は乳常に狭窄して（附1こ楓菜朕をして殆んど閉鉛に近い朕態

、なづて居る所見が多いc

（指骨〕の骨膜面には Ho\\'shi)）の Lacnne があり 41• 面も多少ィ浮になつてゐる e 骨綺には著しし、

浸潤があって Havers氏行は少 l，く漿）くして骨梁も萎縮して；さる。

腹郊の皮―F脂肪織は全 く痢性浚潤に よつて骰換へられてllJ固の結締緑には特に浚潤7)・・強い。｝箪力

も浸潤祁1こ於ては疎諮と J‘J．つて （倍かに存化するのみで大部分沿｀失してゐるが， 館皮の網欣／爵に於

斯裂した ものが少しく残ってゐる。勁脈内り党の弾力級維は多少増加してゐる。

例2 (／り『剖番琥 2 •il） 小嘉 8 、11炭，結節砲，頂症，後射後'.):¥年，結節漿移行後 10年
9ー（現症概略〕 痢性没潤は紅'(『1ii,詢膊に存在す。淑而の痛I’’.ti泡訊］は牛げ吸牧期にある＆乙ドは新たにili

衰性渡潤を認む。 胸部1ーーも 窟I’'i：浸潤がある。1載：こ 1砂譴l索1こ痢性淡潤があり，殊！哺麟：41噌Iりま雨fクb'

グ．共に搬痕がある

→ （死因〕 腸粘応

l 肉眼的所fi心 （布第 4指）
>;s, 爪は殆んど iJi，も落して 1Kr、柑上＇とは角 fl：衿！IJ•1 で表訓は ‘fil捻で 1 ,.＇ i,1'1 j;'，ゞ である。！I¥iぷ角慎及tj＇｛麟i;爪溝／／

採界1ま殆んど‘詞｝である c 又i'糧 應噂没潤IJ:洛；：!IJ/であるし

顆微鏡的所見

爪甲 J)大部分は．ダ、；J；即；認’<• L て 11マ，甲を，：｝ ・! :•小 i9:.i；分か｛，•:h:するウ入で ：J るC・こ、'>Iバ'liは：： Iけに分酪卜；
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iLて 1』;unelle ✓) 走和事めてイ；規間でその間が』 ';;i·1: /(!('.' IK. |liと）!i_iオくとの間 1―: I.'うx:!J11n111ル1!i]

刷が形成されて叩11Jノ蛋l’l'i'[1,i：物［1.を合）I‘’
その III I -. 1 : |＇I I（1砂l＜J)i旅とか見ら iLるが悛It頗る沿讃it. -9・ 

,1,1湛暉が11{，1々 l}女（I:性 1ご或は小鉗落！こな l,
て多く設、められる。 IIi・「I1•i り 1[［細胞 0Jit'9は除り 11/1がでは芯

..0 "＼ J）肘さは (I.2-(）．3 mll1である。

;Iii木J)I．．皮If 1(l il：か弧 く，斤を，：l厨細胞 も詞して核か少に1}恥止されて殆ん':9i'iリとしてゐる所も
ある。 t'，i/1(lドの 中央部 に於てはJ鳴とが．’i、IJ打1i:！lf,＂I，1,i:してみ99Jo 7.>,c I喩恥）突出も位．め て少 ：，記如）上部にIt
噸性鯰n,J が強く，それ iー． •-致して比較的祈らし，· ‘麟i が 1喝 y、て多 く ， 咋I―:It 7cオl！かが大小種 の々狛落
をかして1『f在する。 -―の郊に於ても泡沐細恨i：強くは潤して1,,；る。d',!［力懺甜i，しー1!fi 0ノ，又潤1謂1:、り冬て！ ［ 
恰んどiiり失してゐるかl囁に1i I易『裂 I⇒: fi；に認める。爪甲,,)部の表I花はJ噂 ．麟 iiして Iii.「Pi ：接してゐ
る部分は少くし角化の傾向があるか：＇ゞ Si設で11.令線も萎絋してゐる。

角化 した細胞I}、J,＿．は少数の疱底iがあ

つて匝．皮屈にも痢薗と共に疱性渋潤が{f・化するが，
この部分り投潤はi嬌涎性でな く数fl;'，Ii所に塊：代をな

！て存在する。細胞は・一般に萎紆激である。 こリJ邪に見る毛細1芹lti廣）くして充血を認める。
爪!J,i¥部の買皮府にても 1領性；定潤を認める。如）他指頭綿，指鳳＇＄の表皮）幻墳．皮／爵iこも 119]1;i、．こ強い

如印送化を認める。

:̀Jは怖脈鷹靡性授潤かあり噴い！J包摩して麟iを認める。動脈岐にも幌度の細胞i謬があ
り1’9、JII槌も多噂J']してゐる。末梢誹繹叫l,J園鞘は鄭＇t；受潤によつて！J巳J']．して内外の雨ii/jにも同様i心潤
があ り，瑯菌及び空泡細胞の浸潤 も認める。 、

Vater Pacinii /］贅は著明に萎縮して痢性怯潤も強 \; •o
〔指骨Jの骨細胞1召環菌が侵入して萎縮し，骨膜にも齋謬1jか存在するo,:;l・紬には強い瀬性浸潤が
在在する。 Havers疇：討廣大するが表面は比較的平滑である。度噂肋織に於てもその周闊囀締
緞は勿論，脂肪組織内にも椋めて箸明な瀬性渡潤がある。
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症例 3 （解剖番腕 2:m) 平10 8 44歳，結節開，重症，疱知病後21年，拮節猥移行後 l:¥年
［現症概略J 額面，前IJ!¥1,ード腿の皮府は叩性浸潤及び痰痕あり。尚痢性潰瘍も各所に散在す。叩i
及び四肢の1叩11JIて於て新しき痢結節を見る。

〔ダEIKl] ＇慢性習臓炎。

肉眼的所見 （右 ，1指）
爪は萎縮して表而：濯1濁，縦構悴明で但1凸不平，訊局である。爪床の表rとは衿し く！把）＇/して掴 l牛肉
芽を認める。各爪鷹こ疱性浸潤1叶砂て高炭である。爪甲は明かでな し‘o

顕微鏡的所見
爪は[UIr1111平で組織に，＇［国で， 1:．ードに分離してそ叫ii]に角化応）、1，IJ離した細Jヤを合む所があリ、或
I環隙を（＇「つてゐる所もある。蒋板 it不明で角既細胞り像も吟んど不明で細胞核：：：：令く見られな ‘̀O
爪甲と内間爪墜と の間{:1、り離して爪炉角質肝It不fJ/!である。そ心彰翡象 vり先端i:.、・角化が笞明で弧 肥
I'/して爪岐の限さは先端で 1mmである。この角化した．l．-.皮．I）「lIT I,: ：；.i輯iもあ IJ, 7c，り下の1領性沌潤
と叫忍界をなす硝子様物J)中にも 廂菌がある。応叫さ（t11,ふ｝～(I.・I II lll ll lでおる。 後爪楚J)先灌J)

小部分は角化 してゐる。

疇： 上Fとは枢めて菱縮 lてゐる。如：／脊も極めて萎盆iして 2~1！げ；こすきな'，‘o！ふ線、'9突出は喰
んど・'見ら1し'1レ，し、。 I謬 JJI'．皮は 、1＜令角化して・—•般 に zl疇で浮を切祖＇）， 細胞の 萎紅ii 心 [:j 度で排列も（鳴 1 しlj
てある。除線け直ドの齋袢肉芽にt翌1これて深く餡IIIllてhti) 1鱈 I¢~｝ 飩入を認める。問皮府に l :t•投 1：：
領性認j',]がり絨 ＜膝練も萎祐して知環潤が苦明である。：叩認潤1、こに茨itl皮細胞が乞くて核は利'J 1々;
jE形て， 1；小林巳球もあり， Pl:l H llla 細胞 1女 " ':lj~ 昨細胞 も少＼ 、が認め凡れ る c i'役細な叩鳴末細胞1こiがい
て多 く見られ乙。
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指頭部： 衷lどダ）§をら’:I囀(1/IJ也／’＇、J,.:．に少数の低紺｀があつて）虞細胞！’り 1―-も珈薗は1必入してゐる。虹＇セ

一梱には痢'tk浚憫が礼':/1）!’9 般 I湛行惑i'l:をなした絨細り珈歯を認め池沐細胞も多 くあるが，未だ微細

疇副j佗の 染色力 ：、 4’,； 、 ‘ e ド／付 i'.．於ては談籾も島1l1!船LK をなして池沐細胞も相霜大きくなってゐる •こ

:＇，後爪慶の館皮 9計 にも梱i'i:i． 潤：ょ：芥；：＇.1/j で あ る。 •li賃麟は瑚1.'l滋潤によつて肥J 'i して霞i を認め， 1勺腔，i ：

’・‘ 極めて狭窄 l,-?，9応 :f,IJl]IJ詞＇の1小1岱も卿＇J.して伽疇洞があつて廂歯も認めるeり限））厨ILは少し射iJII

，＇してゐる。末梢liiIl埓吋J)『J「'・,,I'俯luび内外雨府jには蒋1/)lな没間があって1根菌も外；多い0 Yater Pacinii小

偲も痢浸潤に よつて萎紬！，てゐる c

r.＇ （皮下脂肪紐 ）I、 ＇，jf ;•I の 令り締糾に痛I’'t浸潤別 <,IJ詞j細胞も殆ん ど‘ 廟性速化をうけて居る。 1'・訂J繊紐

は殆んど消失 して認、め られなし、C
-0  

：'柑骨： 表面，t多＇少1:ll湘的で研授として指4'}は萎紺iしてゐる。lI；しverslC;]．序は撒Jくし，骨梁は萎縮し

、 細胞にも痢菌か認め られて麟冠。 41•髄に全く釦攣化を受けて居る。食i'}細胞は認められない c

;‘・・ 症例 4 (iりrfilJ番猿ぶり） 東武 含 ；・｝｛I政，結節型，叩麟，刑麟i後 15年，結飾／赳移行 1:1年

` ［現症漑略〕 靡1'’l：結節 Iじド淡潤は額而，特に四肢に強く薇生せるも [1―ド吸牧期にあり，ード肢に於て
ま顎性結節性紅斑切ii闘期のものを認む。頭愛は第 1炭の禿頭を示 l.，手指／瓜曲，右足はi勺固龍馬足を

なす。
‘〔死因〕 腸結核c

・・.肉眼的所見 （右担指）
.；： 爪甲の表而は縦溜，横消があつて 1!「h’'1 ぶ平，粗描で測濁も塙枡lである。 I印I•I C'ノ遊離端は箸し< iu t) 
-'野を覆ひ冠せる様なi1豆態を してゐるc 各爪嵯の痢没潤も強い。

ご・顕微鏡的所見

~爪母から焚生して完全に角化した上／裔の爪「ドと ，不完全に角化して生じた下紺の爪甲との間に多少

：厨空隙を認める。苅板にイ；正で，こ 9ノfiiり・1の先端のf[！攣に角性水晶．様質があつて爪床の上皮に消つて
← 1,.. 0 X 0. 5 D1Hlに理る虚1.:Homogenの蛋r'.!様物質が滲出してゐる。その中には内血球が澤山あるcIK. 
9,. ,,•. 
囲 は後爪壁部に爪最J．ぅ 館r・ヒ1仔の前後に疱菌と共に痢性涎潤が存在するため直角の方向に屈曲してゐ

る。爪床上皮は頗る萎綺itて応槌の表！支も萎納し、館皮屑；こは齋i生漫洞を認める。これ等の浸潤け泡沐

，考有する古い搬性細胞で比較的級細である。この IK磋部の乳頭の甚底細胞にも類脂肪骰を有する廂細

胞があり，乳頭突起は飼皮の間に鈍形の索朕をして入り込むc これ等の刑浸洞には多数の荊蔚が小組
:•J ・·

落又は孤立して散花i生に認め る。

ェ 指頭部： 表皮は角If,§ヵ‘!JI引'}iして顆粒／f,｝は粕IJJに介噌：する。後芽h科の細胞の排ダUは不規則で核も萎

緯してゐる。基底I伶り細胞：":f'，月かに見られる が ?.Ielanin色素顆粒は條めて＇少い。乳碩突起は滋 くて
翠
,'.．少い。釦皮府に も鷹如唸罪．：頗る強い9)［血作〕は廉性浸潤が、一抒l．く，竹雙はIJ巳1'f.L てゐる。静脈：•’、J

膜`の肥／屋は捉<,1祖和、ご；：細胞渋潤と共に無数の料汀菌があり，勁1l辰の内殷も 1皿’ばして少数の疱薗があ
-e 
•『· り，弾力繊紐i［多少・炉Jnして iげる。皮ド／脂11り職に も｝祖浸潤i.t張い。 ［り附厨翠ltJは廂浸潤によって殆

； んど破捩消’央し てゐる 0",J・［り『J附iて1打附＇i：談洞か強 く， 瘤菌（よそれに令と し七認めら れ父即，各IIT『加'’
中にも 痢菌かある。末梢；iiIII：屁にも砲l曹＇［翌潤かあり，れJr:：I'祁i//z 唸 l’•J 籾 ，外梢弩； I: も瑚tl::!:..ftか認めら れ

る。Vate,rPncin ii 小§四 1 •'j It ゞそ 9•9 灯J Iヽが11こ1箇菌か没洞l7c，り ために却1}il．て松めて不規則であるこ 4旨

骨 は骨膜細胞も知れ し てそ り 細胞 I '’ J にも•玲il府が約 。ヽそれに接する41簗：填稽i！代 をしてゐるか所訊食
骨細胞は少<,J-I:lvers尺灼をj炭，にして竹； 1 •『i ：こ：i: 舟i1衰潤がある o ‘ti• 奇！II !j屈 中に に f;jii iそL’.9，は＇；［；；」ヽ，：
湘菌が侵入して ゐ；••、·・ し 、 ti · 誂 ． ても ·; ’1. 1. し‘:！祖i'：足 化がおつて1恨狛，入集落 をなして多数存 ',：・ i,そウi狐詞！f
には巨大網迫を＂ c'．めら i:て以芭な各も 1,j・； （1 ： す :‘c 'ti1地 ，—. は 1'itどが．nil球努・;,',iii l．し、造血細眼：、：，比：t：・9)？、‘こ
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症例 5 （作／．｝'.jlj酎J足:!I:.!) 比久 8 :：り：浚，結i.；i’l咽， 1|心 J市，荊叡灌
： 5年，祐節刑移行後 3年．

（現症概略J 珈/'I糸濯）豆虞'，'J！砂（｛「hil女び四肢1:)i=IIJ!iー・イ［：｛「し
沿瘍も，忍．められ る。 l[iE脱落，攣Ii

帷も頼粒｝l)；をかして瓶t'知•と樅jあり。手筋萎凰

（死IEl) llI:1喉狭翫

肉II具的所見 （右第 2指）

爪はJ噂に於て知1’.i;：ない。オi'J 々 i釦蜀 1)•ある {·‘/.I虻である。各 II\l:9,:t には各蓑ばない 。

顕微鎧的所見

爪！t角別細胞叫非列 (t認められるカ・イ；規！！りであ ろ。 希lli!J包核をイi•(Eして褐色の1放希IIIi『I,.9位はII＼の1慧に

応ヽ ｝所に多し、。 II＼のl'lさは (l.nI nllll J li¥ f KI件は µ.t,:•1:ll楠で最． l•J丹，t ，'｛饂 L た 1姐力•ある。爪励には箸

遼 を認めない。

爪床： 上皮は1加萎縮があって知j:／件の細胞叫非ダりも不
規則で，悛か麟ijしてーーダリに押‘紺せられ

た様な所見である。甚底細胞はあるが，その 1布線の突出は
多少不規間となってゐる。 ;![I/)他には焚化

はない。飼皮」：層部のモ細血釦環大してf，い・る。後爪咆及
び雨側爪墜部の表皮には異常はない。館皮

層の上部には散在性に特度の細胞淡潤がある。
下部に到るに従つて｝祖性疫潤は次第に強くなり網朕を

なして居る虚もある。癒留に殆んじ破壊されて頸粒朕にな
つて池沫和11絨の著明な虚が多い。 ii爵脈の周

間にも痢性浸潤があつてその中に冽祖菌を見る。内皮細胞も培殖！！此して 1釦歯が侵人してゐる。•一部に

は硝子様嬰性をなして血1字の肉腫が閉錆してゐるのもある・。動脈墜には没洞は
極めて軽く殆んど／j剛算

もなく那菌も認められないoijil|l総繊維の内鞘，外幣には似1形
細胞楼潤及び空胞細胞があって痢菌を見

るが，周閲鞘切疇はそれに比較して憾度である。汗腺の
周間には細胞没潤が強く揃怪iも亦多い。腺

細胞内にも疱菌の佼入があり列間の結締絨1こも少数の疱
菌が認められる。弾力繊維は多少減少して府

る。

指骨及び骨髄には菩愛はないが I-Iavcrs氏秤ば披大して骨細
胞は少し萎紹l.てゐる。

（以―l‘・症例略）

第 2節神経 • 斑紋型

症例 36 (t；1J爵姉 265) 井裕 8 "r｝歳， ,11111腔咆，叩饂，｝麟病後 38年

〔現症概略〕 雨手指高度に屈曲すれども脱落せず。手筋は
高度に萎縮す。左足は醗馬足をなし，そ

の地に接する庭に大なる潰癌ぁーり。紐毀脱失，四肢， i領而に廣範に認
められる。

〔死ikl］ カクル性肺炎。

肉眼的所見 （右第 2指）

手指は極めて萎節し，同時に爪「［！も著11JI梵る萎約を梵して小
，r:¥／）嘴、r)・1111 （突iHI，て汚殿！）四）浮し，表

而横走する蒻環が敷條あり，表而1:ll:1語不平である。

瀕徹鍼的所見

爪F]lIi萎縮且肥摩し大さ 3.2mm  x ] . 1•I mm し，・c, La111cl l tりかいj• ；這めて不 1Eで角質細胞の保も殆

んど認められない。爪は噂I、てlll'Iりもで衣而の・・部はささら訣
である。褐色の微細顎粒は樅めて 少い。

役爪粒：こ相甜する部分は高1知）角（ヒかある がそのダl・化は不
元令なものである。爪か非常に攣・クし て[；'i

るため爪圧の部分 も明 内でなし、が，略々それI:1'fl,;:tする部応’>乳頭ぱ f叫
l]であ るが長く 買皮：・・りに延

びてゐる。

指股，指頭部の表I・とに少しく萎i1i1Lてゐ靖1.:t斐 化にない。 IK来
の表皮は一般に萎紺iして知i-：I令の

細胞I紅環／底細胞共に麟il、て1玲．：線J)突：りも1，')．！めて ＇少し ‘。 IKii砂 匝r．
との祖徽；ま腐1、[lな結締絨で多')>、．i/i
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一な／：様の愛化を認め る奥かある。、AIlij且 J) 認';;,ji こ OI、 訂 いか 1（1！砕には多少允前l力•ある。汗）浪は姿 rlii して

不正形をなして ゐる。そ りJ19I,jlflに,1吼iい加1形細胞Uノ役潤を認める。皮ド脂肪絨1：：：著しく萎縮し

指骨は極めて久和し 't}細胞も 萎紬してゐる；＇J~ Howship "ノ食竹細胞約氾認められない。 'ti贄

んヽ， をなしてゐる。 ン/(;-i1j11i1/1/i笠v'）!iJ f:・:II’こに直い細胞iiili,Jがあつ て更に1勺鞘，外梢,,.、JI、ても 1/i（也、い1形

ーがあるか猜国はu忍めら れ加 Vatcr Pacinii小怜は麟i1して令く不正形をなす。弾力蔽維

失 ．してゐ る。

, （解剖番姉 271） 小一 ；3 ：］．3歳，屈r/虞堕，＇ i’’ii炭，猜浚：/lij1灸3年

〕 痢性斑紋i.；,，忍いら れなv'o l，-I l 岱tl/ht闊I； にF足 l')噌鉗•ざ恙： f第 1 こ 1咆度に認められるのみで

及び結節なし。 T噌ij如 j：足鍬ji ;. i9,1［かに萎船‘す。

“ 結核性腹膜炎。
（左第 5指）

ま沙し潤濁して,,,;•るか表 fui は平滑で，特別の所見は認められぬ。

勺所見

如leの起行は明瞭でIELく糾ji唾形びJ角四細胞□1かに認められ，それ節の細胞の核に略々
楕色徹細顆粒が多数見られるか，これに｝臼］に近い部分に特に多く先端に近づくに従って少

羞離端1-;:は殆んど見られだい。 fl¥の原さは (l.:―¥Imm内外で1忙例は緻密である。爪床J)表皮

ì排列は正しく萎縮もなし、。 I；乍線には殆ん L'受化を認めない。 IKほの表皮は」・.Mのものか漸欠

浙＼に移行する像か明かである。この部の館皮1付には細胞脳閏1よなく認められない。館皮組織

羞粗であるが毛紬血釦．：：i炭阪してゐる。 IK墜の表皮にも雙化なく館皮1件にも択硲の所見はな

遊離邊緑とSohlenhom起始部との間は角府によつて接緻されてゐる。

;-9及び指膜部の表支It殆んど正常で乳頭の排ダりも正しい。皮下脂11JJ絨は比較的1受されずに存在

ふ：b,末梢凧l攣繊維及び YaterPacinii小悦にも剤菌l女び細胞の没潤もなく，小骰の萎縮もない。

？鱗綿，面管に支化ム，:し。 4旨竹にも萎統i及び破壊の倣はなく，骨髄細胞も正祢である。 ' 

•.• • 398 ' （解剖番錦 ~l り） 本れI o :2-J歳， i1)1j1訟型，＇：咆症，疱疑病後 6年

概略J右側胸部にに手拳大(I_)：；晶性斑紋の吸牧されて，後に僅かに白色証紋を残したる部位を

この部に1li匹度の知訟暉痺、がある。雨手指の小手筋1喜謬iして右問捐指球も姿甜iす。）疋骨正「lliliIII

巴厚す。

因） 肺結核。

恨的所見 （右第 1指）

見:.1:.特に箸町の髪化なく IKiよ 'i鳴て~祖1 高 もなし ‘o iK Iiが1:｝j i/!；白斑，爪芽 ff1/itI件もりIIかに見られる。

顕微鏡的所見 （横瓢i面）

爪の原さ 0.:l..，しImmで La1nelleも明で角／員細胞叫非ダ！も正 しく ．細胞核 も謡められる虞がある。褐

微紬顆粒は爪贋'V991)令般，、見られ，哀質に緻密である。

,_爪床上皮1ま区化か＇少く， ii"/!細胞！：ょ＜排ダiJして・1長1応細胞も正しく 1射線の突 出も多くて深い。 1応胞部

き．顆粒細胞，飩細胞 も焚 化―ば ＜乳頃か代かに～災紺iしてiふヽ。館皮の結締函＇， tの走fim:IEしく細麗｀迂潤は

んど見られ ＇ね。モ細前l行は少し く餓血して・ii爵脈搬には令</J即'!-はなく，細胞；ふ］月 1女ひ辟印菌も なし‘0

末梢帥紐の切燐面で，文 1’'―,．, ； l9,'|＇も'i、かIJ巴歴してi'J外侶'iには祖1形細胞J)iぷ，ー：］かある力，J,禎麻i及び瑯性空池細胞は
_•缶
砥めら、九 J、‘ ':n 、。指 41• JJ ↑這l!J也ぱ正窟である。『11・-J]叫 it,＇、四皮 lゴけにじ多＇応咸少してるる1店であるが下

'層では斐 ft,J:：’；し‘o
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症例 39 ‘砧詢 0 i:G恥 IIiIIl腔J1,Il, （l饂，｀｛麟糾後37年

「現1,t概略) I＼！打指1よ唸爪版鱈 l霞麟i，右肘欄節部は屈Il!Jす。加む環骨II灼出 して足飩に）＜
も足穿孔症に よる叛痕があつて短紬す。り附翠 諏 It'!噂ti:る足字孔恥’Ji巽：／＇沿かある。布第 l]1'11:1尉；―-I；；--

に各叫。

［夕じi人1) 1jrli条占l老。

肉眼的所見
布捐指爪川は強 く肥1枯し て麟 i1し1l11jり[)(に利＇］々 上外方に突 出してゐる。

爪甲け淡黒術色に沿色して表

面は11lll' ＼不 ·9ドで 2~: ： の i•競ii『 かあ り，＇［1 如迅には縦洲も見られる。

顆徽鏡的所見

Lanie Ile")走和墨めてイ＜規iり］で， /Ii「11の野政は非常に馳 くなった総に先端は「さ さら」朕を呈して

分裂す。

爪甲は非常 1:/嬰く 起さ ，•l mm, r・1J :i mmで爪床から 出て大I]、2つに分裂してゐる。小さい方は r!J

0.4:l mmである。
角質細胞は上下の坤該i:jで爪甲に近い）所に多少見るか褐色の徽細頼粒は極めて少く，基底部に少し く

ある丈である。後爪墜は極めて姜形して
るるが角質が／尊ぃ以外に表皮には特に墜化はない。

麟・の部分は稲々鈍形をしてゐるが，表皮は割合によ
環逹して乳頭突起が長く館皮屈内に突出し

て細胞 •も 餘り菱化を見な い 。
表皮l•J付は イ冷角化をして屈るが， 7C の他の爪床の表皮も爪穀に近い所

はよく焚逹してIi祖線も長 く， 爪床の先翡の・一部は爪甲内に突出して
居る様な所見がある。爪床の飼皮

屈1ま組織細胞が少く萎鉛して居 る以外細胞浚潤も痢菌も見ない。

指腹祁の表皮にも 焚化は芥い。この呼
；い分の館皮1丹にも細胞浸潤は殆んどなく， 脂肪組織も佼されて

ゐない 。 •/f諒の腺細胞は多少萎紅i:il. てゐるが細胞泌潤及び瀬蔚共に見る事は出来ぬ。紳恕繊維の周州

にも細胞注潤は T=< 
印叡鞘に 2~3の淋巴球を認めるが空泡細胞及び痛菌はない。 VaterPacin1i 

J.'' 
直I•こ も多少萎紛iはあるか細胞の没測如環菌を見ない。血叡環化が少ないが，勁脈壁内膜氾饂
に｝l諏して居るが痢菌及び細胞迂洞は見られt.r.い。
疇 の骨細胞は少 しく萎統iをしてみるが痢薗その他の佼入はない。

骨髄は詣肪墜性が弧く て脂肪1'.I・:

骨髄をなしてゐる。弾力繊紙は殆ん ど契化を示して み）ない。

症例 40

［現症概略〕

(mIJ番腕；；2の小ト 虚 1}3歳， ililjl恥濯，中咎症，猶駿病j麦如年

知磁麻痺：揺釘面， r．輝jll喉，大腿祁1こ溶甥I に認められ，手節萎縮し，雨手指け脱落或：•：

屈曲す。

〔 万じ i•J 、l] カタル’i坐1jiliグミ。

肉眼的所見 （右小指）
ー：T 尺＇す 外見．l．．殆んど梃化を認めな'‘‘O爪甲は！憾度の縦線があ り代か1..1'i1四 o 

顕徴鏡的所見
爪の1.9;iさ(I,3 mlllC IKIょ焚脊．i常で 1梵質虞麟 ， ］• .:rn1ell e L・:.::肌で略々lfi訓形の角買細胞かあら。 'k

床の表皮は殆んど腿化かな く．爵疇 ・9片こ糾胞叫と訊'jもしよ
l し、。指頭部及び指腹部に於ては角lけの疲育げ

よく衷r妃も 祷露である。乳頭突起，よ多＇少イ＜規則ではある か J
．，．｛．9:在して l¥IeisneI’ I]翌 も認め られる。こ

の乱；の 位皮 Iけに は和1il!l包 i，'如J' —· ふ
,．nP IT 'ヽ̀ く応 I‘.1]行11/J’訊もよ く後育し てくい る。 ValerPacinii ,] ヽ ~t:l t ？虞かな く｀

訓l;j:揺直には1:'迅、1：：：n性；ぷiりかわって1i憚iも小-さし‘珈＇，苓を なして 2~3見る。血咋には認むべき 翌Erしは

なく，汗腔も 吝造 ， i． •9 ：し 、こ指骨 i :
於て ：： 41• i・.III胞Iピ吋'i・贔ふ巧・9'，．んど初 l、しな'‘OSllll:tn l l lで裕色 して・iil 

紐 ；i ；• 名 ＇少脂肋雙性を・呈；ー るを 見る。 (J'］、 I‘今 f••E．例酪）
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第 2章 賓瞼例の縮括

第 1節結節型

今が組絨的桧齊·こ (Jt• l t:す［出J’I9，!は ：{:,例で，そ の所見を概略する。

；；＇臨床的に爪に紡述を，忍めたもり は25例であって羞化を設
．め得なかったも .J)は歿 IJヽン1/)やりである。

,'tt別上では男 27例，女 8例で，最（尺年齢は男 2:・；似，女 i7歳。最翡年船ば男り2炭，女 1,1歳である。
焚病より死亡時に令る；悴過年数は百年以 1•'j め、もの 4 名， lO 年以 r'·j 7名， I,,年以内 I：名， 2'）年以内

•'-7名及び 20 年以上の もの ,, 名である。最も永し・絲這年閲かけ ：\:\年で 平均紋沿り啜·1, JD. -I年であ ろ。

逗i’マ．肉眼的にlk,：墜化を見るも J）と， ；辺化を見ざるものとを分けて観察すれげ，楚化を認むるも J.)平

望 澤過年数は JS年除て もるが，五ピ化を 1女jillも(IりI.:ii忍め内‘いもめ lIJIりい翠
均鞍．：1!,.1年齢は t9年であった。

．` 結節型に移行郎 ち1祖・l,9k,9：とi‘:'，’jク§を 生時よリ死亡迄の翻過年数で
見 ると3年以内 9名， 5年以内 1名， 7

・年 以内 3名， 10年以ャJ．う名， l．1年以,:;1.()名，ごり年以i'『J5名，
J(J年以」．’． 2名で，最も永いものは 叫

：年を網過し，平均年数げ約］0年である。逆ピ肉眼的に長
化を IRIご且忍めたもの前出 25例の結節刑移行

巖の平均総過年数にい 年と t:.!)，翅化を認め ざる 1(）1'ilの平均
紐過年数は 5.8年であった。

ー` 病堕度と発病後の紅沿年数と叫11互闘f系は必ずしも並行せず
，潮筏潤の焚生．後 3年1こ！て既；、ご',-r;症

gとなるものが，｀とに反して結節咽移行後 10年以上をすぎても i,＇料鵡t! ：｛がつてゐるものもある。

ー 死因としては結核性炭愚 ］ 4 例，腎臓疾患、 8 例，笠性腹膜炎 2 例，肺炎 J 例，其の他 J女び'/,．存者］• 岡

, ある。結核性疾患が10姦，＇抒殿択 患が約2:；？らを占めてゐる。

検査に供した各指は左fl!IJ1.8 1刈，布IWJ17例で，内謀すれば下の表
の如 くなる。□ I -h――面―iv V 計 且Ilち第 1指，第 5指はl]IJとして残り 3指

--------------| ＿ーー は略々同数で，大怪1こ叫謬的検索上から比

・,_:・-左 2 3 ，ヽ 4 1'1  8 ， 阪的病墜の多い爪をfIする指を選び，或は対

こ！＿二 > lー→ （｝ ーしi17 --- ！附Iりの窓味で特に爪／：聖 化の少い指を選んだ

計 j 5 ~l :l l () :; - :):; 例もある

. CA) 肉眼的所見

（a) 爪の1月rt1(J）皮胸の瘤性浸潤

Ci)後爪盤： 肉眼的に珈性納節ぶ砂帆性脳，り’jを認め得たもり
は 2.；例で，認め得だかったもの

12例である。 その 1•'）詰節又は j姿潤叫とも高度のもの 1 例，中高度のも の J.l1 1刈，鯉症のもの（；例，椅

. <• めて紐度のもの：；例である。

瀬性墜化の高変のもの：浪lfi.壁祁叫龍菱潤のため卿'Jiして，｝ミ
i7」jに令く潰磨状を品 l.てh:る例かあ

る。

(ii) /l!IJ町憶 ： 肉恨的に瑚i•9•I9．乏化を認め得たも Jンは前 v'.)揚合 と 1,:/J/衰に 2:i i叫で，認y,1妍なかったも

の 12例であ る。肉眼的只認、い得る瑚の足化の枠変は令く後,,訊
抄）楊合と 同様てある。

Cb) fl＼の愛化

爪の表面に1111,''r1,・；ゞill'/造を晶するもの 19:iクl,・児常を認め菜し、 も
の ］I t•4, lfi. の全 {;1；又は大訃冷 ；·.；•: ｝iit

溶又ば破懐 して 匂るも，l)か・-，問である。 臼Jち第2iりl： ： 爪り 11/j,~溶し爪宋1 : •：は角化；t•国で紐哨造， /f.!I1111不

平で各部 f,’, •[）11り1J令<f;11/l。第（｝例は1k「tl炎があり 1Kの小対・［；かか梵Irf。そ の沿哨燐ぱ芹碍瓢 し，
表両

極めて祖格である。第 ］：： r9li : Ilくの il{f,·〖 ;‘9 ‘•i9,1'；か9こ残I：fし，！KEド，：哀面i.fll1忍な翌褐色 、ノ 角n:1勿で茫．る。

第｝） ［クlj::'ii.:、 J合．9,；,.破懐し枠かの痕跡；4，pf.j沿して るる。第＇｝了例
で， ：lii. 1 : II＼朱： ： 1.じた系，’,節I;、物 ←）た

めに中央ミ りなヽく 2なされて， 1ii.り1:．こ191iil!lj..)爪偲：こ代かに唸了」；：す
るy'））←であ こ‘C
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(C) /1¥.I）枷Ii蜀
爪り9多少でも洞i的してわるもリバt::5例Il125例で，そのIl94例l;： 特にih1濁詞1である

か爪の令部父

It)く部分か1！崎図 :1！繹 して ?,,る所の 1;例も，そ のi'/；かI哀｛｛ して 1けるfil；分に於てい：
表面：：秤11JIに・iり

秘 l靡li蜀してゐる。

(d) JI¥,；）狐妥村）j向の異常なるもの

一般の健／屈な爪の町位IhJ{ t 指il前の方 [I'りと殆んど午• 1Jしの 0o,J、-••9←”・ーマー一 への松査例の大部分1：於ても肉眼的

にIl特I:/[¥の投育方向には媒‘,'佐を認めなかつたが，爪mの1波岐された 1}例を除いても 4例に於ては /[¥

がそのJ⑭砂又はその一部か爪床より離れて指柑Iに対してある角底をなして
屈る。これ等の揚合は肉

眼的に）jさても爪床上部が特に1」四料して［ヽ ：・るり）を見る例がある。
こり方向の沢‘常については後述の削倣

鍼限lfJ所見をも参考して原払Iを論じたいと息ふ。

(e),爪の萎縮

爪の萎縮を認め得るもの：i．5例であつて，これ毎の内第 1.5f・別のなnきに特に萎部（文4承めて高度であ

る。

CB〕

(a) 

組織學的所見
•亀

爪 I*
(i) 爪班： ／1¥社の部分の上皮(;Ji璃となってゐ るも '7.J(c 18例で，特に高炭のものは 8例であ

る。

トクヒ

甚しい例では焚芽1記が 2~31(iの細胞があるに過ぎないものがあるc 褻芽府の細胞の核の周岡1こ
{̂ -t 

泡があ り，核が涙爺iを起してゐるも り）がある。

上皮が特に萎紺iの）状態を 示して ゐ るものも相霜多く 16例に逹して屈るが，それ以外
の例にも多少の

鱈 iを示して居るものもある。このL．．皮の麟i・i)K刃噂はその直下の鍔皮1科に於ける
細胞浸洞の程鹿

に比例するものが多い。

上皮磯に於ての爪角化の朕態が殆んと堺堺なく行しれて居る例は 20例に近い
のであるが，それ燦

のあるものはそ J)爪角化の朕態が極めて明かで，漸次それが爪甲に移行
して行くり）を明瞭に認める。

この上t和）爪角化の朕況は上皮の葵育と正比例！．て，上皮心殷育が良好なる程角化の朕況も良好で

ある。この闊係は大怜に於て屁皮屑に於ての細胞茂潤叫鱗にも同ーで
あると言ひ得る。

尚疇作II.]を認め得ない症1'i/1の内に，数例に於てはその上居部に不全角化が認められ
た が，更に又

lサ社の没潤鱈叫であるためにII¥IJ：の部分の表皮が令く破壊されて不明 となつた 2例が
ある。

謬 I餐に於て もその下侭の細胞没洞が高庇のものの数例に於てに，主 として§魏源より
―l環細胞の

゜
部分に細胞泣潤を認、），うるものがあ る。そ （）細胞：巧ヤんど｀淋己球であるが

，そ の数は餘リ多数ではなし ‘o

叩i も外、’この町：／丹の細胞 I ·.’ J に弧 ヽ｝スは小さい熱落をな I て •I乍在す るものが 1 2 例あった が ，その痢歯

の多少は極めて種 々 であつた。大党に於 て 上皮 9 . —' 1,；:［K'）細胞茂潤に］出す る。

こJJII＼社の1'；砂汀 i:,ii部リ）焚逹の艮，ぷ良もこ り楊合注；絃を要・すべき事であって，上良晨育¢ノ艮

好とょも(/)は！寮腔 It子の突起 も 長 く 匝 r謹 l ’9.，J 1こ芦Jヽ てゐるが ， 然シざるも J.) で：よこの突起ク所見 も位．9•, •こ

不艮であって萎紹 も少くて ， 11よだしい例でにこの突出 が！芍叫て！k荻揺•I；分が丸 くな って鈍闘を品し

てゐ るの もある。 又iKIJ:f;1い犀因と:ii月のため！1/JIU在でない iの i．あ る。

爪且Iー． 対する飩皮／L子の細胞i::ii＇,りは松めて多種多！・ ／iはであつて，殆んど認、；り得ざる i.V')も
あり，＇：巫災’’

も v') は血竹； 又は iIiII: ；：•ふゥ 1，り 代1i : l中か1--(i：・（i：する もの tあるi..，1：̀:j度9り i.V) ｛―ー！尼itBlli.9,i，;z I ~iiiり I;/、＇i： の島閏

の只芯 らず，その郊の叫＇足ふ令＜ 斎Ill 嬰ぶ園で r~i し］られて c'~） ：：：・か如き惑？ふ 5うるも のもある。これ知）底

祁1,')紬槌i.:.：注と tて淋巴球， ；：舒！iサ囃l恨， ii濃球、 形麟 l：呪J.．!jt!）fi凜llj包！豆 ＇少数・')白
瓜I峠である。 ；、

各！ミこ！しらの細胞iぶ？りを認め得なかつた 1哺t．め る。
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細胞浚潤のある部の叫'i棒11i/J位 It·- ••般に多少麟ii 朕である。

:9‘・・ 叩菌は前記の細胞泌潤に略々・・・殺してイr:（I：し，孤立又はJこ小種々 (/.!集落tなしその｝l}這は多種であ

心 る。這歯 も即l)；をかすものから迅ii喪／＇’Kによ l)顆粒状の もり）にギ．る迄種々の朕態を皓 l.，或はそれ

釦；混在して見られる：ji• も多い。

i;: Sudan IIIによつて痕i形疇細胞を見るのに ，）濫Iiij,iじの細胞沙潤I切潔詞の {f{m：：：一致してり）か
•: 9. 

に認め得られるか，珈i打を認め得ない 2~：;(/）椋 ・ド中に（が少であるがこの生泡細胞のイf:{E を 1•IJj 瞭 I'：：：訟、

‘ ’• 
める事が出来る。
芦．

切）爪床{,.l;(／k(/）1始磁';'1;): I詞叫・'！とはJi蒻となつているものが多く 17例繹い，その内には

は不全角化切1人をな iて屈る例も少くない。そのJi:；根の程底1よ秤々あるか，泊jI父のものは細胞I；号

i：かに 2~3暦1こなつてゐる例もあるが，更に授芽屈の細胞が殆んど認められtrい例もある。 これ

、 ．罪蔀となった上皮細胞も·噂 I ヽ：麟i :）リ団のものが多く ，町•:府の細胞核が麟i して核が •-•方に廊辿
れ＇て核が殆んど消失している例もあり，この」設細胞の間硲に1'.I血球，淋巴球及びその他少数の廂
そ..
ご5.

胞が浸潤して居り，同時に狩国がこの部分に1姿入してゐるものもある。大部分は直下にある屁皮肘

瀕性浸潤の程度に左布されてゐる。

緯は正確な縦斑面では全く認める'),;が不可能であるべきであるが，余の症例に於ては多少でもこ

：認めたのもあるが，この開占については院線の数祗的闊係は搬の淡桐による焚化によって左右され

.. ・・ 
とは遺憾ながら断定出来ない。然しながら一紋に結節砲の皮府に於て乳頭突起がその直下の葬財性談

メ^ら為に殺く，少くなる ・：J§は何れにも認められる虚であって，これと全く同・I条な浸洞により爪床の匝
”庄．
周の癒性浸潤の5恥ヽ程腔線の突出は多くの影容を受けて少くなり，品平となる様に思考される。敢
•、·，：』・

浚潤の強い例に於ては表皮が直Iヽ＾の浸潤のために上方に押されて脈線の庫l卜索が細く長く延びてゐる
,； e 

も•ある。これ鈴ではその部の組絨が壊死朕をなしてゐる。更に又上皮上層及び爪池板に小さい fi瞑i

疇て，その間隙内に蛋白椋物質が充満し，瀬性細胞叫芯間があつて同時に多数の疱菌が存化して

るのを認める。殊に第 35例は間隙が 60mm x 3,5 mmもある大きさであった。

尚組織學的に明に爪床部に齋性結節を認めた例もあり，或は爪の焚育不良の1.、3に爪床部に Virclw11・

の所諾Plastergewebeが出来て居る例も認める。 これ偽の爪床部に於けるオ和1：物も）代の脆育の方

ーに極めて重大な影界を輿へる布力なlkl子と考へられる。

•この所謂爪床部の匹皮に於ての冽賛性墜化も爪号の剪皮膝に於けると f,:,j 椋に似めて多様である。自j ち

性細胞浸潤が鏡検的に炉んど認め炉9」 , •J• ない数例もあるが，樫度のものは 1がか 1：：：屈滋叉は前1/1総の扉•II: 

み極めて乾疫の棗I生細胞と少数の汎酋菌の没if',]が認められたもの ，又は痢菌；こ殆んど見られず侭炭U．ノ

泡細胞の みがその周園に認め られる19りもあ る。高度のものは殆んど｀全）k床の剪皮貯が滋没性に企 '.:

性壁化を認められて府るもの，全く結節の所見をなすものもある。

要するに爪床洲芦於ごは数例の例外はあるが，大櫻に於て知I,0)程度の差はあるが殆んと考吋湘1：：：疱

浸潤を認め得る。グ·おこその没潤が先づ第ーに主として i11l/1踪／砂道l行を中心として疲生する ••Jふは，爪

の変化を論ずるク
;• ・曹

に注目に(itする。

-、 (b) 爪壁（ヤと して記臼嶋｀）

後爪壁部の皮膚に於ての姜 (I::は，こ 叫は合に於ても滸迎の所li[：疇い皮／丹｀に見られる虻化と殆んど大

：` 差はない。

一般に表史は扁 —'在で Ji．亨りで麟i}lじ） iのが多く，角肘心 特に知jhせる例もある。

褪芽層の町包も徘ダUが1磯 11』で萎i'iiiL！勢が涙約し，或i-ii'j失してんる・れもあり，全 く生記！kをなし

て ゐ る例 もあ る。此つて乳頂突起 も ・ -•般に f磯！！りで少 く て羹 ヽ 。佑かにそ 9 ' ) 飩皮 『い翡i詞詞炉＇）虹 1足 ．．に‘

-~JI：：：於ては突起が全く央：まれ，殆んど扁半となして ゐ るも v') iある。
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以 l•• い ~n き表皮｝件 に 辺化を i：邸＇／るも ん JJ 多く 1 -: It, ー と ．i :として）il底細胞/ff, U'を tj•:I仔I勺1こ術I『:1を忽’ヽ り骨

ろc 館皮｝月に於ても大部分に於て舟I'！髪 化をi訪， 餃l1淋峠幻・全く外韓iと剤細胞によつて占 グ）られ
たるが如き！必ある例もあ lJ' 従つて父こりり恥、 1祖 •I'l：史 化によつて叫，，9\細胞 I .；：姿鉛するら＂ノが多： ， 芦

;.:., 

叱：ikをだしてゐる例もあろか一方に1j冬て|t少数J,｝禎柑・1と）じに斎性，と潤が令くか：渡で，散(「.'im：屯と 1,
てJ/r讃，刑l虐及び汗腔心）/;Jr,;:11 •.- V.)かi'i,•かに認められ る 例 もあろ。
以l・ル諮例に於てi賣，測I認如、国）j’iしit．夫々秤 り々，，TI豆如'l: y•E 化を認める こと［：勿繭であろ。

(c) 指頭部

捻錢的に殆んど各遥を認、II）しれなし 9 

、の 11:lII例で，他｛ミ角I：手が1j叫して ゐる’少数(1tlを除いて，及虔：t

盟にJi請で萎縮してゐるも(/)が多い 透明1：序が認め ら、iしない も(/)iある。
第:\~例，第：;:, 1加） ~n きは館皮 I応！謀！幻）瓶['i甚化によつて，表皮 If•} が全く糸IJ 店ilt して届るものしあ
る。

乳頭突起も大部分はその程炭は種々であるが少<i迫く，且イ鳴叫になってゐる。甚だしい例で；［全

く消失して扁平となつてゐる場合もある。
又第 :;r,1列の如きは館皮／囲内の痕['訊］芽組織によつて乳頭

J)軸索が延びて細長くなつてゐるものもある。 ・ 

剪皮肝に於ての痕I•生焚化も又極めて多様である。 憾艇の是化のも(/)は館皮下rt}の血1序，前1[1絆応）：汗
腺の周閏又は乳頭の毛細血行を中心に知祖性細胞の泌洞を認めて荊歯も亦l咆めて少いが，殆ん と‘認
め得られない心の，或It散在性に、とを認むるもの，或は高度の町環化によつてこの部分を全く占め

られ 館皮I［げ遺が痕i:I,細胞浸潤によつて四換へられ，時にはその郊分が猿死｝［たになつてゐるも J.)'， 
肉芽朕になつてゐるもの啄その斐化の度も大である。

然し指頭祁と指．胸部とに於て何れが・・・殺1こ疱性虻化が大であるかは・一言に断じ得ないが，余の隷毎

した範周では指腹部より指尖部の髪化が著明にして頻度が大である。

爪床部の館皮居と指腹部の館皮屈とにJ
於ての疱性虻化は，何れがそ の病愛炭が大であるかは定め難

いが， ••••般に i印知l区髪化の方が大である採に思．ばれるが，症例 I•こよつては反封に爪床部に高度な場

合がある。

この部分の卯II痔，屈1.1・{fl奴疇 I！泉的に大，・i1；分病髪を認め得るが，他 J)部のと共に後述する。
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(dl 爪
爪博板の走 fi•1苅Ev)ものに頗る多く， 的図Eのもの秤爪の緻密度が，訊である。大t,；[；分に波欣 I)走

行をしてゐるがその秤度は極めて種々であって，
爪の表而が毛妥状又は「ささら」｝lkに分裂してゐるも

の，爪邸板の走行殆んど不明のものがあリ，
（対父爪「1]か」・・ードに分離してゐるもの文はJr¥1こ裂隙と生じ

て居る i0）：,;~があるが ，その爪買買の緻密庇か粗である がために生じた所の間隙又It裂隙は大小種々

で，桁胆1形又1四不正形をなし，
それに全限itの蛋I'.!は物府の充滸して居 るもの，或は白血球そ の他糊細

鷺噂潤と共，．靡歯が1支入してゐる のであるか，その数抵は多く ばないが孤{Eするらの又は小集落と

して在在するものが多＼ヽが， 牙、
碕 17i刈1.:．於ては阻る詞:F瑾暉叫嘉かl姿入 してゐる。第 l9例では1k

と爪床の角'itとJ)間に少数 9’壻罪iを認，めた。

又爪号に近い爪の部分，！） 各池板の間
に討： llJ1 に赤J(fl嫁か陵潤して 1,］•る例， J戸こ の部分に］~pithcl-

perlecのある例 も見ら れた。

角『［細胞り像の・1通`（e明な例も 多いが， それ＇：罰大 部分は応汲育，l)不良の ものである が，これと同
呼 I•こ褐色で少し く 光澤を有する微細顎'i'9[I j , 爪 が IE ‘砧 に猿宥し てゐる叱の程そ の痰 が多し 、 も L••) ， ’ ' 様で

ある。こ の褐色叫設細笥粒叫 iJj・化につし、
てIt/Ii.J>.I・./脊部に 多し粛 もあ I), ：く爪餞可ぷ分に特に 多・,、1.t

もあるが，ー→・・般には爪の中／件以ドに多し、IKであ:'o
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（e) 血僻

令の結節猜和注噂令部に1!1行の間・;：Iに廂l阻IIIIJ肛噂潤をイilてJ.;る。勿，i佃その程度は1煩る多様であ

三 このをぶ閏J,)堀 さ`Itー般には大なる 1，のよりも小なるものビ於て各：しいのであるか，動脈他の周匝I

I -．於：｝る i・之洞 とf,1'屈，l辰敬り），1J園のそれ とは特に ，柑 l.い狡異はなく，戎る例に於ては1洲者に杓：しく ，或る
例ては餃者に消しい楊合があるc

これ雰の靡l'i：細胞の註潤1.. J: i:．として淋巴疎及び系ll絨球であるが，父 PlaR111；し細胞も況（I:してゐる。

勿濾大部分に於て痢性布池細胞IC瑾輝Iを認める。

一般1こ拍噂は爪床部， 1稔爪i:，党部，す旨心部に於て爵皮I．．府，館皮1く）f!及` ば皮1哺閻肋織にあるか， （可れ
に於ても肥／9；：を認める。血竹； I/）｛I，f湘も1殷々認められるか爪恥部，指頭部の毛細血狩及び小ril作にはこ
れと：！しに充血を認める場合か多い。

令の症例のうち動脈被 I•こ疱性没洞を認めたものは程炭の差はあるが出J 1傭に認め，これに反して認

め得なかったもの ｛り［かに 6例である。 i；/j脈患噂潤のうち最も多いのは内朕及び中膜であって，時に

I:. 外膜にも齋I’生浚洞を認め得るものもある。この様な癒廿生浸潤が •(f 在する事によって勁脈壁の肥l'芦を

認めi!｝たものは 281列あるが，その大部分は内1i拠の肥厖か{i:（Eしてゐる。これが為に動脈内腔が極め

て狭窄を来してゐる例も少くない。

又これ等の動脈壁 1こ於ての疱性細胞の没潤と共に癒菌が在（r, し て居 る事'•も多い。即ち而膜及び「l11].党 ｀ 
或は外膜I’こ痢菌が或る岡には新しい菌が，或例には顆粒朕をなした菌が孤在性に，或は小集i容をなし
て認められる。又これと共に時には空池細胞も見 られる：枠がある。

この様な痢菌の存在は 21例に認められ，一般にはその刷閲又は秤壁の廂性細胞の没洞を伴ふもの

である が，中には細胞浸潤を認め1りても瀬菌を痰見し1がなかった例もある。

一方静脈壁iこ於ける肥！駁は殆んど全症例に於て認め得，瑚細胞の浚潤も殆んど総てに認められた。

箭脈隙1：：．於ける肥原も屯として内膜であり，それが総 I•こ静脈符腔が全く狭窄して星茫朕の内腔をなし

て？いる例もあり，内腔がliiり子様受性になり 1i・j鎖してゐるものもある。痢菌は内朕，中膜及び外膜の殆

んど全祁：9：存在するもの，或且その一部に在在するもの節種々である。

以 1この如き動脈及刀渭貧l忍徳の紐化は血l1空の小なるもの程滸しく，高度の浸潤内及びその附近にある
血怜程翅化箸明であるが，巫1J脈笹 I•こ於ける髪化の弛さと静脈地に於ける虻化の眼さとは特に岩しい差

界は認められないす店で，一般的には孵脈堕に於ける病髪の方が頻度が高い。

(f) 末梢i/il庫繊維

指祁に於て見られる尿III斎翌は末梢神総， VatcrPacinii 及び l\lei~ner 氏小骰的である。末梢訓啜1絨紺
につ．、てはその大し、さは大小莉々である。勿諭爪床部にも末梢紳総裁維を認める。指頭部及び指腹部

の爵皮下府には VatcrPaciniiが多く認められる。

こ．！噂’'： （'）紳綜繊維束は・ト『その刃園に種々 のt開さ の疱性浸洞を19［してゐる。これ等の浸潤の大部分は
他・血；｛f,汗膝炉）周園1こ認められる箆洞と闊恥せるものである。

→'と1ご末梢訓I和認蜂！i束について 1：：，その IiJ匝11塩 1紋性にある珈性聾化と共に，又周間神絆陪， l勺訓f

胴，；’i '戸外IIiI|I添闘，＇i'字にも夫々珈性虻化を認める。即ち r.り代1 ijil l虞＇扉．i•J誼部分の1叫に於て肥！店して，そこ

I'. に瑚 •t'k 細胞 9女び痰菌が認められるもの，或は淋｛叫殷及び瑚i.＇k 空池細胞， ．：認められる が痴蔚は認め ら
ふ心、、もの祢種々 で ．ーンる。疱菌 も新漁‘i・.-ci]県をなすも v')，;＇［は頴認 I)召こ蓑形せるも の全が各例によつて

t:`いて宅がある。外訓I恥ぷ清；：つ '・ 、ては約1巧文の症例に 1,'さて痛麻iを晶グ），19I]時に廂性細ij包の浪濯jを認め
i.；ご岱 ，小訓i認 ＇：か',1氾厚す るも，・）； ： l唸＼＇） て＇レ‘'， ‘O'勺飾：・:．ゞ ‘ii'i:•、 J,1,jIi1 /~:Iけ栂索i と Ki]I氷：:殆んど総ての症例I―
炉 て詞性細胞 ，＇と＂Jりな蘭、） ；、と言’j を認＼う る。脊道1・ の形｝/I; も判• 'I・．な るもの ， 賢 'it}［たとなすもの鈴1碩々である。

••., 
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Vater Pacinii 1/焚 i：：つし、てし 1IIJ様/.:そのJ，しj囮は種々なる和1文j/.I細胞ぶ［月によつてftl純ざれ，そ J)

大部分（瑾扉も混作する。 1始・つて茄例の大｝：i[｛分が Vat(＇rP:tciuii fl盟も萎餡し 1;IE)|'多となって 1囚る。

こ ＂，小盟 I ,,，J の iIiI l魯濃維 I :ーも [Il乎地球 を 1こ と する崩／＇＇ I：細胞／k切釦'{j が 1•よ・人して ゐる ものも あ る。 lill れ談 ：快

祁！：郷ilを1i忍，め，これが1,・，)に11¥1/1繹繊維1、ご麟i直性を認めるものも ．;,る。

珈 isncrIj翌 Itl_!fJかにそれを；，忍め得たもヽ,(［飩めて少数 である。

その1,,｝部の組縦が令＜瑚l!！；細胞によつて 古韻 されたる 例1:｝於て i恥とを認，1：1・る事（よ困難で，．＇とを，忍め

得る前dU6例につし、て比れは殆んど叩；i'を認めなし、も u.Iもあるが，少数の珈性生池細胞をI]、t橙（勺、一．見

ろもの，小骰内に組絨球の 投潤を見 た るも りパががあるが，小骰が ·f•IE形となり萎縮して居るも i') が多

・＇。小盟内の直 ぐ傍まで防灌Iを，；忍めろものも あるが小膀内に痢前は認め得ない。

(g) if 腺

汗殷の周lfilには種々の程厖の珈性浪潤がある。こ (/;,ii和万1月性細胞没洞は主 と・して組織球）女び淋巴球

であるが，前少数の Plasma細胞／女び肥 眸細胞も混（［ して居る。珈＇楳 iもこれ佛の細胞函Il]と一致 して

認められるが，その細胞朕態は各例各様であるが特1：：著明なる孫月性没潤 と潮菌 とを認むる例もある。

＇ 導符の周園にも亦痢性細胞の浸潤と痢歯とを認めるが，その程度は極めて採々である。汗腺の利園

の結締織絨維内にも淋巴球啄の痢性堕化を認め疱菌の浸潤せるものが多い。尚その為に結締織が府埴

してゐる例もある。

汗腺の腺細胞もその周団の痢性浸洞の他に萎縮して居るものが多い。大郊分の例に於て腺細胞内に

疱菌を認むるがその森i数は1・'：lめて少数である。又汗腺り）腺内腔Iこ廟菌の小集落を認むる例もある。

父痢性浸洞叫裔1こ汗細胞が全く萎縮破壊されて，．ー祁の汗細胞が痕l生浸潤によつて匠換へられた様

な感があるものもある。

汗腔の導舒はその問閲の痕／生認／iりに比して殆んど認むべき愛化を見 ないが， 排泄待腔には恰足痕蘭

叫令塞を来 してゐる様に充滴し てゐる例もある。

(h) 1羅力繊維

弾．力繊維ば・ー絞1：：痢性渋潤内に於 ては殆んど消失するが，没潤クトに於て も晰裂， 粗疎，減少を示 し

て居る。

爪床の館皮Idに於ても痢性迂潤の極めて高炭なる例に於ては全く消失するもの，減少して繊細なる

設維が断裂して極めて翡l に存在するもの!~であるが，一般に剪皮1.:. I記）｝随力織維は消失してゐるか又

は菱化を うけて居るのに反して，ード／脊 1こ於ては ＇（,り多少その病度の程度は弱い。勿論J:-.「爵，下！爵も殆ん

ど同程疫の病墾をうけてゐる例もある。又極めて轄度の減少を来 して多少訊1--::なつてゐる1むのものも

ある。

指頭部，指腹部に於ても沿潤祁に於ては滸しく 1交されて居て消失するもの ，多少減少するもの ，認i

裂して疎 と なるもの， 又は闘裂し破啜され館皮 ―ド に 1 ’’/i か に残 •I乍するも の停 l呪め て 1吼々である。

然るに一→方に於ては殆んど認むべき塾化を見なし、例もあ る。即 ち・・毅I'：：於て没潤の強い裳に於ては

弾力級維は消失するか父It箸しく減少するが，没潤が1l砂て1i咆度であるか，殆んど認められなし、部分

に於ては弾力級維の楚化も殆ん，じなし ‘o

(i) 皮下脂肪織

・素 1こ皮1<／j詞肪府に於ける痴性細胞i心団の弧さは爵皮／仔の終潤L0雌さ に脳係して居るJり合が多く，

汀r~腔に 於ける汲潤の高！羹＂）もの程度1< ／j同肪 Iff の｝を潤は知ヽ 0

如罰肋｝外に於ける痢性；心潤 I；殆、＇， と判して＂）例 1：：於て比られる。 勿論その程度は極めて 多種であろ

が， 1［L:だし きに奎つては1諏｝j就が令く ｝銅 l滋淵月に空池細胞によつて匹挽されたるが'1nき所見を品J-::, 0 
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ズこれ，;.『3!―. lJ行D)j象IIIIJ包i各・カ：羞'i'l:1こ収した もクもある。 i．ど訊りIt)）判，り細胞I勺りトユ 9;,i1if！の紡和it銚l人JIーーも 忍
＼りら，/t;;;, c 除り ：必~ 化 内：きも Jノもあろ。

(j) :f行、fi• 
指竹についてはそ の表面か疎益にたり ，，h1り1イ誼i-'・ となるもび）iHII名；i多し ‘o
；とウ程疾は極めて！／i.笠底のものあ り，硲炭のものもある。指骨 (/9形態に雙化を認めるも ルIt比i籾l'.J’少
・ヽが，主として'ti根加：萎紅社である。 指‘ti・の末竹j7)没渾 L.て極めて小と tr.れるも の，或It殆んど 礼`'i.')：：：せ
んとするものあ I) ， 又は第 l 節は勿論第 2 節叫＇｝表面i に 屯で吸牧•('Fill か起つて萎縮を岳 ！． て ゐ る 例も
ある。

大部分ヽり例に於て'ti'梁It麦縮して疎となつて居り， 又骨細服 も萎縮して核が位めて小と 内、‘ り，或it
令<ii・,i失してその間に1領麻iJ)｛を入せることも大部分Jノ例に於て認められる。時には蒻濯iは認められず
和‘他細胞のみ認められるものもある。

指骨の表而に所謂 HowshipのT』:,cuneの食骨細胞が認められる例もある。これ lー．ょつて指竹が破
懐，吸牧されつつある像を明かに認め，更に又骨膜細胞の培加してゐる例もある。この食ヽri・細胞内 に
疱菌の侵入せる場合もある。

Havers氏管も一般に披張して居るものが多く，それに疱’}生細胞の浚潤又は痢菌が種々な程度1ごift
在してゐるが，Havers氏竹渤才殷張して居ても疱性の虻化を認めない例もある。こ のIIavers.L芍和こ
焚化を認め得ない例は極めて(l/i少である。

竹髄も大部分は廂性細胞の浸潤を認めるが，骨髄に於ては痢性細胞は淋巴球，糸！1織細胞， Plasma
細胞，空泡細胞等が極めて多く，又少数のIl引眸細胞等が認め られ，疱菌も新鮮なるも の，顆粒欣を吊
して居るもの等種々である。時には互大細胞が見られ，足茫性を認める揚合もある。又他の粗絨：こ於
ける瀬性浸潤及び痢菌は全く轄度なるに反し，骨髄内の脂肪墾化が腺い楊合もあ る。

この様に骨髄I‘ヽ：著朋な荊性斐化をうける例に於ては，布核赤血球祐の造血細胞の存在ば帷め て少く，
従つてこ の部分に於け る造血機能は極めて微々たるも のである。

第2節誹経型及び斑紋型

本検索 1ご＇i芥り 余が用ひた検査材料は紳繹型 11例，斑紋烈 4例であって，そノ）中 12例は死他豊より，
.:例は手術的に得たも のである。

性別から見れば紳祝隈 11例の内・'}j9例，女 21,i1]で，斑紋型に於ては男．｀｝例，女 1例である。
J/ij勢渡から見れば訓I競刻に於ては沿：症2例，中等症6例，軽症3例，齋紋型は純て＇i堕症のものである。
年齢から見れば最低・年齢は紳鍔型に於て:):)歳，斑紋抱に於ては 22設。最高年蛉は前者，；5蚊 ，餃者

では 90 歳の高齢であ る。平均年齢 I.［神総型 54.4 歳，斑紋羽~ fiO設である。

後病時より の紆過年数は蔽短のものは前11瑶祖腹では ・1年，斑紋咆では 5年，最に年数に前者で は・：．3
年， i姿者では 2:5年で， 平均年教は前者 10.9年， 後者 12.7年と なつてゐる。
秤過平教と病弥度の脳f系は大盟に於て平行してゐる J)で，総過年9投の共い もの枠病努屯どは閉i！変であ
こ．か，斑紋型では必ずし も平行せず。

死ILiとしては結核性疾患、 41クl(2ふ,.11:,)，肺炎2

I'.! （13. 3？る）， 敗血症． 2例(]:1.:1？るヽ， 萎縮腎 2例

(l‘.. 30る），！農胸， 心戦靡痺 1例（各.:'i.ll%)I文ごゞ健

作者；—： r,il (21.）．（Iクる） である。

検査に（iしした谷指は左inlS押，打fl!IJ7指であ る。
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CA〕 肉眼的所見

(a) 後11¥r,椅及び(!!:j悧

爪0)p,J fが1(I)各皮！i,・i：、:/）なて肉眼的Iー．特にさ．i.：化を認、，l．，・るもの：L殆んどな く，fl(,:かに後lk.l.:，炸部くり！fi部表「足

か肥原してゐる tのかあるい；厨であろ。

(b) JR 

爪の表面が祖認、-ri、•つて .?.,るもむ 1；例あるが ， 枯敬袋父は縦徴裟を形成せるもの ， 或は i9付 1沿 J蕩籾妥

カ叫：在して表面かポll哨醤，Iり1,'りを弟するものがあるが，大部分の例は肉眼的に特に洟化を認めない。

II＼の協I濁してゐるもの必'ti,ii に過ぎないが ，表面が汚似し又は無褐色 I•こ箔色してゐるものもあろ。 LFI

甲J項を育方1.hjも少抄を1こ於て礎化 を；：忍め， これ節の内小烏の嘴の様に突出す るもの， 岬欣に利'J々 外．k．方

に突出す るもの ，＇fい！た1こf.IiiI!lJ.)後他表面から突出して居る もの約がある。

爪0)萎縮は比阪Iiりに多く f［高底で， 培 しい例に於ては半米粒大位の大きざ 1、て究で萎縮 してゐるも＂ノ

もある。

これ勾＇；の萎絋 iした爪0培を育方l［りは大椋に於て正常ではなく，且その爪の表而も汚談し，黒褐色1こ粗

色し，表面粗糀となつてみる J)である。

〔B〕 組織學的所見

(a) JI¥ 床

爪母の上皮の卯薄なるも 9,）は殆んどない。 [..I脊の角化作用は順調のものが多く，漸次爪甲に移行す

る像を示すものが多い。 ・一般に箸翅はないがイ＜茶角化を示す数例があるが，爪の墜形著しき ため爪母

に相賞する部の1速・,:nJ1なるもの及びJ:．皮．I:.府が殆ん ど消失して居るものもある。又．I:.梱部に化角機韓

の殆んど見られないものもある。

_l'.．皮細胞の萎節を認むるものあるが，一騰に斐化は少なく ，同時に上皮府内に齋菌又は細胞渋潤を

認むるものは企くない。 "if:I詔社の部分が丸味をなして府＇］々鈍形をなして館皮層内に入ってゐる例があ

る。

この部分の館皮I府についても 廂/'!.：細胞の餃潤！奴刃領菌を認むるものは 1例もな〈，館皮I件の組絨系/II

胞が萎縮をお こしてゐて，その総に組織が疎恰となつてゐる例がある。

爪床部の上皮に於ても髪化を認めるものは少く，上皮が細胞の萎約を束してゐるもの 5例に過ぎず，

叉その結果上皮細胞が極めてJi溝となって， li’iか;!~41丹：こなってゐるものもある。

上皮府の1奴も応．きはないが不全角化がぶ とめられる。 上皮1丹内に瘤菌が認められる例は全くなく ，

腔線は多少減少或；ょ短縮してゐるものが数例あるのみで ，一骰に楚化の度は極めて樫殷であって，條

線の認められな＼ヽのは 1i9り尽過ぎない。第44例に於ては上皮内に 1~2の表皮球を認める。

爪母及びこれ笠の1ktk部に記・｝・る館皮1件に於て，末梢帥総繊維を例外として痢性細胞及び荊届iの談

桐ば全く認め られない。i[l.l • 第 •l S, •19 1りuv.J附側に於ては淋巴球，組織球及び白血球， Plasma細胞が

多＇少館皮組艤：知．：註況してあるが，SudanI.IIによつてみればこれは全然疱性の塾化ではない と屈ば

れる。

..釈 に毛舟Ill血社：ti¢；ふ，ブじ血Lて組絨！付も疎揺ウも／）もある。

(b) 後JI＼壁咋I;

一般に爪後挽府1;J)表皮ら 名’少萎釦を認める数(ljlを除＼、ては，特に蒋虻1まないが角！；｝の肥I'』Lせるもの

があ 1J,6 mm に 辻す•~、ものもある。基底細胞が •(i する l\frlanin 色索か指頭部，指股部 ウ それよ リ も

多＼‘Jり合もある。剪皮府に於ても呈（しは＇少く，系 ll繰か疎iえになって名）る 位であ るか，こ J'｛，jりこi,:IEす

る1・，li壻，如訪：！Liりに,:,:.:；疫太珈性．こ・化をn-i、・める らのもあ る。
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爪 J) 伽 10:i 

(C) 指頭郊及び指腹部

：れ 1，） ウ部分に於て も表皮細胞に多少ウ姿紺i を認 i，る以外喝：—` ン，．化を 19忍ン')内：し、 C feJ k,9り）著し くり虞

ぜるも ＂，及びJ士．皮細胞か作かに：i～・71f f位にJi:；：位になつて1，叶るもクもある。 jJ;（也孔頂が多少汲く なれ

るt¢)，が規！！lJなも叫りかあり，）店底細胞叫げる l¥Ielanin色素の研も桧々である。

阻皮iけに於ける髪化も検めて！l咽度で，組名［細胞の多＇少疎髯であろ 7J冴祖＇｝＇j:細胞｝四瑚I箱jV:.,,；心ifiiィヽ＜

認められない。但第 •18, 49例に於ては紐絨lrfl'りに1:9’,、山砂淋巳球，白血球，組謀球lk7J:Piasm;t刹闘加の

泣潤を認めるものがあるか，ど桔池細胞／k巧麟iは全然なく， ifとつてこれ（・御'f噂化とは考へられず；し‘o

第17岡に於て末梢i1ill喩；磯絋化）＂，J Pi，11'こ幌い淋巳球の談潤i:あるが廂麻iは守し ‘o
叩，n1.n'1堺詞麟，充血せるものもある。

(d) 爪

爪")}襟板の走行は大部分に於て正しく髪化を認め得な I、、が見・'r[列に於てそ Uン走t」..1まぷ規則で，そ ．り程

安は種々であつて，繹ヽ波欣をなすもの，眼く波朕になつてゐるものがあるか，第 l,31哨の如きは岬状

に突出した1fittむのfUI凸に全く一致して煎板が商変1こ波・｝快を品してゐる。

角質細胞の像は大部分の例に於て正しく紡銹形に認められるが，少蜀例に於て；tこの細胞像を殆ん、

ど認めないが不明である。

褐色に染色する微細顆粒は令部に認められ，その存化する部位は/[¥．母に近きもの， 1k令怜1苔嬉没性

に ·{j•在するもの，或は中肝以下に特に多く 9(f 在するものを作種々である。

爪の裳例もーー絞に緻密である。ー一部は疎稔で，泡離蒻し「さざら」月しに廠裂して’~.るものもあるか，更

に爪に小なる間隙が認められるものもある。

細胞浸潤及び廂菌の浚潤は全く認められない。

(e) 血管

血秤の周阿には細胞没潤，療性空泡細胞及び痢菌等は全く認められない。

蒻派壁にも一般に肥）駁はないが 5例に於て槌のI把原が認められる。これ等のlj巳厄は主として日誕の

籾店で，その部分に中性脂肪の沈箭を見，又 l・例には1勺膜に:/iiり子も芯遠＇性を認めた。これ第は何れ ・i i}0 

歳以上の高齢者が多く， 1例は 41蔵であるが第 47例は 90蔵である。

稲脈に於ても殆んど同燎で，雙化を見る事少いが11{｛:1例に1,'翡梃こ極めて愕交の肥）店を見た。然し厨り

脈随，孵派壁のi可れにむ細胞浸潤，珈＇性空泡細胞及び症菌叫ぶ閏は令く認められぢ心尚一般的にば

毛細血翁：ヵ環張，充血してゐるのが多い：／漿である。

（い杞術i攣繊維

一毅 I•こは末梢紳料の問刷 1,-． 細胞渋潤を認めるものは極 ）/）て少［文 で iヽ代か：： i：•l に過ぎない。然もこれ睾

の細抱認閉の中には令然齋i.，t細胞を認める事が出来ぬ。

末梢訓I:f.'灼は指腹部）いび指頭祁に多く認めるのであるか，＜爪床部の館吃Iけにも餃1応＇ぶぶの館皮 I庁1こ

も多少認められるものである。これ年の症1クU中凩1/1；徊がこ祈如しど媒常を認めなかった．1)はf;'りかに 21,i！で大

請分の例は多少の聾化を認める。即ち店：阿'ffiは！J巳厚するものが多く，一予，和こり冬ては外訓I斎翌朝1こ！itふヽ [;il

叩細胞の注潤があって肥／店して届るものもあるが，その秤度は！！咽い。印糾i絆初に(.~fi'ij様に浚潤かあ る

・、91てとして淋巳球，組錨球及び小狙父の Plaヽma細胞，肥1j’r細胞で，時に（墳厨't：杞‘（鱈11,！りを證明すると

恥こ` 疱麻1が小組落をして認められるものもある。

かかる結梨帥総祓維は足 化をうけて萎絋iし又は足性をなし．て屈・る均合iちる。(.’,：ll:1|I和濯舷iil・，＇］に主と

して上皮絞細槌）奴び小敗の淋巴球の滋潤のぶが認められるが，癒麻i"つ令：認められなヽ・ヽ 閏もある。

¥-ater P:icinii小臆はヒに指頌祁，指限玲［；に認められるが， 閃「空！i、て'i序；，．ヽ網胞誌閏を認められ るわ数
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例 “ •あり，それ： t ）＜ i.ilりj苔岱縮 I , f:」E形をなして／，叶る。ーf＄のものは小i登が疫痕化し，．一祁のものけ硲

子i公泌＇性をたしてわろ。

、これ勺． ． し＇ノ 小怜；勺に細胞 i心潤を認、もる も のは少く，€厨厨細）J包 U)iぶ，1,Jを11[（： 1例1:ーカ尽て認むるか冴祠fiiは見

も・:,,'o

J¥l (＇iトtlel• 小 i麿： ー':;: i 例 1 こ於て認め •iりた l：迎ぎな Vヽ が，特／―-虹化(J:な'‘‘o

(g) 、il.)j泉

血舒，糾1;i心の｝，1，J[w1と/1iJ/・.;・；1-:if}乱のJ,'」［；1に崩性細胞，珈歯の没ii:］を見たものはなし、。然も箪1: [iifi猜I.i

Ii蝕，＇） かのi図i！りを盆忍めた 11刈；1：ある。

汗般には特・に髪化を認めないも¢ノが多く， Jl乳細抱にも著冤のないものが多い。然Lif・腺の諒紬息’J

には班性捻潤くは昴罪月の蕊iりを認めるも心はない。 1[1,：かに汗腺I]J刷の結締絨か肥1'』iして居るもの）足iし

そ心部分か疎恰になつてゐるもし＇ノ19)7ヽ である。汗腔の排illJ.行には著虻を認めない。

（h) 弾力繊維

本症例中に於ての即力社袴！i：の製化は—-．級に少く且その足化の庇も 1！堕い。罪力淡純が強 (1姿されて殆

んど消失してr，吐るら （／）は('liかに 1例に過ぎない。

その他の例に於ては多少斯裂して屈るも＂'.J, 又は多少減少して疎稔となつて届るものが多い。 fii/〖

比 J)打．皮Iけに於ては減少の度の既いのに反して，指腹部に於て憚力祓希位に殆んど蕊化を認めないもウ

がある。 ihiしてこの雨者共 di紋である。

(i) 皮下脂肪織

脂肪le/-1こ於ける約的虻化は主として）i刷肪細胞の萎縮である。その萎縮の高底のものは各脂肪細胞が

大なる空池祖叙悔の採な介捩をなしてi:いる。又萎鉛が高炭で脂肪組絨が著しく減少してゐるものもある。

脂肪織には以上の採な受化以外，ぅ祖性細胞の浸潤及び癒藤iは全然認むる事は出来ない。

(j) 指骨

指叡噂化としては萎約であるが，この指竹の萎縮を 4例に認めたが粕て比較的停度である。

末節が中節との闊節面に於て脱臼して，そのため末節は中節と離れてゐる例がある。

指骨表而も一般に平滑であるが，表面が！，＇ i<f度に粗話な均合もある。第 119例に於ては指廿の周園こ

鰹いl;’il形細胞の渋潤を認めるが，痢性の焚化ではない。

廻に第48,50 例［•こ於ては指骨の表面に 食ヽi.,｝細胞 (Hows h ip の Lacnne) の出現があつて，これがた

め指骨は破炭されつつ吸牧作 f|J の行 iまれてゐるのを見るのである。この 2 例は何れも(~浪い'J'：中の i の

で，捨訊＇［があつて手術的に闊酋ii:；[［l)itを行ひ桧査したのである。特：こ 4S例には食i'｝細胞以外に互大手11!

B包の出現も認められた。

竹梁は一毅に髪化唸<,II化：：例1こ於てj廣｝＜を認めてゐる。

括ヽ i]・しり'ri哨111抱 も敗iiUI--．於て炎爺iを認めるか，第 45例を除いては・一般に小笠度である。

Havers氏特 も玉化か少<,11[（: 1 (yU1こ於て鍛大を見たのみ、である。

抵府の骨恥には．1例に於てIul形細胞'')没ii'］が認めら れたが，その他の症例と共に何｀れu紺土の支に
でなく，人刑閲は全 く見られない。

廿噌如：：：ll罪Jj虻化をなすものか多く 、その炭は比似的高炭である。それかために骨品炉iミウ糾胆，．：：小：（

めて苦紺1:こ,9性をなすか，をく ll判屈'i噂」を基してゐる。

第 4章 考按

検査iこ（凡：した危j行： ：： ．；舟塁を通じて岳[l 名訊｀•,:，．iり桧索 i こ Jt認i'.J 砂羞 9 う り応ヽ /fiーを /J するオえを選ぶと共 i こ，．-·
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方1:1,'丘 ii：封！！佑加）必味で）／（ク妥(t(/）少なiJ‘4行を醤んだ。ユリ）材月は大柑・I；分;';IJ桧材料より付たもりJで

粕該，抒繊病患，その他直接馴lと）kり旦化を心iit然飢噂てき栓，，ヽ のであるか，局）所(/9が、ij―'屑見を七

とした心＇し喩 1こ於ては将らくこれを除いて考察したい。 it絵 (I)結果の成禎を概揺ナろに次UJ如くであ

9̀. c、
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(a) ;1iIl点の愛化について

指·;'ぶ：•こ於げる神紐 1;•各指或／；指 fl!IJ を支i~~ する大なる前11瑶州は富然小枝を 11,1.1こに分枝して 1叶る。結節 ｝1i ，!

に）だて Jノ虹化(i• 一般にそ り l,• (J[,tI'―→ [•tl統＇性にある崩l'I: i謬j と共に 19’J 腔/11l1/埓•i!'[;：＇i, 1.；'JiJil/1恥喝fiit Y人外屈1/ぱ'!!.ifi筈
夫々に］禎1生辺｝ィヒをi忍める J

Vater Paciuii小憫にも殆んど冽外なく変餡その他の呈 化を認める。

訓I系が随でも欠部分の例に慰l血土化かp忍．められ， II名には前1/1総の萎莉i:i>くは妥化かある。

Vater Pacinii小醤こも萎品があリ，不正形をおこし一子；1ぶこは是化かある。

狐紋苅＇！にも以上の如き多’少のもさ化を認める。

(b) 血管髪化について

疇 I応爪社は／i（床の1硲線ドを走る毛細竹哨的こよつて血液を（）（給される。此毛荊lli序潤は終末指骨の

側迦を走る 2 條(')励派から流出してゐる。殊 I•こ爪恨下に於ては毛細伶は股甜である。結節咆の大部分

の例では餅).!l民に内膜炎があり，又中膜の肥）g,外膜の肥／9f-l女び渋潤を祁める。

剛民磨の髪化も粂症例にあり，秤孔の全く 1『J鎖してゐる例もある。

これらのJ{013菱の！込化は血管の小なる程著しく，高底の廂汲祁JI勺及びその附近にある血秤程虻化は

著捌である。

これに反して叩疇，斑紋瑚には血竹堕には窟l••生足(['.』は認められないが，血作の充血が概して多い。

(c) 爪床の菱化について

結節刑に於ては爪訊士柑の爪角化の．状況は上皮細胞の褻育と平行するもので， 1．．皮の褻逹の良好な

る枠爪角化も良好である。この闊斥は大陸1•こ於て買皮l仔 1こ於げる齋i牛泌潤の比と一致の闘係にあると

詞時に，爪回の妥化に影評するところも又多い。

訓啜濯，政謬内ではこの部分の組織學的虹化は一般に少いか， 又はが印度である。

狭義の爪床即ち爪の礎盗部に於げる虻化も，主として館皮仔に於ける1祖性裟潤の程度により左右さ

れて居る如くである。然し汎詞が特庇な均合は先づ箔ーに主として刑1サii!及び血行を中心に焚生して居

る翌i'iは，爪の妥化を論ずる上からも注目 1こ伺する。

訓院嘲，塩紋刑I―-IJ冬ては爪fIこの虻化ピ！！咽1羹C,ill1/1秤以外には剤性j書．詞：］は全く認められぬ。 一

(d) 指骨菱化につ¥.‘て

指砂妥（しにつ＼・、て：責'ifih叩れ、：IJ冬て指ヽ i,]・の形愈に豆化を認．めるものは比似的少く，主として骨陸の

萎節であるが，指骨表面に1Ji益':H"11-shipの1,：lClllle企廿細胞；が認＼うられ ，これがため指骨の破壊吸

牧の行，よれて肘る J•り合もある。

刷唸約1,政1：紋叫こつし、てit萎柑iか主であるがf.Ir、れも 1沢；；度である。又食 tヽ}・細胞の高り］を認める均合も

ある。 il・;1」J)脂lj/J迅i士を認めるものが多＼ ‘O

（e) ）l＼印't中に認められる徽帝llll!（i粒について
この汲細顎1甜につ＼、 て:tRanvi0r J応＇＞所，li,Jォ＝ヒン (OIlychill)に相.,,:,；するらので，諸種の反應は

ケラチンに一致するものである。

tlml:1, Kbl l ik町 1、!ilしにこの説を否定！，＼・.Brnnn J(:はこの iit奇ili『;!•1,’，•ば細胞内にある原形質級糾

と同涙な祓奇！L網が兵の槌斑面に於て四jilkを示すた．＼ヽ なリとぶ・てi・.Ap:11:mt氏 もこの説 を支持し てゐ
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9-す

る。然し Hell er 氏 がある 1文嶽 1こ於ける爪 9’> 児 'iii•It完全なる Onychinが形成せず， ．げとつて正規の角化

を替み能 I, ざるために追る V) であると述ぺてゐる。余が箕綴例 I•こ於てもみられ，爪が正常に焚育して

r計るもの程その顎粒の姑が多 く，/]¥の疲育が1迂となる時はそりパ代が少い。皿 ちIKの角化槻棘は1闊細胞

内にあるこの時殊なオニヒ ン顆粒によつて行：これるもので，．、とはf，'.J化の準備た る角別頴粒と見倣すべ

きものである。

以ヒ穂括的な事買を悲礎として爪の妥化について夏に考案を行ひたい。

文戦によれば Klingmiillerl\;;lt 廂に於ては爪の斐化は主として皮r肯 I•こ榮蓑蹄碍のあるものに認め

られると云ひ， R隅CI'sa11(1 Mnir 14,1J.しば指蝙の深祁に廂性組織の存せるものは爪の翌化か抒しいと

云へり。

又 Bergmann氏は結節刑に特布な爪床炎に綬焚するものと，榮養麻碍の結果による爪宜別の焚化

との 2種に分類をのべて屈る。

神秘環に於ける爪甲l}兌落については J'，abernadie氏は極めて早期に認めると云ひ，これに封 l.て

Rogers and Muir j;IJ」しば晩期に見たりと云へり。

又 Klingmiiller氏は爪床｝女びその附近の周園の皮府に笈化を伴はずに爪の脱落を認めたりと述ぺ

てゐる。

今余の裳瞼の結果について考案をなすのに，第 1報に於て述べた如く爪の疾患の原因は爪 9/)獨特疾

患，爪の榮養障碍，皮哨病／女7尺一般疾患．によるもの，爪の逍偲的疾患等に 4大別して考へ得られるが，

夫等の爪の焚化に特殊性と個有性を示すと云ふことは頗る稀である。

従つて又齋こ於ける爪の菱化も極めて複雑多椴で，余の用ひた症例についてこれを大別してみても

爪床炎，爪閲炎の外，爪萎紹，爪甲執化，爪甲縦裂，爪甲脱落，爪甲鈎楚症等に分たれるのである。

これがため爪疾患を観察するに方つては，其の成因 とこれを誘致する動概に就ては勉めて恨市に探

求すべきであるポば云ふ迄もない。

然しながら一般に爪の焚化は主と して爪母の病的欣態の結果であって，爪母か正常な機能を蟹まざ

る為に爪甲1口飛的にも倒的にも妥化を起すと考へられる。 ． 

余 の1"t殿例についてみるに，結節砲に於ては恩！徽鍍的には云ふ迄もなく肉限的に於てさへも局所の

疱性堕化が著しい屯．症例に於ては，爪の墜化も共の頻炭も箸しく且その病婆も高度である。結節型に

於てはその程度の差 こそあれ劉微鏡的には殆んど仝症例に於てその局所の屈LJF斡，動脈，甜脈等に1文痛

廿；妥化を認めるが，爪紐，爪床及びこれに 1涛接する郊分の視祠性製化が認められぬか，又その斐化が1ii笠

匹の揚合には11¥1こに殆んど著虻it認められぬか，父1.：：：妥化があってもその秤度はI:i笠い。

この事箕から推諭すれば，結節別の楊合に於てi：こijiIi絃，動脈，静脈勿の痢性楚化の結果，局所の榮

養院碍のII¥I•こ及ぼす影界も勿論！！四親すべきでないが，爪床部特に爪紐及びこれに 1湘接する部分の廉性

没詞が爪！‘：：}女ぼす影界に比較するならば，それは・～・紋1こ憾炭なものである。即ち爪の塾化1.し.4炉こ爪母，

爪床部等の瘤性病斐の秤炭と大唸I•こ於 て平行であ る ことを示す もの で．結節型に於ては IKの斐化の 主

要なる直接の厄因子となる もの は爪床，特に爪母共他局）所の疱性茫化によ る！凡；訂領i生爪床炎にあると

思考される。

然るに神繹咽に於て(t病理組織翠的にJril秤，爪床部／女びその他これに1森接する部分に奔楚 を認め得

ないが，大部分の症岡では祁l虐に痢性避化を認め るか，或ばその結果i111Jr総の萎縮， 斐性を示してゐる

以 L..，例へ組織際的に(.:;:著閲 を認めないが3兄際に於てit血：i平及び局所の皮府と雖も間接的には斐 (l:を

受け，これがため爪に蕊化を）女ぼすことは考へられ る事収である。即 ち末梢ljillf認の萎縮文箋性の結呆

局所J)榮蓑が不良になり，且又',:n晟！符tli]を伴つて外協，火g炉原の外4もつ刺戟に対する反射作II・］がUil滑
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を紐ぐために種々の炎症を絃起し，その炎症り）程／文及びその後り恒匹・(I)女llfilJによつては，極めて贋々化
記炎症となり，爪院を犯し療痢となり爪屈，爪床等を犯し，これかために爪甲萎紹を誘致したり，爪
叩応容を起すに至るとぷふことは又容易に考へられることである。
余の症例中 2 例に於て爪床乱切館皮府は明：•こ珈性に非らざる細胞談詞を認めて届るか，これは外宋
の刺戟によつて1|：ぜる炎症の府残イfせるものと考へ得られる。
余か第 l報に於て結節瑚と紳魏研との雨者に於--c,爪の斐化の種類について爪床炎によるII¥の斐化
は前者，氾鈴，後者 12.5鈴であり，爪甲映捐C!J茫落）は前者28彦，後者 GO？るなりと述べて，結節堕Iて
於ては特に爪床炎による爪の翌化が多いが，碓1/1総咽に於ては特に爪「II映祖が多いと結諭して居る。今
余の得た紺j!！！解剖學的見地よりこの1乳＇［を桧社するに， i訓！；厨む伏を主とする祁摩環1こ於ては前記の女[I
＜炎症をおこ し易く，且又その手霜不適堂となる湯合が多いため化談性炎症をおこし，その粕呆爪甲
脱落が多い。これ：こ封して局所の組織學的曼化を主とする結節堕1こ於ては崩ti"t髪化による爪床炎即ち
疱性爪床炎による爪の斐化が多いことになり，病瑚と爪の愛化の種類との闊係について，第 1報に述
べた詰論を上述の如き論腺1こより衰書きすることになる。又雨砲に於けるIKの翌化を認めるものの平
均絆過年数は，結節漿 14 年，紳認砲 22 年なりと第 1 報：•こ述べて居るが，｝Kの斐化は爪母部及びこれ
に接する郊分の病珂組織學的に著しく條件の悪い結節疫に於ては，訓i認型に於ける場合よりも早期に
菱化を受けることを物語るものである。

次 1•こ爪甲萎縮は・一般的には先天性か若くは爪号の秋他的活勁が減退するか，或は停止すると爪質楷
成の不乱りを来して爪角化に挟常を来たす結果，焚生するものと考へられて届る。今紳総咽の場合につ
いてこれを考へるに，末梢訓1：(:倍の疱性楚化により局所の知覺隙碍及び榮養l旅碍をおこし，この結果爪
藉の爪角槻詣も影壱をうけ爪1ま屈々短縮 し，爪賀質も又訛弱になることは考へられ，それによつて爪
は殆んど半米粒大までに萎縮したり，又指頭部に恰も 1tlj1月たに突出せるが如き形をしてゐるのもある。
これに対して爪母に絶えず媒常の刺戟が持綬する時は爪質質は探常に疑逹することも又考へられる。
一方詰節砲に於ても極めて1食々ではあるが痢性浸潤が紳総繊紬内に｛妥入するため，末梢柳翻の萎紹
及び聟性をおこし，途にある程度の榮養I:i；fli拾，知餞I旅婚及び槻能1窄碍をおこす様になリ，共の揚合に
於ける爪ぱ亦訓啜渾I'こ於ける如き萎紹，その他の紐化を現はすこともある。
この現象が爪り）萎節について第 1 報に述べた如く，紳総型 27.4劣，結節痰 l~.8：：ると云ふ数字で，紳
繹型 J)場合が利＇］々多いのであるが，結節型の楊合に於ても比較的多い珂由を説明するものであると思
考する。

切廠現象について一言辿べるに，所謂切縣痢は1祖特行の病的槌棘である。云ふ迄もなく瀬には会II畳
餡［痺があるため，外的刺戟に封して反射作用が闘滑に行はれないため！明めて！嘆々火偽，外傷第に洟は
れ易いこと， ,1f;;1.:その後の手裳 lヽ)イ遺‘貨なる鯰に但農性炎症に筵化し易いこと，且これが局所に波及
して途！―．（ミ爪の脱落となリ，更に辿んで1：：：」行ヽf1・ I ご愈骨細胞が出現し て 41• の吸牧を 1，1t l, ，叉・一部は腐•ti·
とたつて逸脱する。

切障崩は主としてかかる捜囀：こよって 4:．ずる．現 象である。従って知悲i泣痺を 4•：：じた手指に直接外的
刺戟を 栄らない採周到なfi環方法を行ふか，又は火1岱，外協祢を受けた楊合努めて早期に迎裳な治療
法が誨ぜら、ilるなればUJ闊現紋はあまりひどくおこらないわけである。
一般に切噺廟1よ狭義には紳和汀逍のみに見る朕態であるが，鈷節型に於ても．［：述の如き珂由で同様の
現孜も おこリ得る iの である。唯々そ の褻’Kの時期に早晩こそあれ雨堕何、i1(f人場合に於ても切覇、捻韓
の装生することは刑由のあることであるに拘らず，＂ i［通揺刷I斎謹月に於 '-i：：：早期：こ且高度の虻化を惹起
するため，一般にはこれを1|9li埓祖悲乃みの現絞としで行倣して居る のでもる。これか故に利1斎祖砂の 切晒
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崩茄節によつて羅1-・せられることもあ る。

（う） 組絨＇弘的に 1闊爪9米，爪鷹指頌祁その他の表皮，剪皮｝t月にi
細胞の註間，淋巴球， Pl 濯「国化叶砂て詞lて， 1/i虞

;lSllla細胞，！！叫半細胞の出現，時に 1環!ti立大希/J噂の出現笠か見られそ。
lliIll祝の1り作惰j及び内外Itfi, ·1抒脈 l'zび囀訊i[ に（：罰I辺：潤 I•こ
骨声砂疱性髪化も；；忍められ

よろ逆化かあり， if殷，脂肪組緑， 4酎'i•,
，弾｝．）絨糸1i；も退化をうけてゐろ。

爪の代質内に (・,1'：かに即¥jが1受入す るれも叩1;：加、：1i忍いられt
：が，これが Iii.I•こ災化を起させる IJ;[/1:/1 こはならなし、．＇れは 1Jfiかであろ。

(6) 紹節砲Iこ於てもその程炭の，―．唸はあっても 1Iil賽， 1；/J蒻脈にク，．
心化を家つて居りながら，必ずしも爪に著しい妥化を来さ t,:,ヽ と云ふ'1.t?tば，州IIhi：(a，C,砂Ji，'屈脈の病虻による榮迷I'.,.itliいも

・Jふ勿論ではあ るが，その彩窟は少＜ 爪の愛(I:tこ闘係する
，反つて爪の斐化を宋す主なるI)月1KIが爪未祁／奴ド 7

郊分の廂性裟洞にある （れに辿緻する
。即ちそれは爪の斐化と爪底'if玲加の病足とが大骰・平行する1.tによって誇明せら

れる。依つて結節型に於ける I代の逆化の主要なる原因は，痢l生爪床炎似翡果である。
(7) 知覺寂痺があるために火鳳外1多｝に立しばれる緒果，：，狙にその—
船性炎症を起し易く

手i,tの不適露なる為I'謬蜘＇i停化
，指骨に食け細胞の出現を見，吸牧を来す。切断靡国にかかる原因：こよつて起

り，看護即ち火1岱，外1Mの手霜がよければ切斯はあ寮りひどくはおこらない。
(8) 紳鍔型及び斑紋襲では爪が萎縮を来すれが多く

，その形は Onychogryphosis1 •こ極めて類似してゐるものがあ る。

(9) 一見緻密に見えても紳総型の爪は一般に脆弱て，遊離緑は分裂し易い。
(10) 組織的に見て， iIil／申国の1pII瑶鵠樟Itには疱菌が見られる・・事があるが

, J(I[1.ffJ豆皮府には．：とを認めない。

(11) ;"/1/1総に髪化のある以上，その原｝所の榮養が不良1こt
ょり，叉知覺寂痺1こより外俗，火・勘等の刺戟を受け化胴性の炎症をおこ

し易く，これ叫峠詞砂爪iこ萎紛及び）脱落を起す七要な因・子であ ると考へられる。

(12) 指骨！：： HuwsliipのLacuneが現はれ
，骨が吸牧されて麟i1を起し，これに伴つて爪床及び

爪の形の髪化を来す事も叉考へられる。

掴策するに際し御指雌，位II鞭槌を賜ひfLi,t11佼lJ乱の芳を賜ひ L、烈師）も[l1!i..Il妙じI:．に深i化の感謝の
意を表し，叉膀務課長旧尻詞‘i『疇1只加：；討 Lて深許すいたします。
尚本研究に「祭して疱隊防協舎より多頷の和

ぺ金を給奥せられたことを出し，洸みて惑謝の、意を表
します。
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光III氏反應によりて生じたる結核1菜斑紋組織像の 2例

〔レプラ第 11）岱第：：肱ビ（昭和 14年 5月）］

第 I章緒 言

粘核蒻；：斑紋1―． つし、てl.，Jadas8(9lul.,:¥・;多数の業鈷かあ IJ，我I没！1 -．於ても）［；Il l，土肥，節111，小林、

如 l1, （K訟，磁川，小 1.¢ '•ク の諸氏 1: ょつてポIt約ざれ，その病原歯 J文び焚叫捌隙 I ー．つき稲々，滋論が行 I ~ 

れたので わるか，現 (Elこ於て： ： ,1:! il討 によつて生じた るが昇徳であるこ とに 翌'；•してに， i立早議論の餘地； 1：

な、 ‘0

所，，：’｝結核蒻＇；斑紋 もその肉！Ii.. 、［II)症！II、と令<-i,jとではた ＜ 稲々あるが，定遡的 T,•• J.）)j 合（ i-悦I:I恣起した

紅色の斑紋父i:4姦昴 が！i哨明で ，恥紋泌；蔽•；i•I；か提［坊）快 1 て 1i伶起し，時にその 1硲起 I ―・・ー・致して角質の檜殖を

伴ふ：ク，臨床的1：旗狼：J1,学(SarcoidBoeck)にれ知めて類似して居るのみな，:..ず，的珊組絨限的にも箸紗I

なる淋巳球，上皮蒻詩III!J加の裟測を見， f,i]時にラ氏li大細胞をも認め，然も杭如討は位めて少く ，そ の所

見 ．：全 く結核組織 と似て居る。一般に結核様斑紋に於ては剤菌の桧u:；謬！it澁ではあるが必ずしもイ咋f

能でばな く，枯細に：検索すれば必ず蒻韓iを§を見出来るものである。

本症が結核との紀別＿l＿・参考 とをるこ と1項111綜叫J!'.!｝甚で，その領域の皮！肖紳鯉7)；著明に肥l瑳して居る

こと，及び血液像に於て著明な淋巴球射多症をみる ことであるが，更に重要なるこ とは本症1こ於ての

光il1氏反態の態度で あって，常に弧麿性を示すことである。

この事寅につし、てほ光田，林氏的が常に主張し来た ものであるが， これについて も館の結核椴斑紋

に対して光田氏反態を施行 した揺；らか，その事媒を酋定す るであらう。

光fuJ.は反應局所の病到！組織I.:つし、ては未だ光田，林氏及び永井氏かか［ぇ告して居るにすぎない。永井

氏は粘節痢に於ての反恕絵性局所の組織學的桧索についても 述べて居る。

余：；最近定型的な結核採斑紋及び利啜鳴の患者に施行した光田氏反胆の強褐性に反態した厨所の組

織 を検索する棲會 を得たので患者について小考案を行ひ，且その病珂組綴學的所見について非1ぇ告 した

いと思ふ。

第 II章自家症例

CA] 第 l例 1多•O栴O -9j 38歳 (1ILifn]．3年：］月 20日入li'il)

(i) 既往症 家族I:＿於随性炭也を 思：よせるも の： ；なく，生，.lミ健）箕で脊這．を知j‘ な＼、。 咋年 5月頃

左1鳴詞j j箔 I ―•他ふ、ク11 『J:. 純届jit・自覺 したが特、こ氣にかけなかつた。本年 2月25日姐か ら左膝闘節'.L・.i,；・I; 

I:指項大の赤褐色の固、ヽ支疹を生じ，そ:.:7日ばか ．‘，；TI哺如．:!：迅ヽ辿lj,）JI;，；t砕を 自岱 した。

(ii) 現症 恰給，・：'応詞・冷底．，i;'j麗 ＇ふl勺屯蕊．：li-F戦が9i墜疫紐）くを認、い る外終‘位はむ．’ ャヽ。釦炭に も

珈性，ぶF1 を i．忍いな＼、 。 皮疹； ：：： ィ渭祠る虞： —.散 在す る 。 弧面で i'.左 i悔加＇ぷ， Iiltl t諮，布iIRI'，J」｛料・ド，i::Il. 

部及．う蝶酎ii;I:’辰 i こ認 ；•， 73 7.;.，そ・o-)くざ は屯{1『hg,々より1紐1勺欠・tでのf,i各々 t―ii)i．；又じ払・igulあつ沈滑し｝色の」．t．4萎

が 1(1斐.tfl,11!―{f在す る。 ー整．I:i唸起して周蘭とは明l約こ梃昇して居る。殊に；fi耳Iiijhl；より頬；＇加こ）女んで

略々紗卯大心不正形の応I尻I;I:ら．．白色の炭，；I,}が湘明1: I;{．j’ji'.I：して居る。 以上と同じ性'.tir/)以t紋；噸[;'i!； iこ

2 i1}l．布n：投r:1個，」出店に 1iliil．右恥` ，;;;―.2 11吋，右腕謁祉jfr!1fl!!j{,・i; i―: 1 II/ii, 左第 1指届トiihl; ！―. 1 •il,r,1, 

加百；I；下方に 1個 及び左膝捌紺祁を中心として25cm x 15 cm i'） 15,I）略々{fi1,il)I：クの紅色の政［紋，右足

刷祠i'」，に 1i1},1 9• '.) 」 it)ゑ ， 合計」i1 数 i1,\l ウ J了：疹ふ散位性 Iて認ふ‘る。加l1環箇i ぶ•i ； の汎紋か最大で梅1;［大，指

頭·｝＜む種 、ミ・ であ る 。•一 f;,;r;:・9.;"':i―_; ： I'.I色(')1]i,：!i'}が表面に1,ij'沿して 1,:}る。 l.i:疹 ）女び斑紋に一致 Lて知悦麻
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叫し ，し證リ） す ’· ' o 凶：右）01: ,帥；，が /z ぢ• A• I肺 i'i•9/,li!ii: ;/ :,．谷i.IJI I.. l]U I拾し，：CJン他左布i,し41・,il:l,i徳・:1< ・；協，左益11・~l, 9 ii;， 
左）↓ 41• IIlll霰砂·左11;？i'i •99i1/l総 't.:i :Jぐ.,<＇il'；渡I―． 肥I昇しC:,,,:・'-• 9 9. o ;it i |• I l’ ’・ }祖 it•l '’・． i,忍． 9りな "'o J('I液）Yi]．↓：．・:赤血
球 1,f131),(）II(I, 1:＇l J侃球5,21111，そのJiliii像； r／l,i'1；多核1:111，f[球氾．，':i劣， エオジン嗜女i,9「I,細胞：：，が

・ー、＇o,癌
届1.'I：細胞（啜，淋巴球・1(1.（）露，移ij• 1r,! ！匂J，：外＇1.核細胞 I.!'1路であ 7:. o Jli[色索¢9合i::!；： S:Ih l iで 1112,，)K 
麟麟麟1.、W(‘Stprgl'(‘Cll氏法に より 1時ilijfI I I, 2時間fl::~で， r)噂'fi"（ I : J 1. 5でjJz。
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トウ氏反謡旗性，光Ill氏）ズ1,t砂i’um・生。

(iii) 診断上の小考案叩叡如き Ii:•) 参， 、 一見 しゴ厄闊'f (B11cck)'C息ピせろ程椋y，て類似し
て居るか，他方に疱としても机j/Jjの向IR的所Jill―一ょっ-4渭砂謬；！祖でi:: f；'.し、かと考へる程，そ 9'ノI,:
閾濯結iijと類似の「fJ紋を輿へる。

然し本例が柑晴ii祖とする況らば，‘-叫＇覆の結 fii国で1紐んどすべての例に於て眼角膜1こ廂性泣潤
を認めるのが常であるが，本加：於て1：：角膜1こIt（ず霞化lt 7；く且鼻汁中1:1祖菌を認めなし‘O)JII濯j

亭 It疹か廂結節とするならば，丘疹祁り）小組織片をメスの尖端でとり，抱抹、して絃桧すれば必ず多

数の｝祖菌を認むべきであるが，本「i：疹の塗抹擦本にI澤んど麟ii環 Jとぶ疇t応。且光田氏反杷疇

潟性なること｛：加の事質は結i鴫を否定せざるを得なし｀0 " 

疇1こ於てこの丘疹の一｝席を切除して切片作製後桧筑すれば，極めて少数の抗酸l生の i'i'•菌を認める
外，その組織像ば令く含甜亥り）それと ・一致すろ（組織桐I,J釦砂項参照）。然しながらりJ除と同時にその

粗織片を以て行ったペトラア＝一培地の培養試験並にモル モットを用ひてJノ動物試験も全部陰性に終
った。

以上の如く該丘疹祁は系11織學的に結核像 ，：： •一致し少数＂ノ抗酸I•生の作菌を認め得たが，培梵祇懃，勁
物試験ば陰性で結核を否定せざるを得ない。且臨床りりにJT.：疹部に一致して知競邸痺があり，末梢扉l虞

疇明に肥｝學すること，血液像に淋巳球Jf}多症）豆光Ili氏反應の強悶性なること客を綜合して，本例
は結核様斑紋であると縣定する。

結核様斑紋も臨床ll,)外訊、：・-一様ではない。太[ll氏等は料濯様訊紋を臨床l：次の如く分知して居る。
自Jち，

(1) 

(2) 

(3) 

(• i) 

(ii) 

殆んど陥嘩皮府と同椋で時に1i,・’i1度の落I爵がある，

索褐色乃至紅褐色の塩紋で，共の色．J/Jは沌く，皮府蹄より院起しなヽ‘’
白癖崖、：似た痰疹，

皮Iiり油li接・L)t外額を品するも の，

観／j刃腫様潰瘍を作ろ iの，

C,.;） 糸［斑性狼脊：こ類似吐るもの。 f:応に分つて観寮をして!;ifこ。 ・

他方本年 3月埃及カイロ市！：於て聞1且された／喝際痢會森i：於て， Wadp氏をiis長とす る病盟に開す

る 小委具合は ，令怜紅詞i紋を次の如く 2 分；‘，ti することを決定して居る。 ~fl t, , .~ 
紐） 小結核様靡紋 (l¥Iinortnbcrcnlnid) 

(b) 大結樗・l珀斑紋 (l¥fajortn bercnloicl) 

紹！匁虞紋とは周尉）堤防：代に 1岱起 l， ア Ii：• るの 1: ．，一致 l, 9一見苔ふ脅：l認した針頭大7年粟粒大位の
小丘疹が孤在 L . , 或は数 •fl,\/ 又は多数妬合して生 じた希，’,拷様斑紋を云在，大砧該様斑紋とは肉眼的には
郷：：り酋j の如 く，椅界か極 ，\ ',て明瞭↓ー：紅］・的で—―•撚 I:I喩起して居てー・比較的大なる鈷核様斑紋を誼味 して ，．．
居る。 も

勿論病理系ll絨學的に桧索を行ふ時：：：'.,この雨和平Jkに令 く紹核様斐化の組椛像を呈して居るが，
小苗核似訊紋；こ於てはその病l,1,J笠化7J虹皮I:「仔に主として{ffEL．釘皮―l喝和こ於ては汗腺，皮脂腺，毛

根等に限局されて居るものか多いが，ぅ芍結核様趾紋に於てにそ の約的斐化iこ虹皮上肝？みならず，下
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I[・i •/I 皮 I‘•I詣肋謀：ー五―.J＿ろi［分1―il9 9j ！ぶ I~if:[J良itl:名：11111包疫ii:'Jか設、：りられる。今オ＇，：し、太 11:1氏竹：のff:/!ilti'自分
泊il―: J:つ て、本1哨i，九る芥しげ‘, [1，J Iし勺：のク｝知il―_ 411'i化すー る1打を人[il ：し得t,：9,・ヽが， Wad(，氏'，(・：の七張I―_1だ
ふだらば．， 4ゞ例： t ）ふ＇，~柊 1ふ斑紋！―_属すべき も のであると考へる。

Ii：疹：＇，・！辺糾絨！役 ’1，-)）外見； ；:,右／JLl・.i,；；の It疹 を手術的にりJ除しフォルマリ ンlれIクに後，一1謂Itハ・プ フィ
ン切片，ー ~— • 祁：:: 叫 ·t，社加：• :と竹製 l.，ヘマ トキシリ ンーエオシン，チー Iレーネールセン， ワイゲ Jし卜，

ンド ーソン氏の各汀ピ色山， J文びズク` ‘ン IIIリ） i、1'：（りを行つて桧謡を行った。

ワ

J3
 

(iv) 組織學的所見

(a) 政吋文l.，｝！り「9支約 角Ifぶ項'J々'氾／9iし， ー―-.;'＄には1嗜サ月化を認める。そのJJl'.l/!):したjIJI仔の一部
I:げ白血球の，造入を，忍めるがそ,;J核は令く濃祐を翁こして屈る。

表皮 凡 多少！j且）芥し，悲底細胞のメラニン色素禁、j少く，この i`；•1；分にすでに iil 形細胞りン 1込入がある。乳

噸笑起；．．多少扁平で，乳頭／f,・fiて，l.［一．皮涼細胞，淋巴球か没潤し白血球， i砧締織細胞か混じて屈る。こ
の爵；分の毛紬血秤じ':i殷似允血．して［りる。特／ ：上皮！浚細胞の‘裟潤が弛く，ラングハンス氏型互ゾ（細胞も
存化する。館皮1件に於c:も前述と 同蒻となる細胞浸潤はi喰めて強く殆んど詮：叡泌性に存(Eし，ラングハン
ス氏瑚瓦）く細胞 もその細胞泣潤に認めるが，—-哨1りこに ステレンベルヒ氏裂巨大細胞も存在する。 (5x

10)の類徽銚下で 2乃至：： f/,',Iの互大細胞を認め る。虹皮下厄和こ令るとこれ等の細胞による漏没性の渋
罰 1 文•一般 1 .: 極めて籾徽I―ーたつ て，主として前1/I総，閲噂， if腺及び毛根を中心としての限局性に強い没
洞が存在するのみである。

末、1和1耐揺鱈i：の周岡には著明な細胞i迭潤がある。 i(il/！紐）i雌輯'iにば餘り著明な鯰化はないが，外鞘1こ
げ主として上皮様細胞，淋巴球，紹締絨細胞祢の没潤が極めて弛い。そのため祁/1約様繊の像が判然し

なし、。屯根の周団l―-i著nJi{，：細胞没潤が克る。毛髪は卦常，内毛恨鞘には鉛化はなし、が，外毛根鞘1こ
は少数の淋巳球を認める。

皮脂腺の馬園I:i、同様な浸潤があ るが，腺細胞たは萎船を認めむい。汗腺はその灼閲の強い細胞浸

洞のために萎縮をお こして居る。血待の周園！こも同1,iとにり恥ヽ没潤があるか，股の肥／屋は認められない。
罪方絨糸位に細胞浸潤の強い i•'fi；分（ t 全く消失して屈るが，その他の部分は極めて微細な洞力繊維や粒々

師裂した絨稚が細胞浸訊加＇；・ドを•閲盆して肘る。皮下脂肋織 Iては特に斐化はな＼ ‘o

痢菌は館皮」」店の没潤祁｝奴ひ剪皮下屈に於てに皮下脂肋織に近い部分に極めて少数存在するが，そ

れ等は新鮮なる叩［た性叫祖菌である。ズダン Illによつて｛≫:未だリボイドは認められぬ。

(b) 光「「ぼ涙熊聖腎／生局所幻皮界と 18日目に切除し，詞！浜にしぃ趾染色し，その組織保定検索した。
組織睾的所見 表恥：：：／jl:,!/惇し，白吋1球の辻入した咋！；分があるがその［；：f;分は特に肥）＇えして居る。乳
頭府の血笠i~賊脹 L 乳頭内に上皮紋細胞，か培 i直し ，乳頭の血悴周園には淋巴球，白血球の浸潤、があっ

て 1.^．皮i,J'：細胞も府在する。

屁皮認に；環明‘'；細胞淀潤かある。主として＿I・皮 1ぶ細胞，淋巳球，自血翠噂潤で， n,11管1よ柑判j支
l.．．叶・|打： ｛ ：出J{llの保；がある。又そこにぱ種々の」［大細胞がある。且flちステルンベルヒ氏痩J工）く細胞が
あり，ク ロマチン！：富むランゲハンス氏咽 I•：大細胞かもる。ランゲハ ンス氏咆冗大細胞の Ilil に は繊訛

れ、•物質を ＇（了している。乳頃 r. 府の巨 ）吋姐他の「11 ! : It ITQ'作の内皮細胞の培殖せるが如きIJi見が ある。そ
の周団；：Iご澤llIi:,'.'罪謬繊維和／1|隠 乃如き突起をもつて利る ilr） もある。

院皮1噂にも令入詞加な；j麟 Iiの細胞痴間があり，又ランゲハンス氏咆巨大細胞が疑'/:し，尚ステ
ルン 、ミルヒ氏塘且大細胞！jこ`＇）：．が行なlI人細胞か多＼ ‘o

このランゲハンス氏訊丘）＜細胞の外測1こ，すで1―．リボイドを澤山もつて「けるも のiあ る。これらの
肉芽祖緑； ：ょつて包埋された乱；分む人さ；こ(lJilli¥ X fi 111111（りが．ji送があり，中央I:I.!: (I．わlllll¥~(1.nllll¥1 
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v,)くざのID農瘍かある。その内‘が1i白JIil球）えびそ ¢J他の細胞が分裂！
血．I求及び淋巴球があ7 ，涙新il或は脂肪顆'l'立を介する白

心。この院J)~｝の周園；:lt/j翔屈灯，位をイ＇
窪詞雑ij滋I: ／ ；細胞か芥／

:jする彬l)JJした種々の細胞か存在＇て居る。
、かつて搬仰I}げ＇人／旦炭知1J:！て も＇： つた 斤II縦像かある。 l!,/J 賃瓢秒）一•I［虞んだ他
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餡礎l.；tと考へられ る。

叫 'i9/91峠環紐（・'，ji ： ｛ょ•上皮枕紬胞 I文び淋巴）加）釦1月か飢＜
，紳総繊維に紐性を認める。if•I政の周園 I: も粋 、細胞茂潤があり 'i'f紬 11知の像 ( j 破壊ざれ て殆ん ど' .f</IJ1 で - --· ;.’• •I'

める。 ー•••i祖の未た犯 a.） 叫 こじ立大紬胞を認a' ぶ — •

' ,~· i:ii'I哺砂腔細胞内1て！囁巴球を謡める。
血1.ffJ9 [1，J園i：も M．i.；ミの細胞没訊］か別， 。ヽfi,ill:；＇；瘍滋 I:ー：tJ血作の新IKが多，ヽ

マ。毛／具の部分にも極めて1irgし、細抱裟潤があるか芯髪{t tt ¥‘0 

皮脂位には主として淋巴球I豆少数の組織球の応i:］があり
珈 fi：げ細胞i.‘．を加j,';1；でi'.麻 'v!:‘‘沿‘失し

，虹麟の像！：殆ん ど不明である。憚力
て，断裂 1-た渋絋叫'/ii：殆在し

紬胞特に瓦大細胞内に食哄せらかー
ている 1こすぎない。廂菌は上皮様

/ （．肘るのを散布．性Iーーみるが，その数はK店めて少い。

（B〕第II例三〇多O-）ミ男
19歳 (II{｛平11l:l年 5月 18日入園），鵬噂， i麟

(i) 既往症 家族組：は特出すべきこと＇ ．とた
の女人は日 1口i鳴 Iに入的1中である

以'-いが，小學佼II¥ftr1.i]級生に廂患者があリ，現にそ
。1！翌lミ健康で，種痘，蹴／参共I

を自翌し，同年 7月1 こ完了。 18政の春左下腿部に知畳鈍麻
・て左足で釘を踏んだか疼痛を餘リ惑じt,かつf

こ。それ以ら1滋左足の運動が多少1旅碍
されたか（訳・の加療もせず放辟して居つた。本年の 2月左足脳節前部
1切し たか判然と l に火傷／生水池をII:．じたが（可時火

，なかつた。其の後（！りもなく某jく學柄院に1ヘ
(ii) 現症榮益r9fl勺

Jミて診晰の結果，本園に入園した。
‘’り登格r.j噂疫。硯診」」疇、：も皮疹共の他異常はな認めすへ ・9..,．＿＿．． く，胸腹部にも翌常を

9、し‘o訊IUli疇麻痺もなく，眼にも髪化を認め f
左牌骨i1i1/1総は蛭</j訊 l

ぷい。町！仄尊/1総，雨尺骨利鯉，正It項／I雑及び
．，左下腿部庸環麟で知覺麻痺を證明す

。血液の所見は赤血球・1,350,000,r.1血球r,,200,その血液散は中性多核白血球64.G鈴，
工オジン嗜好性紬胞 490/ •- , o 

巴球：：n．2劣，移行型及び大培核細胞 5.0：：る ，癒甚•1世細胞 0彦，淋
である。血色素の合盤は Sahliで 90

(；, 2時間目 16, I •I噂渭＇れま← ，赤沈述炭は 1時間目
1である。マントウ氏反應陰性，光田氏反應即',・,'

り認紗， ： 自沿 して l]J凡 汁 を排誰［•したのを 25 日 1
-.、西性。接種局所は 2-1日に至

こ至り切除 L,組織的検索をした。
国）組織學的所見

角応豆麟し表皮／こ肥）昇する。

級姐の刷閑は肉芽斎tl執で包夜れて
．，その巾に疎揺切闘｝［｝討／！織芍譴if叫鴫が組形朕に又は紡錘朕

/ ：相加：つながれて居る。そ の間1：血秤叫虹聾あl)淋巴球か細胞内（IJ疇に出
白JIil球及び淋巳球の残痕があ l)プ― て届る。又分裂せる

フス`マ 細胞t認める。この肉外ぷJl践を取り回も9『'!J岡に於て表皮下の
乳頭屈：白廂球，淋巳球，ニオジン細胞j女ひ．t．皮桧細胞約がj
(lt) x 3)呪糾徽裟 lヽ．に於て 1蔵野に 4

うる。向！姐る多種多蒻、； C'）瓦Jく細胞があ り
・-5 ilKIのl豆大ふlli)j包忍ある。これら レ＇）裟 洞，ミ上方は乳頭府 より下方
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に尻f‘• 1J詞 l1J.藉他に逹！て J,i} る。それ ら に は全くラング
ハンス氏刺巨大細胞が多，、が， 又ス テルンペルヒ氏咽1:［大細胞 も相常ある。加ヽ隈のも ¢ノ 3

もあ る が細恥覆のものも少くな＼ 、。そ の 中に は 白血球 ゃへ~布するも v＇）又に澤1.lIな間隙を 、i'fする ものも ・一已

ある。涅橡にある 上皮除細胞 I奴年｝く細胞が非紺に萎紺i[ 
て核，t苦しく涙染 し，紬胆橙：T庫 9耀騒ft化した所がふー

、I') 0。 この 1ヽ喩l位）細胞涎・訊加こよ I)白血球は上方
に，`ょ入 I_，乳頭J文？ド表皮fr・・rl~ これ がために IJ且 ／后 する。
; ・f腔で：．t細胞年1月の崩！［＼ヽi'・「'‘’

Il)JJ ，まiTJJ淡の腔細胞の（象It吟ん L..，-ni ：ぅ蒐ヽ。その 他．．＇）部分でt萎紐 してr片るもんが多＼、か排泄・腔1こば餘り翅化を見なs
‘0―已i長1')J;¥，J匝/Iこ：t,II’i ¥、手lli抱註潤，；、わ り，王・・恨府i：こ iil :J I・,K 

i:斎fI息` Cと潤がある。皮））行ij知）周回iこ、ゞし綺、細胞淀切，ぶある。
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末梢屈1/1約1紗妍位の阿！i?/の細胞；麦潤！環Iしし、。内幣，外鞘に1!：萎縮かあり }[ciSllerIIヽt登も 1lill,；＇くに著明に萎

紺してJ,i}る。卯力繊維は著IJJIな談潤i,＄に於て l：令＜梢失するが，細胞；姿潤かIl哨疫./);̀i|；分でい．悦'i裂 lた

繊維を認めるか伐潤のなし、/;/くでIt殆ん＇・斐化を認めなし 'o

疱菌l;: !＇i Jil球に絣lIえされスは冗大細胞内に多少認．‘V, '〗れるか 1~b似めて少く，一般に穎‘柑i}|}]I/) i，いが多

し‘

゜
第III章 考按

光IU 氏反應局）所の和1l織學的桧索については，•）'{；［l1氏が 1 919 年 3 名の神絃廂息者について行った寇，Ii

果について氾戟l．て居る。抑ちそれによれば，その反應械韓も始め念性炎症より漸次慢性炎に移行し

て上皮様細胞及びJi大細胞を疲生する。其の注射した痢菌悛との闘係は頗る斑紋痢の斑紋糾絨1、-J.；it（以

すると述べ，林氏も同様に全く同じ結果を得て届り，注射後約2ヶ月を認た反應策痕中に於て t)祖菌

は少しも破炭の像がなく，叉抗酸性も失ばれず多数に存在すると祀載し，その組織像は Rcenstierna 

氏が猿1こ廂菌を注射して，その局所に生 じた姑節の組織i象と仝＜ •一致すると決諭して居る。 Kyre l 氏

も同様に虞匹した猿に同採な糾織像を得たことを記載 l.て「片る。

永井氏も紳網廂に就て同様の腐験を行ひ， 5日目には上皮・;j栄細胞が出て痕菌を揺瑕 l.＇，その周困 I.:::

小餌1 形細胞の没潤を来し， 8 日 日にはその細胞疫洞は更に強くなり， 上皮1•,iと細胞，組織球が出て辟姐菌

を描取する事をのべると共に，結節痢に行った局所の ，lて11絨學的所見は全く婆化を認めなかったと救告

して居る。

光田氏は更に本年 6月岡山皮府科地方睾愈の席上に於て，廟菌のエムルヂオンを豚の睾丸箕質内に

注入して，睾丸匹質内に結核様斑紋と全く同•一の組織像を得たことを述べて居る。

余が行った小毀瞼の紡果も全くこれと同•一の結果を得たものである。郎ち局所に著明な＿t皮様細
胞，淋巳球が浚潤し，同時に Langhans氏型巨大細胞及び Sternberg氏型巨大細胞が出現すること，

又局所の血符の披販充血，浸潤｝謂に於ての弾力織維の泊失するこ と等，仝く本来の結核揉斑紋と全く

li,J・・→な組織像を得たのである。然し厳密に言へば結核！菜斑紋に於ける細胞浚潤1：：：，主 として剪皮上／昏

に滴漫l生に存在し， 1サ脊部に於てはifilil認，血秤，モ恨及び汗腺等の周園を除いては一盟I’こ疫潤は1懲度

にLか認められず，従って細胞浸潤は比較的擦然として居るのに対して，反應局所の組談像に於ては

同秤奴:［の細胞浸潤に箪に買皮上屑J)みならず買皮下1月に於ても前1/1網，血符，毛根及び汗Il哀の周阿iこの

み限らず，その他の組徽に心同蒻がこ滋没性に在（［して，その所見は本末の結核様詞紋に於けるが如く

槃然たるものでなく，比戟的甜然として居る。この黙にのみ面者の差§しが多少共に存在する。

前又第 1 例に於ては 1）農婿郷翌があり，又細胞がなくなり，疾痕朕或 I9:t 壊死状になり I~狐知込性の 1所見

がある。紺 2例に於ては！社所に！農瘍を形成し，それが自沿して／j農汁を出して組愁Itの映摂i/i忍めるも ,1)

である。従って細胞疫洞が上皮様細胞，淋巴球，多稲多様の巨大細胞のみならず白J:¥l球，プラズマ細

咆，エオジン細胞等と＇も認められ，ー郊にはそれらの細胞の分汲 iたものが多いと云ふ所見がある。

• —·徽 iこ桔核様斑紋に於ても斑紋部のぶな C, ず末梢紳統，特に皮 I作l;l iii:m：以 ．．1．→・ リ）如き！農窃を形成し，

又（噂紐，各緊性をおこし該ili1/I総が紡鈍状に将明に肥／＇i．腫大 l，その袖分か'；i}(化し波虹Jを證 l.，該部を切

閉すれば！農汁を出すことは時に沿認合する症朕であって，謂ば詰接I索斑紋の●●—·沿程と見傲すべきで，決

して携咆ど．見るべさ現依ではない。

以上に恰も結核の乱'i域に於て生粘棲柑i又に死i瀦樗菌の接種iこよつて結核舟lli載を起 l9行・ると同比に，

死廂菌によって結配•ふ；｝苅紋と全く InJ除の組織役を褻生させたもので， ·)'ti11, ti，永）卜等の氾戊と令 ':

f, i] 様で，四給的；こ痢菌を皮府及びり桐•閲 に注入せ l.l り るな ‘Ii' 組媒:·:怠．1t. jiせ認・性， Jク祭i：悶性占反應を



・-・,-～9-
光/1/氏反應：一＿よりて I,．．じたる和'it判，i、lII：紋組続像(I,2 1;IJ 
ー・ ・ . ・-

ll：i 

＇ 

：：c・ー して皮，I；り及び扉1/r認内に」・・即，及細胞，淋巴球，丘）く細胞，プラフ、ナマ細胞， （＇・r.「加球．方の談潤を生じて
仝 く 布'il俗様組縦，即ち吾人の云ふ結1訊叫紋を形成•Iどしめる ．こ ，し か可能て，この病島濯菌に対する
犀炉虚抗に欄するものと光fl1氏(t詭いて居る。加：1氏這濯iエムルヂオンを以てした『加の5裕丸‘ft質

疇（t'及び光m氏ワクチンによつて行った光111,林，永）卜の渚氏と余知）得たろ‘i澤：’1打疇よ l)鰊
じて祈人が臨床麟噂する結核1染1k［紋なるものを考ふるならげ，本症ほii判が囃紺に封して枇烈なる

祁抗力を持綬しつつある痢の初期の一段附なることを表現するものに他 t,:,,ぬと考へられる。
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第IV章 結 論

(i) 余謬］i'！的な結1参様斑紋の一患布について，その症状より診証に架る迄の小考案を試みたり
抑ち咆IJ虹紋にして，（1)該領域に於ける皮／怜鴫炉）著1/JJなる肥／!/,(2)著しき淋巳球射多症，（3)光

田氏反慰り饂性なること，（4)組絨學的に設迎紋祁が令く結核I)かの像を弟すること，作の症朕を弟
するも J.Iを結核様斑紋とした。

(ii) 前記患者）豆•一扉9眸鳴患者に施行した 光田氏反應の局所の岳91織學r,硼見ば，企 く本来の結核
採珠紋1こ類似するものである。

(iii) この如き宜脳l打疇より考へれは‘光田，林氏等の説の如く，所謂結核様］紐紋は個悛が1必入 I

耀菌に対して熾烈なる抵抗力を持縦l，つつある一現象に外ならぬと考へられる。

掴筆に臨んで屈師光田園Jいの御指源と御佼閥を深謝致し市す。 (fl月1:1,8, 27) 

狐患者に合併したる皮胸枕状結核の1例

環i}•I•I怨學雑誌第 29 巻第 2 琥（昭和 1 :｛年 8 月 11 日）］

緒 論

高
酎
L—
着

麟者に結1者の合併し易 きことは部人の認むる所にして，痢療院に於ける結核の問題も又患者の保
臨 ［主要なる研究市項のーなり。

恥疇の合併についても吾Al.？厨総稔するものな見 1927年 R6m(）Ile1nncl Cola氏は痢に結核
とi孜森の合併：せる製味ある症例を報告せり。

文峡によれば疱に於てに •一般皮府科的疾患！怖痴を除、、ては稀なリと。（古i皮rm,li樗の合併せる症例
につ．ヽての文i応，余の渉紐せる範府］にてはこれを誇、めることを得丸

然れども繹．因紅 あ る先術の 言；—-よれば，種々 の瀑疹，皮 I肖炎 I幻衣虔府腺荊祢の皮肘紐約：：： 敢て稀灯 t;、
る苓 J)に非ず。

抑々衛殊ピ詰釦応於てl波 r村の楚化が恥’）て期許で高 l父さるた ．，ぅ，釈に非ざる他の皮府疾患はこ
ふビ眩名されて忘知さ るものなるべl。従つ て11:1ド）診語に常 lJ他＼うでI猿f・ を期ナ る時は種々なる合俳
症醒と見することを得べし。

令，ミ泣近結節疱い男子に合併せる皮府：L訊結柊じ）典嘲：＇ 1'.i，'J l 症例を紆玲せ．． 1•IS) lしt.そ心臨床的所見I¥:
吠ふ；： 9'） 検索り結果を氾 ；Kし し て ·,}l{ —;Itせんとする も'') なり'.)
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息 ―行 l, (）辿・;(） ')} ご＇；歳，令liiiii }祖， ＇ll /：闘i・：，瓦燒陀

家族屈 IIli l 父／j：，；• 1<IVIウ約 ！'.・,:クじ亡 l,3忙父／ ：感¥JI:て，ttrJ: ： ；： ））易チプスにて死虫す。印j包1人，

患布i：第 31’・i―-1て，兄！ ；流 iI‘l'！：！心計J,.:て死亡すし、以父ダじよf'環 I’・1り冷条せ I)。そ J．汲 父む家I:J祖患者

あ り12恥 'JHも： .i: リ lS 如：窄る Ii il•I公膨叫韓あ りしか，，；奴麟·クじ亡校間もた く饂I，者痰病す。

既往症 功 II.\•I < （建康1―-1,・＇・:和品をi:nらず種痘グ¢rl．暉疹を認紐す。

紐疲柑時(/))lhX ,；，忍l'rべ き刷 I.I•. •くして 18 歳 J: iJ 19歳I賓きるtm,.L・．肢及び下肢に ロイ マチフ、採

V)疼痛を毀えたり 。211歳りノ春左1沸知 J・1‘。{＄内iI:lj:,•: ｝:ll ぶ,:I： ,•;'，：碍を自媒 '·· ':!j 紋に至り布大）腿 ·i`;｛如 r'.r 色の 小

なる煎性］・紐紋を生ず， 2:1歳に且＇i面に・廂性涙潤を朱l，眉毛l)店浴す，役病霜II砂悶j,直!).r{ll共に なし。 2をtI:

に於て本炊病(/)治療を受けたることなし。

入園時現症現症（昭和 l.1年 1月 11日） 舟登格中笠鹿，榮蓑rIfl足在恥

頭i9名に1堺箭i左し結節及び淡潤を認めず頭妥ーが常なり。額面皮胸には没潤著餅Jなリ。租誼藷1/1綺靡痺，Lj:t. o 

府モ，n，炉EI)兌浴し眼腔郊にも裟；洞あり。イ（J）］りいこに異常なく，瞳孔は左右同大にして鉗光反I.應遠：常。

/5及 び ロ―盈弓に1砂応'i位を認めず。枕梁賂淡せず．鼻．粘｝］災は左右共肥I'i且充血す。嗅・『とは少し（ I派碍さる。

手指には脱落，屈illl及び爪床炎共になく，手筋に萎紺iを認めず。前 1J煎及7j:l：膊：こに癒結節及t；廿さ潤

あ り。

下肢！、：於ては・ド腿及び大腿1勺濡に廂結節及び沿洞あり。 足趾にも脱落，f凪曲な く， 足部に沿甥及び

足穿孔症なし。

胸部には斑紋，結節及び浸洞も認められず，左布生す前打診，諒診上．焚常なし-0 l笈部は平坦 1こしてi可

紺にも艇痛なし。肝臓，肺戦腫大せずC I態反射1打E常なり。

紺IU胚ilj睾丸部殊に右側に於て珈結茄を隣知す。

大耳神総，正中i/lI|l総，誹骨紳終，後齢・l’}尿III終に夫々肥｝展 を認む。額面，前1l應及び―ド肢の大郊分に．逍

り痛I生浚洞1こ一致して誇I_IJJなる欠JI位紘痺あり。（句右哺蒻好ij部に（．梵即 I犬をなし略々卵lii1形に Lて手拳大

の角9i.'［物を認む。

尿は酸l生1こして蛋r:1及び腺共に認めず。党j随にI浅iiil虫卵を認む。

光n.1氏1笈應C-），マントウ氏反應i(＋`）。

， 

本症の疲現 木症悛荊II砂｝状況についての患者の訴1文艇iる涙然たるものにして， 1(1歳 の頃，` 笠認ll

鰐れて加）黍膀節部に員1りしたることありしが ，l~歳 J)春に至り左膝脳節 i,；,I ．；の上i席に約二錢銅買ノど）紅

褐色の政噂 を§を生したる I.:氣付け 1Je 霜II歩議；派には自骰的に疼痛！女び痒感を岱へざ I)した め放腔 1..た

るに， 該斑` I)中央部(:漸次表町：ll1地と なり如IKをなし，灰l'l色にして少しく銀色を1柑びたる痴！如、公を

なす 1 、- ．打吝 ~L り e

これ等即［Kの祈生物； ：中央ぶ1；か次第！素痕を以て治癒す ると共iこ，漸紅J［翫f/,JつてJft)<！．迎延 ’

て今日v.）如き）所見を昂す るに喉．れ IJ。

現症 (fl;｛和］3年 5月2日） 中 ＇`．伊人の男性にして脊環I・＇m,弧祝：ま嘴常な lJ。1禎l比＇`と潤：t；'＼ i'，jil.¥： i―― 

北して箸 l.< ii'.J‘1退し，9 :濱而l'cび11.9)）知 ）筏潤も吸収しつつあ 1） 。胸祁には打診．認；らI.,y,：心を晶’．こす'c

腱反射叩；iなり。

尿の所見 殴 •I生，苅色 1 .: lてTi'Jぺ;'[l-li!’ す， Jt•F 111)％蛋I'1反癒：t荏合計1いい・戌 't-： ,． ,、、．,,. フォ I:• I)チー＇レ

酸諏;i;: f:iJ．れも険性なりし、判t，クロピリ ノーゲン， ｛ンヂカ ン試！猿 も険性な りしマ ン トウ氏l<．1喉C・；，ヽ ．
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伽ヽi噂 I-―令(;i：した 名,}父胄lし：II，.I:,’, I均の ）｛刈 l l 7 

l(Il {｛i Jノリッヒルマン反l應1人：性，小J-111l¥;反他 ；し:.-<.I俣fi:1,• 9)，ン

如仇IK数 1は Jj, i'I li'il球数＇ 1,い（し J/![（・r,・必数！l:i(リ・ーリ」しば、•)， 各神IJI|ilJ‘.Jミりi:i分{.,;，. I：りi！ll' 
9) 

I l 1 1'1：嗜好I・'KI'1J鮪［球 が；！｝［た乃’1 , ; ・ 0 (？る） エオシン嗜好／喰れll!j且 1)，r ; (？ク）

” 分的咽，：1.こ 抱 j,i'・・骨細胞 ，1 
:n i 9， 巳 ：l：l< 29・;．ご ｝、叶'liと'I父元 移行判，1 ，；．II 

次1:¥V(ヽterg:加 lJ.い去1: 1足ひて如Iil 」••Kit 降速 Iえを ;:::Jii-4:• I I -， l i'：，1i:l tl l s m lll，ユ 9|i 1iij i i ／ご！I I lll, 
」111 \•『 il l l l 2i.) Ill l ilなり。じ/1ちI’！川渕激7J・少 I: :t}}JII !, J疇 1.：1:k,tl硲咆I]とも多少晶並・吐 る：と全ぷr:-r
;/ lとも，加＇，節崩！ ：於て 1,L 7ヶ、カ るヽ程反し9,h'9,9陀{:',>i'I —• 99 .. ．す ，•そ， 1祈 ", t J). ： i'o 

),｝所の所見 左'J．荏闊i.，i’jill側に於て略々卯/ill形をt:！, i'i f,＜： 1 ユ C lll , 砧悴 Uc,n ;~!z ぶ表面jjll/1"1 ，也，9
: ：）じlしを呈する角判物を認．む。

設即lた物：：：灰I,・1色のI'}き角質を被むり，乳初朕1：突起 I或i: iIJ·.1；及せる '9,1f碕色 ✓り結所を 1り．＇，角質/)
ド祁I環紅色i羞色せる印あり。又乳肉叫瓢I：細き恕復を内、‘吐る 1，いあり。 J/ij殺1:ーは1i'iか1: f：T‘怜を，忍

内町）•噌·l；臼．、＿ J，，如 lた物哭に峨合せ IJ。納滋叫謬； し順j瞭I―-1 ;：：，如lkU9角'tt物i:よリーVil・fれ払，

たる中央部の皮胸It-一般1：萎紺iして戌j託'0/1(を拮す。

fl，路：r，tIt吟んどなく濫條1―:：1/f.t失 l.9 冷闘環か 1: ・＇，·；’{[し，痛慇 ： 中央.!.策痕'；•991;, ：於一＇ ’:多少｛‘,ぐす
るものの如く，沿緑部にてIt未だ犯されず。 ～-オLI:反 Lード肢!--h'令て． ：：J！応失せり。 ： 9’・, 9,;'化') , 1'；ド分、と！~j
贋刀環と共に切除して，これをフォ，レマリン溶液中 1 ―＿ていはし，水沈後ゲラチン包狸I:' て 、•iliiii り］
I卜をfr製し，ヘマトキシリンーエ オジン染色，チ ー）しーネ ールソン氏染色，ズク‘‘、/lII染色 IC’、ウンギ ー
ソ ン — ワイゲルト染色法を (ii:J11 して桧袋せり。

第 2節 局所の病理組織學的所見

角質It不規！！iJI、:！J巴／’;:し潟形に深く乳呪f仔間に1姿入せ る［ぶ分あり，而して軸朕／社It・・--誌こ我育RT．盗、 ：

l．て｝噂1，ゴ麟をな 1．館皮府に深く逹するも のあリ。授炉J爵い細胞間橋に多核白血球叫込入せる ，9：：：；g, 

むc 賛＜角化せる表皮1件に包地されて滲出物を認むる小肥竺砂所見を弟すこ所あり。尚廿匁！;,―-狩

麟 l’91埠蒻il形をなせる括噂珠応）もヽクを認む。乳頭／i子，院皮屈：； ：多樗白血球，淋己球J ；認直く

) ... I‘iヒ皮細胞 も又多数見られ，プラスマ細胞 も認め らる。

麟 i謂の中央部1[ li即度 の他酪性ぎ辿化をなせる所あり。 I祈々 I: ランゲ‘ハンス氏丘 、｝く細阻を甚 •!.• O -- J') 
郊分に於て1・＇預拉朕をだ 9・；ーる麟i：か小なる蔚塊をなし噂．i否i所に見，＼れ，l-92.，＇／ iml1: iノ，＇； j方睾l這

が没潤部の1i謬 I―ー一致して囮Iり［に認めら るc t'，iズダン III染色i：ょって 多少Jノii9！ぷ細兒 を；i:J,j心

館「とJげ―1<・；謂；こ於ては汗殷}z.ち＇・皮脂腺 J）府附1: 1 文担l 形雑I 胆， J．-• I i_1．皮測り立あり。・祖紺も人l. .；i i t状を―̂ .Iグ
てi・:(［す。脂肪祖盆加：廂1生浸潤：こ J..t 1J :n.,)大部分灌？挽へされつつあり，そ ウ部I―-＇’’::；；:Jilざ．1,` 多数'•IfJ: i，：す―か

1 l共何．iしも穎'[t}ik と だ •Iと IJ 。

血竹内殷殊に箭脈墜．＇＇ ，肥J_’il. 1祖l_＇iを訂！＿，llil尉・；；辱Ii,’’)「,.,: :グロピ ＿ を．．；唸．．．甜 i打を ［；ょ •J,•こ

卯力蜀ItI t一般に減少し，病屯部i: ／iさc; ：吟んど企<ii誤 l.' 四！ふ尋i; 、•・人 1fi] 1••k : ：郷益祁ーがさ-令
く消‘失和

以上J)柔Ili,：泌園'、JI所見：冷く皮Iil.i応l蒻詰柊J)所且！こ・一致す；：、 1．..J→・：る；； じ， ―＿＿ ＿．i L叉、 b:9ぅiヽ’iーを行i:？じ i--, 
た＇,＼り次、o•I![ 1 き細）府・「投的検索を行ひたり C·

第3節 細菌學的 検 索

「・術的に切よ吐 る：Ii.j塩'；9,[;，')-• •J :·を 廻に月11/)―: • 1．が ．` -・ふし，汀oの蜘驚J¥，こて 291 ;';-ihl'・，':i i,i,: ！ ！こる‘;/)を：内滋

せる 'k)唱的企膨水にて充分にi:ti{f伶L,これを lII本 iク、 トラアニーザ，地に＇ぶ没 1,：戸C,ら孵i,；砕，勺．： 9・1し
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介し たるに:{,,日に咽 り共の 14ここ 斌色の結接在j！設のコ IJニーを 2つ生じ，次で：17日1... 1 J文YJ、4(9日l」I-

歪 l)．．9し々 他の 34こ：—． l19J 1，ドなる コ 1J ニーを生ぜ IJ 。

--II)コ1Jニー よリ得た る抗酸性麻iを生珂l,iり食梱水に溶解させ て，if-j・阪の！J紅腔内に注入したるに 21；日

後にオミリ洵釈：：死亡し， i．＇，IJ見の結呆納核!Iiにより て死亡したるこ とを確め1りた 1)。従っ て前，iじのJ-詞＇，：

名，’；．--4：：じたるコロニ ーは結該＇菌なりと決定するものな り。

以卜の如<i':|［織限的所見！い人希11/js1:’Iり桧索，/)音山梨よりして，本：｝也は皮！i¥j'紀iiた結悛に外ならずと断定す

: i, II)な 1）。

この皮府・1k：伏紐柊と灰',l]りを要す る秒、他に下の如き ものが考へらる。

第 4節 鑑 別
込
彰ク 断

l ・ 紀好 VerrncaeVlll)!aris. -J蚤爬，易1] 出 し易 く概ね狭小 1ごして，時に多後し且其の周 rG111•こ紅邪滋：

イf吐ず，これによつて（1り又組絨學I'!'J納果によリ炎j上の所見を峡くが故本症ど鑑り1Jせり。

2． 頑棺： Ecr.enrnchrnnicum. 角質叫把）展は逝に麓徽I•こして）躙の落府あ り，決 して飯痕を形成

せず，自覺l'Iりに絆惑あり，これ主なる鉗別包，りなり。

ふ 魚l:：翡癬 Ichthyosis. 通常身骰に汎後し殊に四肢の仲側に米 IJ'限局性のも 11)と雖も其の所{1:

に亦 ‘ー の好後咋f沐'}:l1)範園を出づるこ とは稀：ー：：：して ，‘iitに左布封籾的に来る。

4． 紀朕狼脊 Lupusverrucosus. 形恥叫煩る類似するを以て本症との鑑・別は必要な り。然し沈！IA:

狼貯にありては狼脊疹を打し，又塵々狼脊性沿瘍を焚生し易く，且又狼紆にあ りて は本症に於ける秤

結悽蔚は多からず。以士．の鮎 1こより妬別せり。

；3. 郷/)(紅色苔癌'fiLichen rnbcr verrncusns. 

を見る。聞烈の痰）i.，：を伴ふC 姦

ふ 結節性散痴 tubelもscsSy phi! id. 往々紀朕の表皮増殖を、来して本症1’こ肝；＇i（以すること あるも，

痰育迅速1こして中央怜I;；達柊痕を結成し易 l.，且駆1紋療法によ 1Jて容易に治癒す。本例に於ては徽蕎の

症状なし、 0

7． 痕I•生結節 lcpriise Knoten. 本症例愚者が結節疱なる'l虞は，一府該応1た物が疱との 微別を

要する ものなり。然しながら），，｝所の鈷核性病墜を示す病理組織緊的所見及び細菌學i)り検索の結果結核

穏1 を證朋し得たる ：`と は，例へi.，,ft絨 l1)•一部に直郡炭の癒浸潤 を認め得ても尚其 l1) 主なる病姜は結核性病

髪な りと疑定する ものなり。

ふ 疱 l1)粕核掠斑紋 J¥facnlatnbercnluid. ）所謂結核様斑紋は—廿岱li こ 慮追せる紅色の斑紋 ， 又は様

界鮮明で斑紋l1)泌斎象祁か堤l;h::Ill'：：：!店ー：起し，時には際起祁1ごー一致 して角質．l1)府瓶を も伴ひ， 一見皮府北

が国虞繹＜ f,/J-ーの外観を星する瑞合1-,lJ。本症；こ病珂組織學的にも憩薗ば極めて少く， 淋巴球，ーl・.

皮咲細胞（＇）談 潤を見，ラ氏巨大細抱 も認めらる等，本iiiとそ の病児組織學的所見と全く一致すらる。従

つ て応/1~結核との必り1J は姐る屯要なる rif き ‘ーとな 1J 。 •(Jくつてこの結核様斑紋と の紀別について一言せ•

んと思ふ。卸 ち給樗採況紋の揚合：こはそ心il1城の皮！肯の表在性iliIIi紹が箸明に肥1'活を示すことなり。吾

人は前狩幻疇直； ： 該斑紋を疑 ’Kせる 均 合， ii叶'i• 測l ；辰， Il:. 「l渭I条灼， 尺 ヽi1 •lliIIl総及び大耳剥I添：噂が認＇）て

培[IrJ，こ肥I'/.するボを！麗知総設するものなり。又血液像を忍る に抒明なる 淋巴球唸加 を来すものにして

蔽近令が 行ひた る柑心i忍妬冬つ血液採は 1’f: 々 l} 岡；—．過ぎざ るも，その淋巴球数を平均すれば 11; ． 1 劣 ．と

ぷふ署明 ，しよる淋巳翠怜多 v'）！河見を品亡 り。 夏に最も成要なることに ，こク均合：こ於ける光田氏反店、')

恙安：こして，料虞i•iぷ訊＇＜；こ於ては光 rl1 氏反庖，ご位に強助性を示す i のな り 。余 (r)茄 岡 1 こ 1Jさては そ の組

料 '9枠的！印む豆治んど＇ 同り、なi-LFも， 9：,｝1所の神；,杞，：箸町1こ！剋I'，iせざること，淋巴球の府多も 2I;．2?0とぷ・

ふ極｝）て蜘牧なること， Iに';,；と ゥ認過が｛＼らめ て＇i屹性なる こと，班I:)¥'.:Ill氏反應の賜性：こ［ て結1翌領た

排駿せず蒻雑心を作らず，周固には孤立せる苔郷疹
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制．息消！：合01:したる皮Ii'・i/tm,＇i條v,I f;・:J II！・｝

る、:、し をぷせ り。 'ilii叫 J:kt紋はこ Jノ女IIき光1-Ji」.t反息’ノ！：易’/1凋j}庖L9，ずれは'}複謀・iが如付及びそ Jノ｛也 Iノ/i:i[紐
内に多麿に投潤せる時期に於て1i絶対1こ和9,i名採J必紋を§を1:，するものに井ず。以 l，のぶ岳よ り結剛諷
条々と ｛；確然と災＇， 別 さるべきものな り。

第5節治療及ひ経過

シ． 量

、
三
窪
謬
謬
讀
慧
蒻
汽
翠
翠
予
胃
叫
，
•
口
万

□
旦
ご
〗
噂
●
這
誓
喜
諷
環
望
噌
噂
益

号
ふ
諄
苺
含
悼

本症の治療は早期に 切除縫合を けふか， •I分に 1蛋爬焼灼を施 ijす る外，焦＇［叫氏子陵1次咋 1 こ ム・ りて
如砂べ し。 (,'，iレン トゲン線放射， ラヂウム！！ii/I]もイf;;.）]な リと。

饂 I’こ於ては最初珈 ＇；l盆人工紅認攣射，；ifCIて2鈴焦性汲食子酸炊脊砂；II]せしか認；わべき効果な

く「hll国 1)。そ の後大楓子油が本症I'こ討して如何1こイ'「l|]を示すかを知らん として大楓子オ リー プ油を

該部ii)！饂皮内に1皿約 :2cc l辿 1(且lにて数辿試J人たれ共病定；席に ，．：殆んど効果なか りき。途に該郊
を手術的に切除せんとして 8皿に分ちて該祁を切除緑合せり。

嘗

第 2章 綿括及ひ考按

1. 本記事床的所見にー一致して即1たに1r1nの射維せしこと，斎ll絨的に乳頭1ヽ・府に結核病恣散在 l,
ランク‘'ハンス氏巨大細胞を認むるこ．L'j豆 liil形細胞，詞該細胞の淡潤，楼だしきこ とに よ りて皮府
梵訣結核と診断せ り。

2． 共の後組絨片より結核裔i様の抗酸性怪iを比養する こと に成功し．，且．久勁物試給によりて該抗酸

性菌が結核菌なること を確め，該病翌が皮府沈朕結核な りと確認するも J.)なり 。

3． 皮府泥朕結核の症候について絃に再言する の要なく，且本疾患．が一般皮哨科領域に於ては敢て

稀行なるものに非ざることは小池氏，鈴木舟罰雨氏及び｛噂氏等の令）吋た序及び純箪軍陪學佼，東京

帝大，金澤密大睾こ於：ナ る統計によりても明かなることなり。

-J. 抑衣疱と結核は鰐環該••なる闘 fやにあり， i龍患者の クE)ー！ゞ1 中 そふiとも高率を 占 むるものは結核な
リc 本園小川氏の 15l)例J)剖見例を統計観察吐しに，脊廿：冴死亡・1仔It s•2 例にして 54.7鈴 1こ賞り，小休
氏の舘計と略々詞荏なり。

齋 ．文結核の見l’．と池fiーに討してi明めて好枇合な る條i9ドを奥へるものな りと記．こるる如<,一紋社愈
に於ける以上に刑療院に於ける結棲む『：国は頗る屯要説さるべきも のなり。

5． 本例に於ては結核菌が如fiiflこして該咋！り、：逹せるものなるか，素よ リiむ測に過ぎざれども息者の
胚氣なる記沌により て該冷！；1.::外伯を受けた リと の訴ぱ，宗文江氏の症！i砂 如き蘭litなる原；KIとして外
i秘を奉、 るこ とを得ざるも，本症 例1こ於て も外i位はイ了力な る原；、」として考ふることを得べ！一O
ふ 本磁者に於て皮胸緒核と痕との授／j：闊i令をinること；；拠味ある こと なり。多く の：場合喰！それ I-1
麟病｝状態が 1l砂て徐 べ• Il．緩I翌なる紡，．應者自身の訴ふる所の焚病時とは多少相辿を見出す楊合もあ
れど，仔細に開 珍することにより 吟んど適砒な る蒻肉時を知る‘ーとを行・るも のな` リ。

本忍者は ］9歳に於・翌嶺を焚：／！i.j心りと訴ふ。 1｛もって 12fと位のI：肛冠叩靡祁に皮内冷事を見I．．し後痛を

疲し ， j領性 i癸潤が該心1;1•こ波及せる もしつと•彦ふるが脊窃なるべく ． 皮 Iii•;..:1J冬ても他の紺良の存在ゥ姐河
に拘らす嗜紐i‘．ーと潤が同一祁jずに於て t費接するも ，｝）なることを ',:nるミ‘'らな リ。

7. 瑯忍者の心IJ見iこ腐リ肉Ii良的或ば湖徽浣格的i.::1IIJ--！蒻·諮人に iliJ ··· • ,}咽 1こ に 1令て結掟性定化し・ 1祖 •i尼．き
化とを111]時に認め得ることは， llfij.；し，貯懸．夕の内殿戦陥，咽磨 ';l-．ぷIしY'：淋巳腺＇字に於て料・ f＼ば艇々討

験す る所なり。それと同は1こ皮府に於ても芍li卜をと廂'，9;，．り異なつた 2つの病聾が！,,J-・・・ポ分に合1井し来る
ことも時に認むる もクなるも ，前辿の如 く噸：：於ては皮哨．つ妥化の除リに類・i'序芯る硲，；，邸に出らざる

他の皮1，げ炭心ぷ： これか拐に眩惑さる るか故に， J-l：設'1柑芽i;'.！謁さ るも、＇）なるべしc
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余i．人ごバぶ．：＂ン男子紺 ifii‘j)祖中I!,-J1砂！訊者の左！）．罰；J節;';/;1:合{i［：した る皮府郷i)、結iどの 1例/.:ついてJI，U)

Ii,’i i9長1厄JJYi見！文芯泌種の1冠春の結果を，iじ辿・せ り。

砂 11!{:I藷，．，く’'薩1ばJI て i ·;: 1J!1初if•1 の皮！；訊：｝LK紹樗の所見をiせずろが， 所，沿＇廂の鈷核！・'iji［紋 も糾繕＇｝糾Iり1こ1}殆

I、L・、これと 1ぃJI店であるが，結1釘ぷ斑校の時｛j:光ll]氏灰飽｛1:誓；；’1'l・：であり．L1．細lf,j學的に It系れ！罪iをJ，況ふ`

し．玉I.肘jI勿；式 ・i.・''こi-. IA< ．． 1)J t てリ~I: : り）立多悦所を付i9i:［ 1こせ・リ。

掴喰：こ船 1,t9し19!i:）,1'：i i1 144 i·ゞ ； の 甜I択祁 ， 糾I 佼 l叫を，泄許i i 、 '() j：せ て 種々御 lt/）註を賜つた「1 •i l比打打 ':’’ ―
惑許jし‘.)，立を表す。
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IILWI 9年以来，長島愛．生園に於て刑患者(/)悩科診療に導任し，且又剖桧の観愈にも息咤れ，之等渕．＼者の総．i牙及び顎の病袋に就て研究したので舷に共の研究成紹を戟告する。
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餞牙及び顎に於ける耀性病髪に開する文献概要
t'．i科頷域に於ける房Jiに就ての記載を組めてみると，先づ本邦に於て喜多見は歯髄に痢性迩化を認め且瑚i.]濱棺誤漏の褻現に闘 し之は歯根II拠が珈没憫に11,1て榮蓑l}相幕を起し ，抵抗減少を外くし歯瑣咋I；よ り1/）化膿薗混合感染の容易となる ことに依つて焚IKするものであると述べ，栃原及び村上は廂患者の前歳ご紅述のあるの を認め，此の蹴髄1、こ珈菌を證明す ること から廟に特異なものとして癒性紅焚湘と命名し た。板倉は特に盗混人搬，患者に闊する研究をなし，就 r|J 病珂祖絨學I•Iりのそれで は剖検例 '18 盟 I•こ於て枷牙より隊髄を袂出する方法を考案し，夫等の快出隊髄の桧索で猫性迷化を見ること 65.5;,る。之を紺瑚潤こみると結節褪は 72.7彦，前111繹隈は 42.9鈴となる。 ．． とは血竹性餃汲に /1:,;] て 冠髄 I•こ原接するもので，その末期に は隊髄萎縮とな り，更に陥牙支持組織に於ける療性髪化は1机限53.5鈴，歯根膜 50彩，歯棺骨函 50.9%に見られ，結節疱に多く，前1h総型でも勘いけれど認めらると述べてい る。牛品人瑚患者を潤資 した平下は 77例を検索 し，主に中切隊々髄での成絨では結節型に 73.5鈴， 紳総型K46.4 劣の：速化を認め， 且病史は冠髄1こ原褻するとなした。而して1坑髄の楚化は痢の総過年数に比較して病鯰が者しいから， 他郊の殖症朕より 比較的早期に現はれる。故1こ．：とが組談學的検索は瑚の早期診断に有効だ虚箇であると主張し，更に象牙質の形成児＇常は痕による歯牙形成焚育1旅得に由来する。而も其の殷育樟碍の位置に よつて痢の1姿涎年蛉さえも略々推定されると述べ，次に癒患者にみる喪色姻ば痛症朕中でも特媒なもので主に結節型に見られるが，紳詫剤にら熊いことにない。また剖検 14例中 9例（内神繹）剋1）の切隊部支持組織に搬t生墜化を認めるが，白磁質に1t登＜斐化が無かったと述べた。他に id 氏：：：：胎兒の蹴牙 I•こ薗J ！ 疱虹栂の胎兒 •1~9 ヶ月の i の 15 例に就て桧索したが，何翁著淀なかったと報告している。中村は葬貢屍より 27怜iを得て検索し，隊掘に憾底の闘形細胞没潤と 1屯少の崩細胞を認め， fl1尻ぱ 17例 25祁を検索した。
炭邦の文献では古くは法蔀綺観終':1,2S 1こ牙賞疎峡云々とあ り，Dela Sotn, R. Lcloir(.1802)は前附ぶi砂其吋競恨の萎箭iせる結果著明に総！り［．特装i生の小結節があると云ひ， Oliver(19(J8)は利瑶財龍こ於マ：［謬濱牙は非常に速かに褻賄する故：こ疱菌ぱ急性咆帥炎の原1人lたり得る iのであつて，その組織學• I勺所見で lt~l/ 1叙託i'] に痢菌 I: よ つ て包被され，刹I斎品厨It間は脂防長＇l•生細胞，こ て充蔽される。ために紳和環維束Jつ萎茄を招喰して',;|l覺辿紋，鈍麻，席痺．9咄；罰iとな り，更1：尚布砂1［様に於ける痢性浸潤は進屎して砂嘩膜炎， 1廂棺駿；IiiのIりとなるとな してい るc Bomlnrenko, A. T. (W::::)は脊胃に特有な婆化とL て殊 i ―-硬 EI 綺0嘲性i又分しを受：ナ た 「符 ， iiiit "1 倍i• (， '.) 訣損が現は 、れるとし． , F. J. Pinkerton (193S)は疱性泣潤か硬J:I蓋中央：．：山脈の如き形を以て廂梢りこ迄逹し，逹I―:/}’む’J勁i名を惹担ぜしめると述べ，1泊laz-7.i. s. cw::s）の 1例恨告：土ii¥足に硝子は追fl:1文 字 ,~1 1位球；吋潤の あ る 小硬結恥を認め たと記載した。

研究材料．研究方法，特に甑牙の速成脱灰法
餌；E材「i：ょ iImrl[1年 4月以降，同 17年 1月1―．畷る間に長、「↓受'1:l;、liー！さげ る::,ij桧屁怜中，紹節廂 ⑲・1哨（、さ ，ズ8, $ l l)， 尿III荼＇沼複 10f;l (＄ '；, §! !）， ｝t［ふし`祖 1例(3 ]) ~' ) さ'，l F・iと，屈裕叶ミーヒiki,[i、し た中で
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結節捌23例 (8 ]凡 9 7), ;jil/1飼型 IO例 C8 r,, 9 •1) ，斑紋靱 l fク•IJC lj> I)の :H例である。 ，ーと呼は

1-2隊を唇舌的に又は近辿心ll勺1こ樅断切片とし， 1=1乳＇i.は矢朕斯して病理組織學1'J(）検索I'：：供した。

研究方法： 痢性菱化の研究で最も主要なことは組織中に於ける｝領菌，猫細胞等の検索であるが，

隊牙及び顎骨等の人悛硬組織は切片調製に際し脱灰採作を施さねば成らぬ。然るに脱灰切片ではチー

ル氏法で瘤菌が染色されないことは栃原， •111：良及び小野 ， 板和象が認めた如くである。そこでど．ク絹

緞で痢蔚を染めようとするならば11ft灰操作をせず，ただ快出 した檄髄，俵り離した疱隙笠を封照とせね

ば成らぬ。板怠は1卵i紐を無位にtJt出する考案をなし，平下はワイゲル ト＿，、＂ール紳緑髄鞘染色法を以

てした。 1嬰恨，木下は渡銀法を以て紳統繊維と菌とを共に染色し1りと述べているが。菌を美 l.く明瞭

に染めるにはチー ル氏法が蔽も良い。そこで脱灰切片でチールで染まれば最も良い。脱灰を述かに行

へば同液でも染まる事を他の1町瞼で知ったので（脱灰には強酸類を使ふが，10劣硝酸液では痢菌は 5

日間，酸に耐へ染色された），本園研究室貝の金田が考案 した水車式脱灰法を取っ た。著者は更に桧材

を研磨3~4mm となし 2~3日間で脱灰せしめた。その後茫硝で中和し水洗，氷結切］1Lとしてチー ル，

ヘマ トキシ リン法及びズダン III法，その他 H.-E.，マ ロリイ，ワンギー、ーソン染色も酪時併li]した。

ズタン Illが痢の組織學的研究に必要なるは，今更r|」す迄もないことであ る。
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自家賓瞼例に於ける躇牙及び顎領域の研究成績

瀕の研究に於ては先づ病型を確然とせねばならぬ。 glJち結節，刹暉，斑紋の 3型であるか，よしん

ば外見 ＿I::, この罵別が困難であっても光田氏反應によつ2鑑別出来る。本反應は神終斑紋型 で船性，
結節製で陰性なるも周矧の通りである。 -

斑紋織の症例群

涸性斑紋iま全身に焚現し口后にも之をみる。併しr-1腔粘膜には殆んど認められない。由来斑紋型は

痢の初期病姜に該嘗するので病理組織緊的にも興味深い闊心事であるが，この那に於ける痰牙及び顎

の痛t生焚化に就ての記載は未だ無い様である。自分はその 2例を見た。

第 1例 22歳男，斑紋疱，憾症，罹病約 1年後，敗血症にて死亡

贈牙及び顎の組織學的所見： 布側の上下顎中切捌 ， i！ !1J•りJ歯を顎骨と共に居舌的縦鋤切Jヤとし

て鏡桧。その所見は大同小奨1こして之領の詢髄に於ては細血僻怒張 し出血を認める。殊1：：造脳紬胞f爵

附近の所々に小出血があった。ー一般に造隊細胞は萎縮朕であって，上顎中切歯のそれは一祁1こ網朕萎

縮を呈していた。而 して此の上顎中切節の根髄には靱度の石灰浸潤があり，且憾度の第 2象牙質の形

成を招致していた。歯恨膜には充血を見る外著史なく ，悩薗む席ではその内誅上皮下にプラスマ細胞，

淋巴球等の浸潤が認められるが歯隙蕊ば未だ髪化が無い。次に顎骨々髄で1ぷ箸朋な充血と共に所々に

溢血があり ，又闘形細胞の浸濶を見る所があった。 fi’,）揃細胞の浸潤及び疱菌を梢査したが之等は全く

認めることが出来なかつた。

第2例 14歳女，斑紋痢，中舒症，焚病後約 1年半

ロ腔所見 ： 上顎雨側犬歯は共に湖列外唇fWJIこ韓位し，第 3大Ei隊は未だ崩出せず。下顎右i!！lj第 1

大臼隊の閤蝕の外焚常なし。依つて布flllJ犬歯を抜隊する。布f逸牙の所見は歯根端が異例的に近心屈曲

をなしている外著楚 なく，組織學的にも 同様で廂菌及び瑚細胞等の出現は全く認め得なかった。
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誹程顕の症例群

紳終瀬で顔面;r,1/1終廊痺（片側又は雨側）が起れば上nJ脊の弛緩， 7；[I府の下乖踪韓と米し， j:fiま閉ぢ

なくなり，更に口肘に知覺麻痺が及べば殊1こ下口料は拍iほを受け易く，為に沿瘍形成，或は短拭化す
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似 牙及び顎の湘 l :2:, 

るに至る。斯様に口唇が極列に封し生理的及び厭迫的の接腸と舌の前突辿励が常に加はることから，
前隊は前方に傾倒 l．共に其の拗間は著明に離開する様になり，安静咬合の際に開目咬合を示す者が見
られる。

誹経型第 1例 29歳女，装病後 16年，結核性腹膜炎にて死亡
鏡桧部位： 上下顎左fi!lj中切靴， f（［l]切椒。 上顎の口燕歯麒磋は利り々深く餡入し，且上皮は索朕1こ
肥駆し其の下部より1組頸部拘根膜の上部に豆りプラスマ細胞，並に淋巴球の浸潤が有る。上顎の検索
蹴牙でその歯肋墜に第2象牙＇虹の形成があり，抱髄 I：：け血咎の撒張充血がある。隊槽骨硲は脂肪髄と
なっている他に髪化はない。下顎に於ては中りJ敵には箸菱を鋏くが， fl!lj切歯の造捌細胞府には共の空
胞萎納高度，且拗認の網様萎縮,1逹釦変なるを見る。尚以上を涌じて何塊にも痕菌を全く桧出し得なか
った。（以下症例省略）

綿括並に考按
以上紳靱搬の 2(）例を通じて砲牙及び顎領域に全く痢菌を検出し得ず，また冴財性婆イビは全然認めら
れなかつた。

併し Oliver も云う様に利1租詔領でも歯髄に痢菌の現はれて来る時は，後にそこ I•こ痢性喪化を認める
椋になる。板倉け痢の隊牙隊髄 1•こ痢性斐化を認め得たものは 65.5劣で結節搬に多く，帥認骰に少いと
している。平下も亦 63.6劣に同様に歯髄の癒性嬰化を認め，而も結節癒と共に誹鯉廂にも其の半数
近くに菱化があるとしているが，私は純なる前1/1繹型では荊性槌化は鋏如 l．ているものと信ずる。
若し扉III鯉廂で其の歯髄1、こ痢性愛化が現はれたとすれば，それは結節型に移行したもので純正なる帥
総型では無いと主張したいc

痢の歯髄1、こ於て見る礎化は結節痢の項で後述するように，種々の所見を呈するものであるが，如上
板倉及び平下が前1/1網型に於て，痢性由来なりとなす病愛には如（可なるものが包含されているであろら
か。も！．漱髄の萎縮性病墜（躁純萎縮，繊維様萎縮，網様萎縮）をも荊性病墜とするならば，更に検討
を要するものと考える。私の神総疱に於ての研究では，その隊髄1こ於て常に痢菌検出が全く陰性であ
つて，勿諭廂特有の肉芽組織，即ち痢細胞の出現を全然見なかったのである。また症例によっては或
は同一症例でも肉によっては同等著斐を示さないものもあるが，一般病塾として塵々認めたものは次
の如くである。

歯髄充血を 7 例/~, 1/ヽ但1 形細胞浸潤は 6 例 I•こ， n',j してこの雨者の間 1、こけ：密接な病珂的閥係は無い様
である。 次に腿々遷遇する菱化に稲々程炭JJ柚綴象牙質の形成がある。郎ち 13例に之を見，概して高
年春こ頻褻する傾向あるも痢の罹患、年月とは特に腑係はない．i漿である。他に散見する病斐には歯髄に
おける石灰浸潤 (IO例に}及び白繁質瘤の形成 (1例に）である。
症例第 2例で小臼歯に非惑染性肉髄岐死を見たが，．ーとは隊髄の血行杜絶か，又は外褐で起つだものであろう。

以上り之等の病墜は齋•こ特有なも の では勿諭なく， ま た扉1/1総齋•こ好装 する病斐でもない様 で あ る 。
ただ捕綴象牙質の第 2 象牙質形成 1•ま 隊牙咬耗症 1こ綬癸する もの である。私が行った本調査の 前,,紐型の
症例は比較的に高年者が多いから従つて咬耗症も 多い認である。が枡令ぽ上認せ し如く尿1/1総魏は口1苔の
知覺並に運動不全の結果，前歯の傾倒， 役i列 の視排 ，隊1111の退納を惹起 し，更に手指の不自由を抽ぅ
た・めに前悠を酷使する事 も多い。 斯様の事が磨耗症 を来たす様にも なろら。tIlち第2象牙岡の形成は
齋 ：：直接闊係は無いが，間接的には脚奥している ことは否定されない。
喜多見ぱ訓I腟廂患者の歯髄1こ萎縮を見るポが特徴である と述べたので，自分も注窓 した。検索例ら
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詞じ症（刈者であって も或るい牙に於ては時に多少(I)i'i?．純性萎 ¥ii-i を見た湖牙 もあったか，，•と は老 I\'／咀病

足であ り，人は ・—·紋I :I：榮蕊に依つて役蒻令般に II,．つて§がI{ したもりであり，或は拗•9JヅJ ー 一噌閻'!:I: 来る

1, ，｝所祁乳に納役して起ったも JJ であろから，本萎紺i を直ちに）梢I•9k バ祖聾に ,,、1 ろ ものとは見 f故 ざれない。

ただ 5り歳刀，投病後終過，1:：年のもの1i ••I‘. ,:,)'i →1,： {i 1 11 UJ l崎，介火•t'i J，何れiこも診i髄に充Jl,1lと1ii1形細胞 iヽー

潤を昆る{’砂度であつたが，此打：亭i.ii砂／1がふり姿節を見たが，灯か｝祖1生しI)も9,)であるか否か，確認，を憚

るも のである。他 の症例では外に井髪を f'卜はないで，かかる神私','i 萎 ¼iii の入を招宋した i別には核しなか

った。

薗．如')髪性的萎縮と見 1,,；t される祁J:I、j：萎縮 I文び造附細胞 If砂空／1位萎縮 I•こ脳しては第 1 例の 「 2 には）瑚

術戸J網I認繹i,i「厨．怠炭，礼環細胞府の9ビ胞麟は邸変であるが 「l及び L12には萎縮を見なし、。第 41刈

の1]でに加辿1.：部に姿船，根脆り必薗細胞府の ー・部に空I/旭蛤性を見るが L1,2, 3には．之を認めず。

このような症例は外に 9iク！を見る。郎ち湘髄炎紹（網駿萎葡，造隊細胞！囲の生胞萎紹を合む）を 1l例

で 1:｝{I!Iの姻牙に見られたが，ー級として前1/1t財龍：：：於ける湖綺9ク萎紹的病虻はii庇して多くない。しかも

此の萎絋i訊i.i妥Itl;J知の如く或は年齢的に，或は悩牙に於ける種々の病＿礎／こ緻発して隊脳の・ー局）所，

又は全般に現ばれるもので喜多見の老える：I羹に頻疲するものでなく，まして紳総廂に必焚する特如'l'.l

と言う繹にはゆかぬ。

之を要するに私が研索の結果It凩1/1盆町恨の隊牙には、、とに特イ「とする病炭は全く認めなかつた。従つて

J::.氾の板倉及び平下がllil/I総猥で痢性虻化を見たと酋うも，そ 1砂女n(9りなる病送を [l楔としておったか，

自分には了解出来な・ヽ ‘o 面J:I;;が;11r/r斎訊＇！に相祁， ゜の痢性斐化あ りと示したのも其の症例は果 して純梓の：lilll

絃咽なりしや，疑問とする所である。

此虞1こ於て疱病刑論を根本から諭ぜればならぬが，．とを病珂組織限的に頸別すればi11r/1認甕に於ては

神終繊維にのみt,1＇iかのう＼輝iを見るに過ぎず，他の部に於ては歯を見るは極めて特異の場合であるとさ

れている。依つて雨氏がiiIII靱別に認めたと云う夫’.-；:!，相述を按じて，自分は之等は純て結節隈にtな入す

べきを妥酋となすと主弧する。

班 1こ．--而，後記する私の検索 f列の結節砲 I•こ於ては (19 1列中，令＜痢性翌化を認めなかつたのに唯 liりl

にすぎず，他It多かれ少かれ病玉をi認めた。然るに板店は甜'i節咽に於て 7:!..7鈴，平下は 73.5？るの焚

化ありとしており，私の桧索頻炭とは相，腎の1月」きがある。この面でも，また前辿の面でも成絨1こ差の

あるのに所，冷，雨氏と私との間に病咆分頸に開しての地解J)相池で，端的に云えば雨氏がなした分類

にlt概念に認滲があると指摘する。

次で諭じたきことは搬屁沿の硬化＇i咆病避に就てである。この病災には第 2象・牙11形成を除外し-:lii'i子

椋是I•生，織維·i,．及髪性）女び頬痕条1［艤形成，更に石灰沈紺＇：序を暴げ得。 i,1j して．ど．窄病災は前1/r紐疱患者の湖

認 こ逗遇したが．．、とは敢て抱性のものと限つていない。ただ荊菌が i9：：：投して特異 J)肉芽糾続を，1こじ，

之が吸牧の蒋錨として途に痰：底組織を末たすことに勿論であるが，よしんばl[il/1;,:祖随息者の紺諒に疫痕

姐紺，しを見ても，そこに痢性肉芽点ll線を前提としない限 l:J'直ちに．、とを痕直接の結果たりと 1豆考えられ

なし、。結語するに，私(,T.).il.1寮で：渾！埼冠記）i崎恥，．jj‘―.J)他附牙及び顎韻城1こ於ては，木）i,1疾愚1こhlて原

焚する：様な特有なる的豆it無しと老える。

結節耀の症例群

額面：こ痢緒節が終現すると屈々 1:11合に波 ｝文し，ここに渋潤及び砧節を作り，班 1•こ ．、とが崩壊して浚窃

を形成し或1註j汀痕を歿し，之・'かが反疫すれば lこI唇；文，C押しく ':J遠i,1i1す る。また乱＇｛面碩1/1祈’.-：麻躯を fii項をすi!I'{

前述、0r:1屈弛緩，ードロhi.,＇)1竺飛を宋 して脊，i処Ii噴ij出する。
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11晶粘｝炭も砿・よii'，＇jん知炭 9と）砥々父けろ。そ叫b}}）ilt，ビ＇1,線 '..'.'/1.iI'約とし前1浙IJ乱',:it虞よリ 11羞 lf:：―．及

ぶ。私1:：この [,-l；を 1恨 •I生虻化i,1'；；と 呼んて し 、る力,,こ叫．—ifl:’:,1'｝ J) （I!!J方限界； ： LI晶徽袋祁にて（し大低：：大 9:,'，.i

と第 l小／こI!梵1り）該'ii笥祁と樟界．どして ，、 、る。浙Iぶに大，小rl g,i J) 1笈i!｝Il{ {；-l；を迎：｝て§を生し炊 ll 盗 I•こ 喰 つて

兒化i'昏iょ巌〈方るから，そ の形Ulr,-々 沙JIKIC• 品する。．と 1―: :けして），J.，ti/i膜， 7：'9．i浪i/1 ＇『；·，: 1 .:: l ：臨床上， 1，'J`？望

化を見なし・が油例である。例外的に： ： 上顎IhI 炉i （り ]~;.ii:：II{i―-＇： 1禎性辻潤を来す。かか るLl乱';"9 1頷 •i吟．立化： t 

吸牧された賜合， ri'｝•平萎節を品し 1 : 1 晶激 l：，窒： t -＇1文{11．となり， j．9兒;>;,・KL―_,船に放加/1、む縦恥峰hを形成，ま

た枷訟［！：色索沈f社を見るものがある。

廂/'..t．和1,tij'ri註l'.jil9.I: 1恨ゥ飩副II砒々炎視するが，．＇とが 1I沿Wil炭1こ炎現する り）l i l面で私は11{（： ：： f地に．．とを

見たに過 ぎぬ。日盗穿孔 も1妙(2i'ilしか，凰炭・せず，杓j1麻が主賑せ る叩疇はII炉こ．とを見る。

外に［．． 厚雌麟i’には所，潤鄭虹iオ彰砂ii（孤）［多）が好投し， r，I恙．桔膜：こ著匪Jt濯化はあっても知甍II兌＇たと

見るもリ）は甚だ／抄<,]:1．i悩， 唸i1汁I!も亦hi]1,」く。そこで歯科領域でJ.）局所靡靡凜康人と 1IIj様に必要であ

る。 OliverI環髄i1ir/1総鞘が廂性虻化を受け爪！僻競庫束は萎紬し知塾I;li痺の原/1、1となると辿べたか，私

は斯様J樟磯を多く布しない。勿論刷髄噂包誌り場合に別である。

私が病則組絨槃的桧索に（化した命＇直暉 i!！≫/:it 1 4~72歳ヽ J 含57例， •3 12 fiい：¥2-1湖， 臨床例 :!:l,rJ

姓隊である。以上の各症1'i的氾戟を省いて純，括する。

結節籟に於ける躇牙及び顎の一般1生並に掘＇t生病愛に就ての穂括並に考按

浙牙及び顎I•こ於ける結節悲ー） 病性虻化及び秤過に他の器社殿器のそれと i-，J 様に樅分せられる。糾j ち

応閏初期，旺盛期，麟期，再町1などに分たれ， 9＇と1i臨床上にも病叫il糸．it上にも準応した妥化か見

られる。

没潤初期は該祁糾織中のIIiIII統に先づ珀が認められ細胞必潤が起始される。 血咋では管墜：こ少許リ ノ）

菌をみるにすぎず，時と共に iJil/1租紅譴に1墳細胞が出来てくる。自Jち主と l．．て！/ii/I総介逹の時期である。

虞犀盛扉凜細胞J)数は射し廂行による藤噂播か盛んになる。 而岱澤腔中にも藷iを見， ．周随(/9唄

紬脆浸潤1瑾渡である。刑細胞・It料凜く限局した没潤納応を形成し廂球も著明，勿詢紹締{'，'i賓殖／：：：カn

l.:tる。

退行期： 殉細胞！tJJ屑大するも含布される iliiに顆粒恥：虻性し，更に i.：：^ とも消えて S11danIll 1こ哨

まる）指整を容れ， i位にに核に涙縮し池沐細胞に韓化し，之伽渇滋l。た結締徽に包まれる。荊球：；滴

次に激合し途に共虞Ii液化し光旧J),．」「ふ痢j梨i性液化漢胞を形成する。こ J9時期に於て ii糾I網のみには

固f［の形態を品する痢菌を著捗1に認めろ症例もある。

再麟： 繹，退fi期 1:移行して叫諏朋；濯lkす：：、も再び珈菌がI忍応し，所々に記閏定が「『現

する。既に疎許t,・泡印屈，知）附近に改めて活蒻l・:tウ l,'1旬ゃ細lj也llやが認ぷ）られて束る。

以 l...J)が遠過・t'＆ほ訊牙又i噂罪！濯Ii・，;tで t見られ る所である。以下，自分り桧索1，支紹を穂揺iりに述べ
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I. 歯髄

森iii辿i: lti.-9f• IKび？iiJ)各i'll粕＇；中で も瑚・l1訊r虹・心・',!iとも均！箸に現i':.:/Lる所で， II．そ ．/,も；ミllltうふ 化,:7.:,1・み且

1介j 度であ る 。既に喜多見， l·1」•I);i, 1 : I児， t反、含．平1--'t:;t1'i合・-iみ；!憾i‘,t:足化Iー．つ、、て出誡 して、、 ；；。 こ／）

雙 化も [Ii]- - . . ．應行てあつても料•i 牙·炒 ij :—.観条す る ii,\•',: t 之 l ,：著しし、 特があ り，［ かも 殆んど消咽,;: . ·, で 、‘ ミ •I)

すらあ る。

--i枯lJ) }ki牙で其／）万台ん 、『全般：．：Ti．つて剤i'.t呈it: ：起り， 料i；辿測枝，‘̀！令て 1,．とを晶．l'）られ こ;::託 Iて

’Iti1;；1 i こ i \ 泊j 艮： .'; 楚 •（し か J!l; t.:/Lこ‘Cjjij月＇閉jょリ氾訊'JtlJ期に1だて{: 1i.i岱；」＇糾！訴＇；！己9;L• i j• 1、：沿・うて多数：.・'禎歯 と



f
4

「

-

―

-

：

―

-

＿

士

3

_

：."
,
d
i
t
t
"．
吊
ぼ
器
ピ
恩
ぷ
牙
fa
釘
5
内
出
芯
ゆ
ぶ
礼
"ii心・ん
・Ii

c‘,．，
1
・i';―

.• 
1i
娑^

苓々'̀
-:"•.• 
,＂，9, ．．
 
9
1
バ；
．9
i
i
え
V
-
9
今

9.-r"
g

'ヽ.
、3
t
r
'
r
;
;
．*．ャぶこ
A

.

；
'it告
s
,

r

い
；
9

，
咄
？
忍

‘

・
丸
:
'
酌
団
．
灸•

L
9広
―
食
・
ご4
-．'
4

岱
・
4

ビ`
9

，

5
5"
`
]、

国
％
が

．

3
1

1
i

j
”

虹
咋
吼

p

1 29 ; 上尾 ,
 
．
．
 

92
/
 

/

A

 

具：．―` Iii!形系Ill胞‘i・俎fi,Jが見られる。しかし血秤I::lオこだ殆んどliiを見ない。斯l,EI ：し てl磁・LI―→ { i lli:li訟介泣

に i：つて1¥ri i店 ．され，Ji；り）｝，り間（）バ紹辿細胞の 2~：}に少数(/)詳i:；祖；；；J反ざれる 1：過ぎず。更1：初期上＇化1―.

艇I!！」するとIIil|I斜潔J沿I.：痢細胞ばi侑少ながら 出視 l/，血秤隙u.)内被細胞に少数心廂附が認められ 7来て

即ち廿ufj•,i1:1如叡） 可能を物澁る。 こ＂ノ時期で ，文飴i囁泊殊：：冠孤で：吟傾細胞{i疎 (Eしていろが，根的で{t 

叫ふ棗麟l:-1fJi細胞 Jノ ；）砂りか認められる。疱細胞 I 虚i•閲 I：於てi：細血特別j岱細胞，記lkの隊髄翫麟

紬抱寄から生ずるもんである。

」．：心'Jllil|i総介迂1ご,:つ』てぷ起された籾知＇琳虞で之か辿展・せず，間もなく退 fj期 に移行したもので

1, •本細胞 1 ；結局，池沐細胞 Iて成る U9であるが，もし病勢が進展すれば造妍細胞）［和：も痢l府は少数乍ら

見・、）るるに奉り，班に旺盛期に入ると葡l行性1屯播は強烈とたりモ細血行にば廂脊iの充iiiiするものがあ

る。 l:/jj/)月も斯くの女11き毛細秤の横揺而じ、't合も廂球を見るが如しと形容している程に菌の塊球集附した

もJ)J5 祭は痢細胞をも見る。血符外11炭：—ー も血竹凜J邊にも痢細胞は没潤し， i1i1/瑶・的にも繊維間にも永く菌

が存（1：している。病度が進むと造隊細胞府にも廂細胞は 出現し遂に蘭髄には殆んど正常の固有細胞ば

見分；汀維くなつて廂細胞か，もしくは痴歯を1『する細胞：、こ依つて隊髄ば令<rli居されるに至る。斯椋

な時期には染色・l;/JJ1J..を肉眼的に見ても該髪化は容易に確認される。

--般に隊髄1：於ける癒性没潤は髄角附近に起始することが多いが，隊頂郊附近にも著明な設潤巣を

形成することがある。疱性廻化は冠髄 Iヽ：原褻して恨飴1こ波及すると板倉，平下は主弧するも，必ずし

叱夫れと限らず，冠髄に箸翅を見ずに根紐1：起始している症例に遭遇する場合も贋々である。ただ冠

髄J)病菱は概して11↓髄の夫れよりも概ね高度である。外に痢球に1朔髄に於けるものは他粗艤部のそれ

より大きいのを知った。 ・

叙上の如き病茫が隊髄腔に巖く高変1てなるとi瑚髄血狩，及びi1叶I租翌り）痢餃穀によつて歯胎リ）榮蓑供給

じ阻碍され，又局所の裔炭な窟't距遠化から1蒋髄は脳角部から坑死を惹起し，漸次冠髄から根髄に F降

性：こ池展する。また痢性血秤炎の破綻を招来したものは ．． と亦， 1噸咽糾裏死形成を促辿する。更に隊根端

附近に崩性肉芽紐艤が形成され恨端口を通過する血臀填'j 寒され，前1/1命；！は製滅されて途に l翫•}位を般の

故死を招来する。

痙性肉叩ll絨の瓢露i土，即ち凝I叫1蚊鬼虞現に闘 l.ては既に光田園長は皮恥翡節病定に乾酪化の

あさノンを認めたことがある。．：とは一方雀iり）湘素にIKIり他方常該ぶ1；の血笠閉塞がl/.：]をなすであろうと云

はれ，西條も亦，．；と を血行杜絶に由来すべき屯のとして＼ヽる。

料髄埃死が廣く起つた戒牙ば栃原，村上が云ふ槍靡紅虻枢と粧する外観を露呈するものが1'iり，そ

れが貧ヒ槌韓を論じて口＜，紅虻沿；i、)詞菌J.)符痕蕊延著明よよる各［国瑚に多袋するもので，．之（ェ疱性餞

詞咋・［ふ：近該・，する上顎，ご多く且託腟I:l帆菌J鰐粛性墜化を認めるから，凡そ深祁｝l底狩系統から底iの1専播

を受：｝る総である。 J{.，1)[＇、i牙が ’i翌性；ー一条［色を星する ii) に盆―9終麿紐 Iご徐々と疱•I生浸洞か現I~ れると共に

悦I・!区）允血と≫.tm致！，そ e＇）りを赤が因．：牙表而に透映され，次1.:j吼罪．¥llflによ l)そのill色索か象牙質に註

塁序，:！ピtる！：起iKIずるしりであろう。．と1:I'出'!i.i,、こ多く釦・"］岱'iでら阿組樅の最 i予恥、応酌＇ぶ I:ー評 l，し、：ltで

も酋肯出 ，.！ミると述べてある。板介 も亦，紅虹腐 ：就て前行と f,,j採，瓢）攣麟詞期：こ於てJffl｛約：も 1外・，・・

砂と生じI虚々 I認凄出血を必、｀起！，如．） ．果 貰笛令般む乾性壊死となり， ．．とか淡宵色，暗紫色を品す

う応けると言うて．ヽ る 。平7; 、＇） 乱じ述； i .: よ る と噸性没椴j 乃 晩期，ごば 1翫•紅よ り 1艮 ・令紅へと浙逍扉ji: 移~行す る

蚊死謡包化を示すも のが多＼、と指），紅 1..'且七 り）姐l./t史（じ：：図｛＇・ドする血行殴詑：:よ る血液成分ウ象・牙・'i‘i

I]・，Jは濯t:: （火て氾色飽が ’k ずと籾原，付上，校．（肝寮とそ の 見陪を lぃJ じくして＼ヽ う 。 II•Ij・：． てこ じ）速色 やi.：「

抱i,k:IK.9)特5'しな， しか i和＇憚剤 Iーーがる現 恨であ る。然．し り祖令紋ウ早期．，・.合騎：、―；・［大 1..た役店Il; ：なし、と［

私刀'1li;iii)恢で翌絵 '・・)'こt‘怖；μ・塩叱・.）所，lJ; [ JI..『悶股I生り,:iと性以死．→ ：｛対す らもり で ら ・2 て ．（tl蟄 •I•9 1:｛灯吐炎



- ． 

飴i 牙及び ':•919! J9)／羽 に7

-C. I< ！り J I ー．見ろ所り潟性松クじて． +, :，ィ ‘0 抄＇；死(,／此々叩；・11: 始 f り恨{,•'り 1 て 1; ［紺悶）くすろ 1l!！1[,J ;•ク・多く， rMi i 1: 
良に見 〈もりである。1釦直に形成され ろ第 3g．し牙'('i中1―.I : it々 吹夕じ蒻i1辿か 但埋されてい る。 •［た料 ；• を迎
1/JL:i¥''が破舵 l／久喩•L 井 出 1/1l 氣に 1i| 9: ；戯•カ・懐紀に Ii/:\ Z/所見力，見られ ろ。涎I―.g.::l ti｛磁1.1附近 ，’ノ！聟KI1:I ti・元ll
織Jク令1:1:!i腫1：よろ酋％J（rl ]＇[ J)位J睾1―．娯炎 I/ iこと見1故ざ、iしら令和i1位9)凝{hlど足クじもある。 ． こ リノ 際， 1，；計••!l 煽
Jノ吸牧かi忍め られる ことかあって， 1合も1}＇;:i•i{I]：I 牙哺直む 所見に ·’{·::しく，し線所見でもこと類似 v’J.i象 、と 晶
している。（かし之~と it ii位床的に1地恥打，ぬ柏哨げ9{｝ぐt::9)iii．述を級き，かつ祖脳學fl勺佐索で励Ii僚I.:f,',£‘り1Jナる
ことが出来ろ。斯椋に1帆性翡ii崩壊夕じUノi.:ヤI:,J/il1序 v' ）)禎性 9述化 iー．あり，該認化 i,•閲 1、正 1 勺 1 こ ，；．ば ，1•I 9 9ヽ'),し； 場
合 、と花i紬外叫易合(f,lt恨端1:1附近ゾノ『E盛む：菊t生是化：:約1、1)とがあろ。 jr'ijして前者 V'ノ拗合Jノ炭死；，．多く
13 限局性であり ,.i灸年）拗合に i嘉）•［性疇i靡；糾哀紀 ．と 1 て現 It 、れる。 h`1i して亦，之 I屈 J皇紀究的で只
廂！が、iJ)Jii郎が．］奇捗1に見 tヽ， れ，廂球をなすも りあ り或iこすが異なる咆夕ljil屈返をなして面1/1揺i域舟i:： -. g'［イf-l. -c 
し、たと考へられるもゾノ1かが見られる。夏1：後氾するが如く廉I生針飴嗅死を仔する 路i牙 の紋牙・質腐小秤
I i，壊死を鋏如する薗牙叫擁小管に比して，（年捗多 9'翡嘩iを容れている。
前述せる如く栃原，村上 1：：：廂性紅藍質の役 IK 授／i,；，—.脳して，特に外而的色濶ぱ霜該姻辿、か疱脊i1受没

に因て充血~を米し，次に出血するとな してし、る。俳しその消色が箪に血色素性山米である ならば栂函
J) 外尚により，又は旗性腐敗性慎夕E に よる—一般‘J) 迫色隊と奨なる所がなき筈である。勿論，一般誕色
隊と荊性紅妥湖とは後者が複投 1こ辿展する紐姿であるからを包色も亦，後者が徐々に祁•明となる。そ む）
勅It迎ふが，だからと云つて夫れだけで後者ノ：）色杉が前者よりも芙し＂→j砂梵に対して1り系明が不充分で
ある。この門内に闘して自分は痢性髄椅壊夕E匂！ミたしたもの，及び象・牙質隙小：i乎には頴著に多数の菌が
認められる，そ J)1わが大なる役を演ずるものと考へる。自Jち廂性紅妥f前でに痢性髪化の産物なる知ij行
肪ヵ噂髄内及，）遺）小]i'腔に蓄桜し，．しとが色彩1こ受化をJ文ぼす軍要約であるも及1こ考へてしヽる。
次に殖性i綱・岐ダ£は大，小臼隊に（こ殆んど見なし、がりJ歯に 1ょ甚だ肱Iしく多く後現し，殊i：痢性説叶府萎
餡を呈する者に多く見られる。従って紅虻釣か喫らりJ微に現にれることも肯かれる。砺原が設＜如く
前敬が外観より見易いと云ふり） でなく，根本的に投生は前娯に限られているり）である。また砺原， ＇芦
下呼は本紅見隊を叫瑶釘祖にも少しは認めるとなしているが，：・とに｛こ私ば疑問を特つ。それ！：：，11111斎戸軋Iて
ii令く蹴喘ゎ搬史化を認めなし、故である。 4こ紅沿隊は研軒に際し泉牙質に滲返したる齋色がi忍められ．
或は II兌灰に際し始めて紅色を現はすも のがあって， 歯湘•！哀 夕じ ゥ 在するを欧知する 、こと がある。裳恰啜
夕じ1i氷命'iUJ片と調淡する時/112:落し易,,'oi'い：拗品が全拭死した楊合の轄蹄，特にそ の終復税紋；i迫究
すべき材料：．；；1!！f:かつた。さあれ，こ，り修復恥郎1：：容易 iこ起らな＼、も J.. )であろう。
岐死性曼化のだきもの，若しくにあっても•一小，が1；位 i ：照るも のにi．唸々泣訊’j:：吸牧 I..退和関］，、：移行す
る。-ー の時：ミ餃訊’j渠l‘[JJノ),i詣IIl島 ：歯が増消する 1こつれ膨大し泡沐叫訊！；J） ＼辿唸と蒻’}'，'..j・}{kJ’’! ［9淋 を1，fし，
樹枝欣又ぱロ ーマ宇形の濃紺i樗と を打する談！こなる。かかる奇HJ[j包が多数集災すれば泡沐帆級を形成ず
る。本糾徽1ミー見，潤扱萎鉛；:似るも水随・捩足性に井ず SudanlI Iに浴染する疱菌i・：l:山1む）l脂質占仔
在によつてり砂IJふれ る。夏に池沫希！ii!J包でl名が崩懐又は泊｀失すれば庭盟 ↓崩決するc 私！I虚虹＇む唸、か甚 だ！．．
＂ J易合に：：液化病巣に化し細胞Ili］互繊祁J勺る吋濱if謀繊維は眼排され繭哭され， :{.:'.液iヒ溢：I9: -．！笈化す
る。液化邸地か芥判に跛＜，追った所： ．、・共 心Ii,lfkl：芍謡i辞沌を＼iだとして．、1iii加1形Jノ類姦抱を， べ：て多影癒合
して大きし、2坪在を作るに咽る。本唸胞F'J/.: I.t へ マトキシリ ン—ェォヂンで紅烙する ；；む快！りを ‘，翠れ ， S n­
dan lllでに略々均裕1ご・i,1げ赤貨染する 。 I対，．；ミ色では微細罰切lieと芯つた祐濯Iか允滴し て、、 るが、 各、
熙欝造 と なり均：．，；；，こ済染される。未だ；↓ii 塩 i 内：し、：f祖細咆でも杯J 芯る窟！怜i か 祈；｀ ． しばれ は f•mlk i· ‘‘5• • 4-
も，髪性に1菜iると1如10『)＇i粒朕に飼i裂 したる足'i9図脊iで消たされる し＇）を 見る i叫もあり，一般！こ耳・如追：i'．f,・灼
it瓶性没潤、！）尻t¥き江品1：見 る、一と多さも， てた柄して 粒i焙i..＇)III fi心，.:沿ふて所 (E「る 1逍向 が多、‘!iごご｝`＞
る。其り］没；くなる t;v') ; [ IIJ i活 ~ llllll,択i詮，： llllllに詮：L玲，｛、じ説沸とを1ciI,,;する恥、祖となって、 ，る ら

！ 
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見た。か滋胞の周泌は泡叫ll紐で閉統 ざれているこ とか多、、か，克 た後1項，’，Tr：ji滋'iしい麟を招致 して之

に依つて［危l続されてい る(/J も見た。

此叫籟性液化頸滋胞 り） 氾戟は従来の 1:，'；i• 9;ffi 9ク文献に於ては見られな・し、が，私(t附限にも見たのである。

液化頬涎胞の命名は光田園長が皮）背に於け る結節の検索に於て始めて命名した もので，素より珈菌 J)

竹 IIj1こよつてむ起される。而して本病楚It廂病焚の終局の形態であつて， j躙 如こも本終末形成に進ん

だ もの！：見る。

如［：，終末病紐がイiるに拘らず・一方には修復蹄轄として紹締織府庫を招致せる あ り，・.[た特に冠髄

I: 限 f,りした竣 9£狙を •(J I項をするもいもある。 1,1J --·1跡紐9に あ って一方に 1i終末翌性があるのに他の楊）所に

は詞・らしき菌をイ；する1恨細胞が存在するを認める楊合あ l)，.；とは ‘1;）＇噂隊髄：こ於ける廂 I’生没潤が一炭i[ 

吸牧期に入ったが改めて没潤が起つて再発を示した ものであ る。斯る梱係は各＇；翌子を媒1こして も見られ

例えぽ前］冴では陳租計生病院を見る リノ に，小臼酋では『E盛なる没潤を品しつつある の も存する。

寵性淡洞が消退してー厨吸牧戦悲成の起りし退fi期のものでは，泡沫糾織や紀'¢胞形成叫也！こ痰痕形

成として紡締織府疱が許しい。 板倉は砲病定が陳席になるにつれて悩飴：文造祇i細咆と共に胡椋萎縮か

緞帷＇t生斐性に餡り，かくして柄動期匂終へたる痢組伐匂I：ビ包含しつつ漸次退行すると祀している。
が私は湖様組織も多少に存するな らんも，共の大咋I¥分は泡沐組織であると考へる。

2．象牙質

溺牙硬組織の— •なる象牙 'it は飴i髄と炎 ’k 上に密按な闘 f系があリ，湖髄が高度に疱性病虻を起す以上，

こ •一ーも無髄心では有りえない。私の研究でも象牙質の 1捻小枠内に！展々額菌を認め た。ことにそ の隊髄

に病焚が強いもの程本菌も多い。之は造飴i細胞の病斐焚現と梱係あり，同細胞には贋々菌が侵入する

＂Jかか疱細胞，疱球も介在する。そこで始め造尚細胞屁中に・イ］る菌が豫成象牙質の隊小符閤EIi恣に移
リ，辿骰細胞の象牙質突起なる樅小岱叩の粒i鐵維を介逹し，更に敵成象牙質よリ漸次原成象牙賀に深

く1・え入し，送に琺瑯質，或は自邪質リ）袋界附近に逹し，而 も尚越抵をすら考へさするのもある。兎1、ご

角，原成象牙質に痢菌が入っていたのは検索0J69例中 56.5？る （仝検査隊 324では 21.39；；；）に見た。歯

小1．を腔，こおける廂菌は概ね隊小行の主軸に沿ふて縦に並んでいる。勿論症例によって 1知多数の歯小狩

を怜査しても辛くも 1~2個を認めたに過ぎぬ揚合もあるが， i糾者に存するも のでは何れの湖小笠1::
も菌が長蛇の列をなすも のあ I)' このダリは極紐腔に近い部では密集し，小笠が末梢になるにつれて菌

列 も1ダリとなり且疎閑してくる。稀には豫成象牙質露Iヽ行に荊菌含府細胞が摂充しているの も見たっ

詞小行における廂菌の池入は韻髄1こ痢性病造（り箸しい例：こ箸捗jであるから，仝般に祓ダじを叶もたした

ものに..~ 韮 （の 迎入 もま た固噂であ り，根髄と冠儲 とを比較すれば後者に箸明である。外 1一舟砂II 見と l.

て附牙 形成期に罹息した i9• ') で に象牙四疲育線：一．沿 ふて］帆球ぷ‘記 ダu ii::認めた。之迄’)文献で象牙質に

珈f晶jの介ー（1：あリと述べたぶ：こ Ill尻，栃崩，平下があるら ，翠ふ多見Iこ秒i小秤内に疱菌の1姿入を否定し て
し、ろ。 こ9'）訊塁杓索材料の取扱i.：：：―付i/iiがあったとす！f:せ らる。それにチール染色を施和こ賞つてはl¥‘;.i./'）

)j令灰を辿かにしなし、と菌 も染ま ら内くなるからであ る。

次に第 2 紋牙阿，じJI ち咬耗：こ よる柚綴氣牙質， 、（I~性抽毅狼牙質，或 1 け 根竹党に於．r るイ渾こ紋・牙質的

にt，齋i‘:t夏 （ヒぷ層々認められる。 この節 2依・り項 は種 々9'ノ名オiりがある如く共の成1KIを異 9: L，約虹も
種 々原iた1：こ且する甜(1,J隠徊Iii ：よって，I,: 成せられ るから弟ll絨學的楷造 も • -- :I衣で は 1記ヽが，正＇i竹原成 糸・牙·

質．；こl牙；',似して＂‘る。ただ沢小狩 t'）］騎Jと分設が鉗/',闘Lし小笠と 共の『［と の敬的尖；，間があり ，．た象牙直
1/ 9 ：こ造羽濯 1恥か＇）迎ikを散見、するもウがある。．：とは取成象牙：Iit℃)悲底：こ訊尼在せし造l埓細胞I;・f;こ該常せ る
所，： 多し、。それに）凩成象・牙虹より飩腔I―-Ihj :r if成第 2依牙『［か形成さ れ る時，造拠細！j包の多く ！［梢失：
コにる し追筏［ たものが散化するからである。こ ＇’)ような梢造 をイiす；•第 2 依牙員心 紺小秤：ご l泣 べ~廂菌

＇ヽ［ミ人 と＇，見る、＇）以でなく， J:＇ill！くされた沿f}Ji細胞I,'，JI―ー多少り痢歯＼＇）ぶならず：I詞球， ―̀又移＇．，たiウ「ら 1,f:
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化する。特I―.j[＇fはな菌合イiJJ造粒，叫U或{9 1紅iく、「！虹成象牙『iと紅3ユ象牙'i'iとの批1こ往々多数ある。 fliヽ
l ftii,'i泣・LI―. [I．．り生成せられた第2紋牙9l'iの内ふ［；―-多数の珈細胞又I}剤球を見ろが，之笠乾I， てが必ず l,
む造尚細胞I9[Iうドで11：無からう。 1p て 炉燐細胞より 鼓現せ l. )｛雌19|lj包力~第 2 象牙 i'［ II)Jftlkに際し包埋せら
れ！ ものの方が多いと考へられる。であ るから，父 、この第 3象・牙質＇中に或 It痕l生焚化と呈 l.，或ば令< ！幻El．た歯髄粗織を包J盟してし、るの も寄異で：s. 1！恥、0
叙上の級牙'i,'［に於ける癌I,!l：病槌は肥ね原成依9J:『iぶ［；ょ l)も第 2紋牙虹＇に於：ナる方に箸捗 1であり，そ
む率1t Gl.1？,;,第 2紋牙'it形成1瑚l:il初 1喝閏鎚 をイfすろは 41,！狩：：2.8？るであって ，令松索隊中原成
象牙虹＇に瑚歯含イ『せるものが症例で 51}ぷ彩， t埼数例で 2l.8路であった拗合より芹；j率である。 そこで
少くとも珈患者］｝打牙に於てみる第 2象牙虹形成1:t，1佑浚約濯詔堺競む柊と一部は直核梱係を有する事を
も否定出来↑［い＂ノである。

・一般に隊髄組織に於ける石灰汁所／女ひ石灰性if• I I:．物形成（第 3 紋牙質並に象牙質瘤形成）に欄 l.' そ
れは増年蹄的に［f：現の頻度を府）Jnする採1ご舟＇卜されている。曾つて向野が非廂者 132fりに就て之が蒻係
を調査した成縦を見ても此事が背かれる。但し彼は石灰沈府は年齢の増加．と共に多くなるが高年にf1：
ると却つて減少し，また象牙買瘤形成には年齢leiりに大きい闘係は無いと説いているが，種々の原因で股落L残った砲＇牙（それは大骰，石灰沈紺や硬性新生物の形成が少ぃ旅が残るであらら），その残った
捌も漸く少くだる 51歳以後の者を除けは＇，之等病焚は執れも年齢と共に培しているのを窺知される。
向野の成紋に比較して私の結節砲69例， 324隊について観察すると石灰沈箔の頻度は著しく下位にあ
る。が硬性新生物出現の頻炭は向野のそれと似ている。石灰沈術の出現頻庇は頗る低いのみならず年
齢梱f浴でも育年期迄は多少捨加する1頃向があるが，以後は逐年的に減少を示している。之には何かの
意味があるらしく，未だ充分の説明は奥えられない。が結節塑に於て隊髄に痢性病姜を未だ惹起して
いない歯牙が多くあるのに，第 2象牙質形成が他の非瑚者に比して比軟的少いと云ふことに闊係して
いる .1)であらう。

私の観察は結節別に於ける作箇牙の石灰沈沿，硬 ，生物形成の疲現朕況を哀つた(/)であって， •特に痢菌
の惑沿を受けた撚髄の態度について考I.慮したに非ず，挽言すれば菌の伐製を受けた惚牙 と未だ受けざ
る夫れとの間に病是餐束朕況に差異があるか否か；こ城て論ぜしに非ず，一人の結節塑患者でも，全然
喜i;0惑梁のなき掬牙もあるし，ただそのIIl1~2 {Iilだけ に特異の髪化を呈している のもあり症例によ
つて同ーでない。この黙に就て卑見を述べる。

結節咽全324店屑(1)-1卜，第2象牙質形成のあつたものは 131株i•ll.4 :}；；； で ある。 この中に第 2象牙質に
殉性病史を認めたのは 131ft[中 :i2.s劣である。この頻炭が情に多くないのは第2象牙質形成は廂の
特界的墜化でなく，他の諸原因からも生成するが故である。さ 1） ながら結節型に於てみる第 2象牙質
形成が親て痢薗l生由来に非ずと駈言は［l：来ない。それは猥性病足を1半ふている事から示唆され，而も
年齢！'1勺條件に依 らずして隊＇恥 1こ猫病足を起す前骰， ことにその」：．．顎のものは ，病髪出現が他の大，小
印衣iより著しく高率であり， 1,,j野が成続，即ち大EI隊に多しとするのと反対であり，向野が部位的に
歯冠消よ I)隊根部：こ高炭なりとなすにサし，痛：、：ては第 3象牙烈形成は隊冠祁に多かつた。私は歯蛉
に於げる痛I生髪化！―．J::J，じI]ち向野の乱'1ふ内！・,,J刺戟によつて第2象・牙判形成がむ起されて．｀＼ヽる秤本を
得 たC t反介は本形成i請諒虞を昂する心 のに特に多いとなす l.，平ドは年齢吊j梱fやは少くして廂病菱
なる牡殊刺快が¢雑直細、＇J包や：屯陀細胞I―及ぼ！た如滉叫さるとの見1仔心妥＇翡であらう。しかし歯岱如ご
齋真あれば必ず第 2象・牙麻形成がi,J→ろとに限らず，菌J)1ミぼしを受けた‘i:［初，.::zは1喉碍ゃ刺恢のエ合
て：：、ー9)'刃［Lを得．られない 、ことば勿論である。扇l緑叫麟を招致する ことなく却つて泡沐組織形成
梨，:面而した僣．I憶依',f質iこ腐｝快吸代')!Kじた ものが打 る。私りノ1ばたユつい） 例で1共：i令祁1こ於げる腐朕吸
牧、',1勺面：':共に祈’1：白‘殻はで被役さ れて＇・ 、た。之げ骨組織J)誼蝕に匹敬するら夫、ilより稀であり，象

..,9疇
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牙＇l'［吸牧窮の内面に第 J1'1'祁'[iJ) ]Ji• IKを見るりJI i：池沐系「l続と焚化した崩／侑j'とii','lの祁j‘退！―． i’I；った｝，，｝）りiJノ
修復現象であらう。

次に象牙／i‘i荊であるが之 1 文．—-紋/ .:象・牙 '1'U' l l 紐造梢·;s.:多少模(itするもり，［／Jち/1i)野Jノ分類せ るj:':j級化
象牙汎旅とImut< It絨糸It性椛造を取ろ低級化紋牙'i'樟tiの附者を見ることが出来るが， i忍して1祠者む歯
牙にはその役現類炭は少ぃ。宅たその依•,J： 'i.i.i針に他歯 ·又は外砂'、i的な廂病虻を見出さたかつた。宅た特

に該象・牙 l'［痴形成か i~;；籍如ク 1祖 府 翌 と脳 1系あ るか否かも圃l らかにする 、ことが出来なかった。

3. 白褪質

痢患者歯牙l'.1'：，,t『tで；匁多見， 1防原，仮介，平・ド等／i葬閲・逆に沼沿 lなかつたが，平下に二次的影顎
として該組織の）JBJ厚或は非菊を招き，或ば象牙＇ i'［と 1'.r'腔'itとの様界が不正となる ＂ノを認めたと述べて

いる。かくり成「1く白＇：，笈『iには廂歯又， ．疱病焚を見る事は稀有の如くあるも，此虚1こり禎柑焚を令然起さ
ざるに非ず。「日尻は 17症例「l12例で，或る給i・牙のr'.1t罷＇t［に疱菌を證明した。

私も歯根膜！9：著明1巧禎病婆を示すものでIt81尻の記栽の如くシャ ーペー氏祓維に多数の）祖薗ぁ IJ'

而も本祓糸Itに沿うて僅少ながらもl府が原成,,.J咽質内に渋入してし、るのを認めた。級維性白恨竹に1：：甚

だ稀有であるが，細胞性白咆例では夫程稀でない。それは:u,,捌rl14.6姦に認め，白咽質小窃む細咆
に少数の菌を取るものあり，更に菌が増加するものでは白呟判細胞核ば眼迫涙縮され，逸1こ忙核ば消

失し白速質小腐（対殷大する。所で症例の 1に上顎切歯に於ては数糸It性白翌を府の図所に少数の，又は多

数の刷塊朕とな Lた痢菌合有の細胞父は疱小球を散見した。元来，この部は無細胞であるのに斯の所

見を呈し，尚そこに加11主朕をなす様な廣ぃ間防（廂管腔？）に菌り）充滴しているのすら見た。本症f9りは
焚病後 4 年の親過で粟粒結t委で死亡 した 1 • 1 歳の者，永久散は未だ無きものである。且IJ ち該憐牙 の 完
成前に痢の1受臣しを受けた例である。かかる完成過程にある歯牙の白咆質細胞に癒菌を含有する "It,
白喀例形成槻韓に参興する造［3．咽質細胞で，ある時期に猥侑を揺取し，そのまま白．り空質を形成して溶

に自ら 自呟'[9［中に包埋せられたものである。この考察は既に第 2象牙''['[Iこ於て 記賊 Lた所見に一致

し，また顎骨に於ける場合，或は細胞性I'.!咆9E［たる旅根端祁髄壁1こ形成さるることのある第 2I'］咽質，

或I・よ中間r'.1墜府の場合と同採，既に白唸質小檻 となつ ている細胞1こ疱菌の佼淡を受けたと考へねぽ不

合王用の揚合も多い。殊に成年期患者の隊牙：こ於て1ェ営に然り である故に，上記祇絋性白兜質の所見ば

設祖例である。この痢球合布原成白班質の一部は著明に肥／＇ f.を呈している のに反して，麻側てげ表面
に餡但lを示し形成不全を呈するIり）所もあった。この哭なる現象ば前者に於ては痢病紐が第 2象牙訂形

成の一部には•少く と も附髄に於ける痢焚束 と 直接的闊係を有する意味と同様に白遊質形成期に刺戟的
に作用し，後者（唇il!lj)では造白空質細胞がi領菌で堀く院砥を受けた結果 と見1故される。次1こ象牙判と

白翌質の様界に介在する中間J'.i判箕厄t屑：こ，そこの細胞に痢菌の僅少を認めた例あり，更に髄墜に第 2
白粥質の新生されたのを 17隊に認め，そのうちの 35.：汐るに1祖菌を確認した。また明らかに疱性浸潤

に因つた象牙尼［の吸牧面に第2白咆'ttの祈生されたものが 2例あった。
其の他湖根膜1こ浙離して或は多少堕滸して焚生した小癖｝［Kの自 'i切ti”i.‘k新生物（白限到瘤）を検査f哨
⑲例の 324加ll11症例 23湖iこ認めた。 この白咆判瘤は大1こI隊に多 く，次で前紺：こ，小臼肉にば’少な

かつた。尚往々逍残性乳檄白翌且細｝ヤを隊i浪iこ認めたこ とあり。次に嘲者骰i牙の原成白喝買，或，：細
胞性白咆fiに1屈々限／心性吸牧を見，特に1人i11認i,lに著明である。この吸牧髪化は種々 の原因で起る i心

であるが，私ば通常隊恨に於て肉仕瑶11談の形成ある とき摘恨而に吸牧棧韓が見られる如く，痛性淡洞

l.::/11つて本病足を惹起されたのを見た。之等では同時に周壁J)悩棺骨1こも吸牧が見られた。こ．り吸牧

槌隊が著しいものは途に象・牙ftにも逹する。 2つの症例で1むとが吸牧面に鈷締織緻維I炭が祈．牛されて

之と被ひ，或 る症例ではこの而に痛菌を合める第 2r]"，月t1J)新1卜が見られた。拗檜が萎縮 l.t苅根をし笞
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出する もUJでi,:位＇:?出／iii成白＇腐 'itか硬化 l.，シャ．ー、ヽー氏飯奇Il―.Jl::I[rjかポir・・1:lj/-lとなって夕計1・l,KIji見 と品 1.て＼、た。

4．琺瑯質

痰’牙組織の象牙買， 白':,「.： fi’ （り 石灰 fcllf•約 11 /) 1祖栢髪1：就て出救 l.たが，琺J翡；買では該船憾が確認し難
S‘c 速成JJ兌灰法は役，，f：ったが琺邸判ii溶解し去 られた故であろ。
琺廊買の検第 1てに研班擦本を茫るが消•通であるが，＇とに依つて 19,1t 少なる痕底i を見つけようとする の1こ至難である。が該組織に店iの1必人が無 l、と1．「 されぬ。 それ：ナCaush(180,J)は琺J]/；汲及び葉板は象牙質 よ り舷瑯既に辿ずる榮蓑辿であるとたし， Fi~cher (lり(J9)ij:J法瑯／仔を象牙虹小笠の直接辿緻であるとなし，琺瑯罰内への突起と共：：琺邸別の榮蓑（！［：給路であ らうと云ひ，が紺田教授は琺邸既にも最小限疫J)生活現象（文存するも".)で，琺瑯裟，菜板，椛棒等絃邸質を象牙列に吻合する淋巴逍となしているも J)の如しと述べている。以上の説に従へば象牙質小1空の深部，琺邸買抵界支 で痢菌l:tfi入しているから，之に逃緻している1虻枠共の他に於ても痢菌の1姿入可能：よ想像される。更に練維性白坐筑に於てtti）i根 I炭の シャー ペー氏織維を介泣す る癒菌が認められる：ltなども本推論に有力なる示唆をなすもり`である。果して琺瑯質内に痢菌を認めたとするも，在if没入総路は直接に LI腔より入る事も考へねば成；バなが有槻的に非ず。とまれ本問組は他日を期さねばならぬ。

5. 躇根膜

隊恨膜に疱菌を證明し得ることは喜多見，田尻， J:.:尾，栃原，平1遠硲が既に認めている。板倉が設なる， 此虞1こ粕節型で菌の在在あるは我等も等しく殺するが，前1帷霰』で も多少を認めた との説には既述 の如り病刻の取扱！：：：異議がある。私は初期結節殖で歯根膜を縦走する前1[1紐繊維に多数の菌を，又シャーペ ー氏繊維束間を走る細血管腔に痢菌を認め，更にその訓I総及び血管に 1,伶うて特に痛菌及び廂細胞の黙綴があ¥)'．：とに多少のプラスマ細胞を交ゆるIl咆炭の淋巴球浸洞を1半ふ的斐を見た。該紺箆が強くたるとシャーペー氏繊維走向に一致して痢菌及び疱細胞の排ダりが欺がつて行き細胞浸潤も加はるっ途 1、言：：：節根全紋：言Iり略々均翠、濃性浸潤を招末することが多いが又或は（組頸部附近に，或は隊根端附近，多恨酋では根分岐部に比較的限局して疱性浸洞の強く現：文れることあり。ことに歯根；端又は根糊分岐部に屈々張き没潤を見る。上顎の拘i牙では概 l．て口点信部に斐化1：：：祖く，犬隆，第・1小臼旗でけ往々遠心{nljよリ近心i[!ljに浸潤は張い。 （綺恨li莫舟性浚詞は白繋買{(!ljよりも紺棺槌側に強く現はるること平―[‘．の所見と同じ。而して酋桔叫＇｝而しより起始せリと思はるる刑性浚洞が高度 の時は1瑚棺骨壁の吸牧をなしつつ骰i棺腐に出で歯恨膜1：波f!t..l.，送に浙恨端を形成する白咀買の吸牧をも惹起する。廂性浚潤に嘗面せる造白限細胞，叉は歯紐席墜に於ける造骨細胞にも1領菌り）｛姿入は多くなり，時には窟小球に移行するも のもあ り。•一般 i こ 骰根膜韻域 I -．現はるる伽小球；まt崎硲，内閣第に見る己のより小形である。其 ／＞ 他 Mi艮）炭 Iて！：マラソ・ヒルJ:t';.!丑．皮索辿だがらるが，こ の個々の細胞内に少数の廂菌を有するも の，1禎球を有するも の翠 ら所見を症例に於て ．． ! C・:;..~？る），齢数に於て 5(l.5？る）に認め た。之は概ね口筈痰頸部附迂にあり，・ヒ顎1.J1切的であ IJl.も心：9症1:l, i症例では上'§,・/fl!lj切蒻・iと第 1小臼旅の2t祖;.:ー みたこ本マラソ ・ヒ ル氏辿襄L皮索における 介`情性翌 化につ．、てIt未だ何舒，；の文紙に萩せず。
脊：itlヽ［1!葵，、こは種々程度,'):I帆紺呈を招喉するが， 該没訊'j応1こ於けるシャー ベー氏絨維の髪化は註かになしi'{なかつた。 しか l.該淑維走ijlii.l i苔が国・すろ剤袖IJ包Jノた'・9,i : tli大なる該・仏紬束が廊翁iiされ細小と なr l. L.')を見た fvijらあ i)，2~：i（ノli: ・牙・！ ：て，・:共 ('9Jヒjj・ I:笈 （しを生じ，元来：t l蒋i:1．とJ)̀t. i淑I、:炭牙・/')主枠1こ韮直i:地平 iヽ，,:::走 IJ'.Iく部では利'J々 .ffi・’,：を）If.うiりだが ，よ1J多く 主I;9,；！に；hを行す る程殷iこ走つて．． 、たc 、と，：肉恨I殷頑城;:I,'さ：｝ろ玲疇(t；ご よI)シャー ：ー氏斌紺束ゥ！；f.J沿祁たる r.'.J滋虹l文び陀i・i.:I壁し＇．． ）吸ll父i こよつて固定が弛綬吐るた＇・と，息．： る こじlJ ム白郎 Il兒及び f•＇叶•廿整 9•') 吸牧 i ー．よつて·,•竹然 ．’I,．でる 歯柏位； ，ク絞
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如；:此紺1こ樹立す る怜i牙 ，，，，1；’・，1iとを弱め，7c，，，,11J條を来た l.-c lJIIふる 1-:1怜i1•:1 ;＇，ti'が吸牧によつて多鋒：i．i する

と共に飴l牙叫litt容を1足辿す ろに登る。

隊根咬に於け る疱性餃ii,・’JH辿ii期 に移行す る:`とあ リ， そv,II茅！t i詞：’j滋:;:泡如＇暉，しの形となるも J)

て令'i締翁い船iiji討殷賑せる甜梢窃 1C-jじた l.'移ii•Ril)＇終ll絨 i:IJl'll'iす`ろC 1屈'/i恨）炭1.:I;疱性液化滋Ii包形成

は認，め荏かつた。

歯槽骨 償滑）

印秤骨• ! 、：於け ろ痢距rii ：虻 に就て It既に板介，平 1く りノ n•E 救が布る。

椒牙の存在 と 密核な 脚 f糸ある •9消 · \1·1%,Y)• 鼻に於ても約•槌 It 評 l. <， (J1涌知）氾する）外に よれほ'1]1fr骨 々

膜け肥）傍し，骨儲にも細小血狩屈J「fl'：刑性渋潤を I./'.．じ漸次4改：大し て骨髄腔 を完令1.:允・寒 l.9 1Jヽ ：ー1韻

性没潤It骨の内外雨而より 1兄判を訟i咄崩J足し，共にi叫I綽及び血管の樅愚1立認造を1:,;,'1;'｝し4怜附賀ピ：mJ沿
祁 より岐夕EI9:［f.iつて非源と な り，或ば一部1):ti紐せられ萎縮・すると云ふ。

かかる浸詞は前枕棘及び上顎ヽti• 日 萄突起／女び 目 品骨にも 来於 l. ' ' 此 1，怜を穿辿して 1叩器糸「l絨をもけし

て口説に廂性浸潤を招致し，訟1．口著者の所，』！！廂性曼化啓を投現す。この部位に於ける痢性泌潤の影顎

として或は前昴棘の萎縮を起し，更に上顎切節部拗梢骨に著捗Iな萎縮を現は l,ぅ領性安化りi和り前株を

なす中切拗より it!1j •切隊，犬椒の順で夫等扱根を微限よ り外方に強く認出す る。こ の敬棺の 1椴性萎裕： t

釦伏をなすを以て私は痢性弧形萎餡と命名している。

然るにt咎椿萎縮：t上顎の小臼歯～大臼fg.i部位に波及しなし、が油例で， また下顎にても油例はJlなヽ ‘o
この弧朕萎縮の起るのは—一方に該衣l；は殊に隊棺突起の端lti領淡洞が強く現はるるために起る骨糾樅．＇）

吸牧により ， 他には此の ）社所と欄係ある動脈管リバ恨性内 1)促炎及び訓I緑の 悩患による榮養I旅碍 1 .—一 已餅罪長

あり。弧形萎循 I t箪—ー的のものに非ず，納節咽のみに見られる病菱で ， ili lli認，斑紋捌のも "_)にら 見な

6. 

し‘O

ゃ蹴槽突起を含む顎骨の痕／軒斐化ば，勿論上記の郊位にのみ限局するものにあらず，上―ド顎骨J'が［れ

の酋檜をも佼す。板倉i文1俄の1函槽41・蒻に病褒あるもの結節型の 6]．鈴，柳繹型で 2クるに認め，そ ル：/ii絹

は分散的に Lて好袋部なく 中等程度に存すと云ふ。紳終咆1こ之を見たと の説にば旋 し難いが，結節咽

忍項骨には穂ての領域に病紐は起リ得る のである。

他の11・に起 ると同様の病虻（文隊梢骨にも起り，ここ の骨買1こ痢蔚又は同小球を認む ることは 白＇愕質

より姦かに多し ‘o 而してヽti・細胞1こ熊菌を合布してい る朕態ぱ細胞性r:r．咆質に於ける所見に類似 Lを

り，廂菌の合布少き時は41・細胞には斐化を見ないが菌が多数にな るにつれて紬胞は大となり， 1宴ば慇

平され消失 し て痢小球とな る。 41•小腐も共にi巖板し竹：基質 の溶解吸牧陵韓が僅かに存す。な ほしかし

菌の伎·辿の未だ無き骨に、ti·細胞が萎縮し 41•7c り）ものが萎縮しているものもある。

痢患者の41喩忍は概 して11訊肪茄組織に宮み，或は夫れは萎陥乃奎浮屈も見られ膠．tiと他に移行する［）も

あり。該髪化の常初は共し地を走る神総：こ麻i の •i姿供をみ，更に血管にも 1f 在する様にな り，之等扉： 1, 飼／文

び血管の灼泌1.：疱細胞に1‘卜ふて細胞没潤が強 くなる。この所見i這．i綺 に於ける夫れとイさ く同一で あ

る。 而して該的斐は或ほ洒袋性なるか又は屈々不定）Iりなる浸潤定，或ば比較的明かなる限界を1rする

廂腫の形成を認むるのみならず， fi泡腔の大部分が没洞：こ よつて匹挽された程にも成る こと あり。 1'i・賭

に於ける猜餌病襲は比較的早期か ら池沐祖緒に移行するも ／） J） !irIく，微細J)小病滋が散在するも速かに

泡沐組織になっている易合もあ る様だし，繊維化をも招依すべきは湖髄に於ける時と同漿であ る。

顎骨々的より起始して1炭がる窮性浚潤 ： ••:ti1棺頂緑に強く現ばれ岡倍腐周遥 1 、吋炭が るも J) が多く會更

9こ荊恨端附 と`に強く波及する時：立凄（よ吸牧せ られ，やがては尚1吼i壊死をも招来するも つゞ あるボ；．tr'.I 

咽買及び爵髄J)均合 と同・→であろし 斯くしてtふif：舟骨ば骨膜fi!IJと'ri芦 ，ハー ・・ミル氏管内灼差がjiji性j逮，？』現
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料 •9J: Jt ℃'；’;’’fi心廂
・・...•• •• -.•• •. • 

• ・
. ．．．. I'’’ 

役を 合＇くり之ヵ 'iil‘ 托され，夏:: r:'ヽ：i！洲窮他，蔚'h't究，也， 1’,i:4じて‘lit設g、i牙ilしi/＇ii禎Jyし／J氾潤塩ヵヽ 謀料i(t j‘i t :t 廿・'ii祁ゎ吸牧部/,:―も現iえれ， 料i・}ii,、i'i・1,1，J氾，妹1:,:':j度¢,；受潤)[・§を怜1;t:→J『ih i'（`,c I 9,:9、・ ,＇此II I i’, {・i'；1'J,i i i象，柏'llし餅，；：:fj近：一命'if.i飩'&i文J{Wiりし，そ V)I勺！ ： 娑·紺i せろ骨梁ヵ、，恰ヵ• も iii 9 1 1 1―ー！1:'i/(する『｝ゥ如く，沼，，情骨1,・,]緑！―-於て：，：荒磯i―-l品がi雄1j11:多数突出するかKII< ；立歿 J‘ るを見る 0 ・fノカ、今，•-，ず ·r，;• 1刈'-j：つて ， s ，ti緑， —．；公 夕じIF i,陳陪 9と品する部を見；，5，ことあり，之じljt, 1:'.!tli: ！汎術菱鉛＇ノ祖 繰i匁であら0
r，'，げ，’ifi'i ii,! l笥麿箕Jノレ茄泉i袋it -1R柿紺iiiiij祖の指， J,':I:＇廿＇心を、IL Iー一つv‘-l似・iじ伐'! !': I)i と艮~く似 て、、う↓ [Il ちL線｛象で1隠々且形， 11fiIii1形小森咆様或i，、不Iビ形l浪！t,｝性；合刊1心を見らe !) !，l形Jク完卯i(；l形小涎胞！ぶ汀歪彩1:t骨内にIfs,ぜる1祖：｛ii’rii 1、-より，又不iE,1！笈り9，心彩I文び表面ウ凹邸｛：骨'1:タ`iJノ糸,'ifi(Ji:,::IJ 、t i •itカ・吸Jl(（：： iしたもんであると説[1/fさ；ILて；，ヽ う。やi1嵐む痴1'し炭紀1:/企てiHil認贔1こね：ァ;,芥灯沌、J,＇恰iJ,(, g'i ilし1;、1,J’,!i咀し ）ti （以J'ノ‘ti・吸牧を必起する所見1［林のレ線像1)i)↓り祀辿1：ー・致す ろ。

41’ J) 朔約菱の—ーーとして骨麦船を fl-．ずること『E辿の如く＇；．叶＇｝にも之を見ろが，腐朕吸JI'.（部：：破廿網咆を認めず。箪に1祖性浚詞物にて充泌せる所が寧る多し ‘o 之｛ し珈菌合（了＇竹細胞 i―--：{’すろ 骨・小t麿腔 ・ら搬賑，疱性浸潤を打するハ ーベル氏管腔叫i詞張，或1.::術性；Fぶi'9,i！こJl;jる吸牧，又は山 目が念性化談性骨甜炎で見たろが如き巾性多核白血球を充たせる節；Ill,:吸牧虚形成的を耗（括 l．，て考加：すると，露朕吸Jf＇ぐ；るもクは必ずしも破骨細胞の作用のみに非ず，昨には/1崩塔糾絨，肉芽訊織又1文化霰I,;i述で も出朱るあり合もある様に思料する。且llち、こ＂J-ー局所：：接視せる小腫蒻や肉芽系ll箭しウ投逹：:j:：：，Iill豆且ff}甘ばi,9)所！-於＇｛「る 41•平滑吸牧となり，それが栂々祈訂1人切形態と＋［つたら JJ と 1り1、すべきである。

9
,
'
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ロ腔粘膜，特に歯賑及び口蓋粘膜
註辿の［噂枯膜に起る齋1生嬰化帯，それ砂する上＇抄謡胴＇む） ！こI臼it!iJ隊I;iiも、：肉眼 '’Iりにも？視察され，稀には麻fl!!j蹴隙稼1こも病奥は波）kする。 /fffi!IJ悩餃で1:UIIふ・るi:Iこ1/f和併絃恥芯姜延して痙t生註詞を見ら9,1こあり。 i限令肉限的姜化に乏しくとも糾緑學的に桧索すれば程度・ク差-―そあれ廂病紐を認める。多 くの場合，酋闊の固行府に浸潤が見られ之が源災性I:j廣がる時；ご 1こl腔前庭三夕方面で('.限唇移行部 iこ紐し其の変化に慨ね＇［露。 I'ぅl イT I~ ！ 芯の方で 1 文！： I 苫粘膜に辿緻し 述化は四、 ‘ 0 ー ド 貿iでは近心 f[!lJ. .：強． ‘変化が見られるが上顎；こ於け るが如く一蘭牙に封する殴陳の部1加1,Jぇ吃羮；：活しく 1!t̀‘0.；且常廂必泥J9）よく現，:t孔る所1ミ府舌(I!！では内緑上皮と外緑上皮，/）父叉面に封し-,tぷi『 i・炉接間では園内稼lこ皮む交叉面，：討して， T埼棺突起先端位のシャーペー氏祗雑束面を甚底と -‘す略々 ',c:1r1形の乱；位（之を孔'ii随じで角と略楢す）である。 この砂秤恨三角 l―_：於て始め位徽に旅濯ii認、｝），或は甜恨虞こ於：ナろと同似枯襲叫仔屑 ん陵原淡維束間に於ける術細胞.!)ili現を以て始まるが，殊’こ局）所む血｛乎とililiH訊こ浩ひ｝J：長合荀濯i哀潤が吋tf /f:rJ)深If}か「，乳頭の方に池行するのが腿々見られる。之と共i:プラスマ細氾，淋巳球，上皮採統咆む凌潤を［半ひルッセル氏小樫 t)逸々散見され る。斯保i―一淡訊’jが高＇父となろと乳頭，：’令く没潤：こ ．』：つ て允たされ，殊に球環をだすI’fiiIIl i$ ！、：: :手k測なことが多し‘。斯く 1 ， ー i．,1 打 I亭攣性乳•閲 ， :ょ つ ゴ｝諷，ー'て,・.る袖所に：こ結締手，Kり消失を見る事もあり，沿締絨細胞翌に多数．＇）1紅脊iを見る。齋球t牧見さ 1-7) か，JltものIt t人iii.恨こで．角に於て敗も多く，，！笈も大き＼ヽ ✓う が↑品化する。
退fj1月になると｝芝潤滋1こ池；）謡ll徽を品！＿，瑚奇/IIIJ包： と泡ふ繍抱と なり 泊， 、『l1「/1.}|J；一＿妥性し又， 、仝失する。瑚菌：屯液化窮iJ包；i扱酋；；； Jノ in く塙明且大き く？，：＇．、か II 苛とし -~:: 、 一 ウ 形成 i 見 ‘れ 7 。

7. 

消

内：恨裟に於：ナ る細胞，、文洞｛：年＇少者で， ：殆んど見ら れな＼、者 もあうが ，ー・般に：一多少、 ・認、 1, 9 :̀  1 :＇．`  o フラス マ紆［噂，淋巳球が多く ルッ・ヒル氏小悦 も敗見 され る。 浚郊i―-i,： }屈々 核．夕渋祐，；：？苅等互．；．且` ，科ごこ ここ iこ苔負Iii./'J仔するも、、つ或:'.f屯少Jノi祖細胞： ：見るも箸叉iさ除 II」、‘‘。外緑I',＇と1：，：殆んど紺；こ舟，ふ閏か抒明1::~忍．＇，／） ・‘ ,tlろか 内務：卜．皮下：こ比認'Iりに心，9i'少てあ る。 ただ少敗例， ：クト株 Ì：皮と ，屹別・’.、’ご ，と潤を且ち こと 叫あろe洵乳酋r'.:J＇りを買細/{・;）；時：こ．．I:.可iiijfil,9ク） 厨側又i.;1.1茶：f01J 1、：追硬さ．：してし‘ ぞ・・ノと・ 見た3
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克た口腔 1こ珈1生肉 •牙〖91織か直払蜘：出した泣悩を見ろ 。 1j託r.) 他上顎前恢 々棺外板 1こ附斎す る 1森筋 Jバ淡紐！L

間に泡沐糾紐の1屯少か介（1:するの を見た。

潰麻．形成の際に上皮叫哀ク砂以外に崩紐J虞（しとしては」．＾．皮が萎縮し乳頭ば浅く割合に平坦となる t,

(/）かIii]々 見られ，又は辿に上皮細胞がfl『[｝くし上吃叫1巳；科を呈す る0)も見られる。 ＿1：皮角化又はイ辺全角

化現象1凜々に見る。 f譴々 1．．．皮後・り噸1ー．照褐色の色索 (I¥Iclanin?) ・を者II).11：：：沈著する iのが認め

られる。殊にhft!IJ悩限， LI滋枯膜に見る 、ことか多く， if,1時にその上皮にも該色索慇荷細胞の出現があ

る．：と多 LoNi膜．L．．皮1こ疱届9(/'｛麦入は確'itに認められ．［一．皮細胞内及ひ細胞1/i]1こ{f・す。即ち投牙府に於

て既に多数の芹lii胞1こ廂I品iの怯入を認め，上部角化府に底iをイ「するものが見られ，＿t．皮の落屑と共に IJ

腔：こ排泄さるる移行が行冴えされる。 69例の納廂咽でその 8例10隊のうち 1例を除く他は親戸上顎，

しか も主として前枢に之があつた。こ の楊所に ．．ビl噂『iの隊列中， 口洸砲病嬰幣の後現と ii)密接な闊係

に於て附麟：：む廂没潤の最も屎く現ばれる所であ 恥。

従来歯燦屯肝扁平＿l:皮I面に於ける湘菌の (ヽf在に就て1・［田尻は之を證明しれl・なかつたが，平下は此！逸

に潮細胞の存在を認め，；t／）・一部は淋巴球）足酎II絨球性紬胞よリ 由来,,)も(/)であるとなしている。柏

朕同イリ社1：：：疱性肉牙組織が終育して特に上皮府の崩壊せんとする場合には，平下の所見を否定しない

が，私：旦嶺細胞そのも のを見なかつた。光田園長は既に桔節瑚の眼1こ於て上皮層の基底細胞1こ往々位1

塊状の廂菌群を見， 上暦に至るに従つて次第1こ数は滅つて行く，右の所見にて菌は損但のなき健常粘

膜屈より排泄される様であ ると述べているが，私も之と同様な所見を拗眼及び口甑菱化幣の所で得た。

之等の事毀より推論して結節型患者では無損徽り 口腟枯誤より菌の排泄さるべきを強濶する。従来も

9こI腔がi領菌J)耕泄路なりと Sch:Hfer,(Wick等は論じたが， i:.1,qを1、こ痕i股瘍の有る楊合は富然であるか

．之たくともじ辿の輝によって排泄を見るならんことを記しておく。

且説に於ける卿rij髪は全身炎延J)徽候として炎来すると共に，ここに於ける菱化幣1エ鼻底に後来せ

る船庭の進展波J女によって生ずる1泰である。それは鼻底枯膜I!!1]よりもにI腔[I!!jの病妥(:t劣つているし，

ロ品枯膜I噌砂脂肪組織周送に強い病菱：内存するも粘膜l方1イI肝に於ける病奥は著匪Jでない事でも知れ

うら lこI 蓋：の腺組織では貨潰には星化は認め難く． ，排泄管上皮に又腺の間宜組織•こ 少数の菌を，又： ・

泡沐細胞をみた。 日蓋の血管に於ては末梢血管1こは概して省虹は少いが， i:.,蓋後方臼隊部位あたリを

走る動甜脈管に は痢器i杖・裟による噌雇t生動1iIi(内膜炎及び外膜炎，時には肥！學性或は血栓性内朕炎なる

．こともある。 ［国僻脈にても 内，中，外崩に廂菌の浸潤あつて殊にJ炉禎性静脈内膜炎等の疱性血待炎

の諸相を見ること少からず。紳紐繊維にても 同様，周固鞘，内外鞘に文は繊維間1・：：：疱菌を翌富に見．

楊所によっては肥厚を示す所も亦存す。

上下顎の局所，特に歯牙排列的闊係と掘性病愛の猿現状況

寵 ・こllされたil噂 1、屯虞虜く抵がる のは初感染の場所から漸次屈J囮組織図卸箋1尋'-てゆ く揚合

と，血液又は淋巳辿によつて他場所に1Jいえられる場合の外に，更に末梢i1i:/1舘絨雑によつて介逹ざ札う

のがあるc.
s 

l―_ 1 説：こ於ける御f·,·J•島噂．底よ i) の仕羹を受：ナて此虚 1 こ 疱性愛化脊ドを形成する。が之心 みならす仝身

|，t'．曇延り・ー局所症朕としてら疲現する。髪化’;]和I)平面像が鼓朕をなすことに前述の如く，そ の荊足，r

士．吋で；：究ダIJ:て対し l裕IJift!ljよi)1_1乱'i(I!II心図犀，i蹄恨膜；：強く，税iクり，I)掴伶で！t ＿l噂［の犬脱或：：：：約 14ヽ

1こ1可で，二差が許しく犬料’iと中l;IJ酋と・ク11りで，汀：，・［I}＼ヽ が， 若し あつて ｛近心側：こ5品v、゚ード・訂Iー．於・:::,t 

於噂： ：」．iする差異，［少‘‘o

互:f t村子を記成す o ,i昂＇り•：二・か賦｝くし たと考ふべさらりでは前悩々鼠・'）LI占．（Ii,J；；り i]り方I―.It; ｛｛!，j !t, 1••9 !！；禄こ

迄波 夜 l-~ ， iII:J1」•， こてに第 1 小 fl 翌i り 訳肛i{, ：迄批大す る、一と あ り，即 ち上顎痰究I―一於て1斜がj呈は前記悶
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位に見It度であつて1汝方に．可さるに従ひ漸減する りを．；山）！りとする。 i｛とつて！］．：出I,::{I: (I:すろ防i!/i訊'i・扮iT・糾織
り納髪・も漸減する。然るに杓．腔より直接；正）JらJ.I及ばt;:'、―l<；月に於・7:,ー［前附に弧 く，後力り）,;:1,1(::-1:奎
る程弱 きf傾向あI)，方況羨頻ばUノ捌fポ・tた1rij諏であ ろ。 ド罰前 i';::i•,;.,1面もど和疫i・・．L・.勺I・！¢,そiL I―_ ！K IT ；；；・・ちを
咄＇とし，． t渭切胸に納槌を見 さ`る場合1・c―I‘.，；̂ii:—ーも ．＇とを J9、 ず， 1； :.,9.i : •: t.［］＇! iー．後後するもりであ る。
臼脱lに現はろ る約焚1よー・ー紋に前附に存れること が多し、'j,i．I:薗枠Iil．て，納簡翡J五れか吸J!父！肌1:7¥う時
↓しが．j笑の蒻き EIl＇必iに吸牧は進捗し，納髪0.I;:‘:j底 l―:[_て1衣｛き前隊で1':‘,；:rf．食に吸JI父もお くれ る。JUi・i,,{'.',:f刈
を:;1哨腔！燦した。全身の結節が吸牧され対かると前所で，：粕if;紅i考i.'，じUノ形成せられざ る限り泡ふ＇！＇.緩
化が見られる。)§］の再彼期になると前陪ば依然として脳き泡沐糾訊化して v るヽ1:拘らず，）＜ ｀t で； ．~ 翅
化 J)悴かつた小，大臼湖に没洞の初期Jク奉111‘常強 き1受公が認めら る。

病歯牙各組織部並に周園組織に於ける癖’1生病愛の差異
崩菌叫譴に対し［譴的役割を演ずるものは専ら未熟性1閉葉組繰，即ち網内細胞系統であつゴ林巴

球生成と共に痕i•生肉牙組織を形成する。或時は）吋所 の毛細血控に於け る クト lur細胞が先づ良 く 反應 し ，
次で枯液性鈷締織細胞c隊紐及び隊隣上皮―ドの結締織並1:41滑紺町）；組織），更に造隊細胞，造白喉'ii細
胞，造骨細胞も多少，｀とに参輿し，また成熟せる納締織細胞，骨細胞及び白明虹細胞も痢細胞とだり ‘う
る。故に隊釈‘伯に周閲組織部に葬ji組織反應叫Iとも困膚に投来す るは，毛細 [{n1序が多 く未熟i:KIlij葉性祁f11
胞の性状を布する細胞の多し憎虞殊に冠椅， t罰i貼殊に三角部， 41噌；しと協顎i,；!；附近の悩根膜，爵i1脊頂
緑グ府膜である。夏 I•こ隊恨蝙，多根捌の根分岐i,,i:！；領域も概して許 l、 いことが多いe‘ri·細胞，白 咽釘細
胞は共に分化せるもので且．、と等が固き鵡'i'［内に散在すろ均所で も瑚細胞を合ffl、,'とか疱球に菱移す
ると共に二次的に多少露該基質の愛化を認めるものである。

加喉三角に頻著な痢浸潤の投現に闊 L板倉に該組織に1謂削艮膜， 41砕，豫陳より多数C’ノ血狩か銀合
する所であるからと述べている。甜、もこの開1りに認めるが， i図1奸侶三角は冠詭と同様，疎稔な糾絨であ り
且淋巴狩，血符叫I爺•角に富んでいるので大きい瀬球を見 るの である。しかし膠I痕繊純悧楷の緻密な 祝根
膜では前者よ＿ lJ齋性沿潤ば少し劣 lJ痢球も主として小形で大形のものはP：来な '・‘0 f崎限乳頭に廂渋潤
む強く多きことも蔑l峨之角と同1；長の組絨楷成であり，且末梢ll;：II認と脈管に富むからであ る。

結節籟剖捻例に於ける顔面及ひ各臓器と歯髄（歯眼）とに於ける
鑽l生病髪状況との比較 ． 

如協と肉隣c'.)痢崩史程炭1ょ概ね並行するものであるか ら，薗I温iこ於ける浸潤朕返を見れば共I,姐1:、植
立する 裕i牙爵砧叫'1}診心を推測出来‘る。 拘i牙中でも本病斐り好後する詢 fi'i予恥穎I{ ，酋認 を 誌検し~'そ
れク変化を頗面や他殴諮U)靡病斐とを比設してぷる ．と，頷郎こ於ける納節の 後現｝i1:iiし に 大偲箇令屯 ✓ラ 紺
髪に準じている。しかし｝禎面 ：こ は共 の徴とみず陀かに以咲膝：こ？祖浸潤の有るも の で左」•Siリトしljfバ々碕
に！！堕微な姜化をみたのもある。また額而の結節は笠に吸牧をな して＼ヽ るのに上顎前和i々 椅に：叶；！度の
浸潤花を歿している例ぁ lJ' この例では他穀器も亦没潤定を歿存す。以上＂）外的勢活動期1こあ るtの
に頷面にも他戟器にも肉髄にも略々同 1,iむ） ＇り芍 足 を認め る らクであ ろ。［l 翌 1 こ 焚 化 ’；行が現 ，—ろ れは' - L顎
祁It埓に熾感染を見 るが，頗而iこ紐節にあ るが虻化幣のなし、者でii'iJも前貰i詞砂迂を認めたiむ if刈あ 1J,
之に鼻底甜恣 J)辿緻i距総延でなく他詫路 よりり他播であ る。それば他椀怒に疱の投現を見て、‘ る、りで
{り:nれるc 概 l，て荊でに辿綬性淡遥と見倣す よl)も非辿縦性；こ令身！こ欺が る方が i抒祭 の 如 く、1.31',-iL 

c
 r̂) 



[
．
ー
．
．
9

．i••• 

9

了

'
1
9

↓↑
j

ぐ＇ふ；
＇と'‘
.. 3
,
-
•
}
『9
9
r
,

．
ィ
“
;
＇
、

.
9

9
.
t
'

り
、
4

.• 
，*
 
•• 
f

”
i

:

よ

.＂>し

ぇ
tr'佑‘'冒，．
g
gを
t
t
t
t
"佑・£_”と
L
~
f
K
g．が
む
し

と`
星
玉

9
弓
夕
ィ
t舟
―
¥，ゃ
T.‘
怠

t
弔
州
t
y

＂マ、
f,_
ふ
iV↓令
＇ヰ
勾
耳
ぶ`
り粁社経`

]:;,; 
＇し
．
 

．
．
 

，．
 

、.
，J
/
L
.
 

結 節痢としての徽候談現経過以後に於ける上顎前歯々髄の病隻程度

が噌i疱で：｝珈り於が、J• と殆んど同時，或｛，：短期間：忍，',節 i姿謂j を 4ミすものもあるが ，大多数け斑紋町リ•し

して或る期間 9と認過して 1召/J ＼り言青 f, jj 吼に移 ij• するも J/) である。所で紹節隈で投紺後リJ舵過年数と 柏i

牙（上祖前悦i々加）／）的羞と i如何なる 鵬 i1を行っか，＇とを究ふに終過年数の短かきもの必ずしも ':i詞・
とぷふ認でI::J!［恥ヽが，概して魯：過年数の多くなる 1::従ひ笠症も，庫症も蛾じて中祢症秤度のも り）が多

くなる。之：t隊についての J;../)桧索であるが，怜位）紺奥11：令身の病袋と比例するから一般的の考地：i: 

も1、l)iiJして且「なリといずる。

チ

・、

3
 

誹経頴よリ結節耀に移行せる時期の症例所見

洸：田氏反應勘性で臨床上げIIll|：穀！罰噂紐と見倣されたも 9’.)で，剖桧」：初めて結節瑚と診既された1K

例叫苅牙を1，令索 L,結節型における飩の初期婆化を追及確認する所があったんで採緑する。

症例 35炭男，痰病後 5年。死iKI: 1Jili音ifi核（昭科 17年 l月5日死亡）

臨床事項 昭和 13年 7月頃役恥 J濃1時！こi這＇｛而，脊部，腰部知事 t紋。 IIli側瓶而紳総釦恥四

肢叫所々に知覺媒痺，大耳，尺骨，正巾，悦骨訓i認祢肥）昇，手掌筋萎花。周， n，じ毛1)応落せず。光田氏反

胞賜性。

脊1J検所見、 皮府に結節浸潤なし，ただ鼠跳腺に微細なる黄色貼朕のものを認む。肝，膊，副腎，喉

丸！こ納節を認めず。

組織學的所見 鼠跳腺皮質に代かに泡沫組織形成あって少数の疱菌を見る。尺骨帥認には可成り

(/)疱菌あり 池沫系ti続を形成す。 filJ検，診蹄： ！l堕炭結節癒。

胸牙の組織睾的所見 左{I!lJ:.顎中切骰，但1JりJ歯及び―F顎(IllJ切歯に就て見るに，下顎側切歯を除き

執れも蹄冠に第 2象牙質の形成誇明，憐髄にli叩1形細胞浸潤あり特に紳鍔刷固1こ著明。齋菌は歯髄柳斡

に三々五々と散見され或る所にては紡錘朕乃至阻1形の関塊をなす。紳紐繊維周問には少数の廂菌を描

取せる歳偏細胞の少数散(fせるを見る。陥蒻血管にも内皮細限に極めて少数の菌を認む。歯小行にに

勿諭，迩隊細胞に在iを認めず。上罰1”！りJ図では象牙質瘤，根脅近の造歯細胞府の突胞萎組があリ 路賭一

部は網採萎縮を品す。之等裳該胸村炉ti• 々髄 1 こ於ても訓I析＇：繊維に刑記）仔在， 1且1形細胞浸洞あり。併 L

1噂iでは痢菌除性，ただ隊髄に憾度J)石灰澄濶を認むるのみ。

斯1，ドに本症例は偶々 ‘｛襖程jcl)全身t生i9：：：：泌期となつて鼠採淋巴腺等に癒病迎を惹起し，共に上顎りJi蒋iこ
も、：とか病虻を役現したものである。之を以てすれば板倉，平1遠序か前1瑶慰領に，隠々悩牙に病庭ありと

記心• I、I: （閲々 かく の如き症例，ilJちii'！樟翌韻 よリ既に結節型に移行した者に就て の松索で：まあるま＇.、か。

生歯交換期に於ける結節籟の症例所見

花i牙叫疇]i:I}も落すべき乳的と代つて未萌出iこして ，顎骨内にある永久湖に於ける窟l生笈化‘こつ‘‘

て：；未だ報告がだ＇，ヽ。私心槌合を lllつておつたが該症岡を得たから穀告する。

症例 1-1炭女，］『直玲'it)i嵐氾、I:菜粒鈷核（昭和 17年 1月4日死亡）

邸床事項 終1,<1 外訊喩不；；•i. ， 10 ぢむ） 頃，噂：ご 1,] 毛脱溶あ 1J 社直i/i應脹せ I) と。 IIiifn lり年 9月20日I¥

屈宮時1：釦・各矮小， i:．麟i,―一尚麦 ')1.9,f節及び梵洞，「月， I辿、モ！捻浴，ウ環I;fii'1I。屑肺，背郊，ー[::I哺支：こも

餞門尚咬，淡瘍を艇成せ う／りi：＿ンIJ。四肢木村鐸i心肥／嬰。ふ，灯I中廂紺腸i生a yi:111氏!'zワ→マント ー反胞唸

性。

剖桧所見 却面・／kぢ四肢．→― :r恨i't，忍潤評何！なるら既に吸収期＇ー移行九りri.n吼，肝．者！:j．「・l戻']'t瓢 'i
料：〗•も I), lf,'j；こ鈷柊性潰瘍3 i:lki喉頭， 111こ，牌，打lj者：こ槍柘'i薗jを認t.‘9
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悩牙に於ける所見 上顎にては未だ乳l;TJ尚，乳犬勉，節 l第 3乳臼隊を， 1ヽ 顎では乳大御，第 1第 2 乳臼歯を残す。永久附ば上瓢：lifI!IJ 中切旅， p•月 11ilj 々切隊（右 1I!ij 切隊は乳切 f必iの口盗側に出賦），附 fIIIJ
第 1大臼伐i停 (lj出限を詔め，下顎にてはt!,1fl!IJ中切倣， fl!！切隊，第 1大臼隊の出薗いを認む。永久歯となるべき左 f!1 1J 切 隊は乳りJ隊の 1: 1 ~，望枯 1)災ドに豚に出限せんとしており，他は未だ顎骨内にありて）跡殺を被
るc i.,Jれの乳隊々根も吸牧現ばれ殊！ご乳fl砂Jf坑は高底にして歯恨の大部分を失つている。未出麒の永
久松i!、1．．顎小臼隊に於て歯根0)--i席をJl多成していろのを見るの外，何れも歯根未完成で第 2大臼捌It殆人ど歳如';•I；のみに止つている。

悩牙及び顎の組織唄的所見 上顎の乳麗乳側切隊（雨ft!lj)の歯根は著し〈吸牧され髄角に柚綴
象牙I'tの形成を見るが，隊小1空の走行に異｝［Kなし。骸冠から根管に直る髄偲に1肢性補綴象牙到の形成
があり，その石灰化せる甚虹中に屈平に黙縮されしや尻飴細胞が癒菌を合有せしま夜i.ill入されている。11'<性捕綴象牙質と原成象牙質の接際には痢球化した造歯細胞が密に或は疎に酉膨列している。象牙質小
屈：疱菌は逍入し髄墜近くでは密に相辿綬しているが歯表面に行くに従ひ菌は盆々疎に存在する。臨
髄1-::一般に繊維化して硬焚を示すが其の間にある細胞骰には痢菌が無数に存す。細血管にても内皮細
胞，クト膜細胞に幣しい痢菌が見られ血狩周間にはプラスマ細胞の浸潤と共に滸走性の潮細胞浸潤が著
り1である。槻根膜にはシャーベー氏繊維束に菌を，束間には疱細胞の浸洞あり。
乳犬歯： 雨側とも 1•こ疱根端の吸牧を見る。右側のものは歯髄全祁が凝固捜夕6に陥り捌菌と大なる

殉球を多数に有す。左側乳犬肉の所見は側切沿］と略々同ーであるが隊髄の硬勢は轄度であり，髄壁 I•こ
第 2白寝質が形成され共の細胞に菌を見るものあり。杉猜韻紳認1こ應菌の多数が紡錘形又は闘形の圏塊
を作っているのを見る。

第 1乳臼歯： 雨側とも湖根端は吸牧現象が始まらんとしており夫等の病愛も大腔同様である。歯
髄の骨狙細胞浚憫は中等炭であるが血管，柳親に菌を認める事，乳犬椴の時と同じ。口蓋根では根髄に
第 2 白堡翌tの形成が見られ荊球を包埋し，白班質細胞にも他部造隊細胞にも菌を見る。極髄 I•こ於ける
鳳形細胞浸潤ば！l喧変で槻恨膜の笈化はrt辺叙炭，根分岐部は著明。抱誤の内線上皮下に於ける細胞浸潤
にIl痙度で少数の癒細胞を混在し乳頭では剤菌は1紺少，その下方の繊維束問にはプラスマ細胞，類上皮
紬抱と共に！樫度の痢細胞浚｝閏あり。歯棺骨細胞は所々に痢菌を有するものありて刷塊を呈し骨小腔の
披大が見られる。骨髄で心似l形細胞浸洞と糊細胞が中等度にあり梱棺陸には骨緻維を見る。
左(t!1j第 2乳臼救： 歯髄I'こ泡沫細胞を少し散見し，各組織1こ於ける疱病墜は第 1乳臼拶jより更に停
度である。

下顎の乳尚： 椴恨の吸牧著しく髄角1こ柚綴象牙質形成あ 1J，飴腔は殆んど｀第 2白架質で充狼され
所知こ歯髄の一邪を包埋す。歯恨の象牙四吸牧面にも）躾く第 2白班四が形成されている。歳飴及び歯
根膜の痢病墜は左程強くない。

左fl!lj第 1,2乳臼瑚： 冠髄1こ柚綴象牙虹が形成され蒻i.i,・の石灰浸潤あ り，造隊細胞層には空胞萎紹
が限I,；｝性に現1まれ歯棺窃槌は繊維化している。韻飴，湖鼠，尚根誤，骨的には泡沐細胞が多いが浸潤と
して1が9笠度である。

.I知（左）永久肉： 1技端日より饂沌内に入 ろ紳総末梢枝には多数の痕菌及び痢小球を認め， ＂；J固1こ
i謹疇噂汀譴性浸潤が強く隊頭部附近で翻i-i1})・2の結節形成あり。爾餘の松i{}如こ‘簾細胞の；i韮羞浸潤
あり，造悦i細胞の多く には雅国が見られ中には痕細胞となつて ，、 るヽも のが少くない。 1．i脳血秤は概ね
充血，陵 iては 1多｛き菌あり，細胞没潤と結締様の Ji耀iが岩明である。 1l•国では泡沐細胞を見，蕊にあ
る名く叫釦打は顆粒朕i巧送性 l＿てし、た。冠屁¢9肉頸部位には既に第 2象牙判の生ぜんとしてし、る所を
認 I’ ’ • また豫成泉牙:rn 若： ＜ ／：i位を埒 l＿ている。この第 2象牙訊と/J註成象・牙iiとの拾合間には・ー辿り9 造歯細胞，或は j/,\1 々が孤作性に包 J9t され あ り —}こ等に蔚は 1羹々居住して ＼ヽる a t村小笠内に狛む介入ぁ
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リ。根端の細胞性I環質に於ては多くの細腹に翡iは少数1、て認められ中には核が瓶縮され或は全く消失

す。 1祖球をなすも の は,~, 啜虹小府を箸しく簸大して，その Iij 園に倣成 1’;1 慇判が環朕 1こ園繰して い るも
のかある。瑚菌の存在が極めて稀布な原成1-'.1呪買に多数の刑球を認めたのは注目に値する。特にい楽

肉頸部に近き所では多数叫飼球が連緻して包地され或ものは象牙質の船界に接し，或も のは原成/J：唇

質の中『・il，其の他種々 の位謹に包埋され，また稲々の間隙又は裂隙があって共の中に も蔚は充拗 して

いる。と~；疱球の 包地の多き 1所 で は， これなき I‘1 咀府の ［音に及ぶ浮樅を示してい た。共の 他 の所々に
根端或は1再iIlljにも疱球が孤在性に包迎されているのが見られた。尚暦(I!lj隊顎部では原成1年梃虹の形成

心 It}性に著しく恋く賂凹してい る所 もあった。 1国 (l!lj他i線には角化が認め られ概し て上皮屈は源

し。上皮暦1こ稀に痢菌を見 るものがあった。 外線」：皮―ドで は糊細胞浸潤強く充毀性，内練 l..：皮―ドで も

同様で枯膜固有層の結締織細胞1.::m：明かに侵入し結締縦繊糾間では細胞浸潤も 著明であ る。ヽIi1/1斎笹横

斯而でも病菱は強く見られる。隊根瞑：こ於てシャーペー氏繊維に沿ひ菌は箸朋に吸着し之が繊維束間

疇腐結締織ではJ(11管， i1ir/1紐の病組と周囮1こ廟細胞の浸潤が強く見られる。梱檜麟では廂細胞及び

i~ Ki1形細胞の浸洞が詞lで菌は顆粒状に焚性し或は泡沫細胞を多く見る。骨紬胞1こ嬰々菌を見 る許りで
なく痴球化し骨小腔叫廣大するものが多い。

出賊せる/f!/J切歯： 大盟の所見は中切隊に等しいが第 2象牙質は未だ形成されていない。布の歯牙

では特異の所見として根端及び痕瓢·こ於て中間 l'環骰層が限局性 J,;:: 介在し中に痢球があった。原成 r~
鱈 I'こ於て中切隊ほど盤濯でないがj嶺球の包埋があり根端象牙匹［中にも痢球が見られた。

未出賊の犬歯（隊根未完成） ： 蹴髄の病斐は隊頸線の郊に1恨細胞の漏袋性浸潤滋を見る外は殆んど

和麟I'這り痢細胞が疎在し或は泡沫細胞となるものがある。象牙質葛jヽ 管には菌が見 られる が，象

牙質の焚育線に沿つて所々に痢球の孤在性包埋が見られ，殊に自墜質との挑界附近では廂球が多数並

列しているのが見られた。併し象牙質の形成に殆んど何等のI叙碍なく隊小管の走向にも羮常は無かつ
た。

未出賦の第 1,2 小臼隊： 雨者と もに隊恨は殆んど｀形成されていないが第 2小．臼歯では歯脳は既に

根髄分岐を現はしている。・之等の捌髄に痢細胞浸潤は中等度に認められるが第 2小臼隊では冠認には

少く，根髄には相常に強く現はれ大きな廂球も1侑少に見られた。髄角郊には1／岱度の網様萎縮が見 られ
疇の結締織紬胞1：：少数の菌が認められた。

叫浪せる第 1大臼隊： それが冠繹•こ象牙質瘤が数個，根協では石灰浸潤が見られる。歯髄及び湖
根膜1こ1附少の泡沫細胞が散見される。 椴限緑部の固有府に池沫細胞が少数存しているが骨髄では利'i々
堀い湘細胞の浸潤を認める。

未出隊の第 2大E環： 隊岱忍及び椒森に19『/1少の泡沫細胞が散見されるのみ。

1誓永久跨： 出腿せ る中切捌及びil!！切歯髄I'こ於ける廂細胞浸洞は中等炭で，殊に根端附近に強く
餌i形細胞浸潤を1半つてい 7,,;,。象牙質捌小管Iごも痢菌を見 る）所あり原成r'.1班質には疱球の包埋が散見さ

れる。痰恨膜及び隙限の病菱I・文中等旋で断棺の骨細胞にも菌を見 る。骨儲には中等炭の崩性浸潤があ

つて痢球をなすものを混じ，殊 1•こ歯槽禽壁周迦の骨帥は廂浸潤にて充滴されてい る。

未出腺の犬歯： 出腺間近で， 照隙固有府，岡的， l麟諏！女び隊器に少数の瑚細胞出現あり， 歯槽

緑頂郊の骨髄には特に著 しき瀬細胞を認む。

・ 
未出蹂の第 1,2小i::11tr: 隊蜀には疱細胞僅少。 ことに第 2小臼敵では1俎少で殆んど泡沫細胞とな
ってい る。

出腺せる第 1大臼隊及び和 1,：腺第2大臼尚 ： 前者の隊髄には稀に泡沫細胞を散見， また歯根膜，

囀 鱈 髄箪：：： も僅少の泡沫細胞あり， 後者には極めて稀に池沫細胞が歯的に見られた。

ロ燕： 硬口漑の緞葵部に於ける固有府には痢細胞浸潤高度で紺造性に現はれ，枯膜下尼にても吝



- ·ー．．．“ • ．→9＇’'・，•

浙牙 及び 顎 の 疱 1:19 
•

一9

朋。削I籾叫淡篇而1こ於て菌が多く病笈も著明である。後方臼f糾 Iiでは他11訊和濃細胞浸潤は署明であった。

従来の文献での湖牙 の痢嬰化に閾する ものは穂，て永久椒であつて，乳椴及び未朋出歯牙に就ての桧
索は私の箕験例を以て最初とする。而して乳拗は永久1坑に於け る病婆と全く同一の所見あることを確
認した。 ただ根の吸牧槻韓が加はつていたのみ。未萌出隊牙についても既に隊牙完成前に病嬰を蒙つ
てい るのを知った。斯る餡牙形成期に罹愚せる ものは特に象牙児［（原成），白悪虹（原成）に於て疱球の ．包埋があつた 、ことは興味ある 事である。

埋伏歯に於ける籟性病愛
埋伏歯1こ於ける詳細に就ては九檄學報（第 5巻昭和 16.3)に焚表したから此虜には概略だけ記すc
症例 54歳女，直症拮節廂。現症： I目毛脱落，獅面頗，全身に結節及び浸潤を多終。口碗には廣
汎性浸潤あり。大耳，尺骨，正巾，椀廿扉IF網第1jB)厚。光田氏反應陰性，マントー反應弱賜性。
上下顎は穂義歯で歯殿上に悩牙は認められず，レ線撮影に依つて上顎左間に埋伏歯があるのを確認
して摘出す。 1辟剖的形態の特徴と痰育の普通大よリして過剃隊ならんとの豫測は外れ，同側犬歯であ
ることが判朋した。

瀬病変は轄度であるが見られた。即ち隊髄に於て根髄に限局して主として歯髄帥網I’こ揃菌が見られ
而も根髄に近いほど著しい。菌の在り方は所によって差があり，紡錘形又は闘形の刷塊を呈し少数に父連綬して長蛇の列を作る。かくの如き場所の周逃には阻！形細胞浸潤が軽度に見られ，又泡髄細胞に
も僅少の瀬菌を有するーものが 2,3ぁった。血管内皮細胞に少数の菌を有するもの稀にあり，象牙質歯
小管にも辛うじて 1,2の菌を焚見した。菌は一般に顆粒朕を呈していた。
店［Jち恒久的に崩出しない完全埋り瑾猜にも軽微ながら癒病墜を認めた。本例は無歯顎であつたから之
と翌照すべき歯牙は無かった。若し崩出隊があったら結節型歯牙の総験から，之に相嘗した病愛を呈
しているものと推定される。

臨牙装育に及1ます掘の影響
痢J) 涸牙は徽毒 1こ於けるハッチンソン歯•牙 9つ如きは無いが，幼少時罹患したものは崩出の迎延を見
年前1列の 14歳で第 l・/.;:臼恢全郊， J:.顎雨側中切尚， 1:.顎布側々切椴，下顎雨側巾切梱，側切湘は萌
出していたが爾餘の旅牙は崩出せず，加之，乳歯が上顎で側切拗，犬歯，臼歯が，下顎では大姻，臼歯
が残存 してをり，斯様の朕態は喝道の 9~10歳位のものに相常する。
平下は原成象牙質に於ける不正象牙質形成を痢病斐 として現はれたものと推定して，靡疾患は靴牙形成を蹄碍すると共に，焚育1僻砕の焚現位銃に依つて常該疾患が榔牙侵展の年数を略々推定しうると
述べたが，之は限なる lj彰J魯であつて何等そこに廂病楚の宜證を確認しているものでは無い。元来異朕象牙質は明かな疾患のもとに形成されるも のばかりでなく，原成象牙質でも時には不明の原因で描造
が不整 となつたのを見る場合があ る。 若し平下の主張する如く猫病墜に起囚する不正象牙質があると
すれば後天的に髄壁：こ第 2象牙罰が屈々形成 されるが， 該郊に は平下が揺げた如き襲化は隊小管の走1Wik速にも な く， 平下の所見に該掌する様な ものは認めなかった。私は結節塑で原成象牙質の後育線
に沿つて咆球の並ダりするのを認めた。 ＇とは明かに形成期に悩愚 した確證であるが，而も象牙質には何咎流噂院碍 を認めなかった。又その原I戎白速質iこも痢球が多数包埋されているのを認めたにも拘 らず
描造の不正は認められなかった。之銹に徴して平下の主張を否定する。平ードが揺げた所見と大的同様
の象牙沢裔造のイ迂Eを2例に，その上顎中切杓i．の根岱；iこ認め得たが前者は 18臨，後者は13歳に結節没潤のぎを生を見ているので荊の焚病と儲係あるもの とは認められず， hi]も隊詭の病壁は軽度でしかな
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かつた。之等に徴して平下か述べる廂に焚／りする象牙質形成陪碍がある との主張に特異性を認めたい

ものである。

恢牙の形成期に疱に罹患したものでは常該部に鹿歯が包地されていることは前祀の如く，：とに依つ

て罹愚の年齢が略々推定されるのは平下が象牙質形成1旅得に於ける見解と同様である。即ち本冽は 10

歳には既に相常辿んだ症朕を呈していたから少くとも 7~8歳には罹患していたものと見傲されるの
である。

要するに歯牙骰育に及ぽす蒻月の影邪としては私の肉眼的及び粗緞學的観察に於て歯牙萌出迎延も存

する場合あること，一般身膝の発育迎延，、廿’の投育障間が1了ると等しきものである。

り
ぞ

顕性歯槽萎縮に就て

古い東洋の文献にも，近頃の西洋のそれにも牙槻鋏損，歯根露出，歯牙餅J係等の記載あリ，本邦iこ

ても喜多見は隊限肥大褪の特異9にして痢病斐に基くも のを廂性歯棺腺湖と稲し一般に珈患者に跨棺駿

函;‘多い となし，患者の隊牙鋏損ば麟隊よりも寧ろ齋性捌槽膿湘によるもの多しと述べている。栃原

と は痢患者のt酋槽膿漏誤汁中に砲菌を検出し得ないことによって本症に疑問を抱き，臨床的糠察によっ
て患者の該罹患部位に何等の特殊性を見難いを以て本症を否定している。板倉も亦，該誤汁中！こ菌な

く組織的I'こ歯麒蕊に病愛を見ないので栃原の説1-.::ぎ師成している。平下は患者に於ける隊腺炎及び痰槽

膿沸甜窟内に菌の侵穀を認め，痢性浸潤は樅椿膿漏の後生又は進行に間接的に闘輿するものの如しと

述べている。

顎骨の末梢部なる歯槽突起に何等の病婆，殊iこ隊槽萎縮が起りはしないかと私は臨床的観察に努め

既述せる如く」：：顎前瑚I'こ尚檜萎縮の朕態に特殊性のあることを§を見した。即ち排膿なき深き盲説を形

成せず歯牙質L排を起さざる歯棺萎縮が規則正しく，外観は弧形萎紹を呈し，前歯部に箸明の萎縮を呈
するにも拘らず他部には著嬰を呈しないのである。この肉眼的褪化に併せてレ線朕にも病理組織學的

にも斐化を確認したのであって，上顎前槻郊の歯槽突起の癒病髪による萎縮と1酋ずるのである。栃原
は患者の隊槽駿湘には疲現部位に特殊性なしとしているが，私は瑚槽萎縮では上顎前隊部が最も毀［著

な病焚焚生部となすものである。栃原，板倉等は院汁中の菌の有無I'こ拘泥しているが，私は夫れには

餘り重きを統かず寧ろ隊牙中，疱病院の好彼郊位であり且強度の病愛の現はれる上顎前歯の蔑槽突起

の病斐1こ段焚して起る萎縮が主徴であるとなすものである。喜多見が陥麒肥大型と云ふ I/)は蕗槽萎縮

の前提をなす痢浸潤の旺盛期に相粛するものと見1故され る。

上顎前歯郊は上顎骨の前方終端に賞り刑病堕の強き鼻中隔鼻．底からの進展波及あリ，他方には恋性

愛化帯の前方揉界緑をなすものである。即ち此虚は最も受化の影等を受け易い位閤にあり，正に該郊

は病墜の好陵部であり，最高度であるを知った。之等の病哭 と該領域組織の榮養1こ密接な闊係を有す

る口照の血管，神絃にも病斐が強く焚来する以上，賞然前湘部骨iこ萎縮ば生ずべく，加之，骨詭，骨膜

に浸潤が生じ骨は吸牧されて盆々骨の萎紐］を招来す るもので，且病妥は隊牙列序的に後方臼撚になる

ほど靱減するのであるから，病愛疑現の程度に應じて中切， fi!！切，犬湖の順に隊檜萎紹が撰延して現

はれ，蕊に弧形萎縮を生ずる のであ る。

猫性朔槽萎餡がただ結節型にのみ現1文れ斑紋，紳総型 '9こ来ないのは，後者の 2つには前隊郊に病箋

が起らないからである。

歯棺膿漏につい て現今の 見解を •一見す るに 問田教授は 1. 不染性。 2. 腿迫性。 3 ． 特焚性。 4 ・老

人性。 5.I殺用性と分類し，花澤数授は 1．歯槽萎縮。 2.剪性膜湘型。 3.源賊増殖型。 4.jl釘槽骨

培哨型となし，愉垣数授は 1．炎症型（豫後可良）。 2.骨萎縮型（豫後不良）に分つている。

．とを以て見れば湖槽膿湘ば湖牙支持組織疾患、の継てを包括するものであ るが，．、とに満足せず Para-
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dentoReなる名稽を妥祢とする傾向が強くなって来た如くであ る。本症は亦，老人性と早後性に分類
するも私は特殊な疱性叫攣湘を加へたい。勿論 ，`これにも軽度の排／i農を 1祖I半すろも のもあるが，とは緻
焚性のものであって，化ll[＇凜iによって旅槽萎rfiiと窓起したものではない。

歯牙の織罹患の感染経路に就て

疇疇麟、の感染槻瓢環しては喜多見，板倉は血iす性に煎きを競き，平ドは血行と共に淋巳流
もあるべしとなし，板倉，平下は歯髄勁脈に流入した廂菌は概ね冠抽の細小血符；こ停り，次で；；支血管
より周閏 I'こ咆殖するから先づ冠髄に病愛を起し次第に根冠に 1‘•1す侵梃すとなして＼ヽる。西條は末iti紳
絃に侵入した菌は前,,,靱鞘の淋巴流に乗じて遠心性に各祖談の末梢IIi1/1,f府に逹し．局所に廂肘瑚を楷成す
る可能性ありとなしている。

私の見る所では痢柄礎の未だ憾き結節型の者では降飴，歯根膜，＇ t}髄に夫等の神総織維iへ可苗iの主な
る存在が認められ，次で該繊維周遥こ少数の礼iを含む細胞が現ばれ，漸次痛系nin包の浸潤が檜して行く。
斯の如き推移は末梢紳総を1専つて菌は1恩播するも (/)を示唆する。こ の時期では未だ細岱壁｝とは1侑少の
菌をみるにすぎないから，捌牙組織における初期感染は;pl/I総介逹の期であると為す。浸潤が旺盛期iこ
なると血管々腔内にも菌の浙動が看J反され血管周間にも廂細胞の浸潤が箸明となる。この期を血行1租
播期とする。

叫砂痢病菱／芍麟附近に好蒻するものであるが，多数の例をみていると必ずしも左様とは限らな
い。 即ち冠髄1さ腿化は少いのに根髄I'こ夫れの多きを見る症例も存す。最近中川の湖髄内に於ける血管
分巳朕況の研究によると歯髄動脈枝の末梢は特に造詔細胞I吋終逹し毛細管の立視的網朕を成すと去
ふ。この所見によれば冠的は最も血管に豊富な所であるから，此虜に廂行性惑染の最も強く起るのは
想像される所である。併し血流循行の様子によつては此虞 1このみ菌の栓塞的壌充が起る王町由はないの
で冠脳に病髪が乏しく，他部に病嬰が起つても良い認である。躁蒻への菌は淋巴流に由るものと の説
に対しては該所に淋巴管が存在するてふ確證のない限り，この説は取 I::げられない。却つて隊髄而管
より濾出する組織液は榔根端より流出ナるのみで流入は無きものと考へる。要約すれば象牙質及び白
墜質で園まれた歯棺腐に封して唯だ歯根端EIを介して交通ある箇髄が痢菌に侵されるのは，血行性か
紳総介逹性の 2途があるのみとせねばならぬ。それも最初は主としてiIillり饒に従って使され次で血行性
によって博播されると思料する。

平下氏の躍早期診断の批判

平下は歯腿疱病妥が焚病期に比して高度なる症例をみて'.ー殺的病症朕の疑現以前1こ歯髄1こ早くも
納翌を生じているのではない伶 と疑ひ，更に推珂を飛躍させ，臨床上痛の疑ある揚合には先づ上顎中
切隊脳を披いて病理組織的に検索をすれぽ早期に痢を診斯しう るとなしているが，同氏の桧索は 77例
の63.6%I•こ該焚化の腸性をみたのだから，若し氏の説に従ふとしても其 (9)率だけしか診斯の値は無い
諜である。

私の臨床観察では口腔 I•こ痢病翌をなす者は必ず顔面の症状に後装し，しかも斑紋1iilil 斎慰祖では癌髄 1 こ
焚化を見ない。平下が主張する説， 降髄の病焚が先吝をするものな りや，罹患期 と歯牙病努遁展期とは
比例するものなリや。 この 2つを検討せんに，歯髄の病拠は必ず しも罹患終過年数に比例せざ るこ と，
叩釦このみ病襲が先発するもの に非ざ るこ と既述の如く，歯髄に病災の現はれる頃は既に結節砲の頸
病期である。況んや歯髄 I•こ病喪を呈せざ る 斑紋扉,,,紐型を，之に依りて如何 iこ診断せん とす るや ，けだ
し初期J)斑紋紳総廂にありては熟線堺門家でなければ往々にして諜診することす ら在す。 g[Jち私 は
平下の唱導する前隊髄検索による瘤の早期診斯説には跨成し難い。敢て歯牙抜虫をなさずと も光田氏
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反應によりて結節砲の診斯の参考に成りうべく，眼球にても此虚に1梢栢焚を原痰すとの主張に封し

光田園長は之に反封し，眼病妥の前には必ず他の症朕を先発すべしと•• rl, された。之と同様の事が平 1ゞ

に封し,て{叶Iされる のである。

掘患者に於ける三叉誹経の痛覺に就て

痢患者の皮嘴知餞LL．臨痺す ること周知の如 L。されども口腔にては，よしや 1店蜀こ焚化あ るとも 知

覺庄るヽ 然麻痺す るに至ら ざるも のがある。拗牙治療に際し廂患者に局所腐痺を要す るのみか，健常者

戸＇より却つて過敏の如くに感ず る。病輝粗織學上には著朋な焚化が布 るのに知甍靡那(/)熊いのは何故だ

”り ららか，；とを考按するに次の如し。

光田園長が訓I絞 i-．於ける研究を引用すると末梢訓1斎笠には初期に前1/1紐竹内に菌を認め，末期には幣多

の菌を此虚1合が生 させている。末梢紳絃を求心的に追求すると菌は漸次減少して巾柩近くでは殆んど

星ぬか， 1~2筋iを見 るにすぎぬ。脊姉及び闘帥の核では歯が寄生後育する。結節型の顔面帥紐核では

・/ 鞘｀の寄生をみるが，臨末上に頻而扉,1,総麻痺のない症例を剖桧すると該紳総核に空池焚性をみる。だか

ら額而訓I；恕麻痺は末梢帥総炎ばかりでなく中檻核性が加はることは豫想される。紳終型でも多かれ少

かれの炭化はある。然るに三叉紳総の知畳終末には何節の病愛がないと云ふ。このことが隊牙領域に

知覺麻痺の無い悲因ではあるまいか。

ー・般的に論じて，猾打の細覺寂痺は恨令，末梢紳終繊維に多少の病・装が有らうとも，靡痺は中樅性の

齢碍で惹起されるものとすれば，三叉紳総核に病拠が甚だ少い事が，本帥総枝分布領域に知覺就中紺

鋭が永く保たれている串を説明する。

結 論

1． 斑紋廟及びII,9|l総捌に於ては悩牙及び顎領域では肉限的に疱性焚化として著涎を見ない。加之，

組織學的には痢菌すらも見雷らなかつた。従来屈,1'饂廟にも相賞病組があると云ふ矛盾を指摘した。

イ）併し顔面紳認麻痺が高度且久しきに及ぶ者では，その影縣として前紺の前方傾1．佑彰こ槻間の離

間を呈す るものがある。 口）之は前1/哨財祖に限らず結節廂にも見ることがある。

2. 結節疱では肉眼的に主として El菟に稲々なる著しい病菱を焚現する。

イ）漑賦では上顎前釦 ＇＄に限つて稀：こ痢性浸潤を認め，小臼歯，大臼歯では辿常肉眼的妥化を見t;

い。 口） r.:1班峠虞が廣汎に終現する時は定型的の限界を具現する。著者は之を日蔀痕i印髪化僻と謂
ふ。 ハ） EI菟叫i砂どが限局性の易合は此の菱化幣の範園内に現はれる。 ＝）勢化僣に！摂性結節性紅

甜，疱性口燕：穿孔努を見 るのは稀有である。

3． 紹節廟に於ける醤牙及び顎領域組織には箋桧的に殆んど常に痢歯及び雅．！性斐化の焚現を見る。

4． 涸牙に於け る癌病妥の総過を概観すると浸潤期（凱症期），退行期（吸牧期），及び再役期に謳別

出来る。 ィ） 浚洞期、文更に浸潤初期C叫睾 介逹期）と浸潤旺盛期(/(ll行偲揺期）とに1甚別出来る。 前者ぱ

痢禎が主として末梢訓磯のみに見 られる時期，後者はJ(1t行悔播旺盛で痢細胞の培茄が 強い 時期で あ

る。口 ）退行期には底．は顆粒恥環化す るーか或は全く消失し廂細胞は泡沫細胞1こ，疱没潤念は泡i末岳ll

織を形成する。ハ）再疲期には退行期の病笈に淡潤期の病斐か合 (jI：すろものである。

5. 歯姉は 1憐顎領域で痙病菱は最も侃く多様の病蛉を呈する 所である。イ） 寮細胞の磨祖 ， 痕球 ，•9)

培jこは概して冠品に著明である。口） 朔脳内及び爵根端口外におけるi餌蒻遠， 就中血管の約焚に起る

蹴品の炊夕じか来る ことあ IJ店i.'）射斌（文紺ぼfな'i.ii）かある。 ハ） 1栂It；恣揺塩夕しの中には外観上， 痕紅足

糊（I防原， 村上、 と器するものがあるじ・＇とか 永 くに亘つて特色ある のは瑛病．愛のi危物たる類脂肪が肉恥

• j 
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内，隊II噌腔に蓄粘される事が玉大要約と思はれる。二）痢：tlくか噌大すれげ液化するに奎り近1外のも
の相激合して大と な り，舟墳11生液化裔胞C光f[J）の形成とみ る。 その周閏1文J（耀せ る結締談叉は泡沐唄
続で園支れてし、る。

ふ 象牙『［小符には屡々1恨菊叫妥入を見る。 悩冠咋・l且濯明で殊1こ廂l知攣綱．夕£ りノ 揚合に 多数てあ
砂イ）それは造檄細胞肝に於け環菌が歯繊維を介逹するもので，深達したも のは琺JJ＄質樟界附近
に至 るものがある。稀に疱菌を有する細胞が隊小竹哺？名を取．充す る。口）時に象牙／i.9［中にii:!j球の包埋が
ある。ハ）第2象牙買形成に際し原成線尼ttとの樟界に1祖歯を1了する。或ば症球化せる造降細胞 0)包
埋があろ。その？t'f［中に疱病姜を呈する叡；いの一部，又は麻iを付する1崎髄細胞， 痢球等9グ包埋を1偲々
見 られる。＝）』環者に於ける隊髄内硬性祈生物の発現頻度Cr[i]野）`と比較す るに，概して納節隈I・・；低
率である。*)招髄における痢浸潤瘤1こ囚て稀に髄墜象牙質が滋他されることが後見された。
7. 1i椒根端の細胞性白聖虹では細胞1こ菌が見られて菌増殖が別［い もの は核か消失し痢球と 化 し，為
に白緊質小腔の搬次を見る。 イ）原成白笠質で（訂薙根膜(/9シャー ペー氏絨維を介逹して稀に菌の1受入
を見る。 口）隊髄墜に新生された第 2r:1粟＇酋の細胞に疱脊iを見る ものがある。 ハ）象牙設と I・'.1咽質
ど`の様界に介在することのある中間白咽質層に於ても廂菌を見た。 ＝）附根端附近の疱腫浸潤定にiJ、.I
り箇根端の吸牧を起し象牙質に波及することがある。

8. 瑚牙組織巾琺瑯烈のみが疱菌の確認を鋏くが ，象牙質歯小符に於ける菌は琺瑯質終末部に到・達
する可能性は推測される。

9. 陥根膜ではシャーペー氏繊維にも著明に底iを見 る。崩細胞の浸潤は脈僻，前1/1認隙に著明である
が廂球ば他郊に於けるものよりも概して小である。 ィ） 概して湖牙l!!IJより隊槽槌側に病妥は弱く，浩
白墜細胞，造骨細胞にも菌を見 る。 口）マ ラッセル氏」波索の迅歿細胞に堵明に疱菌を見るもの，夫
彿細胞間に疱球を包括するなど新知見を得た。

10． 上顎に於ては箸者の所謂，疱性湖棺萎縮（弧，T1冦萎縮）が起る。 イ） 之は上顎前隊に限）沿し排膿と
見ず官韮形成がなく，外観恰も弧形萎縮を呈することが特徴である。 口）上顎前瑚部は捌顎領域で飛
も痢病製の高度の部位で，鯰 l•こ 痰榜萎縮を招致するも ので臨床的，レ線的所見と病理組穐界的所見と
令く一致している。

11. 顎骨萎縮は外に前翡．棘附近 も剖捻l蓋明で，前鼻棘の全く消失するものすら存す。
12． 顎骨の病塾と して上記新知見の外に一般にイ）骨細胞には奨々痢菌を見 る。菌射殖が強い も
のでは核消失を来し疱球を形成し且骨小腔叫廣大を見る。口）骨髄及びハ ーベル氏符り）疫潤が横大 し
骨府を溶解宜蝕し管腔を｝廣大して骨膜(l!！よりするものと相呼應してf}萎納を招束す る。ハ）．とがため
に骨及び骨髄の繊維化が嬰々見られる。 ＝）骨髄；i椒槽腐周迎に 病楚は概して高度，就中歯棺緑頂
部，湘恨端；姻に囲きを見る。＊）斯くして歯根端i；付近！こりを生せ る疱腫ば し，線像て恰かも隊根肉坪腫と<t 
同様の所見 を晶す。

13． 歯隣では隊隙緑（殊に私の謂ふ尚馘三角）に；叡l蒻庄が好疲し且高度である。 イ） 閑賦は1廿1打府，
殊 1こ乳頭 1 .：著明に痢性浸潤を見る。 口）退行期には泡沫組織を見るが時に疱菌性液化滋抱も形成され~
る。

H. 攣恨及び` 口苫粘膜の上皮細胞に時に疱菌が見られ る。斯くて外観1;（可約損駕のない粘膜からで
も前の排泄され るのに防疫上習窓すべき）j/i見である。
15. 口菟に於ける;r,1/1認にば著明t.r紺翅が見られ，又動静脈に於ても揖！蒋1こ疱！生血管炎を具現 して疱
性歯褐萎縮.7)'5,を現を1,t進する。

16. ）禎佳約妥は士罰に先発し且高度であって下顎は．之に）しばない‘ーと が多＼ 、。イ）而 して前断部程
納笈は願箸にして小臼叫，大臼歯と後方祁位に室 るに従って病述は乾＇少と なるi瑣向がある。口）病焚



l 4 4 上 杞 登
---.  ---- ----..... 

i ＂ 

は各組織ともに拗頸部附近（冠髄，湘賊三角，椒棺緑頂部）が概して箸明で，多根隊では根分岐部も箸

契を昂す。ハ）上顎では概して 口萄側が粁fl!!Jよりも病斐は強く，犬隊又は第 1IIヽ 臼歯では近心側が遠

心i[IlJよりも病嬰が強いことがあるが，下顎では特に部位的差異ばない。

17. 1跡髄， t瑚麒，及び口就粘膜，隊根膜，骨髄等の恢組徽は著明な病嬰 を現9ますが，之等組織に接

縦する硬組織，じflち象牙質，白要質，顎骨等では箪 I・こ疱菌及び疱球を見るに止まる。

18. 歯牙は乳歯，永久疱，未萌出隊，埋伏尚を問はず疱性焚化が出現す る。

19. 尚牙及び顎り）疱病斐 1巧頷面のそれに後焚し概して令身，就中顔面及び口腔の病欣程度にl磁伴し

必ずしも樅病期間に比例しない。

20. 臨床上，前1/1斎祖祖を思はしむる揚合でも剖桧の結果，結節廂と診断されることがある。斯様な症

例の隊牙及び顎組織のIIiIII揺に冴釘菌を見た。

21. 永久隊の歯牙形成期に痢に樅患したも のでは上記病姜の外に特にイ）象牙質の投育線に浩ふ

て造朔細胞が疱球化したものの並ダりを見た。口）原成（繊維性）白堅賎1ご於ても同様に造白堅質細胞が
s 
f 痢球化したのを多く見た。ハ）しかし格別に組織楷造に翌化はなかつた。

22. 幼時重症結節荊 I•こ罹った者では全身の淡育近延と共に旅牙崩出も迎れるものがある。

23． 歯芽の1籟罹患の感染槻緯に就ては最初は主として紳繹に沿ふて使桜され，後に病墜の1専描は血

行性に依るものの 2途あるを信ずる。

24. 平下氏が主張する痢容疑者の前尚飴を検索するに依つて早期診断をなし得べしとの説は，私の

伊究結果よりして全く無債値なることを指摘した。

25. f祖患者の三叉利虞末梢が箸朋に疱町）伎農を受けても屈所に痛覺，麻痺の存しない者がある。

之は同紳終知畳終核が殆んど全く菌の侵裂を受けない故であろら。

（本論著の原著はレフ＇ラ誌 14巻 4競，昭不[918年 7月に掲栽されてある）
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（レプラ第 16巻第 3狽虎（昭和 22年8月）〕

痢JJ診斯ば一般に比較的容易と云い得るが，結核様斑紋と結節型第に於ける類似型では謳別が相富困難なることもある。これには局所皮片塗抹椀本並に組織椋本による菌検査， 1．,:fi脂肪染色，糾織桧査
等によつて割合容易 1こ銀別が出来る。結核其他の病形が内部に存在すると血液愛化が大いなる診賑(I‘り
意義を布す るが，痢の如く病滋が表在性にあるも のは直接息部を検索するのが近逍である。稲々もす
ると結核，椀誨第の血液所見の債値と同意義を廂に於ても考え勝である。余は何所までも局所笈化1こ
重きを四き，類脂肪翅化を某・として是等を簡箪I'こ鑑別する方法を攻究した。

‘̀
 

ヽ

局 所 反 應

塗抹椋本で菌検出と並行して簡箪 I•こ類脂肪橙を検出する総め次の方法を用いた。
（イ） 塗抹ズダン l]I染色： 初め解剖で得た結節捌リン 9ヽ")l,恨を用いて試瞼した。抑ち其の濃い組
織液をデッキグラスに塗り，乾燥後ズダン III染色を行い型の如く臨箇する（盗附豆シャーレに液を入れ椋本を下向にして染める），此の棚本は甚だ美しく，ス•III によって赤染した類脂肪球は細胞を破つ
て遊離し，細胞核も離れる。之を患者の皮膚局所切割塗抹でも行った。そこには小類脂肪騰を認める
が血漿節が染まり見難いこともある。又鑑別に必要な代の結節瘤初期では類脂肪怜が少菰で所期の目
的を逹せぬことが多い

（口）濾紙ズ III染色： 濾紙片に切割滑捺液を浸透 し，乾燥後ズ IlI液に入れ洒桔で分別する。結節廟リンパ腺等では美事に出来るが皮府椋本ではうまくゆかぬ。
（ハ） エーテル注射法： エーテルを皮下又は浸潤巾に注射し，直ぐ逆に吸引してチッキグラス或
は濾紙反應を行う。結果に悪く，叉疼痛甚しく時には竣死を来す。アセトンでも試みたが同様である。
（二） 誼投法： 村田反應用試験管にアセトンを入れ，それに前法の皮腐注入ェーテルを重昼し挑界の白濁を見る。これもリンパ腺では明かに見得るが皮府では困難である。

便

．． 

，；． 

局所化學反應（榎本反應）

摘出した組絨片を乳鉢で班悴し，それにニーテルを注ぎ充分混利し其の上討液を用いる。此液をヒ
ペットで村田反應用試験管．に約 1横指醤取り，同盤のア・ヒトンを添加して反應を検査した。使用証は種々であるが大橙被検組織0.2g以上，ェーテル 2-5ce，アセトンo.3-0,5 ccの菰を用いた。個々の症例では正確な計娯をしたかつたが，被検組織は(I,2g程度の少批で充分である。 エーテル は乳鉢
中で揮焚する故一定出来ない。アセトンも亦．ーとに準じる。
成鮫判定に霜 iJ' エーテル浸出液の白濁堀炭（冊），中鈴度（廿），館度（＋），殆んど透明（士），仝透明（一）とし，更にア七トンを添加することにより ・ー屈虹＜洞濁し，次第1こ凝集 して管底に小架朕片
を沈澱する。其の程度をアセトン添加直後よ l)2-3分以内に現われるものを（冊）， 10分以内に凝熱
の初まる もの（廿）， 20分ー2時間後に生ずるもの C+)，之を見ざる もの（一）とする。本反應はア七
トン活加：こよる iのを主とし，エーテル浸出液の測濁は主反應の陰態に平行するを常とする（但しエーテル洞濁度は一般に轄し、）。



] 48 悛本貞子： 廂局所化狼）叉應

成 績
l例の健康者健'iif皮胸，神競痢 4例の正常皮／酋及び斑紋消槌部皮胸，結核様斑紋疱 8例 (i1.I1例は
急性扮悪）の結核様斑ì;＇Ii皮府は何れも除性を示した。 勿諭姶等症例に於ては光田反應は紀て！陽性であ
る。次に結節疱では裟;ifi]が令く吸牧せられた皮府罰所では低性に現われた (3例）。又結節疱停症完令
吸牧型で急l生増悪によって生じた結核様斑紋様浸潤部皮府でに陰性であった (3例）。是欲は何れも光
田反應は賜性である。向他の l7例では浸潤祁皮府の本反應は何れも褐性を示した。夫領は肉限fl,:ll’こ
一見斑紋様で，紅l絨的に空池細胞，グロピ ー，ズ III梁色物質を認めた。又新しい没潤はエーテル浸
出液祗1i蜀度は1li笠いが後反應は明かであり，旺盛期及び陳菊のものはエーテル浚出液測i蜀炭ば箸明で反
厖は強陽性である。反態吸牧しつつある咋I；の皮府はエ ーテル浸出液洞濁度は樫いが反應1文明かに助性
怜 示した（但し強〈はない）。是等は純て光田反應陰性である。即ち結節廂では光田反應と反封現象を
品する。完全吸牧型及び其の型に急性射悪の来た瘍合の皮胸局）｝『化學反應は1会性で他は囮性である。
蕊に注意すべきはこれは｝司所反慇だとあるから靡I生紐化を品する皮府局所を選ぶべきである。
敗下結節は全部強協性を示した。

， 次に 8例の屍慨で島所皮哨組織と股腺とを同時に桧査した。卯ち2例の紳饒瑯では何れも陰性，：；
上ヽ例の結節痢吸牧型では浸潤吸牧郊皮府組織は陰性，股腺は何れも肉限的にも齋性 リボイド‘蝶性を認め
本反應は協性である（光田反應腸韓は生前確めなかった）。他の 3例は皮府もリンバ腺も何れも励性で
あった。一般に結節廂では股腺は皮府よりは本反應陽率は高いがこれは病理組織學的に霜然である。
即ち リンパ腺は結節窟の頻脂肪髪化が最後まで多謎に残る所である。

次l這事として内臓痕，腑，祁lI終，其他 2-3疾患．の病恣局所に就て本反應を試みた。それによる
と皮胸以外の組織は今の所意義は少いが，結核及び梅誨組織の陰性なるは愈要親すべきである。腿及
び訓睾は正常欣態では賜性であるがこれはケフアリン其の他類脂肪慨合有によると思われる。尚本反
應はフォルマリン固定組織でも 同様に現われる。

本反 應 の債 値及び批判
本反態は完全吸牧以外の結節：皮胸 25例では 100劣 9こ附性，凩III繹型，斑紋型は全郊給性である。
この反應試隙雷初の目的である結核様斑紋と結節痢疹との鑑別に朋確な判定を奥える。全く光田反應
と逆の成績を呈し愈大な反態である。従って一方では雨病型の換界に在る例外的病高で光田反應が問
題となるものでは本反應の態底も今後更に検討されねばならぬ。微巌類脂肪骰拡と本反應陰協の限界
か極めらるべきである。然し一方から考えると病型恕別上，皮府切割滑掠液中の糊菌染色は殆んど決
定的判定を輿えるものであり，更に組織片を採ったからには煉結擦本を作るのは容易な事であるが，
本反應は筒箪な一化學反應として参考に供し得るのである。殺初に述べた様に血液などか ら間接的に
診断法を考えるよりも有意義である。即ち窟患．者の半分は結核で死亡し，廂液には1領と結核と雨方の
影郭がある。一方瀬血滑のワ ッセルマン反應に封する非特異反應は衆矧の事である。か くて局）所虹接
診定が旗要なことを煎ねて記したい。

結 ． 論
1) 結節邪疹組織片ェー テル浸出液にアセトンを加え白濁沈澱を生ずる反應は lOOJ{,協性で，結核
様斑紋其の他に見ぬ特異なものであり鐙別に用い得る。但し結節療の完令に吸牧した二次的屈III厄嗜月と
去うべきものは陰性マある。

2) 結核組織，梅壽組繍 9ここの反應は現われない。

3) 痢診定には局所を祖：要親すべきことを強澁］したい。

J) 本反應は光田反應の陰腸とは反対である。
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塵沼英之助主要論文日録

1. 瘤菌による眼反應及び皮問反應との比餃研究．．．．．．．．．．．
（林文雄と共神） （日本眼科學會雑誌第 34巻第6琥 昭和 5年）

2. 癬眼前房水のヴィタミン O量に就て．．．．．．．．．．．．．．．
（春山初太郎と共著） （東京證事新誌第 30:36~虎 昭祁］2年 6月）

3
 
VlTAJ¥IIl>I C CON'l'ENT OF THE AQUEOUS HUMOR LEPRO-TIC EYES ..... .................... 
(E. Shionuma ancl H. Haruyama) (International Journal of Leprosy, 1941)-

4. 

5. 

結核様斑紋癬性結膜炎 ・・・ ．． 

（レプラ第8巻第 3絨昭和 12'年 5月）

眼結膜皮膚様腫に於ける瘤性菱化・・ ・・・ .......... 
（レプラ第8巻第3競 昭和 12年 5月）

6. 瘤眼病理補逍

7. 瘤眼病理補遣

8
 
癬眼病理補遺

，
 

瘤眼病理補遣

10. 

11. 

12. 

13. 

u. 

15. 

癬眼病理補遺

第1椅

第 1篇

第2楠

第2篇

第 3篇

虹彩毛様證の瘤 ・・ ・・・・・・・ ．． 

（レプラ第 8巻第 4姉

虹彩毛様證の癬（綾）．．．．．．

Cレプラ第8巻第 5琥

角膜の瘤． ．．．． ．．．．． ．．．．．

（レプラ第 9巻第 2鍼

角膜神経と瘤性髪化・・・・・・・

（レプラ第 9巻第2錐

Cレプラ第9巻第2賊

（レ プラ第8巻第 5琥

昭和 12年 7月）

昭和 12年 9月）

昭和 13年 3月）

昭和 13年 3月）

疱眼病因論・ ・・・・・・・ ．．． ．．．

昭和 13年 3月）

THE CLIMATE THEORY IN LEPROSY.... ...... 
(E. Shionu恥， K.Nagai ancl T. l¥Iaeda) (Intern. Jonr. of Leprosy, 19:lS) 

癬眼症状と氣候設・・・ ．． ．． ............ 
昭和 12年 9月）

瘤盲人の統計的観察並びに全身症状の消氏と眼炭患初疲との闘係・・

癬患者年齢に闘する考寮..
. .. ¥..永井健兒，前田テイと共著）

（日本公衆保健協會雑誌弟 13巻第 4銑 昭和 12年 4月）

瘤の早期診断に就て・・ ...... .......... 
（沖縄唇學會雑誌第 5年銚 昭和 14年 12月）



lG. 珈性喉頭狭窄の 1例・・・・・・ ............... 

(tl嘩罪器學愈雅，辿第 6年 Jlll:fn IS年5月）

17. 沖縄の廂の朕況・・・・・・・・ ・・ .......... 
（整事公諭第 1390姉昭利 14年3月）

18. 廂の虹彩切除に就て． ．． ．．．．． ............. 
（東京密事新誌第 2G75琥昭利 5年5月）

19. 癬性眼疾患に封する硫背療法に就て・ .......... 

‘¥ ¢’ " 
（眼科臨床密報第 32巻第 11猿）

20. 細←とプロミン ・・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ！ 
C脆兒島整學雑誌第 22年第 9易虎 昭frl24年9月）

， 
` - -

田尻 敢主要論文目録 l 
1. 癬患者血漿中炭酸含有燿に就て．．．．．．． ．．．．．．． ．．．

（千葉緊學會雑誌第 9巻第 3琥 昭和 6年 3月）

、2. 呼吸器の癬 （第 1報） 氣管及び肺の廂．．．．．．．．．． ．．

（千架幣學會雑誌第 11巻第 29虎昭和 8年2月）

3. 呼吸器の瘤（第2報）一 鼻の癬．． ．．．．．．．．．． ．

（レプラ第 5巻第 4易虎 昭和 9年］3月）

4. 呼吸器の廂 （第3報）ー一 口腔，咽頭及び喉頭の瘤．．．．．
Il l 

} 

（レプラ第 6巻第 5競 昭和 10年9月）
l 

5. 細←と班娠．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． j 
（竪事公論第 1440姉 II社平1115年3月） f 

lF : 

6. 比較的短期紐過にて結節廂に移行せる 1例に就て．．．．．．

l （レプラ第 11巻第 2琥昭相 15年3月）

7. 愛生園開設裳時に於ける丹噸の流行に就て．．．．．．．．．

（東京密事新誌第 2804．易足 昭科 7年11月）

8. 鼻腔及び副鼻腔の癬．．． .............. 

人、
9. ロ腔，咽頭及び食道の癬．

（久保日本耳鼻咽喉科全営第 5巻第 1鍼 昭利 9年）

................. 
C久保日本茸鼻咽喉科ft書第 6巻第 4.g虎 昭1ll15年）

10. 瘤患者膵臓内に迷入したる副牌の 1例．．．．．．．．．．．．．．

(1'［JII昇と共著） （東京證事新誌第 2969猿昭和 11年2月）
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11. 痢患者に現はるる紅礎悩に就て．．．．．．．．．．．．．．．．．

( 」 •Jじ登と）じ 者） （臨床践科 第 12俗第 125),1: 昭和 15年12月）

12. 小登原氏の 「金オルガ Jゾール」によ る柑貨の治療を禎みて． ．

環海叫i第2048競昭和s．年11月）
13. 結節荊の 1例に於ける呼吸困難の治療統過と解剖所見 ・・・・・・ ・

（耳鼻咽喉科雑誌策 11巻第 12琥 II{｛和 15年11月）

14. 瘤患者に於ける「力＝ューレ」の氣管異物例・・・・・

（レフ゜ラ第 10巻第 4披 昭fnl.4年7月）

15. 瘤に於ける皮謄反應（光門林反應）に就て ．．．．．．．．．

（東京跨事新誌第 3027琥 Iit{fn 12年4月）

16.舌の癬．． ．．．．．．．

（脳西照學第 446琥昭科 14年 8月）

17. 大鼻科悠を有する一瘤患者に就て ..

（且堺．咽喉科雑誌第 12巻第 3琥昭和 14年3月）

18. 枡団の未感染兒寛の光田氏反應 ．

（整事公論第 1467猿附祁 15年 9月）

19. Leprosy and Childbirth .. 

(International,fonrnal()f Leprosy, Vol. 4, N()．2, 1936) 

20. Leprotic Changes in the Lung......... ....... 

(International Joun1al of Leprosy, Vol. 3, No. 4, 193G) 

立川昇主要論文目録

1. 瘤患者血液の滴映像について． ．． .... 

§
 

Cレプラ 第 0巻第 3腕昭和 11年5月）

2. 瘤患者の肺臓内に迷入したる副肺の 1例・・・・・・・・・・

（田尻敢と共者） （東京慰事新誌第 29G9琥昭和 11年2月）

8. 山口縣に於ける廂豫防の一断面・・・・ ・・ ........ 
（レプラ 第 9 岱第 • l g虎昭祁 l.：年 7月）

4. 瘤患者に合併したる皮胸沈状結核の 1例．．． ．．．．．．．

（泣j洲囲學雑誌第 29巻第 2腕昭和 J.3年8月）

5. 光田氏反應によりて生じたる結核様斑紋組織像の2例.......

（レプラ第 10巻第3辣昭和 14年 5月）



G. JI¥ り） 舟灯 (ti'し1‘}1{)． 

（レプラ 釘':-JO咎第 2燐昭和 11年：；月）

7. /1¥の痢（第2恨） ．

Cレプラ第 12巻第4;；足 ！l｛坪l116年 7月）

8 縮結節性紅斑に1柿lする研究 （第1報）．． ．． ．．． ．．．．

Cvプラ第 2:{巻第 4腕昭和 17年 7月）

l:). セハランチンによる1籟の治験．．．． ．．．．．．．．．．．．．．

（日本陸學第 3389姉昭和 19年 8月）

占
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上尾登主要論文目録

f． 疱患者在i1U:會時の悩科診療朕態概観・
（口腔科學第；i巻第 6戯昭和 10年）

2. 口蓋廂性髪化の臨床的観察 ・・・

（レプラ第 7巻第 1賊昭和 11年）

3. 瘤患者に現はるる紅愛陥に就て・

（田尻敢と共著） （臨床酋科第 13巻第 13琥昭和 15年）

4． 態髄に於ける癬の初期髪化と餞冠部に骨様組織形成を合併した埋伏

曲の 1例 ・・・ ...... 

（九嵌學報第 5 巻第 1-2 琥昭和 16 年）•

5. 耀患者に観たる稀有なる闘科異常の 3症例・・・．．．．．．．．．

（臨床廂科第 J3巻第 4姉昭和 16年｝

6. 癬患者の社會廂科學的観察・

7. 崩l’•生三叉扉車紐痛の症例 ・・・

（レプラ第 12巻第 1跳昭相 16年）

（臨床湘科第 13巻第 12琥昭和 16年）

8 瘤リ）闘科限的研究の 2~3に就て

(／募生時｝ヽ収第 7巻第 5-155琥昭和 17年）

り． 肯少年廂息者の唾液水索イオン濃度と麟隊の闊係．．．．．．．．．

（喜多見行正と共逃） （レプラ第 13巻第 1銚附籾 17年）

10. 瘤性口蓋穿孔の 2例.... ... ... .....

（レ プラ第 13巻第 1琥附利 17軍）

11. 祠潔嘩より結節疱移行期に於けろ歯牙の組織際的所見 ・.. ・..． 

（レフラ第 14巻第 6.3J足 昭和 18年）

12 脱牙及び‘顎骨に於ける揃性菱化に闊する研究． ．．．．． ．．．．．

（學位論文） （レプラ第 14巻第 4嫁昭和 lS年）
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唖沼英之助略 l径

1り］汁i36介： 1）l15日

rInfn 3介=.3）―1 25 11 

昭和 3年 4月 1日

輻島縣笈積郡富田村下双叉 14番地に生る

東京慈嵐會醤科大限卒策

昭和 3年 5月1611 

昭平I13年 7月 1[l 

昭れ14年 4iJ 15日

昭和 10年10)］26日

同 眼科教室質科生

窟師免許證取得

弟ー］i紐府縣立全生病院醤務囁託

療賽所婦員 同l→．勤務

國立疱療務所欝官に任ぜられ，足塚敬愛園髄務

課長となる

昭和13年 3月18日 地方技師に任ぜられ，沖縄國頭愛柴園長となる

昭和 13年11月17日 副限 l••1炉！ •: （主要論文一 疱眼病1吼補造）．

昭和 19年 2月10日 國立廂寮養所にに補せられ，星塚敬愛園長を命

ぜらる

田尻 敢略雁

明冶 35年 5月18日 東京市・牛込匝北山伏町40番地に生ろ

昭和 5年 3月15日 千漿醤科大學卒業

昭和 5年 4)j1日 醤師免許魯取得

昭和 5年 5月 1日 第一漉府縣t：全生病院醤務属氾

昭和 6年 3月25日 國立痢療登所諮官に任ぜられ．長島愛生固勤務

昭和10年 5月29日 認唄I應士（主要論文—ー一呼吸器の廂）

昭和 10年 10月 5日 且島愛生園醤務諜lぐ

昭和22年 9月25日 多磨全生園勤務

I 
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AL JI I 昇 略 歴

H}肝合40勺:i2月22日
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昭和 8年 3月24日

昭和 8年 5月 9日

昭和 8年 5月10日

昭和 10．年 8月31H 

0召和118勺こ11)」15日

H召平月19勺:10月25日

J: 

東京府北多底郡東村山村大字久米）II1590番地に

生る

満洲醤科大根卒業

醤師免許醗取得

長島愛生園欝務局iiT.:

圏立療養所腎官に任ぜられ， ．l、＼「ふ愛I:．園勤務

醤學！應士（主要論文 ・

多磨全生園勤務

尾 登 略 歴

lIF]i合43勺:10月 1Fl 

拍和 8年 3月25H 

昭和 8年 4月26日

昭和 9年 4月20「l

H召手l:J18 勺:•12 月 13 「j

H召ffJ20 1f. G H 21「l

FL召平1l21 {Ii 5 月25H 

大分縣北悔部郡臼杵町大字戸室83番地に生ろ

九州紺科醤學専門限校卒業

悩科腎師免許證取得

ー長島愛生園時務懸託

國立寮養所醤官に任ぜられ，捩島愛生園勤務

醤限煎士（主要論文

・I生菱化に闘する研究）

—爪の1紺）

噌月牙及び‘顎骨に於ける船
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